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■ マイナスイオンとは？ 
マイナスイオンとは、空気中にあってマイナスの電気を帯びた粒子の俗称であ

る。そのマイナスイオンを人工的に身近で効果的に発生させるのがマイナスイオ

ン発生機であり、発生方式別に見ると、レナード式、コロナ放電式、電子放射式、

放射性物質利用式の４つに大別される。 

レナード式は、大量の水を衝突させることにより空気をマイナスイオン化させ

るもので、水破砕式とも呼ばれている。コロナ放電式は、針状の放電電極～グラ

ンド電極間に高電圧を印加（回路等に電圧を加えること）して、コロナ放電を起

こさせることにより、マイナスイオンを得るものである。電子放射式は、針状に

尖らせたマイナス電極にパルス状の高電圧を印加して、空気中に直接電子を放出

させ、酸素や水分と結合してマイナスイオンを発生させるものである。放射性物

質利用式は、セラミックスや天然鉱物などの放射性物質から放射線を空中に放射

させて、そのエネルギーで酸素などの分子をマイナスイオンにするものである。

■ 放射性物質利用式とコロナ放電式の出願が急増傾向！ 

マイナスイオン発生機に関する出願は、1991 年以降出願人数・出願件数ともに

増加しており、この 10 年間にそれぞれほぼ 10 倍となった。 

技術要素別の出願構成比は、マイナスイオン発生機 94％、発生方式を特定しない

技術５％、測定技術１％である。さらに発生方式別では、レナード式 12％、コロナ

放電式 29％、電子放射式５％、放射性物質利用式 50％、その他発生方式４％とな

って、実に放射性物質利用式が半分を占めている。近年の傾向としては、放射性物

質利用式とコロナ放電式の出願が急増している。 

■ マイナスイオン研究の歴史は古く、今はそれらを応用展開！ 
マイナスイオンに関する研究の歴史は、世界的にみると 20 世紀初め頃にスター

トしたと言われており、日本においても 1930 年代に一部の大学を中心にして始ま

ったと言われている。その後は北海道大学など一部の研究者の間で研究が続けられ

てきた様だが、1990 年代の終わり頃に空気調整機メーカーがマイナスイオン発生

機能を組み込んだエアコンを発売し、その中でマイナスイオン効果を大々的に打ち

出し、さらには同業の各社がそれに追随したことによって市場に一気に広まった。

その後はマスコミ等の影響も加わって、多岐にわたる商品が市場に溢れるようにな

った。 

しかし、現時点ではイオン濃度の測定方法が標準化されておらず、その効果が完

全に科学的に解明されているわけではない。 

古くからの技術を今応用展開の時 

マイナスイオン発生機 
 

エグゼクティブサマリー 
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■ 課題と解決手段の分布は各方式ごとに多岐多様！ 

技術開発の課題としては、マイナスイオンの発生特性に関するものが多く、効率

的に発生、多量に発生させるという出願が発生方式にかかわらず多い。さらに、全

体的にマイナスイオン発生機を組み込んだ製品に関するものが多く、これらの出願

の課題は、マイナスイオン効能・効果の発揮に集中している。 

これに対する解決手段としては、レナード式では噴霧構造の設計によるもの、コ

ロナ放電・電子放射式では電極構造によるもの、放射性物質利用式ではトルマリン

によるものが多くみられる。 

■ 参入企業数は際立って多い！ 

1991 年以降に出願され 2003 年７月までに公開された出願は、あわせて

1,516 件で、出願の多い出願人は、シャープ 5６件、松下エコシステムズ 42 件、

東陶機器 41 件であり、上位出願企業の出願の件数としては少ない。参入企業数は

734 社であり、その多さが際立って目立っている。また個人の出願人が多いこと

も特徴であり、上位 24 位までに個人出願人２名が含まれている。 

参入企業数も多く、技術開発課題も多岐多様 

マイナスイオン発生機 
 

エグゼクティブサマリー 

■ マイナスイオン組込み商品の商品展開が技術開発の課題！ 

マイナスイオン発生機の技術開発そのものに関しては、レナード式とコロナ放

電・電子放射式をメインとして古くから研究されてきており、基本技術としてはほ

ぼ確立していると思われ、今後はそれらを組み込んだ商品展開に関する技術課題が

主となっていくと思われる。一方、最近出願が増えている放射性物質を利用するも

のについては、科学的効果以上にややブーム化傾向が寄与しているともみられる。

■ 測定方法、測定装置に関する検討も今後の課題の一つ！ 

健康志向の高まりなどによってマイナスイオン発生機そのものというより、それ

らを組み込んだ多種多様なマイナスイオン応用製品に関する特許出願が増加して

きている。これに採用される発生方式も多様であり、かつこれらを組み込んだ製品

が広がってきている状況にある。このような状況の中で、マイナスイオンの測定方

法、測定装置に関する技術開発も今後注目されるものの一つと言えよう。 
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放射性物質利用

レナード式

コロナ放電式

電子放射式

その他発生方式

 

1991 年以降に出願され 2003 年７月までに公開されたマイナスイオン発生機に

関する特許・実用新案出願は、あわせて 1,516 件である。これを技術別にみて 94％

を占めるマイナスイオン発生方式を特定した技術について、発生方式別に出願件数

を見ると、放射性物質を利用するものが半数を占め、29％を占めるコロナ放電式と

あわせて約 80％を占めている。 

放射性物質利用とコロナ放電が中心 

マイナスイオン発生機 
 

主要構成技術 

 

  

マイナスイオン発生機の技術要素別出願件数比率 

（出典：特開 2001-56395）

（出典：特開 2001-19420） 

（出典：実開平 4-126717）

（出典：特開 2003-59622）

94%

5%
1%

発生方式を特定した技術

発生方式を特定しない技術
マイナスイオンの測定技術

1991 年以降に出願され 2003 年 7 月

までに公開された出願 
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マイナスイオン発生機の出願件数は 98 年には若干減少しているものの、全体的

には 91 年以降出願人と出願件数とも増加を続けている。この 10 年間では出願人

数・出願件数ともほぼ 10 倍となっている。この分野では出願件数に比べて出願人

数が非常に多いことも特徴である 

これを技術要素別にみると、放射性物質利用式とコロナ放電式の出願が増加して

いる。 

出願人数と出願件数は近年急増 
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技術開発の動向 

99

93

01

00

9896

95

91

94

97

92
0

50

100

150

200

250

300

350

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200 220

出
願
件
数

出願人数

マイナスイオン発生機の 

技術要素別出願件数推移 

マイナスイオン発生機の

出願人数－出願件数推移 

1991 年以降に出願され 2003 年

７月までに公開された出願 

数字は出願年  



 

 v

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

出願件数が最も多い「放射性物質利用」技術では、「トルマリン」を利用するも

のに関する出願が多い。 

「トルマリン」を利用した技術に関する出願の課題は、「マイナスイオン効能、

効果の発揮」が最も多い。一方、「レナード式」の出願の課題では、「マイナスイ

オン効能、効果の発揮」が最も多く、「コロナ放電・電子放射式」の出願の課題で

は「発生特性改善」が最も多い。 

期待されるマイナスイオン効能、効果 

マイナスイオン発生機 
 

課題と解決手段 

マイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布 

噴霧構造設計

その他

回路設計

構造設計
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「コロナ放電式」によるマイナスイオン発生機の技術については「安定発生」、

「効率的に発生」、「多量に発生」を課題とするものが多く、電極形状などの「電極

構造」により解決するものに出願が集中している。 

出願件数の多い４社（シャープ、東陶機器、松下電工、三菱電機）の出願は、こ

の分野に多い。 

「電極構造」で課題解決 

マイナスイオン発生機 
 

課題・解決手段対応の出願人 

マイナスイオン発生機のコロナ放電式に関する課題と解決手段の出願件数 

安定発生 効率的に発生 多量に発生 容易に発生
発生量の制御・

調整
濃度の調整・

制御
効率的に拡

散
広範囲（均一）に

拡散

電極材料
カンキョ－
日本特殊陶業

シャープ

電極の処理方法

電極形状

カンキ
シャープ（4）
ダイキン工業
元内和男
春日電機
松下電工
中村憲司
東陶機器

カンキ
サ－クランド
シャープ（4）
協和産業
三菱電機（2）
長谷川武夫
日本特殊陶業
鈴木高志

シャープ（2）
三菱電機
四国精機工業
東陶機器

共立電器産業
（2）

シャープ アイビック工業
四国精機工業

複数の電極

松下電器産業 シャープ
鈴木高志

アイシン精機
三菱電機
四国精機工業
東陶機器
豊田中央研究所

豊田中央研究所 シャープ
四国精機工業

第３の電極
四国精機工業 サンエ－電機

隆祥産業

その他 高柳研究所

マイナスイオン発生そのものの課題

電
極
構
造

課題

解決手段

安
定
発
生
／
バ
ラ
ン
ス

効
率
的
に
発
生

多
量
に
発
生

容
易
に
発
生

発
生
量
の
調
整
・
制
御

濃
度
の
調
整
・
制
御

効
率
的
に
拡
散

広
範
囲

（
均
一

）
に
拡
散

電極材料 2 1
電極の処理方法

電極形状（筒/枠/メッシュ/
鋸歯/ブラシ等) 11 12 5 2 1 2
複数の電極 1 2 5 1 2
第３の電極（別機能） 1 2
その他 1

電
極
構
造

マイナスイオン発生機そのものの課題

課題

解決手段
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企業名 No 事業所名 住所 

シャープ ① 本社 大阪府大阪市 
松下エコシステムズ 
(旧松下精工) 

② 本社 大阪府大阪市 

東陶機器 ③ 本社 福岡県北九州市 

松下電工 ④ 本社 大阪府門真市 
⑤-1 本社 東京都千代田区 

⑤-2 三菱電機エンジニアリング 東京都千代田区 
⑤-3 三菱電機ホーム機器 埼玉県大里郡 

⑤-4 静岡製作所 静岡県静岡市 
⑤-5 中央研究所 兵庫県尼崎市 

三菱電機 

⑤-6 和歌山製作所 和歌山県和歌山市 

⑥-1 本部 大阪府大阪市 

⑥-2 神戸技術研究所 兵庫県神戸市 世界長 

⑥-3 新南陽工場 山口県周南市 

⑦-1 旧アイワ 東京都台東区 
ソニー（旧 アイワ） 

⑦-2 旧アイワエンジニアリング 東京都中野区 

⑧-1 本社 大阪府大阪市 
タイガー魔法瓶 

⑧-2 本社 大阪府門真市 

松下電器産業 ⑨ 本社 大阪府門真市 
日本ハネック ⑩ 本社 埼玉県北埼玉郡 

⑪-1 本社 大阪府大阪市 

⑪-2 堺製作所 大阪府堺市 ダイキン工業 

⑪-3 滋賀製作所 滋賀県草津市 

⑫-1 本社 東京都大田区 
荏原製作所 

⑫-2 荏原総合研究所 神奈川県藤沢市 

⑬-1 本社 大阪府守口市 

⑬-2 三洋ホームテック 京都府相楽郡 三洋電機 

⑬-3 鳥取三洋電機 鳥取県鳥取市 

東レ ⑭ 本社 滋賀県大津市 

高松邦明氏 ⑮  － 
⑯-1 本社 東京都港区 

⑯-2 富士事業所 静岡県富士市 東芝キャリア 

⑯-3 東芝エー・ブイ・イー 東京都港区 

コロナ（旧 内田製作所） ⑰ 本社 新潟県三条市 
九州日立マクセル ⑱ 本社 福岡県田川郡 

元旦ビューティ工業 ⑲ 本社 神奈川県藤沢市 

アイシーシー ⑳ 本社 神奈川県横浜市 

クレイツ ○21  本社 福岡県福岡市 

サンエー電機 ○22  本社 京都府京都市 

前田信秀氏 ○23  － － 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

発明者の住所による上位出願人の技術開発拠点は、大阪府などの近畿圏および東京

都などの首都圏に集中している。そのほか、新潟県から和歌山県、福岡県まで分布し

ているが、愛知県にないなど地域的には特異分布となっている。

上位出願人と技術開発の拠点 

マイナスイオン発生機 
 

技術開発の拠点の分布 

技術開発拠点図 
技術開発拠点図 
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出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 
シャープの出願は 58

件であり、そのうちの３

件が登録となっている。

その大部分がコロナ放

電・電子放射式に集中し

ている。 

課題としては、マイナ

スイオン「発生特性改

善」、「発生効率改善」、

「利便性向上」が多く、

またマイナスイオン発生

機を組み込んだ応用商品

展開を活発に行っている

ことから、応用課題とし

ての「マイナスイオン効

能、効果の発揮」も特に

多い。 

解 決 手 段 と し て は 、

「電極構造」や「回路設

計」に関する出願が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

保有特許例 

技
術
要
素 

課
題 

解
決
手
段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発
生
効
率
改
善 

目
的
外
物
質
抑
制 

電
極
構
造 

正
負
イ
オ
ン
同
時
発
生 

特開 2002-075590 

 

00.08.30 

H01T23/00 

 

イオン発生電極体およびこれを用いたイオン発生装置、空気調整

装置 

誘電体１１と、誘電体１１を挟んで対向

する内・外電極１２，１３とを有し、この

内・外電極１２，１３の間に交流電圧を印

加することによりプラスイオンとマイナス

イオンとを同時に発生させるイオン発生電

極体であって、内・外電極１２，１３とし

て網状電極を用い、内電極１２の網目を外電極１３のそれよりも細かくする。 

 
コ
ロ
ナ
放
電
式 

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
の
効
能
、 

効
果
の
発
揮 

製
品
へ
の
組
込 

特許 3415108 

 

00.09.20 

F24F1/00 

 

空気調和機 

熱交換器２５と、送風ファン２６とを備えた室内機

１に、プラスイオンとマイナスイオンを同時に発生さ

せるイオン発生装置および送風機を内蔵したイオン発

生装置ユニット３３を設ける。イオン発生装置ユニッ

ト３３が配された送風通路Ｂを熱交換器２５を通る循

環通路Ａとは別に形成する。送風通路Ｂは、循環通路

Ａに熱交換器２５よりも下流側で合流し、イオン発生

装置からのイオンを含んだ空気を循環通路Ａの空気と

合流させて、室内にイオンを含んだ空気を吹き出す。 

 

  
 

シャープ株式会社 

マイナスイオン発生機 
 

主要企業 

噴霧構造設計

その他

回路設計

構造設計

電極構造せ

機能付加

駆動構造設計

給水構造設計

その他

セラミック

トルマリン

製品組込み

炭

コ
ロ
ナ
放
電

、
電

子
放
射
式

レ
ナ
ー

ド
式

放
射
性
物
質

利
用

課
題

解決手段

その他構造設計

付加機構

発
生
特
性
改
善

省
電
力

（
省
エ
ネ

）

そ
の
他

副
産
物
の
利
用

応
用
製
品
性
能
向
上

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
効
能

、
効

果
の
発
揮

測
定
性
能
改
善

ノ
イ
ズ
抑
制

マイナスイオン発生特性の課題

拡
散
特
性
改
善

水
処
理
改
善

電
極

、
放
電
特
性
改
善

利
便
性
向
上

コ
ス
ト
低
減

応用課題

目
的
外
物
質
抑
制

発
生
効
率
改
善

発生機や測定器の組込み課題

小
型
・
軽
量
化
他

生
産
性
向
上

製品組込み

ケイ素

その他発生方式

測定技術

発生機の特定無し

6 5 4 3 2 5

7
2

2
2

3 4 4

2

2
18 4

2

2
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出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 
松下エコシステムズ

の出願は 42 件であり、

そのうちの３件が登録

になっている。その大部

分がレナード式に集中

している。 

課題としては、「発生

特性改善」、「水処理改

善」「小型・軽量化他」、

「利便性向上」などにつ

いての出願が多い。 

また応用課題からは

「マイナスイオン効能、

効果の発揮」の出願が多

い。 

解決手段としてはレ

ナード式の「噴霧構造設

計 」、「 そ の 他 構 造 設

計」、「機能付加」などに

関する出願が多い。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

保有特許例 

技
術
要
素 

課
題 

解
決
手
段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発
生
特
性
改
善
、 

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
の
効
能
、 

効
果
の
発
揮 

噴
霧
構
造
設
計 

特許 3334895 

 

91.08.02 

A61M5/02 

 

[被引用９回] 

 

陰イオン製造装置 

風道７内の一壁面８からその対向壁

面９に１以上の水噴流を衝突させて微

細水滴を発生させ、同時に前記風道７内

に風速 0.5 ～50m/sec で空気を通して

微細水滴混合空気とし、そのあと微細水

滴混合空気を分離器４に通すことで、超

微細水滴混合空気となし、１ｍ3 中に陰

イオンを 1.25×109 以上発生させる 
レ
ナ
ー
ド
式 

利
便
性
向
上 

機
能
付
加 

特許 3366027 

 

92.09.21 

A61M1/00,300 

 

陰イオン製造装置 

微細水滴製造機２に水検知センサ３を設け、

これにより水でないと判別した際、すくなくと

も微細水滴製造機２、送風機４のいずれか一方

を作動させず、水以外の液体では陰イオンを発

生させない。 

 
 

松下エコシステムズ株式会社 

マイナスイオン発生機 
 

主要企業 

噴霧構造設計

その他

回路設計

構造設計

電極構造せ

機能付加

駆動構造設計

給水構造設計

その他

セラミック

トルマリン

製品組込み

炭

コ
ロ
ナ
放
電

、
電

子
放
射
式

レ
ナ
ー

ド
式

放
射
性
物
質

利
用

課
題

解決手段

その他構造設計

付加機構

発
生
特
性
改
善

省
電
力

（
省
エ
ネ

）

そ
の
他

副
産
物
の
利
用

応
用
製
品
性
能
向
上

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
効
能

、
効

果
の
発
揮

測
定
性
能
改
善

ノ
イ
ズ
抑
制

マイナスイオン発生特性の課題

拡
散
特
性
改
善

水
処
理
改
善

電
極

、
放
電
特
性
改
善

利
便
性
向
上

コ
ス
ト
低
減

応用課題

目
的
外
物
質
抑
制

発
生
効
率
改
善

発生機や測定器の組込み課題

小
型
・
軽
量
化
他

生
産
性
向
上

製品組込み

ケイ素

その他発生方式

測定技術

発生機の特定無し

4 2 2 3 3

4 2

3
3 2 4

6 55

5

4
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出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 
東陶機器の出願は 41

件であり、そのうちの

６件が登録となってい

る。その大部分がレナ

ード式とコロナ放電・

電子放射式に集中して

いる。 

課題としては、発生

機や測定器の組込み課

題が多く、特に、「小

型・軽量化他」、「コス

ト低減」および「生産

性向上」についての出

願が多い。 

解決手段としては、

レ ナ ー ド 式 に 関 し て

「給水構造設計」につ

い て の 出 願 が 特 に 多

い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

保有特許例 

技
術
要
素 

課
題 

解
決
手
段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

電
子
放
射
式 

発
生
特
性
改
善 

回
路
設
計 

特許 3388533 

 

97.01.07 

H01T23/00 

 

[被引用 1 回] 

負イオン発生装置 

高電圧発生回路から放電電極

に負電位の直流高電圧を印加す

ると、電極の先端部でコロナ放電

が発生し、負イオンが生成されて

空気中に放出される。負イオンの

生成に伴って電極に正電荷が蓄

積される。正電荷４５は、ダイオード及び正電荷排出回路を通してスイッ

チング電源のグランド側端子に流れ込む。電極には正電荷が蓄積されるこ

とはないので、ダイオード及びコンデンサ側から電極に印加される負電位

の直流高電圧が見掛け上低下することがなく、低下した分だけ負イオンの

発生量が減少するような問題は生じない。 

レ
ナ
ー
ド
式 

発
生
効
率
改
善 

小
型
・
軽
量
化 

コ
ス
ト
低
減 

生
産
性
向
上 

給
水
構
造
設
計 

特許 3269304 

 

94.12.28 

A61H33/10 

 

ミスト発生装置 

円板状のベース板から成る羽根車と、羽根車の径方

向外方に且つ羽根車の周方向に互いに間隔を隔てて

円環状に配設された複数の衝突板とにより構成され

る羽根車ユニットが互いに間隔を隔てて同軸に配設

された羽根車集合体と、羽根車集合体の羽根車を回転

駆動するモータと、隣接する羽根車ユニットの間に配

設された漏斗形状のドロップ水回収部材とを備える。 

 
 

東陶機器株式会社 

マイナスイオン発生機 
 

主要企業 

噴霧構造設計

その他

回路設計

構造設計

電極構造せ

機能付加

駆動構造設計

給水構造設計

その他

セラミック

トルマリン

製品組込み

炭

コ
ロ
ナ
放
電

、
電

子
放
射
式

レ
ナ
ー

ド
式

放
射
性
物
質

利
用

課
題

解決手段

その他構造設計

付加機構

発
生
特
性
改
善

省
電
力

（
省
エ
ネ

）

そ
の
他

副
産
物
の
利
用

応
用
製
品
性
能
向
上

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
効
能

、
効

果
の
発
揮

測
定
性
能
改
善

ノ
イ
ズ
抑
制

マイナスイオン発生特性の課題

拡
散
特
性
改
善

水
処
理
改
善

電
極

、
放
電
特
性
改
善

利
便
性
向
上

コ
ス
ト
低
減

応用課題

目
的
外
物
質
抑
制

発
生
効
率
改
善

発生機や測定器の組込み課題

小
型
・
軽
量
化
他

生
産
性
向
上

製品組込み

ケイ素

その他発生方式

測定技術

発生機の特定無し

3 4 11 11 11

2

2

2

2 2

2
33

4

2 3

2
2

5
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出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 
松下電工の出願は 33 件

であり、そのうちの３件が

登録となっている。その大

部分がコロナ放電・電子放

射式に集中している。 

課題としては、「発生特

性改善」、「発生効率改善」、

「小型・軽量化他」の出願

が多い。 

また、マイナスイオン発

生機を組み込んだ応用商品

展開を活発に行っているこ

とから、応用課題としての

「応用製品性能向上」が特

に多い。 

解決手段としては、レナ

ード式と放射性物質利用式

にわずかの出願が見られる

が、全体的にはコロナ放

電・電子放射式に集中して

いる。その中では応用商品

展開の幅広さからか「製品

組込み」に関する出願が特

に多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

保有特許例 

技
術
要
素 

課
題 

解
決
手
段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発
生
特
性
改
善 

応
用
製
品
性
能
向
上 

製
品
へ
の
組
込 

特許 3417412 

 

02.06.14 

A45D20/12 

 

ブラシ付きヘア－ドライヤ－ 

内部に空気流路１１を形成して空気の吸入口４１及び吐気口４

２を設けると共にブラシ部８を設けたブラシ付きヘアードライヤ

ーである。空気流路１１に空気を下流側へ送るためのファン１２

及び該ファン１２を駆動するモータ１３と空気を加温するための

ヒータ１４を設けた。該吐気口４２が形成された面にマイナスイ

オンを吐出するイオン吐出口５を前記吐気口４２とは別に形成

し、前記マイナスイオンを発生させるためのイオン発生機能部６

を設けた。 

コ
ロ
ナ
放
電
式 応

用
製
品
性
能
向
上 

製
品
へ
の
組
込 

特許 3402323 

 

00.12.25 

A45D20/12 

 

ヘア－ドライヤ－ 

流路を流れる空気の流れを妨げてしまったり、イオ

ン発生部で発生したマイナスイオンが空気流路に取り

付けられた格子部材等に付着して、後から空気に混ざ

って流れてくるマイナスイオンが格子部材を通過し難

くなってしまうことのないマイナスイオン発生機能を

具備したヘアードライヤーを提供する。 

 
 

松下電工株式会社 

マイナスイオン発生機 
 

主要企業 

噴霧構造設計

その他

回路設計

構造設計

電極構造せ

機能付加

駆動構造設計

給水構造設計

その他

セラミック

トルマリン

製品組込み

炭

コ
ロ
ナ
放
電

、
電

子
放
射
式

レ
ナ
ー

ド
式

放
射
性
物
質

利
用

課
題

解決手段

その他構造設計

付加機構

発
生
特
性
改
善

省
電
力

（
省
エ
ネ

）

そ
の
他

副
産
物
の
利
用

応
用
製
品
性
能
向
上

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
効
能

、
効

果
の
発
揮

測
定
性
能
改
善

ノ
イ
ズ
抑
制

マイナスイオン発生特性の課題

拡
散
特
性
改
善

水
処
理
改
善

電
極

、
放
電
特
性
改
善

利
便
性
向
上

コ
ス
ト
低
減

応用課題

目
的
外
物
質
抑
制

発
生
効
率
改
善

発生機や測定器の組込み課題

小
型
・
軽
量
化
他

生
産
性
向
上

製品組込み

ケイ素

その他発生方式

測定技術

発生機の特定無し

2 2

4
17

3

3
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出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

三菱電機の出願は 27

件であり、そのうちの４

件が登録になっている。

その大部分がコロナ放

電・電子放射式に集中し

ている。 

 課題としては、「発

生特性改善」、「目的外

物質抑制」などについ

ての出願が多い。また

応用課題から「マイナ

スイオン効能、効果の

発揮」についての出願

が特に多い。 

解決手段としては、

「回路設計」、「電極構

造」、「製品組込み」など

にまんべんなく出願が

みられる。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

保有特許例 

技
術
要
素 

課
題 

解
決
手
段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特許 3353223 

 

96.12.19 

D06F58/00 

三 菱 電 機 ホ － ム

機器 

寝具の乾燥装置 

送風機２、発熱体４、

負イオンを発生させる一

対の電極１７，１８およ

び負の高電圧を供給する

電源１０を備えたイオン

化温風発生装置１と、生

成された負イオンを含有する温風２２を表面より噴出する袋体１０１と、負イオンを

含有する温風１２を袋体１０１に供給するホース１３とを備えてなり、ホース１３は、

金属部材を有し、この金属部材を接地したものである。 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
の
効
能
、
効
果
の
発
揮 

製
品
へ
の
組
込 

特許 2904328 

 

93.11.12 

A23L3/3418,  

 

［被引用２回］ 

微生物繁殖防止装置 

オゾン分解室を通気路から電気的に絶縁して

設置するようにした。また、正イオンを除去する

電極を設け、負イオンのみを取り出すようにし、

取り出したイオンの寿命を伸ばすようにした。ま

た、微生物が繁殖する物体を格納する空間に供給

したイオン化気体を電離室に帰還させるイオン

供給部を設けた。また、イオンを含む気体を気泡

化して貯水器の水中に供給する気液混合器を設

けるようにしたものである。 

 

 

三菱電機株式会社 

マイナスイオン発生機 
 

主要企業 

噴霧構造設計

その他

回路設計

構造設計

電極構造せ

機能付加

駆動構造設計

給水構造設計

その他

セラミック

トルマリン

製品組込み

炭

コ
ロ
ナ
放
電

、
電

子
放
射
式

レ
ナ
ー

ド
式

放
射
性
物
質

利
用

課
題

解決手段

その他構造設計

付加機構

発
生
特
性
改
善

省
電
力

（
省
エ
ネ

）

そ
の
他

副
産
物
の
利
用

応
用
製
品
性
能
向
上

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
効
能

、
効

果
の
発
揮

測
定
性
能
改
善

ノ
イ
ズ
抑
制

マイナスイオン発生特性の課題

拡
散
特
性
改
善

水
処
理
改
善

電
極

、
放
電
特
性
改
善

利
便
性
向
上

コ
ス
ト
低
減

応用課題

目
的
外
物
質
抑
制

発
生
効
率
改
善

発生機や測定器の組込み課題

小
型
・
軽
量
化
他

生
産
性
向
上

製品組込み

ケイ素

その他発生方式

測定技術

発生機の特定無し

2 2 3

3
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 空気中を浮遊するプラスやマイナスに帯電した微粒子の総称が空気イオンであり、その

中でプラスの電気を帯びたものをプラスイオンと呼ぶのに対して、マイナスの電気を帯び

たものをマイナスイオンと呼ぶ。そのマイナスイオンを人工的に身近で効果的に発生させ

るのがマイナスイオン発生機である。マイナスイオン発生機を発生方式別に見ると、大き

くはレナード式、コロナ放電式、電子放射式、放射性物質利用式の 4 つに大別される。 
本書ではこれらマイナスイオン発生機について、主な発生方式別にその課題と解決手段

を取り上げる。なお、対象特許にはどちらかというとマイナスイオン発生機そのものでは

なく、マイナスイオン発生機を組み込んだ応用製品に関するものが多いが、本書では個々

の製品を紹介するのではなく、発生方式の観点から捉えている。 
 
1.1.1 マイナスイオン発生機技術 

マイナスイオン発生機とは、何らかの人工的な手段によって、自然界に存在するとされ

ているマイナスイオンを効果的に発生するようにしたものである。 
マイナスイオン研究の歴史は、世界的にみると 20 世紀初め頃にスタートしたと言われ

ており、ノーベル物理学賞を受賞したドイツの物理学者フィリップ・レナード博士が、水

滴が分裂する際にマイナスイオンが発生することを見出した。また日本においても 1930
年代に北海道大学など一部の大学を中心にして始まったと言われている。その後は一部の

研究者の間で研究が続けられてきた様であるが、1990 年代の終わり頃に空気調整機メーカ

ーがマイナスイオン発生機能を組み込んだ空気調整機を発売し、その中でマイナスイオン

効果を大々的に打ち出し、さらには同業の各社がそれに追随したことによって市場に一気

に広まった。 
その後は空気調整機だけでなく、空気清浄機をはじめ美容・理容商品、照明器具、冷蔵

庫、乾燥機、掃除機、扇風機、換気扇、暖房器具などの家電製品を中心に、さらには住宅

 

 

１．技術の概要 

リフレッシュや疲労回復など健康に良い商品といわれ

ているマイナスイオンが社会現象化しており、その発生

機構を組み込んだ様々なマイナスイオン発生機応用製

品が市場に出回ってきている。  

 

特許流通 

支援チャート

1.1 マイナスイオン発生機技術
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設備関連、健康・治療機器、家庭用雑貨品、線費関連製品など多岐にわたる商品が市場に

溢れるようになったのが現状である。 
これらの例をみるまでもなく、マイナスイオン発生機単体での商品化の例はあまり多く

なく、何らかの商品にマイナスイオン発生機能を組合わせることによって、その商品とマ

イナスイオンとの相乗効果を狙った商品が主であることが分かる。 
近年、マイナスイオンそのものがメディアに一斉に取り上げられて礼賛された結果、マ

イナスイオン効果が一種のブームとして社会現象化した。しかしながら、イオン濃度測定

方法等の標準化が行われておらず、発生機によってどの程度マイナスイオン量が増加でき

たのかといった標準値が存在していないのが現状である。 
学術研究的には、かなり古い時代から研究されてきているが、実際に市場で使われる商

品化という意味からするとまだ新しい技術であり、どちらかというと市場への商品投入の

後を研究が追いかけているというのが現状である。 
これらを踏まえ、マイナスイオン発生機の効果については、科学的に完全に解明されて

いない状況の下で、社会的に注目されてきたことにも留意する必要がある。 
 
 
1.1.2 マイナスイオン発生機の技術体系 

マイナスイオン発生機に関する技術には、発生方式を特定する技術、発生方式を特定し

ない技術、そして測定技術とがある。 
まず人工的にマイナスイオンを作り出す発生原理に関して、代表的なものを以下に簡単

に紹介する。 
 

・ 滝から水が落下する際に、水の分子の衝突によって飛び出した電子が、空気中の酸素分

子に吸着してマイナスイオンになるもの。ドイツの学者、フィリップ・レナードによっ

て発見されたといわれており、レナード効果とも呼ばれている。 
・ コロナ放電の電離作用を応用して、電極から電極へと移動する電子に、酸素分子の流れ

を強制的に与えてイオン化するもの。 
・ 空気中に直接電子を放射させて、直接的に空気中の酸素分子に電子を供給して、酸素の

マイナスイオンを得るもの。 
・ 自由電子を大量に含む鉱石に空気が触れるとき、プラスイオンを中和したり、マイナス

イオン化現象が見られることを利用するもの。ただし、これらは極めて微弱な現象であ

るとも言われている。 
 

これに対してマイナスイオン発生機を特定しない技術の中心は、マイナスイオン発生機

を製品に組込む技術である。このような技術ではマイナスイオンが発生するものであれば

方式区分は問わないことになる。 
 

マイナスイオン測定技術であるが、一般的に空気中のイオンの発生量を測定するには、

１ｃｍ３(cc)の空気中に何個のイオンが含まれるかを測定し、単位は［個／cc］で表示さ

れる。ただし現在のところ各メーカーなどがそれぞれ公表している値に関して、測定距離
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図 1.1.3-1 

（出典：実開平 04-126717） 

や測定時間などの標準化された測定方法はまだ確立されていないのが現状である。 
 

表 1.1.2 に、マイナスイオン発生機の技術要素をまとめて示す。 

 
表 1.1.2 マイナスイオン発生機の技術要素 

大区分 中区分 
Ａ１．レナード式（水破砕式） 
Ａ２．コロナ放電式 
Ａ３．電子放射式 
Ａ４．放射性物質利用式 

Ａ．マイナスイオン発生

方式を特定する技術 

Ａ５．その他発生方式 
Ｂ．マイナスイオン発生

方式を特定しない技術 
 

Ｃ．測定技術  
 
 以下では、上記５つの発生方式に関する技術と測定技術を中心にさらに詳細に説明する。 
 

 

1.1.3 マイナスイオン発生方式 

代表的なマイナスイオン発生機の発生方式としては、レナード式、コロナ放電式、電子

放射式、放射性物質利用式の４つと、これらに含まれないその他の発生方式がある。コロ

ナ放電式と電子放射式は類似の放電式としてまとめられるが、残りのレナード式と放射性

物質利用式とはその特質も全く異なる。 
 
(1) レナード式（水破砕式） 

 滝壷と同じ環境を人工的に作り出し、大量の水を衝突させることにより空気をマイナス

イオン化させるもので水破砕式とも呼ばれている。この方式を利用した空気清浄装置は、

旋回する気流中に水を噴射することにより、噴射水を旋回気流中で分裂させてミスト状（霧

状とされた微細な水滴の総称で、霧や水蒸気を含む。）にして空気イオンを発生させるもの

とされている。この装置の基本となる水分裂部の構造は次の種類があげられる。 
 

ａ．ノズルから衝壁に向けて高圧水を噴射して微細水

滴に分裂させるもの。 
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図 1.1.3-2 

（出典：特開平 09-203540）

図 1.1.3-4 

（出典：特開平 09-285555） 

図 1.1.3-3 

（出典：特開平 08-121828） 

図 1.1.3-5 

（出典：特開 2001-198219） 

ｂ． 回転体上にノズルにより水を噴射し、噴射水に

遠心力を作用させて微細水滴に分裂させるもの。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
ｃ．回転体の羽根車にノズルより水を吹付け羽根

車で水を叩いて微細水滴に分裂させるもの。 
 
 
 
 
 
 
 
 
ｄ． ノズルはなく回転体により負圧を生じさせて、

この負圧により吸上げパイプを介して水を吸上げ、

遠心力によりミスト状に飛散させる。 
 
 
 
 
 
 
ｅ． 超音波駆動子を用い、水を振動させて微細

水滴に分裂させるもの。 
 
 
 
 
 
 



7 

(2) コロナ放電式 
 コロナ放電式はプラス、マイナ

スの電極間に高電圧をかけ、コロ

ナ放電を起こすことによってマイ

ナスイオンを発生させる方式であ

る。 
図 1.1.3-6 に代表的なコロナ放

電式のマイナスイオン発生機の原

理を示した。 

 図において、針状の放電電極と

グランド電極との間に、高電圧発生装置により高電圧を印加（回路等に電圧を加えること）

してコロナ放電を起こさせることにより、マイナスイオンを得るものである。 
実際の動作を説明すると、高電圧発生装置からグランド電極を基準として、マイナスの

高電圧を針状電極に印加する。ここでは針状放電電極は、金属棒の先端を鋭利にして針形

状となっているので、鋭利な先端部に電界が集中し、針状電極の先端近傍においてコロナ

放電が発生し、同時にマイナスイオンが発生するというものである。コロナ放電により発

生したマイナスイオンは、この例では針状電極からグランド電極への延長線上にイオン吹

出し口が設けられており、それに沿って吹き出されることになる。 
 
 

上記の構成に、積極的なマイナスイオン送給手段を

さらに付加したのが図 1.1.3-7 である。 

図においては、中央電極と、中央電極の周囲を囲む

対向電極と、中央電極と対向電極との間を絶縁遮断す

る誘電体部とから構成されており、それらが中央電極

を中心にして同心円状に配置されている。さらに、中

央電極と対向電極との間の高電圧印加による放電で生

成したマイナスイオンを、導風筒に沿って強制的に送

給する送風装置を含んでいる。 
 
 
 
 

図 1.1.3-6 

（出典：特開 2003-59622） 

図 1.1.3-7 

（出典：特開 2000-86330）
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さらには図 1.1.3-8 に電極の構造に関

するものを示す。 

図においては、複数の針状電極からな

る針状電極列と平板電極が相互に絶縁さ

れながら対向して設けられており、これ

らの電極間に高電圧を印加してコロナ放

電を起こさせる例である。 
この例では針状電極はダイヤモンド

を含む炭素で被覆された金属から構成さ

れていることが記載してある。 
 
 

図 1.1.3-9 はマイナスイオン発生

機を配線器具に内蔵し、熱線センサ

によって人の存在を検知してイオン

発生部を駆動させる例である。 

この例のように、検出手段による

検出結果をフィードバックして制御

している例が、他の製品との組合せ

の場合にはよく見られる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 1.1.3-9 

（出典：特開 2002-8821） 

図 1.1.3-8 

（出典：特開 2000-58225） 
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(3) 電子放射式 
電子放射式は、針状に尖らせたマイナス電極に、パルス性の高電圧を印加して、空気中

に直接電子を放出させて、酸素や水分と結合してマイナスイオンを発生させる方式である。 
 
図 1.1.3-10 の様に、直流の高圧

電源ユニットによって構成された直

流高圧電源部においてパルス状の高

電圧を発生させ、それを導電性を有

する金属からなる先端が針状に鋭角

に尖ったマイナス電子を放射するた

めの放電電極に印加する。プラス電

極が開放されており特にプラス電極

は存在しないが、大気を仮想のプラ

ス電極とみなして放電が起こり、電

子が直接空間に放出される。この直接放出された電子が、空間中に浮遊している酸素や水

分などと結合してマイナスイオンが発生するものである。 
 
 

図 1.1.3-11 は、マイナス電極の周囲に電子噴射ルーバーを

設けて効率的にマイナスイオンを発生する様にしたものである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 1.1.3-12 は、パルス性の高電圧

を発生させる昇圧ユニットとして圧

電トランスを利用した回路例である。 
 
 
 

図 1.1.3-10 

（出典：特開 2001-56395）

図 1.1.3-11 

（出典：特開 2002-035093）

図 1.1.3-12 

（出典：特開 2003-17218）
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(4) 放射性物質利用式 

放射性物質利用式は放射性物質から放射線を空中に放射させて、そのエネルギーで酸素

などの分子をマイナスイオン化するものである。 
マイナスイオン放射性物質としては、セラミックスや、天然鉱物、植物、無機の多孔質

物質などが挙げられる。 
表 1.1.3-1 マイナスイオン放射性物質 

放射性物質の種類 具体例 
セラミック アルミナ（Al2 O3 ）系、 

マグネシア（MgO）系、 
ジルコニア（ZrO2 ）系、 
チタニア（TiO2 ）系 
外に、二酸化ケイ素（SiO2 ）、酸化クロム（Cr2 O3 ）、
フェライト（FeO2 ・Fe3 O4 ）、スピネル（MgO・Al2O3 ）、
セリア（CeO2）、ベリリア（BeO）など 

天然鉱物 蛇紋石（マグネシウムの含水ケイ酸塩鉱物）、 
絹雲母、 
電気石（トルマリン）、 
ヒスイ、ゼオライト、セリサイト、水晶、医王石など 

植物 竹、桐、月桃、熊笹、茶葉など 
無機の多孔質物質 多孔質泥、粘土、ケイソウ土、竹炭、木炭、ヤシガラ

活性炭、石炭系活性炭、ゼオライト、パーライトなど 
（登実 3089547，特開 2003-48264 参照） 

 

これらのマイナスイオン放射性物質は、例えば、トルマリンのように、自発分極を持つ

ものは、放射線で励起（外部エネルギーによってより高いエネルギー準位に移すこと）さ

れたり、衝撃や温度などが加えられることにより、マイナスイオンを多量にかつ効果的に

発生する。 
 
トルマリンは、下記のように示される。 

組成一般式    XY９B３Si６O２７（O,OH,F）４で表されるもので、 

Ｘ＝Ca，Na，Ｋ，Mn， 

Ｙ＝Mg，Fe，Al，Cr，Mn，Ti，Li 

また、組成一般式 XY３Al６（OH）４（BO３）３（Si６O１８）で表されるものもある。これらは、

化学成分により、例えば次のように分けられるものである。 

ドラバイト（Dravite torumaline）： 

Ｘ,Ｙ＝Na,MgNaMg3Al6B３Si6(O,H)30（OH,F） 

ショール  （Schori torumaline）： 

Ｘ,Ｙ＝Ma，Fe(Na,K,Ca)(Fe,Mn) 3Al6B3Si6(O,H)30(OH,F) 

エルバイト（Elbaite torumaline）： 

Ｘ,Ｙ＝Na,Li(Na,K,Ca)(Li,Al) 3Al6B3Si6(O,H)30(OH,F)  

（特開平 11-335485 参照） 
 
放射線で励起されたときに、マイナスイオンが多量にかつ効果的に発生する原理につい
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て以下のように考えられている。 
トルマリンは、図 1.1.3-13 に示すように先の尖った方がプラス極、平らな方がマイナ

ス極に分極している。粒子径が３μm 程度になると結晶表面に電気的中和がなければ、プ

ラス極からマイナス極に向かって 10 の４乗 V/m から 10 の７乗 V/m の電界が発生する。

通常は、トルマリンの表面は電気的中和のためにイオンが吸着していると思われるが、ト

ルマリンの中を励起剤から放出された放射線が通過したり、トルマリンの表面近くを励起

剤から放出された放射線が通過するとき、放射線によってトルマリン結晶内の電界が乱れ、

結果としてトルマリン結晶の表面でイオンを発生したり、励起剤からの放射線がイオンを

発生しながらトルマリンの極近くを通過することで、トルマリンの表面の電気的中和条件

が乱れてイオンが発生するとされている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トルマリンに衝撃や熱が加えられたりしたときに、マイナスイオンが多量にかつ効果的

に発生する原理について以下のように考えられている。 
トルマリンに衝撃が加えられたとき、トルマリン結晶に正イオンと負イオンとの相対的

位置が変化するイオン分極を生じさせることによって、トルマリン結晶に双極子モーメン

トが誘発され、空気中の電荷が分極を打ち消すように付着している状態から、表面に付着

していた分極を打ち消すような電荷が離れ、表面電荷がマイナスに転じ、トルマリンの表

面からマイナスの電荷が放出され、トルマリンの周囲の気体が、トルマリンの表面から放

出されたマイナスの電荷を捕獲してマイナスイオン化することによるとされている。 
（特開平 11-314978 参照） 

図 1.1.3-13 

（出典：特開 2001-19420） 
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(5) その他発生方式 

 マイナスイオン発生方式には、前記に説明したレナード式、コロナ放電式、電子放射式、

放射性物質利用式が一般的であるが、その他の方式として光電子放射材式、軟Ｘ線式、摩

擦帯電式、各発生機の組合せ式、静電霧化式などが挙げられ、その概要を説明する。 

 

ａ．光電子放射材式 
光電子放射材に紫外線ランプを照射してマイナスイオ

ンを発生させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．軟Ｘ線式 
透過力の弱いＸ線（軟Ｘ線）を空気または非反応性

ガスに照射し、この気体分子から電子を放出させてイ

オン化し、プラスイオンとマイナスイオンを均等量発

生させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．摩擦帯電式 
摩擦電気を利用しイオンを発生させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1.3-14 

（出典：特開 2000-279845）

図 1.1.3-15 

（出典：特開 2002-313597）

図 1.1.3-16 

（出典：特開 2002-210357）
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ｄ．各発生機の組合せ式 
レナード式と電子放射式を組合せてマイナスイオン発

生させる。他にレナード式とコロナ放電式やレナード式

と放射性物質などの組合せによる発生機もある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

ｅ．静電霧化式 
高電圧電源によりノズルをプラス極、帯電電

極をマイナス極として高電圧を印加し、ノズル

から噴射される微粒子の水滴をマイナスに帯電

させて静電霧化する。 
 

 

 

 

 

 
1.1.4 マイナスイオンの測定技術 

 マイナスイオンの測定方法に関する統一的な基準がなく、測定器メーカーよっても大幅

に測定値が変わると言われている。このため、業界団体によりマイナスイオン測定に関す

る標準化の動きがあるが、制定にはまだ時間がかかりそうである。一般的な測定原理は次

のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  イオンカウンターと呼ばれ、大気中

のマイナス帯電粒子はファンによって

プラス極性の集電棒に集められ、マイナ

ス電荷の吸着量を電流計によって測定

する。 

図 1.1.3-17 

（出典：特開 2003-31339）

図 1.1.3-18 

（出典：特開 2001-286546）

図 1.1.4 

（出典：特開平 10-185872）
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1.1.5 マイナスイオン発生機技術の進展 

マイナスイオン発生機の技術要素毎の技術進展状況を示す。 

 

(1) レナード式の技術発展図 

図 1.1.5-1 にレナード式の技術発展図を示す。 

 レナード式に関しては、マイナスイオンを多量に効率的に発生させるためや空気の加

湿・殺菌などのための構造設計と、マイナスイオン発生機に色々な機能を付加する試みに

大きな発展の流れが見られる。 
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図 1.1.5-1 レナード式の技術発展図（1/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年月は出願月または優先権主張月  

　　　　　　特許2133001
　　　　　　　　85.09
　　　　　　　泉　正彦
多数設けられたノズルから水
を噴射衝突させて，空気を送
ることにより，超微細水滴を１
立方フィート当り２００万個以
上含有する空気を得る。

　　　　特開昭64-67226
　　　　　　　87.09
　　　　　　泉　正彦
ノズルから噴出する水滴と臭
気分子とを結合して脱臭効果
を向上する。

　　　　特開平04-118068
　　　　　　　87.09
　　　　　　泉　正彦
液体は円板上に薄い膜状に
なり、その状態で遠心力によ
り外方に飛散させる構造とし
た。

　　　　　　特許1848656
　　　　　　　　　90.10
　　　　　　　　泉研究所
微細水滴に所定風速の空気
を送り込んで、微細水滴混合
空気として、分離器に送られ
超微細水滴混合空気が得ら
れる。

　　　　特許2141316
　　　　　　　90.10
　　　　シンアペックス貿易
回転板の回転による遠心力
で水を飛散させて微粒化し、
空気に負イオンを付与する。

構
造
設
計

室内の清浄化

排気の脱臭

多量に、効率的に発生

1985 199019871986 1988

空気の加湿
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図 1.1.5-1 レナード式の技術発展図（2/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年月は出願月または優先権主張月  

　　　実開平04-126717
　　　　　　　　91.04
　　　 日本電気ホーム
　　　　エレクトロニクス
湿度を増した空気は気液分
離部に入り、その湿度におけ
る飽和量を超える余分な水
分は遠心力により分離、除去
される。

　　　　　特許3334895
　　　　　　　91.08
　　　　　　泉研究所
風道内の一壁面から対向壁
面に一以上の水噴流を衝突さ
せて微細水滴を発生させる。

　　　　特開平07-88170
　　　　　　　　92.09
　　　　東京技術研究所
空気をマイナスに帯電させた
後、紫外線放電燈灯を通過さ
せ、紫外線を照射する。

　　　　特開平07-136443
　　　　　　　　93.11
　　　　　日本電気ホーム
　　　　　エレクトロニクス
樹脂部品の表面からマイナス
イオンの発生に悪影響を与え
る離形剤などを除去する。

　　　　　特開平07-233979
　　　　　　　　94.02
　　　　　　　ジオクト
毛細管現象によりスリット内
に、常時定量の水が膜状に充
満し、遠心力の作用を受けて
水が飛散し、衝立に衝突して
分裂する。

　　　　　　特許2570632
　　　　　　　　94.10
　　　　　タイガー魔法瓶
ミストと空気を円筒状の攪拌
室で遠心攪拌し、攪拌の際に
ガイドとなる円筒状のガイド
筒を垂設する。

　　　　　特開平08-308914
　　　　　　　　　95.05
　　　　　　　　ジオクト
水と空気を原料として、外部エ
ネルギーを加える事により、特
に食品に接触的に作用して生
理活性を発現する高湿度活性
空気。

空気の加湿

1991 1995

多量に、効率的に発生

　　　　　　特許2018836
　　　　　　　　93.05
　　　　　ハイテク研究所
超微細水滴スクリーン手段と
高速回転ブラシとを順次配置
し、空気を通過させる事によ
り、空気イオンを効率的に発
生させる。

空気の殺菌

　　　　　特開平08-182728
　　　　　　　　94.12
　　　　　　　東陶機器
大掛かりな工事が不要で、既
設の浴室に配設された給水
給湯栓に接続可能なミスト発
生装置。

水道接続利用

機
能
付
加

　　　　　特許3366027
　　　　　　　　92.09
　　　　　　 泉研究所
水以外の液体（アルコール類
など）ではマイナスイオンを発
生させないようにする。

悪用防止機能

1992 1993 1994
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図 1.1.5-1 レナード式の技術発展図（3/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年月は出願月または優先権主張月  

特許3051055
96.01

ファイン
網目を有する回転体に水を

衝突、飛散させる事により、ウ
オーターカーテンを発生させ
て、そこに空気を接触させる。

　　　　　　特許2926314
　　　　　　　　96.03
　　　　　タイガー魔法瓶
羽根車の回転により生じた風
力を利用して系外からの空気
を吸引、気液分離に必要な空
気の旋回運動を含めて負イ
オンの空気力輸送を合わせ
て行う。

1996 2000～2002

多量に、効率的に発生

空気の加湿

　　　　　　特許3120096
　　　　　　　　97.02
　　　　　タイガー魔法瓶
使用状況に応じて適正な運転
モードを容易に設定できるマ
イナスイオン発生装置。

運転制御機能

　　　　特開2003-28469
　　　　　　　01.07
　　　　　　松下精工
空気清浄部から水槽に水が
落下する時に生じる着水音の
低減を図る手段も設ける。

水落下音の低減

　　　　　特開平10-66857
　　　　　　　　　96.08
　　　　　　　　アイワ
回収モードを作動させて回収
タンク内の廃液を給水タンク
内に逆流させて回収する。

回収タンク機能

　　　　登録実用3093215
　　　　　　　　　02.09
　　　　　　　益田　統雄
積層網まで汲み上げられた
水は積層網の隙間を通り、加
速されて先端の針先から外
周に高速で飛散して霧状にな
る。

　　　　特開2002-119844
　　　　　　　　00.10
　　　　　　　松下精工
気水分離器、軸流ファンを分
離可能な構造によって、汚れ
付着時の清掃を容易に行え
る。

メンテナンス機能

　　　　　特開2003-24768
　　　　　　　　　01.07
　　　　　　　松下精工
一本の筒体内に噴射部と気
水分離部を組込んだ構成と
する。

小型化

　　　　　　特許3047230
　　　　　　　　99.01
　　　　　マグ・末広工業
対向した２以上のノズルより
噴射、噴霧させ微細水滴とな
し、微細水滴どうしを衝突させ
る事で、更に微細化を促進さ
せる。

　　　　特開2002-195615
　　　　　　　　00.12
　　　　　　　黒田　力
回転体により水を揚げてシ
ロッコファンへ投射粉砕させ、
発生した水滴をシロッコファン
によりファンケーシングへ再
投射粉砕させる。

199919981997

機
能
付
加
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(2) コロナ放電・電子放射式の技術発展図 

図 1.1.5-2 にコロナ放電・電子放射式の技術発展図を示す。 

コロナ放電・電子放射式に関しては、主に放電電極の形状や材質等の変遷やマイナスイ

オン発生機の中の各部位等の配置構成といった構造面と、マイナスイオン発生量の制御と

それを制御するための諸特性の検知といった制御に関するものに大きな発展の流れが見ら

れる。 
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図 1.1.5-2 コロナ放電・電子放射式の技術発展図（1/3） 

年月は出願月または優先権主張月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1984 1985 1986 1987 1988 1989

　　　　特公平7-23777
　　　　　　89.08
　　　　松下電器産業
送風回路の吸出口に放
電針を設け、交流高電圧
方式により負イオンを発
生させ、風量によりイオン
発生量を変化。

　　　実開昭62-124421
　　　　　86.01
　　　　トレヴイ
エアコンの空気吹出口に、
マイナスイオン発生器を備
え、マイナスイオンを車内
もしくは室内に送出。

　　　　特開平2-50999
　　　　　　88.09
　　　　　日本電気
温度・湿度・気流速度等の空
気条件を検出する手段と、
該手段の検出値に応じて針
状電極印加電圧の振幅・波
形・印加時間等を調節してイ
オン発生量を制御。

　　　特開昭63-59963
　　　　　86.08
　　　　　テルモ工業
白金含浸ハニカム状セラ
ミックスをイオン化電極の
対向電極として、また塵
埃吸着フィルタとしての機
能を合わせて持たせた。

　　　　特開昭61-149260
　　　　　　84.12
　　　　松下電器産業
イオン化電極と対向電極で
構成されるイオン起風部を
備えた通風路内のイオン起
風部の前部に風速検出装
置を配設。

　　　　特開平3-87531
　　　　　　89.08
　　　　　松下電器産業
空気を循環させる送風回路の
吸出部に、放電針を設け、交
流高電圧方式により負イオン
を発生させ、風量によりイオン
発生量を変化。

構
　
造

制
　
御

　　　特開昭61-278369
　　　　　85.06
　　　松下電器産業
対向電極と集塵電極を交
互に間隔を持つように配
置して一体化した集塵部
電極群を構成。

【電極形状・材質などの変化】

【各部位などの配置構成】

【諸特性の検知】

【送風回路との組合せ】

【イオン風の発生】

応
　
用
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図 1.1.5-2 コロナ放電・電子放射式の技術発展図（2/3） 

年月は出願月または優先権主張月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1990 1991 1992 1993 1994 1995

　

　　　　特開平8-217412
　　　　　　95.02
　　　　　東陶機器
メンテ時等に感電するおそ
れが少なく、さらには負イオ
ンや正イオンを選択的に発
生可能なコロナ放電器を提
供。

　　　　特開平8-255669
　　　　　　95.03
　　　　シシド静電気
大気中に生成・放出する正負
の空気イオンのバランス量を
極めて簡単な構成でしかも安
価に調整しつつ把握すること
ができるイオン生成装置を提
供。

　　　　特開平4-206378
　　　　　　90.11
　　　　　　シシド静電気
正と負のイオンの生成量を
容易に制御することがで
き、しかも、構造簡単なイ
オン生成装置を提供。

　　　　実開平6-31099
　　　　　　92.09
　　　　日本特殊陶業
イオン発生用電極と対向
電極とを筐体の外側面
に、イオン発生用電極が
対向電極に垂直に位置す
るよう一体的に配置。

　　　　特開平7-153549
　　　　　　93.11
　　　　　春日電機
確実に負イオンのみを放
出できるとともに、その放
出量を調整することがで
き、しかも装置全体の小
型化を図るイオン生成装
置を提供。

　　　　特開平8-196938
　　　　　　95.01
　　　　　松下電工
イオン風を誘起して吸込
み口から吹出し口へと向
かう風の流れを形成する
イオン風誘起手段を設け
る。

　　　　特開平8-298197
　　　　　　95.04
　ヒューグルエレクトロニクス
イオンの移動経路に順次配置
されたイオンセンサの出力に
従って正負イオンのアンバラン
スを是正。

　　　特開平4-309725
　　　　　91.04
　　　松下電器産業
空気を循環させる送風回
路の吹出し部に、先端が
針状をなす複数の放電針
を有した放電ユニットを設
置。

　　　　特開平5-180492
　　　　　　91.12
　　　　　　フジタ
吹出し口面にイオン発生
装置の針極を室側にして
配置してイオンチェッカー
を配置し、イオン濃度を
正確に制御。

　　　実開平5-37353
　　　　　91.10
　　　松下電器産業
網状の集塵電極と螺旋
状に巻回されたイオン化
電極により構成。

【発生量などの制御】

【電極形状・材質などの変化】

【各部位などの配置構成】

【諸特性の検知】

【イオン風の発生】
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図 1.1.5-2 コロナ放電・電子放射式の技術発展図（3/3） 

年月は出願月または優先権主張月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1996 1997 1998 1999 2000 ～ 2002

　　　　特開平11-72240
　　　　　　97.08
　　　　　　コロナ
筐体に穴部を設けると共
に穴部の内面に対向して
負イオン発生用の放射電
極を位置させて、針状の
放射電極でのケガや感電
の危険を防止。

　　　　特開2003-74888
　　　　　　01.08
　　　　　東芝キャリア
異常放電によるオゾンの発生
を防止でき、かつ、効率の良
いマイナスイオンの発生を行う
ことができるとともに、安全性
に優れたマイナスイオン発生
器を有する空気調和機の室内
ユニットを提供。

　　　　特開2003-97816
　　　　　　01.09
　　　　　東芝キャリア
多量のマイナスイオンを室内
全体に行き渡らせることがで
き、これにより室内でのマイナ
スイオン分布を均一化すること
が可能な空気調和機およびそ
の制御方法を提供。

　　　　特開2002-257398
　　　　　　97.11
　　　　　　コロナ
集塵ユニットの電流を検知
する電流検知手段を設け、
この電流検知手段で検知
された電流値が所定範囲
でない時にイオンの発生を
停止。

　　　　特開2001-74265
　　　　特開2001-74266
　　　　　　　99.08
　　　　　　　コロナ
熱交換器と送風機と、空気清
浄機とマイナスイオン発生装置
を備え、それぞれの配置位置
を限定して、効率のよい空気清
浄化とマイナスイオン供給が行
える空気調和機の室内ユニット
を提供。

　　　　特開2002-319472
　　　　　　01.04
　　　　　シャープ
プラスイオンとマイナスイオン
を略等量ずつ発生させる運転
モードと、プラスイオンに比較し
てマイナスイオンを多く発生さ
せる運転モードとを選択。

　　　　特開2001-80908
　　　　　　99.07
　　　　　　コロナ
クリーニングが容易で、か
つ、カートリッジ交換によっ
てもマイナスイオン風の発
生量が変わらないイオン
風発生器の提供。

　　　　特開平10-325560
　　　　　　97.05
　　　　　　コロナ
送風ファンと高電圧発生回
路のパルス波の周期を変更
可能とし、イオンの発生量を
簡単に調整。

　　　　特開平10-332164
　　　　特開平11-8044
　　　　　　97.05／97.06
　　　　　　コロナ
イオンセンサでイオンの発
生量を調整し、わかりやす
い表示をする。

　　特開平10-199655
　　　　　　97.01
　　　　　東陶機器
負イオン発生量の低下を
防止する事が可能なイオン
発生装置を提供。

　　特開2000-71758
　　　　　　98.08
　　　　　ゼクセル
特別のセンサを用いず、
簡単な構成で安価な手段
により、陰イオン発生量を
制御。

　　　　特開2000-138090
　　　　　　98.11
　　　　　シシド静電気
コロナ放電により生成された
正負の空気イオンを、空気吸
入口を介してイオン生成室に
空気を供給する空気供給手
段を設けて空気放出口に
チューブ（導管）を接続して、
効率よくイオンを放出。

　　　　特開2003-100419
　　　　　　01.09
　　　　　シャープ
マイナスイオンとプラスイオン
を安定して発生させ、マイナス
イオンとプラスイオンの発生比
率を広範囲にわたって制御。

　　　　特開2002-216933
　　　　　　01.09
　　　　　シャープ
マイナスイオンを多く発生させ
る運転モードと、マイナスイオ
ンとプラスイオンを略同量発生
させる運転モードとを切替。

　　　　特開2003-123939
　　　　　　01.10
　　　　　シャープ
イオン発生素子を加熱する加
熱手段を設け、使用環境での
湿度に影響されずに、マイナス
イオンおよびプラスイオンを安
定して発生。

　　　　特開平11-60208
　　　　　　97.08
　　　　共立電器産業
焼結され圧延された酸化
チタンで形成された筒状
電極と、そのほぼ中心線
上に針状電極を配置。

　　　　特開2002-102327
　　　　　　　　00.10
　　　　　　　シャープ
プラスイオンとマイナスイオンを
発生させ、空気へのイオンの混
合が効率よくスムーズに制御。

　　　　特開2003-100419
　　　　　　01.09
　　　　　シャープ
マイナスイオンとプラスイオン
を安定して発生させ、マイナス
イオンとプラスイオンの発生比
率を広範囲にわたって制御。　　　　特開平11-47634

　　　　　　97.08
　　　　　　コロナ
送風経路に負イオンを発
生する放射電極を設け、
イオン風運転時にはファ
ンを間欠運転。

　　特開2000-277235
　　　　　　　99.03
　　　　　　東陶機器
放電電極を導電性を有する薄
板状の部材で構成（先端を丸
める）。

　　特開2002-289324
　　　　　01.30
　　　　サンエー電機
電極の材質をオゾン吸着効
果を有する導電材料や、天
然の大気イオンに近い成分
を含有する導電材料や導電
性液体で構成。

【安全対策】

【マイナスイオンとプラスイオンの制御】

【電極のクリーニング】

【付加機構】
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(3) 放射性物質利用式の技術発展図 

図 1.1.5-3 に放射性物質利用式の技術発展図を示す。 

放射性物質利用式に関しては上記の２つとはやや趣を異にし、炭・セラミックス・電気

石（トルマリン）などの利用物質の変遷と、それらの利用形態に関するものに発展の流れ

を見出すことができる。 
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図 1.1.5-3 放射性物質利用式の技術発展図（1/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年月は出願月または優先権主張月  

1979 19

健康のためのセラミックス利用

健康のための炭利用

繊維等への担持

利
用
材
料

1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986

     実公昭60-15493
              79.07
ムカイ・アート・コミュニ
ティー
活性炭を吸着又は固
着させてなる脱臭シー
ト。

     実開昭62-42848
              85.09
           池田敏幸
下着本体の内部に活
性用セラミックを装着し
た健康下着。

利
用
形
態

     実開昭62-42848
              85.09
           池田敏幸
下着本体の内部に活
性用セラミックを装着し
た健康下着。
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図 1.1.5-3 放射性物質利用式の技術発展図（2/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年月は出願月または優先権主張月  

1988 19941990 1991

健康のための電気石（トルマリン）利用

樹脂等との混合

1987 1989 1992 19951993

   特開平07-149956
              93.11
    久保技術事務所
電気石の微粉末を担
持したゴム組成物と
その製造方法。

  特開平02-169764
            88.12
        ビーム工業
微粒子状に粉砕し
た鉱物性エレクト
レットを混合したエ
レクトレット繊維。

    特公平6-104926
              88.12
  　　　ビーム工業
トルマリン微粒子を固
着若しくは含有させ
たエレクトレット繊維。

健康のためのセラミックス利用

健康のための炭利用

繊維等への担持

      実登2546819
             93.01
  白寿生科学研究
所
炭素粉末材を封入
した単体を備えた健
康用ふとん。
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図 1.1.5-3 放射性物質利用式の技術発展図（3/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年月は出願月または優先権主張月  

1996 19981997 1999 2000 ～ 2002

   特開2000-104076
              98.09
        ノダカンパニ
従来より高いマイナス
イオンの発生作用と従
来より高い波動値を有
する竹炭とその製造方
法。

      特開平10-1811
              96.06
        ナース・バンク
炭プレートを用いた竹
炭パッド。

  特開2003-112962
             99.08
           しま家
赤外線の放射効率
及びマイナスイオン
の発生効率が高い
セラミックス材料。

樹脂等との混合

繊維等への担持

健康のための炭利用

健康のための電気石（トルマリン）利用

健康のためのセラミックス利用

   特開2001-240754
              00.04
             末吉 徹
エレクトレット形成性鉱
物の粒子と軟膏基剤
からなる組成物。

        特許3035279
              98.10
             世界長
プラスイオンを抑制し、
遠赤外線も放射する
樹脂組成物及び発泡
樹脂組成物。

    特開平11-166085
              97.12
             世界長
トルマリン鉱石の粉粒
体の所望量を担持さ
せた熱可塑性樹脂組
成物。

      特許3035279
             98.10
           世界長
プラスイオンを抑制
し、遠赤外線も放射
する樹脂組成物及
び発泡樹脂組成物。

  特開2001-240754
             00.04
　        末吉 徹
エレクトレット形成性
鉱物の粒子と軟膏
基剤から成る組成
物。
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特許情報のアクセスは、国際特許分類（IPC）、ファイルインデックス（FI）、Ｆターム

（File Forming term：特許庁のペーパーレス計画において開発された横断的、多面的検索

を可能とした検索コード体系）、キーワードなどを組み合わせて行うのが効率良い方法だと

されている。 

本書で取り上げたマイナスイオン発生機およびその応用技術を抽出するためには、関係

する技術を特許分類やキーワードで広く設定し、そこからノイズを削除することが必要で

ある。具体的にアクセスするには、それぞれの技術の IPC および FI で検索する方法、特許

分類にキーワードを掛け合わせる方法、または、Ｆタームを用いる方法、およびそれらの

組合せの方法などがある。 
 
① IPC、FI 

区分 ＩＰＣ ＦＩ 分類名称 

H01T23/00 H01T23/00 イオン発生装置 

 B03C3/02A 静電力による分離（イオン化の添加） 

B03C3/38 B03C3/38 同上（粒子の荷電またはイオン化による） 

B03C3/40 B03C3/40C 同上（電極構造、イオン風利用の電極構造） 

 B03C7/02A 同上（コロナ放電） 

H01T19/04 H01T19/04 コロナ放電（とがった電極を有する） 

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
発
生
機 

 G21H5/00A 放射線源による空気のイオン化 

A61N1/10 A61N1/10 イオン化されたガスまたは蒸気の応用 

A61N1/14 A61N1/14 イオン化された流体の応用 

 A61H33/00M 物理治療（電気、イオンによる治療） 

A61M15/02 A61M15/02Z 吸入器（イオン化ガスを有する） 

A61L9/22 A61L9/22 空気清浄器（イオン化による） 

 F24F7/00B 同上（イオン発生器を含む） 

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
発
生
機 

の
応
用
技
術 

A61L2/14 A61L2/14 消毒、殺菌（イオン化したガス） 

測
定

技
術

G01N27/00 G01N27/60D 静電気変量の調査、気体中のイオン調査 

 

② Ｆターム 
Ｆタームでは、テーマコード 4D054（静電分離）、4G075（物理的、化学的プロセスおび

装置）、にマイナスイオン発生機関連技術が付与され、また、マイナスイオン発生機の応用

ではテーマコード 4C053（電気治療装置）に関連技術が付与されている。 

  4D054EA01    ・イオン添加機構 

    4G075AA03    ・気体の製造，処理 

    4G075BA08    ・イオン化 

1.2 マイナスイオン発生機の特許情報へのアクセス 
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    4C053MM      イオン化流体の適用 

なお、4G075（物理的、化学的プロセスおよび装置）について、上記の AA03 と BA08 を

掛け合わせることにより、イオン化した気体の製造、処理技術を抽出することができる。 

 
③ キーワード 
 キーワードとしては以下のものが挙げられる。 

・マイナスイオン、負イオン、陰イオン、レナード、トルマリン 
キーワードの使用については検索対象となる特許公報の表記がカナ表現、漢字表現(例：マ

イナス、負、陰)が混在し、また、同義語の表現もあるので想定できる表記を複数用いるこ

とで、モレの少ない検索が期待できる。 

 一方、マイナスイオン発生機の応用技術は応用分野の IPC、FI とキーワードを掛け合わ

せることが有効である。表 1.2-1 にマイナスイオン発生機の応用技術の IPC、FI およびキ

ーワードを示す。 

表 1.2-1 マイナスイオン発生機の応用技術の IPC、FI 

応用分野 IPC、FI キーワード 

空 気 清 浄 機

関連 

・空気清浄機 

・空調機 

・加湿機 

A61L9/00 

F24F1/00,3/00 

F24F6/00 

そ の 他 家 電

機器 

・理美容器具 

・照明器具 

・冷蔵庫・冷凍ケース 

・乾燥機・掃除機 

・扇風機・換気扇 

・暖房器具 

A45D20/00,1/00,7/00 

F21 

F25D23/00 

D06F58/00,A47L9/00 

F24D25/00 

F24D13/00,F24C7/00 

住 宅 設 備 関

連 

・建材・壁・床、住宅 

・浴槽・サウナ・シャワ 

E04B1/00,2/00,E04F13/00,15/00 

A47K3/00,A61H33/00 

治療・健康品

関連 

・治療機・治療シート 

・健康機器 

・化粧品・衛生用品 

A61N1/00,2/00,5/00,A61F7/00 

A61H23/00,39/00 

A61K7/00,9/00 

家 庭 用 雑 貨

関連 

・寝具・マット 

・履物・家具  

A47G21/04,A47C27/00,A47G9/00 

A43B17/00 

繊維関連 
D06M11/00,15/00,A41D1/00,27/0

0,A41B9/00 

工 業 製 品 関

連 

・塗料・樹脂  

・自動車関連  

C09D201/00,11/00 

B60H3/00 

水・食品関連 
・水処理装置  

・食品保存 

C02F1/00 

A47L3/00,A23B4/00 

・マイナスイオン

・負イオン 

・陰イオン 

その他 ・イオン発生組成物 C09K3/00 ・トルマリン 
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④ マイナスイオン発生機の技術要素と検索式 
 表 1.2-2 にマイナスイオン発生機の技術要素と IPC、FI、Ｆターム、キーワードによる

検索式を示す。具体的には IPC、FI、Ｆタームおよびキーワードの組合せによる和集合を

出力し、マイナスイオン発生機とその応用技術を出力した。 

 

表 1.2-2 マイナスイオン発生機の技術要素と検索式 

要素技術 IPC、FI Ｆターム キーワード 

レナード式 

H01T23/00 

A61M15/02Z 

F24F7/00B 

コロナ放電・電子放射式 

B03C3/02A 

B03C3/38 

B03C3/40C 

B03C7/02A 

H01T19/04 

A61N1/44 

A61H33/00M 

A61L9/22 

F24F7/00B 

A61L2/14 

放射性物質利用式 

G21H5/00A 

C09K3/00 

A61N1/10 

A61N1/44 

A61L9/22 

その他発生方式 

H01T23/00 

B03C3/02A 

B03C3/38 

4D054EA01 

4G075AA03*4G0

75BA08 

4C053MM 

 

マイナスイオン 

負イオン 

陰イオン 

レナード 

トルマリン 

マイナスイオン測定技術 G01N27/60D   

 

 ここでは一般的なマイナスイオン発生機のアクセス方法を紹介したが、先行技術調査を

漏れなく行うためには、調査目的に応じて適切な特許分類、キーワードを用いて調査しな

ければならないので注意が必要である。 
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1.3.1 マイナスイオン発生機 

(1) 全体の技術開発活動状況 

 1991 年以降に出願され 2003 年７月までに公開されたマイナスイオン発生機に関する出

願は 1,516 件である。図 1.3.1-1 に、マイナスイオン発生機に関する特許・実用新案登録

出願の出願人数－出願件数推移を示す。出願件数は 98 年には若干減少しているものの、全

体的には 91 年以降出願人数と出願件数とも増加を続けており、この 10 年間にそれぞれほ

ぼ 10 倍となった。また出願件数に比べて出願人数が非常に多いことも特徴である。 

 

図 1.3.1-1 マイナスイオン発生機の出願人数－出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.3 技術開発活動の状況 
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表 1.3.1-1 に、マイナスイオン発生機について出願件数の多い出願人（主要出願人）の

出願件数推移を示す。シャープが 56 件と最も多く、次いで松下精工の 42 件である。シャ

ープは 2000 年以降大幅に出願件数を増やしている。松下エコシステムズ（旧 松下精工）

と三菱電機は 92 年以降から継続的に出願を行っている。 

この技術分野の特徴のひとつは、上位 24 社の出願件数が全体の約 30％と極めて少ない

こと、総出願人数が出願件数と比べて多いことである。特に個人出願人が多く、上位 24

出願人の中には、高松邦明氏、前田信秀氏といった個人出願人が２名も含まれている。 

 

表 1.3.1-1 マイナスイオン発生機の主要出願人－年次別出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 合計

1 シャープ 2 1 18 35 56

2 松下エコシステムズ 1 1 6 2 3 6 4 9 10 42

3 東陶機器 10 3 9 7 3 4 5 41

4 松下電工 1 4 7 5 2 5 7 31

5 三菱電機 1 1 4 1 1 4 4 3 5 3 27

6 世界長 1 4 4 4 6 1 20

7 ソニー（旧アイワ） 2 17 1 20

8 タイガ－魔法瓶 1 1 6 7 3 18

8 松下電器産業 1 1 1 12 3 18

8 日本ハネック 6 3 9 18

11 ダイキン工業 1 1 6 9 17

11 荏原製作所 1 1 1 2 3 4 5 17

11 三洋電機 1 10 3 3 17

14 東レ 2 4 10 16

15 高松　邦明 3 3 1 5 3 15

16 東芝キヤリア 3 4 5 12

17
日本電気ホ－ムエレク
トロニクス

1 6 1 3 11

18 コロナ 9 1 10

18 九州日立マクセル 3 4 3 10

20 アイシ－シ－ 4 3 2 9

20 サンエ－電機 2 4 3 9

20 前田　信秀 5 1 3 9

23 元旦ビュ－ティ工業 3 5 8

24 クレイツ 3 2 2 7

出願人Ｎｏ
年次別出願件数
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図 1.3.1-2 に、マイナスイオン発生機の技術要素別の構成比を示す。発生方式を特定し

た技術が全体の 94％、発生方式を特定しない技術５％、測定技術１％の出願比率である。 

 

図 1.3.1-2 マイナスイオン発生機の技術要素別出願件数比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、図 1.3.1-3 に、発生方式を特定した技術について、発生方式別の構成比を示す。

放射性物質利用式が 50％と最も多く、次いでコロナ放電式で 29％、レナード式 12％とな

っている。 

 

図 1.3.1-3 マイナスイオン発生機の方式別出願件数比率 
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図 1.3.1-4 はマイナスイオン発生機の技術要素別の出願件数推移を示す。図で明らかな

ように、最近の出願の増加は放射性物質利用式とコロナ放電式の増加によるものである。

また、マイナスイオン測定技術の件数自体は極めて少ないが、2001 年には増加している。 

 

図 1.3.1-4 マイナスイオン発生機の技術要素別出願件数推移 
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(2) マイナスイオン発生機の用途と発生方式 

 マイナスイオン発生機の用途と発生方式の分布を図 1.3.1-5 に示す。マイナスイオン発

生機は空調関連、住宅設備関連、治療・健康機器関連、工業製品関連など幅広い用途展開

がなされている。 

それぞれの用途に対応する発生方式を見ると、空調関連、家電機器にはコロナ放電式が、

また繊維関連、家庭用雑貨、住宅設備、治療・健康品には放射性物質のトルマリンによる

出願が多い。一方、レナード式を採用している用途には空調関連が多い。 

 

図 1.3.1-5 マイナスイオン発生機に関する用途と発生方式の分布 
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 表 1.3.1-2 は、マイナスイオン発生機の用途と発生方式に対応する出願件数を示す。 

 
表 1.3.1-2 マイナスイオン発生機の用途と発生方式の出願件数 
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1.3.2 レナード式 

 図 1.3.2 に、レナード式の出願人数－出願件数の推移を示す。 

 レナード式の出願人数は、1995 年以降ほぼ増加傾向を示しているが、出願件数は 1997

年をピークに近年はやや減少した。また 2000 年と 2001 年に関しては、出願人数 13 社、出

願件数 20 件前後と極めて限られた数字に落ち着いている。 

表 1.3.2 にはレナード式の上位９位までの主要出願人－年次別出願件数の推移を示した。 

 出願人別に出願件数をみると、松下エコシステムズが 39 件と最も多く、２位のアイワ（ソ

ニーに吸収合併）、タイガー魔法瓶の２倍を超えている。また、松下エコシステムズは継続

的に出願を行っている。 

 

図 1.3.2 レナード式の出願人数－出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.3.2 レナード式の主要出願人－年次別出願件数推移 
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9 アレックス電子工業 3 3

9 三貢商事 2 1 3
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数字は出願年 
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1.3.3 コロナ放電式 

 図 1.3.3 に、コロナ放電式の出願人数－出願件数の推移を示す。 

 コロナ放電式は 1994 年以降出願人、出願件数とも全体として増加傾向にある。特に 2000

年から 2001 年にかけての出願人数と出願件数の伸びは顕著であり、2001 年の出願人数は

40 社近く、出願件数も 100 件に達している。 

 表 1.3.3にはコロナ放電式の上位13位までの主要出願人－年次別出願件数の推移を示す。 

 出願人別に出願件数をみると、1 位のシャープが 52 件と突出しており、かつ 98 年以降

に集中的に出願している。それに対して、２位以下の松下電工、三菱電機、東陶機器は古

くから現在にかけて継続的に出願している。三洋電機は 96 年に集中した出願を行っている

のが特徴的である。 

図 1.3.3 コロナ放電式の出願人数－出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.3.3 コロナ放電式の主要出願人－年次別出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 合計

1 シャープ 2 17 31 52

2 松下電工 1 4 7 3 2 4 5 27

3 三菱電機 1 4 1 1 4 4 2 3 3 23

4 東陶機器 2 8 2 2 2 2 18

5 三洋電機 1 10 3 1 15

6 ダイキン工業 1 1 4 7 13

7 九州日立マクセル 3 4 3 10

8 サンエ－電機 2 4 2 8

9 シシド静電気 3 3 1 7

9 共立電器産業 1 1 1 3 7

9 東芝キヤリア 3 1 3 7

9 日本特殊陶業 3 2 2 7

13 ティアック 3 2 5

13 阿武　孝次 5 5

13 日本ぱちんこ部品 1 1 3 5

13 鈴木　高志 1 2 2 5
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1.3.4 電子放射式 

 図 1.3.4 に、電子放射式の出願人数－出願件数の推移を示す。 

 マイナスイオン発生機の全出願件数は、全体的には年とともに出願人数と出願件数が増

加していたが、電子放射式の出願人数、出願件数ともに 1997 年をピークに一度減少し、再

度増加傾向を示している。特に 99 年から 2000 年にかけては出願人数、出願件数ともに顕

著に増加して、2001 年には出願人数 11 社、出願件数 16 件となっている。 

 表 1.3.4 には電子放射式の上位５位までの主要出願人－年次別出願件数の推移を示す。 

 出願人別に出願件数をみると、最も多い１位の東陶機器とコロナが７件であり、それに

次ぐ３位のシャープが５件、４位以下は７社でそれぞれ２～３件と、かなりの分散傾向を

示している。 

 

図 1.3.4 電子放射式の出願人数－出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.3.4 電子放射式の主要出願人－年次別出願件数推移 
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1.3.5 放射性物質利用式 

図 1.3.5 に、放射性物質利用式の出願人数－出願件数の推移を示す。 

 放射性物質利用式の出願人数及び出願件数は、1997 年～98 年の間のみ減少したが、全体

的には増加傾向を示し、2001 年には出願人数約 130 社、出願件数約 170 件となっている。 

 表 1.3.5には放射性物質利用式の上位11位までの主要出願人－年次別出願件数の推移を

示す。 

 出願人別に出願件数をみると、世界長が 21 件で最も多く、18 件の日本ハネック、15 件 

の東レ、高松邦明氏が続いている。松下電器産業は 99 年に集中した出願を行っている。特

筆すべきは、出願件数の多い上位 11 位迄に、個人出願人が４人も挙げられていることであ

る。 

図 1.3.5 放射性物質利用式の出願人数－出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.3.5 放射性物質利用式の主要出願人－年次別出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

01
00

99

97

98

96

95
94

9391

92
0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

0 20 40 60 80 100 120 140

出願人数

出
願
件
数

91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 合計

1 世界長 1 4 4 4 6 2 21

2 日本ハネック 6 3 9 18

3 東レ　 2 4 9 15

3 高松　邦明 3 3 1 5 3 15

5 松下電器産業　 12 12

6 前田　信秀 5 1 3 9

7 元旦ビュ－ティ工業　 3 5 8

8 クレイツ 3 2 2 7

8 吉江　勝広 2 2 1 1 1 7

10 中武　一典 6 6

11 アイシ－シ－　 3 2 5

11 ト－キン 4 1 5

11 鐘紡　 1 4 5

Ｎｏ
年次別出願件数

出願人

数字は出願年 
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1.3.6 その他発生方式 

今回、調査した範囲で前記の主な４つの発生方式以外の「その他発生方式」には、光電

子放射材式、軟Ｘ線式、摩擦帯電式、各発生機の組合せ、静電噴霧式などがあげられる。 

図 1.3.6 に、その他発生方式の出願人数－出願件数の推移を示す。 

 マイナスイオン発生機の全出願件数は、全体的には年とともに出願人数と出願件数が増

加していたが、この「その他発生方式」の出願件数も同様の傾向を示しているが 2001 年は

若干減少している。 

 表 1.3.6 にはその他の発生方式の上位３位までの主要出願人－年次別出願件数の推移を

示す。 

 出願人別に出願件数をみると、光電子放射材式に参入している荏原製作所が 18 件で最も

多く、かつ毎年安定した出願を行っている。荏原製作所以外では、いずれも出願件数は少

ない。 

 

図 1.3.6 その他発生方式の出願人数－出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.3.6 その他発生方式の主要出願人－年次別出願件数推移 
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1.3.7 マイナスイオン発生方式を特定しない技術 

このマイナスイオン発生方式を特定しない技術は、マイナスイオン発生機を空気清浄機

や治療機、家電機器などに応用した出願が中心となっている。 

図 1.3.7 に、マイナスイオン発生方式を特定しない技術の出願人数－出願件数の推移を

示す。 

 マイナスイオン発生方式を特定しない技術については、出願人数、出願件数ともに数が

多くなく、2001 年においても出願人数 20 社、出願件数 24 件に過ぎない。 

 表 1.3.7 にはマイナスイオン発生方式を特定しない技術の上位３位までの主要出願人－

年次別出願件数の推移を示す。 

 出願人別にみても、最も出願件数の多い東芝キヤリアにおいても４件に過ぎない。 

 

図 1.3.7 マイナスイオン発生方式を特定しない技術の出願人数－出願件数推 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.3.7 マイナスイオン発生方式を特定しない技術の主要出願人－年次別出願件数推移 
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1.3.8 マイナスイオンの測定技術 

図 1.3.8 に、マイナスイオンの測定技術の出願人数－出願件数の推移を示す。 

出願人数、出願件数ともに 1999 年以降に顕著な増加傾向を示しているが、2001 年の出

願人数は７社、出願件数も８件に過ぎず、全体でも出願件数が 23 件、出願人数 19 社と極

めて少ない。 

表 1.3.8 にはマイナスイオンの測定技術の主要出願人－年次 別出願件数の推移を示す。 

 主な出願人はアンデス電機、江原勝夫氏、高見澤電機製作所、東陶機器であり、それぞ

れわずか２件の出願に過ぎない。 

 

図 1.3.8 マイナスイオンの測定技術の出願人数－出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.3.8 マイナスイオン測定技術の主要出願人－年次別出願件数推移 
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マイナスイオン発生機に関する特許等の出願に示された技術開発課題を表 1.4-1 に示す。

明細書に示された「具体的課題」は、上位概念である「課題２」に整理され、これは更に

「課題１」としてマイナスイオン発生特性の課題（マイナスイオン発生そのものの課題と

各種発生機の固有の課題を含む）、マイナスイオン発生機や測定器の製品への組込み課題、

それにマイナスイオン測定の課題、さらにはマイナスイオン発生機の応用課題（期待効果）

とまとめられる。 

 
表 1.4-1 マイナスイオン発生機の課題一覧(1/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.4 技術開発の課題と解決手段 

課題１ 課題２ 具体的課題
安定発生／バランス
多量に発生
発生量の調整・制御
濃度の調整・制御
効率的に発生
容易に発生
印加電圧の低減化
広範囲（均一）に拡散
効率的に拡散
遠赤外線も発生
プラス、マイナスイオン発生
目的外物質（オゾン）発生抑制
プラスイオン発生抑制
放射性物質発生抑制
水微細化
水腐敗防止
電極の汚れ防止（清掃容易）
電極の磨耗（劣化）防止
除塵効果向上

ノイズ抑制 電磁ノイズ防止
加湿、汚染物質除去
信頼性（異常放電防止）
小型、軽量、薄型化
デザイン、美観

コスト低減 低コスト（コストダウン）
製造容易
構造簡素化
耐久性向上
設置容易
取扱い容易（ポータブル）
メンテナンス・操作性
安全性、耐騒音、耐振動

省電力（省エネ）
連続測定
検知能力・精度向上
プラス・マイナスイオン検知
視認性向上

耐気流性

電極、放電特性改善

目的外物質抑制

副産物の利用
マイナスイオン発生
特性の課題

発生特性改善

発生効率改善

拡散特性改善

水処理改善

その他

利便性向上

マイナスイオン測定
の課題

測定性能改善

マイナスイオン発生
機や測定器の組込
み課題

小型・軽量化

生産性向上
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表 1.4-1 マイナスイオン発生機の課題一覧(2/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同様にして、表 1.4-2 にマイナスイオン発生機に関する出願に示された「解決手段」を

示す。解決手段は技術要素毎に大きく異なるため、基本的に技術要素毎に解決手段を整理

しているが、コロナ放電式と電子放射式は同じ放電式であることから同じものとして扱っ

て 

いる。「解決手段２」は明細書に示された具体的解決手段であり、「解決手段１」はそれを

概念的にまとめたものである。 

 

表 1.4-2 マイナスイオン発生機の解決手段一覧（1/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術
要素

解決手段１ 解決手段２
技術
要素

解決手段１ 解決手段２

ノズル、衝壁、回転体構成 送風角度可変

ミスト形成にノズル構成 フィルター形状・構成

ミスト形成に回転体構成 気液分離機能配置

水粉砕手段の改善 外殻、ケーシング構造

モータ構成 システム構成

超音波駆動 循環経路に殺菌手段

給水・循環用ポンプ構成 制御手段の改善

貯水槽改良 製品への組込み
製品の組込み／一体化、
部品共有、部品配置改善

水道接続利用

水の処理(湯水、電気分解な
ど)

レ
ナ
ー

ド
式

機能付加

噴霧構造設計
その他構造設計

駆動構造設計

給水構造設計

レ
ナ
ー

ド
式

課題１ 課題２ 具体的課題
空気清浄、消臭、殺菌
健康促進、維持、美容
帯電防止、中和
水質浄化、改質
鮮度維持、腐敗防止、防黴
油脂分の除去
電磁波減衰
防虫
物質の活性化他
機能、性能、使い勝手向上
連動、共同による性能向上

マイナスイオン発生
機の応用課題

マイナスイオン効能、
効果の発揮

応用製品性能向上
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表 1.4-2 マイナスイオン発生機の解決手段一覧（2/3） 
 
 
 

技術
要素

解決手段１ 解決手段２
技術
要素

解決手段１ 解決手段２

電極材料 気流発生、送風手段

電極の処理方法 加熱手段

電極形状（筒/枠/メッシュ/
鋸歯/ブラシなど）

電極クリーニング機構

複数電極の利用 磁界／電界発生手段

第３電極の利用 イオン量測定

その他（接地電極廃止など）
気流の制御/発射方向の制
御/加速

電極間に誘電体配置 その他（加湿手段など）

電極移動手段
正負イオン同時発生（選択
切替え）

電極の配置（電極間距離）限
定

オゾン/マイナスイオン共存
発生

電極からの隔離（保護枠/リ
ブなど）

オゾン/マイナスイオン選択
発生

電極からの絶縁（モールド/
ケース）シールド

製品への組込み/一体化

ユニット化、コネクタ/コンセ
ント接続方式

組み込み方の工夫（場所、
形状、位置関係など）

その他（イオン蓄積部材利
用、寸法規制など）

機能部分の共有化（回路部
分など）

負荷制限抵抗
製品との連動・協同（選択運
転など）

パルス電圧印加
マイナスイオン発生機への
置き換え

パルス周波数を制御/制限

駆動電圧：間欠的に印加

圧電トランス使用

センサで特性変化検出

フィードバック制御

その他（回路要素限定、電池
利用、極性反転など）

製品への組
込み

正負イオン
同時発生他

付加機構

コ
ロ
ナ
放
電
・
電
子
放
射
式

コ
ロ
ナ
放
電
・
電
子
放
射
式

電極構造

構造設計

回路設計
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表 1.4-2 マイナスイオン発生機の解決手段一覧（3/3） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

技術
要素

解決手段１ 解決手段２
技術
要素

解決手段１ 解決手段２

トルマリン 照射源と放射源との構成

セラミック 放射材の構成、組成、製法

炭 荷電粒子の捕集材料、構成

ケイ素 電極構成

材料の選択・改善（天然放射性
物質、珊瑚など）

測定、制御手段付加

組込・載置 軟Ｘ線式の利用

浮遊 イオンの混合比調整

表面付着 摩擦帯電式 摩擦帯電式の利用

混合 レナード式とコロナ放電式

均一成形（有機） レナード式と電子放射式

均一成形（無機） レナード式と放射性物質

不均一成形（有機） レナード式と摩擦帯電式

不均一成形（無機） 静電霧化式の利用

その他（含浸、積層面に介在な
ど）

強力磁場利用、静電誘導利
用、半導体プレート利用など

加熱 マイナスイオンの放出

機械的外力（振動・送風等） マイナスイオンを直接照射

加圧 製品へ単純組込

水 製品へ着脱自在

放射線 製品と一体化

紫外線 発生機に制御手段付加

レーザー光線 製品機能と共用化

赤外線 電極材料、形状、処理

磁気 イオン吸着材料

他物質のとの複合 電極周辺構造

電気分解 回路構成

その他（光触媒、オゾンなど） 構造、構成

表示部の改善

放
射
性
物
質
利
用
式

そ
の
他
発
生
方
式

マイナスイオ
ン放射性物
質の種類

マイナスイオ
ン放射性物
質の利用形
態

他手段との
組合せ

光電子放射材
式

軟Ｘ線式

発生機の組合
せ

その他

センサの構造
設計

測定機構造、回
路設計

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
の

測
定
技
術

製品への組込
み

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
発
生
方

式
を
特
定
し
な
い
技
術
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1.4.1 マイナスイオン発生機全体 

マイナスイオン発生機全体の課題と解決手段の分布を図 1.4.1 に示す。横軸は解析・分

類した課題を、縦軸にはその解決手段を配置し、それぞれに対応する出願件数をバブルの

大きさで概略を表したものである。なお、一件の公報が複数の課題、解決手段に該当する

場合は両方にカウントし、より解析精度を高めた。 

この図では横軸はマイナスイオン発生機の課題を表し、それぞれ各技術要素に共通する

マイナスイオン発生特性の課題（発生そのものの課題、各発生方式固有の課題）、そして発

生機を空気清浄機などの製品に組込む為の組込み課題、さらに製品への応用課題（期待効

果）を分類している。縦軸はそれぞれの課題に対応する解決手段を各発生方式別に表して

いる。 

マイナスイオンの発生特性の課題では、マイナスイオンを効率的、多量に発生させるも

のが各発生方式で最も多く、解決手段として、レナード式では噴霧構造の設計によるもの、

コロナ放電・電子放射式では電極構造によるもの、放射性物質ではトルマリンによるもの

が多い。 

また、マイナスイオンと同時に健康に良いとされる遠赤外線などの、「副産物利用」の

課題に対してはトルマリンや炭などによる出願がある。 

 
図 1.4.1 マイナスイオン発生機全体の課題と解決手段の分布 
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そして、マイナスイオン発生機や測定機などの組込み課題としては、小型・軽量化、低

コスト化、安全性や耐騒音性などを狙ったものが各発生方式で出願されている。さらに製

品への応用課題（期待・効果）としては、マイナスイオンの効能・効果（空気清浄、健康

促進など）を発揮することであり、その解決手段としてトルマリンの放射性物質を利用し

た出願が極めて多い。 

表 1.4.1 は、マイナスイオン発生機全体の課題と解決手段に対応する出願件数を示す。 
 

表 1.4.1 マイナスイオン発生機全体の課題と解決手段の出願件数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発
生
特
性
改
善

発
生
効
率
改
善

拡
散
特
性
改
善

副
産
物
の
利
用

目
的
外
物
質
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用

水
処
理
改
善

電
極

、
放
電
特
性
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善

ノ
イ
ズ
抑
制

そ
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量
化

コ
ス
ト
低
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生
産
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上

利
便
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上

省
電
力

（
省
エ
ネ
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マ
イ
ナ
ス
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効

能

、
効
果
の
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揮

応
用
製
品
性
能
向
上

噴霧構造設計 25 10 10 9 16 8 8 13 26

駆動構造設計 3 1 3 6 1 2 2 5 14

給水構造設計 1 4 10 2 12 11 12 11 9

その他構造設計 16 8 1 1 3 13 5 6 9 25

機能付加 2 1 1 5 2 4 2 14 12

製品への組込み 6 1 2 2 1 17

電極構造 30 18 7 13 16 12 8 6 12 1 7 5

構造設計 14 10 1 6 3 3 3 14 6 1 16 1 2 2

回路設計 45 8 1 8 3 2 2 13 3 11 2 5 11

付加機構 11 7 4 3 6 1 2 1
正負イオン同時発生
他 17 10 1 4 1 8 8 2 6 13 2

製品への組込み 12 9 3 17 9 2 11 1 150 86

トルマリン 94 84 13 15 22 9 311

セラミック 13 24 2 2 3 2 74

炭 6 38 1 3 5 3 110

ケイ素 3 3 1 21
材料の選択・改善
（天然放射性物質、
珊瑚など） 　 29 21 3 3 8 112
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測
定
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能
改
善
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1.4.2 レナード式の課題と解決手段 

マイナスイオン発生機のレナード式に関する課題と解決手段の分布を図 1.4.2 に示す。 

課題としては、マイナスイオンの発生そのものとして、多量に発生させる出願および効

率的に発生させる出願が多く、それらの解決手段は主にミスト形成にノズルを構成し噴霧

構造に改良を加えたり、システム構成に改良を加えるものである。また、水細分化や加湿、

汚染物質の除去の解決手段は、超音波による駆動部の改良や水道接続利用による給水構造

の改良を行っている。また、マイナスイオン発生機の組込み課題は、小型・軽量・薄型化

や構造の簡素化そして低コスト化であるが、解決手段はいずれも給水構造の改良などで対

応している。さらにマイナスイオン発生機の製品への応用課題（期待・効果）は、空気清

浄・消臭・殺菌や健康維持・促進・美容で、この解決手段の出願は広範囲におよんでいる。 

 

図 1.4.2 レナード式に関する課題と解決手段の分布 
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回転体構成
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気液分離機能配置
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システム構成
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3 4

6 8 10
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 表 1.4.2-1 は、マイナスイオン発生機のレナード式に関する課題と解決手段に対応する

出願件数を示す。 

 

表 1.4.2-1 レナード式に関する課題と解決手段の出願件数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

表 1.4-2-1a は表 1.4.2-1 において網掛けで識別した部分を取り出し、出願件数の代わ

りに出願人を記したものである。出願人の特徴としてはマイナスイオンを多量に発生する

ために噴霧構造としてノズルを利用したミスト形成の改良に多くの出願人（10 社）が参入

している。また、多量に発生させるため噴霧部と気液分離部などのシステム構成に改良を

加えた出願が松下エコシステムズなどからでている。さらに発生機全体の構造簡素化、低

コスト化、小型化・軽量化を図るために水道接続利用を図った出願が東陶機器を中心に行

われている。 
 一方、レナード式の特徴である水微細化を狙った出願はタイガー魔法瓶、ソニー、日本

電気ホームエレクトロニクスなどから出願されている。 
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表 1.4.2-1a レナード式に関する課題と解決手段の出願人（1/2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 松下精工=現松下エコシステムズ 

安定発生
／バランス

効率的に発生 多量に発生
ブラス、マイ
ナスイオン

発生

目的外物質
の発生抑制

水微細化
水腐敗防

止
加湿、汚染物

質除去

ノズル、衝
壁、回転体
構成

タイガ－魔法瓶
日本電気H・E
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松下精工

タイガ－魔法
瓶
日本電気H・E

フジタ

ミスト形成に
ノズル構成

アレックス電子工
業(2)
吉田康伸
三貢商事

アレックス電子工
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タイガ－魔法瓶
ファイン(2)
マグ末広工業
鎌倉製作所
三和精機工業
松下精工(2)
東謙治
日交総本社
日本電気H・E

松下精工 江田真六
三和精機工
業
松下精工
松下電器産
業

ミスト形成に
回転体構成

ソニー(2)
益田統雄
日本電気H・E

ファイン(4)
マルシン
黒田力
松下精工
日本電気H・E

ソニー(2)
松下精工

シンアペック
ス貿易
タイガ－魔法
瓶
黒田力
松下精工

水粉砕手段
の改善

東郷機器
木本芳隆

アイビ－イ－
黒沢総研

黒沢総研
東郷機器

超音波駆動
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マルシン
豊臣工業
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気液分離機
能配置
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松下精工
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システム構
成

アレックス電子工
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松下精工(2)

アレックス電子工
業
熊取谷稔
松下精工(3)
前川製作所
日本電気環境エ
ンジニアリング

シンアペック
ス貿易
松下精工

循環経路に
殺菌手段

タイガ－魔法瓶 松下精工 松下精工 黒田力
松下精工

制御手段の
改善

日本電気
H・E

松下精工 松下電工 松下精工 アイシ－シ－
(2)

鎌倉製作所
松下精工(3)
日交総本社(2)

松下精工
製品への組込

発生そのものの課題 固有の課題

噴
霧
構
造
設
計

駆
動
構
造
設
計

給
水
構
造
設
計

そ
の
他
構
造
設
計

機
能
付
加

課題

解決手段
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表 1.4.2-1a レナード式に関する課題と解決手段の出願人（2/2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  松下精工=現松下エコシステムズ 
 
 
 
 
 
 

安全性、耐騒音
性、耐振動性

耐久性向
上

小型・軽量・薄
型化

低コスト（コスト
ダウン）

製造容易 構造簡素化
メンテナン
ス、操作性

ノズル、衝壁、
回転体構成

タイガ－魔法瓶
フジタ
松下精工

吉田康伸 吉田康伸
松下精工

ミスト形成にノ
ズル構成

三貢商事 ファイン(2)
ホリズオン
楽比顧股ふん
三貢商事
松下精工
日交総本社(2)
日本電気H・E
野村マイクロサ
イエンス

アレックス電子
工業(2)
東謙治
日交総本社

江田真六
日交総本社
日本電気H・E
野村マイクロサ
イエンス

松下精工
ホリズオン

ミスト形成に回
転体構成

ソニー
ブッシュデザイン
益田統雄
腰山英弥

ファイン(3)
益田統雄
荻原製作所
日本電気H・E

荻原製作所
腰山英弥
日本電気H・E

シンアペックス
貿易
ブッシュデザイ
ン
益田統雄
日本電気H・E

ソニー

モータ構成 ソニー ソニー ソニー ソニー ソニー(2)

超音波駆動
タイガ－魔法
瓶

アイシ－シ－ 江田真六

給水・循環用
ポンプ構成

ソニー タイガ－魔法
瓶

ソニー タイガ－魔法
瓶(2)

貯水槽改良

ソニー
タイガ－魔法瓶
松下精工

ソニー(3)
松下精工(3)

水道接続利用
クボタ 東陶機器 東陶機器(11)

クボタ
東陶機器(11) 東陶機器(11)

セラコ－ポレ－
ション

フィルタ形状・
構成

コスモイ－シ－ ソニー
熊取谷稔

気液分離機能
配置

楽比顧股ふん
松下精工(3)
日交総本社(2)

日本電気H・E 日本電気
H・E

松下精工

外殻、ケーシ
ング構造

ソニー

システム構成

松下精工 アレックス電子
工業
タイガ－魔法
瓶(3)
松下精工(3)
日交総本社

アレックス電子
工業
木本芳隆

タイガ－魔
法瓶

シンアペックス
貿易
熊取谷稔
前川製作所

松下精工(4)

循環経路に殺
菌手段

ソニー
タイガ－魔法瓶
(2)
松下精工(2)

松下精工 ソニー
黒田力

制御手段の改
善

ソニー(2)
タイガ－魔法瓶
松下精工
松下電工

ソニー
タイガ－魔
法瓶

松下精工
松下電工

タイガ－魔法
瓶(2)
松下精工
日交総本社

松下精工
日交総本社

松下精工
日交総本社

日交総本社
製品への組込

発生機の組込み課題

噴
霧
構
造
設
計

駆
動
構
造
設

計

給
水
構
造
設
計

そ
の
他
構
造
設
計

機
能
付
加

解決手段

課題
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1.4.3 コロナ放電式の課題と解決手段 

マイナスイオン発生機のコロナ放電式に関する課題と解決手段の分布を図 1.4.3 に示す。

課題としては、製品への応用課題の機能・性能・使い勝手の向上とマイナスイオンの安定・

効率的な発生に関する出願が最も多く、そのほかコンパクト化、目的外物質発生抑制など

も多い。またそれらの解決手段は製品への組込みによるものと電極構造において対応が図

られている。 
図 1.4.3 コロナ放電式に関する課題と解決手段の分布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1.4.3-1 には、コロナ放電式に関する課題と解決手段に対応するそれぞれの具体的な

出願件数を示す。横軸に解析・分類した課題項目を、縦軸には解析・分類した解決手段項

目を配置し、それぞれに対応する出願件数を記している。さらに表 1.4.3-1a には、コロナ

放電式に関する課題と解決手段の出願人を示した。ただし、この表 1.4.3-1a は、表 1.4.3-1

において網掛けで識別してある部分を取り出し、その部分に関して出願件数に代えてに出

願人を記したものである。 

課題としては、発生そのものの課題では安定発生や効率的に発生に、発生機の組込み課

題ではコンパクト化に、固有の課題では目的外物質発生抑制に、応用課題では効能・効果

の発揮や機能・性能向上に、それぞれより多くの出願がなされている。また解決手段とし
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ては、製品への組込みの観点を除いてマイナスイオン発生機そのもので見てみると、電極

の形状や電極の配置などの電極構造に関するものや、回路設計においてセンサで特性変化

を検出するものなどに、より多くの出願がなされている。 

 
表 1.4.3-1 コロナ放電式に関する課題と解決手段の出願件数 
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力

（
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）
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易
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汚
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（
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）
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）
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止
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ズ
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止

目
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質
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発
生
抑
制

そ
の
他

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
効
能
／
効
果
の
発
揮

機
能
・
性
能
・
使
い
勝
手
の
向
上

連
動
に
よ
る
性
能
向
上

そ
の
他

電極材料 2 1 3 2 1 5 4

電極の処理方法 2
電極形状（筒/枠/メッシュ/
鋸歯/ブラシ等) 11 12 5 2 1 2 1 4 7 4 1 1 2 1 6 3 8 5 5

複数の電極 1 2 5 1 2 1 2 2 2 1 1
第３の電極（別機能） 1 2 2 2 1 1
その他 1 1
電極間に誘電体配置 1 1
電極移動手段 1 1 2
電極の配置（電極間距離）
限定 2 4 1 1 1 3 1 1 1 1 5 1 1
隔離（保護枠/リブなど） 1 1 1 1
絶縁（モールド/ケース）
シールド 1 1 1 3 3 1 2
ユニット化、コネクタ/コンセ
ント接続方式 2 2 2 1
その他 2 1 1 1
負荷制限抵抗 2 1 1 5 1 1 2

パルス電圧印加 1

パルス周波数を制御/制限 1 1 1 1 1 1

駆動電圧：間欠的に印加 1 1 1 1 1 1
圧電トランス使用 1 3 1
センサで特性変化検出 3 1 1 1 2 3 1 1 1 1 1 10
フィードバック制御 2 1
その他 4 1 4 3 2 1 2
気流発生（送風）・制御手
段／ガスも 2 3 1 1 3 1 1 1
加熱手段 2 1 1 2 1

電極クリーニング機構 1 2
磁界／電界発生手段 1 1 1
イオン量測定 1 1
気流の制御/発射方向の
制御/加速 2 1 1 1
その他 1
正負イオン同時発生（選択
切替え） 3 2 1 3 1 1 2 2 2 1 1 3 1
オゾン/マイナスイオン共存
発生 1 2 2 1 1 1 3 4 1 1 1 7
オゾン/マイナスイオン選択
発生 1 2 1 2

製品への組込み／一体化
2 2 1 1 1 2 5 2 8 103 56 5

組み込み方の工夫（場所、
形状など） 3 3 1 4 1 2 3 11 5
機能部分の共有化（回路
部分など） 1 1 2
製品との連動・協同（選択
運転など） 2 1 2 1 1 1 3 6 7 3
マイナスイオン発生機への
置き換え 4

その他 2

発生機の組込み課題 固有の課題 応用課題

そ
の
他

電
極
構
造

マイナスイオン発生機そのものの課題

製
品
へ
の
組
込
み

回
路
設
計

構
造
設
計

付
加
機
構

課題

解決手段
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表 1.4.3-1a(1/3) から、マイナスイオン発生そのものの課題に関する出願人の特徴とし

ては、課題・解決手段ともにまんべんなくばらつきが見られるが、その中ではシャープが

解決手段として電極構造を中心にして回路設計など広範囲に出願しているのが目立つ。そ

れに次ぐ出願人としては、三菱電機、松下電工、東陶機器などが多く出願している。 

 

 表 1.4.3-1a(2/3) から、マイナスイオン発生機の組込み課題に関する出願人の特徴とし

ては、発生そのものの課題に対する出願と同様、まんべんなくばらつきが見られるが、そ

の中ではシャープが解決手段として電極構造と構造設計を中心にして広範囲に出願してい

るのが目立つ。それに次ぐ出願人としては、東陶機器などが多く出願している。 

 

表 1.4.3-1a(3/3) から、コロナ放電式の固有の課題に関する出願人の特徴としては、目

的外物質（オゾン他）発生抑制に 19 社と多くの出願人が参入していることである。 
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表 1.4.3-1a コロナ放電式に関する課題と解決手段の出願人（1/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安定発生 効率的に発生 多量に発生 容易に発生
発生量の制御・

調整
濃度の調整・

制御
効率的に拡

散
広範囲（均一）に

拡散

電極材料
カンキョ－
日本特殊陶業

シャープ

電極の処理方法

電極形状

カンキ
シャープ（4）
ダイキン工業
元内和男
春日電機
松下電工
中村憲司
東陶機器

カンキ
サ－クランド
シャープ（4）
協和産業
三菱電機（2）
長谷川武夫
日本特殊陶業
鈴木高志

シャープ（2）
三菱電機
四国精機工業
東陶機器

共立電器産業
（2）

シャープ アイビック工業
四国精機工業

複数の電極

松下電器産業 シャープ
鈴木高志

アイシン精機
三菱電機
四国精機工業
東陶機器
豊田中央研究所

豊田中央研究所 シャープ
四国精機工業

第３の電極
四国精機工業 サンエ－電機

隆祥産業

その他 高柳研究所

電極間に誘電体配
置

日本特殊陶業

電極移動手段
協和産業 山武ハネウエ

ル

電極の配置限定

シャープ（2） シャープ
九州日立マクセ
ル
東芝キヤリア
二十一世紀環境

九州日立マクセ
ル

隔離（保護枠／リブ
など）

三星電子

絶縁（モールド／
シールドなど）

前園一郎 隆祥産業 東陶機器

ユニット化

その他
シシド静電気
ダイキン工業

東陶機器

負荷制限抵抗

シャープ
日本電信電話

ラムダ 豊田中央研究所 イオス
シシド静電気（2）
横河電子機器
東陶機器

松下電工

パルス電圧印加

ゼクセルヴァレオ
クライメ－トコント
ロ－ル

パルス周波数を制
御／制限

シシド静電気 三菱電機 三菱電機

駆動電圧：間欠的
に印加

シャープ

圧電トランス使用 シシド静電気

センサで特性変化
検出

シャープ
ヒューグルエレク
トロニクス
京セラ

フジタ 松下電工 フジタ 三菱電機（2）

フィードバック制御

ヒューグルエレク
トロニクス
京セラ

松下電工

その他

アイビック工業
シャープ
松下電工
日本ぱちんこ部
品

日本特殊陶業 アイワ（2）
松下電工
日本ぱちんこ部品

ア－ルビ－コント
ロ－ルズ
シャープ
高砂熱学工業

気流発生・制御手
段

春日電機
日本電装

シシド静電気
三菱電機
松下電工

豊臣工業 山武ハネウエル コガネイ
佐藤亮拿
長谷川武夫

加熱手段
シャープ
日本電装

会田貞弘 会田貞弘

電極クリーニング機
構

日本ぱちんこ部
品

磁界／電界発生手
段

シャープ 松下電工 豊田中央研究所

イオン量測定

気流の制御

ダイキン工業
日本グレ－ン研
究所

藍振義

その他 三菱電機

正負イオン同時発
生

シャープ
ヒューグルエレク
トロニクス
四国精機工業

シャープ（2） シャープ シシド静電気
高砂熱学工業
東陶機器

戸塚しづ子 シャープ

オゾン/マイナスイ
オン共存発生

東陶機器 サ－クランド
鈴木高志

黄賢培
共立電器産業

黄賢培 三菱電機

オゾン/マイナスイ
オン選択発生

黄賢培

そ
の
他

回
路
設
計

付
加
機
構

マイナスイオン発生そのものの課題

電
極
構
造

構
造
設
計

課題

解決手段
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表 1.4.3-1a コロナ放電式に関する課題と解決手段の出願人（2/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 松下精工=現松下エコシステムズ 

信頼性向上 安全性向上 耐久性向上
コンパクト（小型・軽

量）化
低コスト（コストダウ

ン）
省電力（省エ

ネ）
製造容易

電極材料

カンキョ－
シャープ
日本特殊陶
業

シャープ
東京鉄鋼

電極の処理方法

電極形状

日本特殊陶
業

シャープ（2）
孫実慶
鈴木高志

ワインプロダクツＩＮＣ
共立電器産業
協和産業
四国精機工業
松下精工
松下電工
独立行政法人産業
安全研究所

共立電器産業（2）
四国精機工業
福島文雄

松下精工 シャープ

複数の電極

鈴木高志 四国精機工業
日本特殊陶業

四国精機工業
日本特殊陶業

東陶機器
日本特殊陶業

第３の電極
四国精機工業
東陶機器

四国精機工業
東陶機器

東陶機器

その他

電極間に誘電体配置 シャープ

電極移動手段
アイシン精機
協和産業

電極の配置限定

ダイキン工
業

鈴木高志 シャープ
ダイキン工業
二十一世紀環境

二十一世紀環境 キ－エンス

隔離（保護枠／リブな
ど）

三星電子 三洋電機

絶縁（モールド／シー
ルドなど）

東陶機器（2）
日本電装

シシド静電気
シャープ
東陶機器

シシド静電気

ユニット化
シヤ－プ
須崎和正

北川工業（2）

その他 松下精工

負荷制限抵抗
日本電信電
話

ラムダ
松下電工

パルス電圧印加

パルス周波数を制御
／制限

ソニ－

駆動電圧：間欠的に印
加

黒井電機

圧電トランス使用

シシド静電気
ソニ－
日本ぱちんこ部品

センサで特性変化検
出

シャープ（2）
ダイキン工業

三菱電機

フィードバック制御

その他

気流発生・制御手段 杉岡鉄夫

加熱手段

電極クリーニング機構

磁界／電界発生手段

イオン量測定 四国精機工業 四国精機工業

気流の制御
日本グレ－ン
研究所

その他

正負イオン同時発生

東陶機器（2） 四国精機工業
東陶機器

四国精機工業（2） 四国精機工業

オゾン/マイナスイオン
共存発生

鈴木高志 アイシン精機
共立電器産業
豊田通商

共立電器産業（2）
三菱電機
豊田通商

豊田通商

オゾン/マイナスイオン
選択発生

黄賢培
日本特殊陶業

日本特殊陶業

発生機の組込み課題

構
造
設
計

そ
の
他

回
路
設
計

付
加
機
構

電
極
構
造

課題

解決手段
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表 1.4.3-1a コロナ放電式に関する課題と解決手段の出願人（3/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松下精工=現松下エコシステムズ 

設置容易
取扱い容易

（ポータブル）
電極の汚れ防止（清

掃容易）
電極の磨耗（劣化）

防止
電磁ノイズ防

止
目的外物質の発生

抑制
その他

電極材料

シャープ 共立電器産業（2）
高砂熱学工業
東洋炭素
日本特殊陶業

サンエ－電機
テクノリサ－チ
高砂熱学工業
日本特殊陶業

電極の処理方法
テクノ菱和
東陶機器

電極形状

アイカ工業
シャープ

共立電器産業 カンキ
ヒュ－グルエレクトロ
ニクス
共立電器産業
桜谷恵美子
中村憲司
東陶機器

共立電器産業（2）
独立行政法人産業
安全研究所

シャープ（3）
セイスイ
ワインプロダクツＩＮＣ
三菱電機
松下精工
日本特殊陶業

複数の電極

東陶機器 松下電器産業

第３の電極 富士通ゼネラル

その他 高柳研究所

電極間に誘電体配置

電極移動手段

電極の配置限定

丸紅マシナリ－ 高砂熱学工業 丸紅マシナリ－
高砂熱学工業
三光電業
清水淑子
東陶機器

隔離（保護枠／リブな
ど）

絶縁（モールド／シー
ルドなど）

高砂熱学工業
日本特殊陶業

ユニット化 北川工業（2） 須崎和正

その他 松下精工

負荷制限抵抗

パルス電圧印加

パルス周波数を制御
／制限

三菱電機 東陶機器

駆動電圧：間欠的に印
加

キ－エンス キ－エンス シャープ

圧電トランス使用 日本ぱちんこ部品

センサで特性変化検
出

ミドリ安全 高砂熱学工業 シャープ

フィードバック制御

その他

マルマンコ－ポ
レ－ション
豊田中央研究所

アイビック工業 アイワ（2）

気流発生・制御手段

日本電気Ｈ・Ｅ インタ－ナショナルビ
ジネスマシ－ンズＣ
ＯＲＰ

加熱手段
細川俊介
日本電気Ｈ・Ｅ

細川俊介

電極クリーニング機構
日本ぱちんこ部品
（2）

磁界／電界発生手段

イオン量測定

気流の制御 日本グレ－ン研究所

その他

正負イオン同時発生 シャープ

オゾン/マイナスイオン
共存発生

シャープ 東陶機器

オゾン/マイナスイオン
選択発生

固有の課題

電
極
構
造

発生機の組込み課題

そ
の
他

構
造
設
計

回
路
設
計

付
加
機
構

課題

解決手段
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1.4.4 電子放射式の課題と解決手段 

マイナスイオン発生機の電子放射式に関する課題と解決手段の分布を図 1.4.4 に示す。 

課題としては、発生そのものの課題では安定発生や発生量の調整・制御に、発生機組込

み課題ではコンパクト化に、応用課題では効能・効果の発揮にそれぞれより多くの出願が

なされている。またそれらの解決手段は、製品への組込み・一体化によるものや回路設計

で対応が図られている。 

表 1.4.4-1 には、電子放射式に関する課題と解決手段に対応するそれぞれの具体的な出

願件数を示す。横軸に解析・分類した課題項目を、縦軸には解析・分類した解決手段項目

を配置し、それぞれに対応する出願件数を記している。さらに表 1.4.4-1a には、電子放射

式に関する課題と解決手段の出願人を示した。但しこの表 1.4.4-1a は、表 1.4.4-1 におい

て網掛けで識別してある部分を取り出し、その部分に関して出願件数に代えて出願人を記

したものである。 

 

図 1.4.4 電子放射式に関する課題と解決手段の分布 
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電
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向
上
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性
向
上
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ト
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・
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量
）
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コ
ス
ト

省
電
力
（

省
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）

取
扱
い
容
易
（

ポ
ー

タ
ブ
ル
）

電
極
の
汚
れ
防
止

電
磁
ノ
イ
ズ
防
止

目
的
外
物
質
の
発
生
抑
制

電極材料

電極形状

複数の電極

電極面積の調整

その他

電極移動手段

隔離

絶縁

その他

負荷制限抵抗

パルス電圧印加

パルス周波数を制御

パルス幅を制御

駆動電圧：間欠的に印加

電圧波形を可変

圧電トランス使用

センサで特性変化検出

F.B.制御

その他

オゾン/イオン共存発生

製品への組込み/一体化

製品との連動・協同

解決手段

　
課
題

電極クリーニング機構

正負イオン同時発生

組み込み方の工夫

そ
の
他

電
極
構
造

構
造
設
計

回
路
設
計

そ
の
他

製
品
組
込
み

発生そのものの課題 発生機組込み課題 固有の課題 応用課題

4 2 2 2

2

22

2 2
2

2

3

5

5

3

3

3 2

2

2

2

19

3
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表 1.4.4-1 から、各種課題に関する解決手段としては、製品への組込みの観点を除いて

マイナスイオン発生機そのもので見てみると、電極形状においては電極の形状に関するも

のや、センサで特性変化を検出したりフィードバック制御したりする回路設計に関するも

のなどに、より多くの出願が見られる。 

 

表 1.4.4-1 電子放射式に関する課題と解決手段の件数 
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整
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制
御

濃
度
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整
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御
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に
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散

広
範
囲

（
均
一
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に
拡
散

そ
の
他

信
頼
性
向
上

安
全
性
向
上

耐
久
性
向
上

コ
ン
パ
ク
ト

（
小
型
・
軽
量

）
化

低
コ
ス
ト

（
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

）

省
電
力

（
省
エ
ネ

）

取
扱
い
容
易

（
ポ
ー

タ
ブ
ル

）

電
極
の
汚
れ
防
止

（
清
掃
容
易

）

電
磁
ノ
イ
ズ
防
止

目
的
外
物
質
の
発
生
抑
制

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
機
能
・
効
能
の
発
揮

機
能
・
性
能
・
使
い
勝
手
の
向
上

電極材料 1 1 1
電極形状（筒/枠/メッシュ/鋸刃
/ブラシなど） 1 4 2 1 2 2 1 1

複数の電極の利用 1 1

電極面積の調整 1

その他（接地電極廃止など） 1

電極移動手段 1
電極からの隔離（保護枠/リブな
ど） 2 1
電極からの絶縁（モールド/シー
ルドなど） 2 1 2

その他 1 1 1 1

負荷制限抵抗 2 2 1 3 1 1

パルス電圧印加 2 1

パルス周波数を制御/制限 1 2

パルス幅を制御 1 1

駆動電圧：間欠的に印加 1 1

電圧波形を可変 1

圧電トランス使用 1 1

センサで特性変化検出 3 1 5 1 1 1

フィードバック制御 3 1 5 1 1

その他（回路要素限定、電池利
用、極性反転など） 1 1 1 1

電極クリーニング機構 1 2
正負イオン同時発生（選択切替
え） 3 2 1 1 2

オゾン/マイナスイオン共存発生 1

製品への組込み／一体化 2 1 1 1 2 19

組込み方の工夫 1

製品との連動・協同 1 3

応用課題

組
込
み

マイナスイオン発生そのものの課題 発生機の組込み課題 固有の課題

電
極
構
造

構
造
設
計

回
路
設
計

そ
の
他

課題

解決手段
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表 1.4.4-1a から、出願人の特徴としてはマイナスイオンの発生量の調整・制御に多く

の出願人が参入していることで、特に回路設計にシャープ、コロナ、アンデス電気、東陶

機器などが参入している。 

 

表 1.4.4-1a 電子放射式に関する課題と解決手段の出願人（1/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安定発生
効率的に発

生
多量に発生

発生量の調整・制
御

効率的
に拡散

広範囲（均
一）に拡散

その他

電極構造
キャン ジェニ－エアン

ヴィロネマン

電極形状

シャ－プ キャン
シャ－プ
ゼクセルヴァレオ
クライメ－トコント
ロ－ル
愛国電線工業所

ジェニ－エアン
ヴィロネマン
山武ハネウエル

シャ－プ

複数の電極 シャ－プ シャ－プ

電極面積の調整 山武ハネウエル

その他

電極移動手段 山武ハネウエル

隔離（保護枠/リブな
ど）
絶縁（モールド／
シールドなど）

東陶機器
デンソー

その他

負荷制限抵抗
春日電機
東陶機器

ラムダ
日本ペイント

春日電機

パルス電圧印加
シャ－プ
コロナ

パルス周波数を制
御

ゼクセルヴァレオ
クライメ－トコント
ロ－ル

シャ－プ
コロナ

パルス幅を制御 シャ－プ

駆動電圧：間欠的に
印加

電圧波形を可変 シャ－プ

圧電トランス使用 アンデス電気

センサで特性変化検
出

キ－エンス
(2)
春日電機

ゼクセルヴァ
レオクライメ
－トコントロ
－ル

アンデス電気
ゼクセルヴァレオ
クライメ－トコント
ロ－ル
松下電工
東陶機器
コロナ

フィードバック制御

キ－エンス
(2)
春日電機

ゼクセルヴァ
レオクライメ
－トコントロ
－ル

アンデス電気
ゼクセルヴァレオ
クライメ－トコント
ロ－ル
松下電工
東陶機器
コロナ

その他 東陶機器

電極クリーニング機
構

日本ぱち
んこ部品

正負イオン同時発生
キ－エンス
(2)
春日電機

シャ－プ
春日電機

シャ－プ シャ－プ

そ
の
他

マイナスイオン発生そのものの課題

電
極
構
造

構
造
設
計

回
路
設
計

課題

解決手段
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表 1.4.4-1a 電子放射式に関する課題と解決手段の出願人（2/3） 

信頼性向
上

安全性向上 耐久性向上 コンパクト化
低コスト（コス

トダウン）
省電力（省

エネ）
取扱い容易

（ポータブル）

電極構造

電極形状

シャ－プ
東陶機器

アサヒ環境
システム
愛国電線工
業所

愛国電線工
業所

複数の電極

電極面積の調整

その他
ヒュ－グルエ
レクトロニクス

電極移動手段

隔離（保護枠/リブな
ど）

阿武孝次
真壁忠典

絶縁（モールド／シー
ルドなど）

東陶機器 アサヒ環境
システム
日本電装

その他 ジエム ジエム 松下電工 松下電工

負荷制限抵抗
ラムダ
春日電機
東陶機器

東陶機器 ラムダ

パルス電圧印加

パルス周波数を制御

パルス幅を制御

駆動電圧：間欠的に
印加

東陶機器 東陶機器

電圧波形を可変

圧電トランス使用
アンデス電
気

センサで特性変化検
出

春日電機 コロナ

フィードバック制御 春日電機 コロナ

その他 東陶機器 東陶機器

電極クリーニング機
構

正負イオン同時発生
シャ－プ
東陶機器

そ
の
他

マイナスイオン発生機の組込み課題

電
極
構
造

構
造
設
計

回
路
設
計

課題

解決手段
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表 1.4.4-1a 電子放射式に関する課題と解決手段の出願人（3/3） 

 

 電極の汚れ防止 電磁ノイズ防止
目的外物質発

生抑止

電極構造
キャン

電極形状 キャン

複数の電極

電極面積の調整

その他

電極移動手段

隔離（保護枠/リブな
ど）

真壁忠典

絶縁（モールド／シー
ルドなど）

その他

負荷制限抵抗

パルス電圧印加 コロナ

パルス周波数を制御

パルス幅を制御 コロナ

駆動電圧：間欠的に
印加

電圧波形を可変

圧電トランス使用

センサで特性変化検
出

フィードバック制御

その他 東陶機器

電極クリーニング機
構

日本ぱちんこ部
品(2)

正負イオン同時発生

そ
の
他

発生機固有の課題

電
極
構
造

構
造
設
計

回
路
設
計

課題

解決手段
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1.4.5 放射性物質利用式の課題と解決手段 

 マイナスイオン発生機の放射性物質利用式に関する課題と解決手段の分布を図 1.4.5 に

示す。 

課題としては、マイナスイオンの発生そのものとして、「安定発生／バランス」、「効率

的に発生・多量に発生」、「遠赤外線も発生」が多い。そして、マイナスイオン発生機を組

込んだ製品としての応用課題（期待効果）としては、「空気清浄・消臭」、「健康促進、維持、

美容」、「鮮度維持、腐敗防止、防黴」が多い。 

 解決手段としての放射性物質の種類は、「トルマリン」が最も多く出願されている。放射

性物質の利用形態としては、「組込・載置」、「付着」、「混合」、「均一成形（有機）」が多い。

なお、「不均一成形」とは、放射性物質が表面近くに位置するような成形のことである。 

放射性物質と組み合わせられる手段としては、他物質との複合が最も多い。詳しくは、

課題の「安定発生／バランス」「効率的に発生・多量に発生」を解決するためには、励起物

質を複合する出願や、「遠赤外線も発生」という課題のためには、遠赤外線放射物質を複合

する出願などがある。なお、「機械的外力」としては、振動、摩擦などである。 

 

図 1.4.5 放射性物質利用式に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トルマリン

セラミック

炭

ケイ素

その他

組込・載置

浮遊
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混合

均一成形(有機)

均一成形(無機)

その他

組合せ無し

加熱

機械的外力

加圧

放射線

紫外線

レーザー光線

赤外線

磁気

その他

不均一成形(有機)

不均一成形(無機)

水

種
類

利
用
形
態

他物質との複合

電気分解

他
手
段
と
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せ

解決手段
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発
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/
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的
外
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質
発
生

抑
制
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生
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線
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生

小
型
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化
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イ
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観
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い
容
易
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題

プ
ラ
ス
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発生そのものの課題

水
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浄
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改
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健
康
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持
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鮮
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腐
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防
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そ
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応用課題

32 73 11 72 21 23 53 207 49 86

11 25 10 17 39 23 11
34 56 63 26 18 33

26 20 39 58 3321

20 40
11
11 34 57 111 32 4716

4021 33
114

13 48 38 43

11 22 35 25
54

3820

13 39 35 24 97 27 31

12 10 17 10

18 49 85 3022 116
242

86 27 107
12

28

17 35 41 15 42 17 33

組込み課題固有の課題

15
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表 1.4.5-1 は、マイナスイオン発生機の放射性物質利用式に関する課題と解決手段に対

応した出願件数を示す。 

 

表 1.4.5-1 放射性物質利用式に関する課題と解決手段の出願件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.4.5-１a は表 1.4.5 において網掛けにて識別した部分を取り出して、出願件数の代

わりに出願人を記載したものである。出願人の特徴としては世界長が、トルマリンを放射

性物質として利用するとともに、遠赤外線も発生することを課題としている出願が 13 件と、

多いことである。 

 

安
定
発
生
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ラ
ン
ス

効
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的
に
発
生
・
多
量
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発
生

目
的
外
物
質
発
生
抑
制

プ
ラ
ス
イ
オ
ン
発
生
抑
制

放
射
線
発
生
抑
制

遠
赤
外
線
も
発
生

小
型
軽
量
薄
型
化

デ
ザ
イ
ン
・
美
観

取
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扱
い
容
易

低
コ
ス
ト

水
質
浄
化
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改
質
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気
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浄
・
消
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健
康
促
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維
持
・
美
容

鮮
度
維
持
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敗
防
止
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防
黴

防
虫

そ
の
他

トルマリン 32 73 5 11 7 72 7 8 9 21 23 53 207 49 9 86

セラミック 1 11 2 25 1 2 3 10 17 39 23 6 11

炭 6 1 1 34 3 4 5 5 56 63 26 18 33

ケイ素 2 1 3 1 2 3 15 3 1

その他 4 26 2 20 1 2 8 4 39 58 21 33

組込・載置 1 20 3 3 1 40 2 6 3 11 34 57 111 32 16 47

浮遊 1 1

付着 21 40 1 2 4 33 7 3 6 13 4 48 114 38 8 43

混合 11 22 3 1 35 1 1 3 7 1 25 54 20 7 38

均一成形（有機） 13 39 6 3 35 2 3 1 8 2 24 97 27 1 31

均一成形（無機） 1 4 1 12 1 2 2 10 17 5 10

不均一成形（有機） 1 1 1 2 4

不均一成形（無機） 1

その他 3 1 4 1 10 16 9 3 6

組合せ無し 18 49 4 4 4 85 3 10 9 22 30 116 242 86 27 107

加熱 1 7 1 2 6 2 1 4 1 2 12 1 1

機械的外力 1 6 1 1 1 7 9 2 1

加圧 2 7 3 1 6 11 1 1

水 3 9 1 1 2 3 4 3 3

放射線 1 1 2 2 1 1

紫外線 1 1 3 1

レーザー光線 1

赤外線 1 1 1 1 6 1 1

磁気 1 2 1 6 1 1 6 3 28 1 4

他物質との複合 17 35 1 2 5 41 2 1 1 6 2 15 42 17 3 33

電気分解 2 1 1 1 2 1 1

その他 1 1 5 2

応用課題組込み課題発生そのものの課題 固有の課題

種
類

利
用
形
態

他
手
段
と
の
組
み
合
せ

課題

解決手段
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表 1.4.5-1a 放射性物質利用式に関する課題と解決手段の出願人（1/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安定発生／バラ
ンス

効率的に発生／
多量に発生

目的外物質の発
生抑制

プラスイオンの発
生抑制

放射線質の発生
抑制

遠赤外線も発生

ト
ル
マ
リ
ン

アキレス（3）
クラレケミカル
ゼクセルヴァレオ
クライメ－トコント
ロ－ル
ネム－ル
菊水化学工業
五十嵐光一
三谷庄司
三菱レイヨン
松下電器産業
鐘紡
新東京住宅建設
世界長（3）
西川光治
青野産業
中川稔啓
津郷道雄
日華化学
日本ハネック（9）
日本総業
堀口光夫

イナックス
エスケイティー
ジャパン
エスタ
サンフレックス
サンフロッキ－
サンリット産業
ゼクセルヴァレオ
クライメ－トコント
ロ－ル
ソ－ゴ
テイエムテクノ
トアレ
ネム－ル
ふくしま
ヘスコ－ポレ－
ション
マツバラ（2）
マルマンコ－ポレ
－ション
リブライフ
ワイムアップ
一色忠雄
加藤清次郎
久保技術事務所
絹小沢
五十嵐光一
幸和工業
佐藤敬
三和化工（3）
松下電器産業
（7）
鐘紡（3）
上野照夫
上野泰義
新東京住宅建設
世界長（9）
西川光治

松下電工
中山清司
日本ハネック
福田国男
平山雅昭

サンテキスタイル
ト－キン（3）
橋本広至
金子弘喜
広電
森島シゲ子
世界長（2）
中野隆行

テイエムテクノ
フジイチ
松下電器産業
（4）
日本ハネック

イシカワ
エスケィティ－
ジャパン
さやま商事
ジャパンギャルズ
ソ－ゴ
タイヨ－通商
テイエムテクノ
デジテック
テラ
トキマ
ト－キン
ブロッサム
ム－ブジャパン
リバ－ウェル
綾織史郎
一色忠雄
永田義広
皆川商店
岩本
吉岡鉄夫（2）
金井重要工業
幸和工業
佐久間和幸
山口安夫
山本清和
山本誠（3）
寺川正人
七星
小柳正敏
小林豊博
松島浩二
上野泰義（2）
森秀夫
世界長（13）
清水義則

斉藤正雄
太田襄二
大和ハウス工業
中山清司
中川稔啓
中野隆行
塘内暁子
東レ（3）
藤田昂伸
日華化学
日本ハネック（4）
日本精密
福田国男
平沢信夫（2）
宝養生資材
堀田敷物

生命エネルギ－
工業
村田秀雄（2）
泰
大根彬豪
段谷産業
東レ
東海高熱工業
東日本暖房
凸版印刷（2）
日本ハネック（2）
磐梯向滝
富士鋼機
平川朋子
平沢信夫
宝養生資材（2）
末吉徹
野上英明

課題
解決手段
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表 1.4.5-1a 放射性物質利用式に関する課題と解決手段の出願人（2/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安定発生／バラ
ンス

効率的に発生／
多量に発生

目的外物質の
発生抑制

プラスイオンの
発生抑制

放射線質の
発生抑制

遠赤外線も発生

セ
ラ
ミ

ッ
ク

遠州屋 しま家
ナカドイ理研
ベノコ－ポレ－
ション
ヘルシ－寝装
室井和広
前田信秀（2）
大和紡績
津郷道雄
白元
福田国男

遠州屋
福田国男

アルファ商事
エルモス
しま家
スカンジナビアホ
－ム
ナチュラルウェー
ブ
ファミリ－
ヘルシ－寝装
リブライフ
金井禧衛
佐川順一（2）
小林産業
城戸敏弘
前田信秀（3）
竹成
茶畑
中武一典（2）
東レ
東日本暖房
明和商事
野村昌男
里吉政文

炭

しま家
ノダカンパニ－
宮口工務店
共栄工業所
幸和工業

福田国男 組合法人紀州備
長炭企業組合

エルモス
グラフィティツェン
テイワン
ソウエイコンストラ
クション
テイ－アイケ－建
築研究所
バ－ナ－ド社
マルカワ食品
ユニチカファイバ
－
綾織史郎
鎌田律
共生会
国分建設
佐川順一（2）
佐藤一徳（2）
山英建設
若林
松島ガ－デン
伸和工業
森島シゲ子
西井和弘
青い鳥
染谷賢治
地域住環境コンサ
ルタント
竹成
竹林吉田
中村幹雄（2）
辻本リエ子
藤田鍾夫
藤堂智就
日根野道彦
日新建設
日本漢方研究所

ケ
イ
素

吉江勝広（2） 高松邦明 吉江勝広
自然環境綜合研
究所
蓑島美智子

課題

解決手段
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表 1.4.5-1a 放射性物質利用式に関する課題と解決手段の出願人（3/3） 
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効率的に発生／
多量に発生

目的外物質の発
生抑制

プラスイオンの発
生抑制

放射線質の発生
抑制

遠赤外線も発生

そ
の
他

吉田多加志
千住
藤野金属
凸版印刷

アイシ－シ－
アサヒ合成工業
アトランティス
エスプラン
ピ－ス電気
元旦ビュ－ティ工
業（7）
吉田多加志
共栄工業所
佐伯午郎
出光テクノファイ
ン
上毛撚糸
世界長
田上穣一
東レ（3）
藤野智三
日本アクアライフ
日本カ－バイド工
業（2）

才茂尚子
出光テクノファ イ
ン

アトランティス
オカモト
キムチ－クング
ナチュラルフ－ズ
アンドライフ
皆川商店
元旦ビュ－ティ工
業(3)
城戸敏弘
世界長（4）
中川栄一
青山晃久
田上穣一
東レ
日本アクアライフ
富士山
甕武治

課題

解決手段
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1.4.6 その他発生方式の課題と解決手段 
マイナスイオン発生機のその他発生方式に関する課題と解決手段の分布を図 1.4.6 に示

す。 

課題としては、マイナスイオンの発生そのものとして、効率的に発生や多量に発生に関

するものに多くの出願がある。それらの解決手段は光電子放射材式によるものや、摩擦帯

電式、そしてレナード式とコロナ放電式の組合せに改良を加えている。また、光電子放射

材式の課題は高電圧パルスを印加する必要があるため放電や漏電の恐れがあり、その対応

として印加電圧の低減化が必要となり、この解決手段は照射源と放射材との構成に改良を

加えている。また、マイナスイオン発生機の組込み課題は、低コスト化が中心で、解決手

段は構造が簡単な摩擦帯電方式などの出願がある。さらにマイナスイオン発生機を組込ん

だ製品としての応用課題（期待・効果）は、空気清浄、消臭、殺菌や健康維持、促進、美

容、そして帯電防止や鮮度維持である。解決手段として、光電子放射式による対応が中心

となっている。 

 表 1.4.6-1 は、その他発生方式に関する課題と解決手段に対応する出願件数を示す。 

 

図 1.4.6 その他発生方式に関する課題と解決手段の分布 
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表 1.4.6-1 その他発生方式に関する課題と解決手段の出願件数 
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表 1.4.6-1a その他発生方式に関する課題と解決手段の出願人（1/2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

表 1.4.6-1a その他発生方式に関する課題と解決手段の出願人（2/2） 
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1.4.7 マイナスイオン発生方式を特定しない技術の課題と解決手段  
マイナスイオン発生方式を特定しない技術に関する課題と解決手段の分布を図 1.4.7 に

示す。マイナスイオン発生機の製品への応用課題（期待効果）は、空気清浄や健康促進、

帯電防止などであるが、その他に水質浄化・改質、食品の鮮度維持、腐敗防止、防黴、油

脂分の除去、電磁波減衰、防虫などがある。それらの解決手段はマイナスイオン発生機を

単純に組込んだものや製品として設計的に一体化したもの、さらには発生機を着脱自在と

したもの、そしてマイナスイオン発生機に製品に関係する何らかの制御機能を付加したも

のなどがある。 

なお、このマイナスイオン発生方式を特定しない技術として、マイナスイオンを生体に

直接照射する技術も含めた。 

 表 1.4.7-1 は、マイナスイオン発生方式を特定しない技術に関する課題と解決手段に対

応する出願件数を示す。 

 

図 1.4.7 マイナスイオン発生方式を特定しない技術に関する課題と解決手段の分布 
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表 1.4.7-1 マイナスイオン発生方式を特定しない技術に関する課題と解決手段の出願件数 
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表 1.4.7 -1a マイナスイオン発生方式を特定しない技術に関する 

課題と解決手段の出願人（1/2） 
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表 1.4.7-1a マイナスイオン発生方式を特定しない技術に関する 

課題と解決手段の出願人（2/2） 
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の
組
込
み

課題

解決手段
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1.4.8 マイナスイオンの測定技術の課題と解決手段 
マイナスイオンの測定技術に関する課題と解決手段の分布を図 1.4.8 に示す。マイナス

イオン発生機の測定技術の課題は、マイナスイオンの測定そのものの課題と測定機の組込

み課題に分かれる。測定そのものの課題は、マイナスイオン検知能力・精度の向上やプラ

ス、マイナスの両イオンを検知することである。また測定機の組込み課題では、小型化や

低コスト化を図ることである。それらの解決手段は、センサ部の電極周辺構造の改良を加

えたり、測定機としての回路構成に工夫を凝らしたり、測定機全体の構造、構成に改良を

加えて対応を図っている。 

 表 1.4.8-1 は、マイナスイオンの測定技術に関する課題と解決手段に対応する出願件数

を示す。表1.4-8-1aは表 1.4.8-1において出願件数の代わりに出願人を記したものである。 

 

図 1.4.8 マイナスイオンの測定技術に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連
続
測
定

小
型
・
軽
量
・
薄
型

化 設
置
容
易

検
知
能
力
・
精
度
の
向
上

製
造
容
易

低
コ
ス
ト

（
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン

）

耐
気
流
性

視
認
性
の
向
上

電極材料、形状、処理

表示部の改善

回路構成

電極周辺構造

イオン吸着材料

製品組込み

リモコン検知

セ
ン
サ
部
の
構

造
設
計

課
題

解決手段

マイナスイオン測定そのものの課題

プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン

検
知

感
度
調
整

測定機の組込み課題

構造、構成

測
定
機
構
造
・
回
路

設
計

3

2 3 2 3

8 4 3 2

7 4 2

2

4

3 34

2 2
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表 1.4.8-1 マイナスイオンの測定技術に関する課題と解決手段の出願件数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1.4-8-1a の出願人の特徴としては、マイナスイオンの検知能力・精度向上のために

センサの電極周辺構造や測定回路の改良に高見澤電気製作所などが参入している。また、

マイナスイオンの測定値の視認性向上を狙って表示部をデジタル表示とした東芝ホームテ

クノなどの出願がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連
続
測
定

検
知
能
力
・
精
度
の
向

上 プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
イ

オ
ン
検
知

視
認
性
向
上

耐
気
流
性

感
度
調
整

小
型
・
軽
量
・
薄
型
化

低
コ
ス
ト

（
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン

）

製
造
容
易

設
置
容
易

電極材料、形
状、処理 1 3 1 1

イオン吸着材料 2 1 3 2 3 1

電極周辺構造 8 4 1 1 3 2

回路構成
7 4 1 2 1

構造、構成、
2 4 3 3

表示部の改善 4

1 1 1 1

2 2製品組込み

マイナスイオンの測定そのものの課題 測定機の組込み課題

セ
ン
サ
部

測
定
機

リモコン検知

課題

解決手段
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表 1.4.8-1a マイナスイオンの測定技術に関する課題と解決手段の出願人（1/2） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1.4.8-1a マイナスイオンの測定技術に関する課題と解決手段の出願人（2/2） 

 

連続測定 検知能力・精度の向上
プラス・マイナスイ

オン検知
視認性向上 耐気流性 感度調整

電極材料、
形状、処理

三菱電機 ヒュ－グルエレクトロニ
クス
三菱電機
レイントウリ－

ヒュ－グルエ
レクトロニクス

イオン吸着
材料

江原勝夫(2) 三田工業 ゼクセルヴァレオ
クライメ－トコント
ロ－ル
江原勝夫(2)

電極周辺構
造

アンデス電気
エムアイテイ
高見澤電機製作所(2)
高砂熱学工業
東陶機器
レイントウリ－
シャープ

アンデス電気
高見澤電機製作
所(2)
シャープ

東陶機器 シャープ

回路構成

アンデス電気
エムアイテイ
シャープ
ヒュ－グルエレクトロニ
クス
フィ－サ
三菱電機
東陶機器

シャープ
フィ－サ
三菱電機
東陶機器

東芝キヤリア

構造、構成、

フィ－サ
三菱電機

アンデス電気
フィ－サ
弘原海清
東陶機器

表示部

アンデス電気
フィ－サ
東芝キヤリア
東芝ホ－ムテクノ

ダイヤモンド電機 ダイヤモンド電機 ダイヤモンド
電機

東芝キヤリア
東芝ホ－ムテクノ

マイナスイオンの測定そのものの課題

リモコン検知

製品組込み

セ
ン
サ
部
の
構
造
設
計

測
定
機
構
造

、
回
路
設
計

課題

解決手段

小型・軽量・薄型化
低コスト（コストダウ

ン）
製造容易 設置容易

電極材料、形
状、処理

ヒュ－グルエレクト
ロニクス

イオン吸着材
料

ゼクセルヴァレオク
ライメ－トコントロ－
ル

ゼクセルヴァレオクラ
イメ－トコントロ－ル
江原勝夫(2)

三田工業

電極周辺構
造

アンデス電気
高砂熱学工業
シャープ

アンデス電気
高砂熱学工業

回路構成
シャープ
日本ぱちんこ部品

日本ぱちんこ部品

構造、構成

アンデス電気
弘原海清
日本ぱちんこ部品

アンデス電気
弘原海清
日本ぱちんこ部品

表示部

ダイヤモンド電機

ゼクセルヴァレオ
クライメ－トコント
ロ－ル
祥起

測定機の組込み課題

リモコン検知

製品組込み

セ
ン
サ
部
の
構
造
設

計

測
定
機
構
造

、
回
路

設
計

課題

解決手段
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1.5.1 注目特許の抽出 

表 1.5 に、審査等で出願に対する先行技術として引用された出願、もしくは出願の明細

書中に参考文献として引用されていた出願、その引用回数を調査し、多く引用されたもの

（被引用回数３回以上）を注目特許出願としてまとめた。 
最も多く引用されたものは 39 回引用されている。マイナスイオン発生機そのものより

やや応用製品に偏る傾向が見られる。また個々の引用例を見てみると、ある特定の会社が

共通して引用している例が多く、何社にもわたって引用されている例は少なかった。 
 

表 1.5 被引用特許リスト (1/3) 

No 

被引用特許 
 

出願人 

発明の名称 

出願日 

被
引
用
回
数 

自
社
特
許
数 

他
社
特
許
数 

引用した特許の 

出願人 
概  要 

1 

特許1848656 

 

泉研究所 

「陰イオン製造方

法及びその装置」 

90.10.01 

39 0 39 ジオクト(15) 

タイガー魔法瓶(14)

松下エコシステムズ

(7) 

アイシーシー(3) 

水から微細水滴を発生させる微細水滴製造機と、微細水滴

製造機により微細水滴を発生させると同時に機内に風速

0.5～50m/sec.で空気を導入して微細水滴混合空気とする

送風機と、微細水滴混合空

気中の少なくとも粒径1μm

より大きな微細水滴を分離

して超微細水滴混合空気と

する分離機からなり、超微

細水滴混合空気１m3中に陰

イオンを1.25x109個以上発

生させる。 

2 

特許1959961 

 

松下電器産業 

「浴室暖房装置」 

87.02.20 

11 0 11 東陶機器(11) 霧状のシャワー噴出ノズルと、浴室もしくはシャワー室等

の出入口近傍および室内に設けた室内温度を感知するセン

サーを有する温度コン

トローラとを備え、温

度コントローラの信号

で蒸気発生器の運転お

よび開閉弁の動作を制

御することにより、霧

状のシャワー噴出ノズ

ルの動作の制御を行う

構成からなる。 

 

3 

特許1884809 

 

ハーマン 

「浴用噴出装置」 

91.01.11 

11 0 11 東陶機器(11) 浴室空間へ湯をミストまたはシャワーとして噴出する浴用

噴出部を備えた浴用噴出装置において、浴用噴出部に対し

て油を加圧供給

する加圧手段が

設けられると共

に、その加圧手

段によって加圧

供給される湯の

供給圧を設定圧

に維持する供給

維持手段が設け

られている。 

1.5 注目特許（サイテーション分析）
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表1.5 被引用特許リスト (2/3) 

No 

被引用特許 
 

出願人 

発明の名称 

出願日 

被
引
用
回
数 

自
社
特
許
数 

他
社
特
許
数 

引用した特許の 

出願人 
概  要 

4 

実用登録1923515 

 

イナックス 

「スチームサウ

ナ」 

88.03.17 

10 0 10 東陶機器(10) サウナブースと、サウナブース内の空気が循環し得る流路

と、空気の循環を行うための送風手段と、循環される空気

を加熱するための加熱手段と、

蒸気を発生するための超音波発

振器を備えており、発生した蒸

気が蒸気用通用部材を通して流

路に導かれ、流路を流れる空気

に混入されるように設置された

蒸気発生手段とを含むスチーム

サウナ。 

 

 

 

5 

特許2001352 

 

ハーマン 

「ミストサウナ装

置」 

91.01.11 

10 0 10 東陶機器(10) ミストを噴出するミスト噴出部を備えたミストサウナ装置

において、ミスト噴出部に対して流体を加圧供給する加圧

手段を設けると共に、ミスト噴出部へ供給される流体を湯

と水との間で選択する選択手段を設ける。 

6 

実用登録2574603 

 

日本電気Ｈ・Ｅ 

「空気清浄機」 

91.04.30 

9 3 6 松下エコシステムズ

(6) 

日本電気Ｈ・Ｅ(3)

サイクロン方式の空気

清浄機を家庭用等の用

途に使用できるように

小型化し、かつ、空気

清浄能力を向上させ

る。 

 

 

 

 

 

 

7 

特許1991875 

 

松下電器産業 

「イオン発生装置

を備えた空気調和

機」 

89.08.29 

9 0 9 コロナ(8) 

東芝キヤリア(1) 

エアコンの送風回路に、円筒型の電極を用いた放電針ユ

ニットを設け、交流高電圧装置をエアコンの電源部に設置

して構成したもので、室内の汚染微粒子の増加に伴って減

少するイオンを、負イオンを発

生させることにより負イオンを

補充し、エアコンの送風条件の

強さにより部屋内のイオン量

を、負の小イオンで適正量に変

化させる。 
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表1.5 被引用特許リスト (3/3) 

No 

被引用特許 
 

出願人 

発明の名称 

出願日 

被
引
用
回
数 

自
社
特
許
数 

他
社
特
許
数 

引用した特許の 

出願人 
概  要 

8 

実用登録1869216 

 

カンキョー 

「空気清浄器」 

85.11.08 

7 0 7 三洋電機(7) 高電圧を印加した線状の陰極から電子を放出して空気中の

塵埃にマイナスの電荷を与えると共に、高電圧を印加した

平板状の陽極を有する空気清浄機において、導電性の材料

からなるテープを本体周囲に貼

着し、これを抵抗を介して一次

側の電気回路に逃がすようにし

て、高電圧によってプラスチッ

クなどの絶縁材料から成る本体

やカバーに帯電する静電荷を逃

すことにより、感電の危険を防

止する。 

9 

実用登録1867181 

 

サンデン 

「電気式空気清浄

器」 

84.07.23 

4 0 4 三洋電機(4) 放電電極と放電電極に対向して設けた集塵電極とを含み、

各々の電極間にコロナ放電を生じさせ、コロナ放電中でイ

オン化された分子及び粒子がクーロン力により集塵電極に

引き付けられることにより発生するイオン風によって、塵

埃を含んだ空気を吸入して、浄化して吹き出す方式の電気

式空気清浄器において、集塵電極は放電電極側の両端部に

夫々一定幅の切り欠き部を有した略長方形の平板状電極板

である。 

 

10 

特開平8-308914 

 

ジオクト 

「高湿度活性空

気」 

95.05.23 

3 0 3 アイシーシー(3) 高湿度活性空気は、水と空気とを原料とし、これに外部エ

ネルギーを加えることによって得られる。水と空気とは混

合系をなし、生理活性の有効成分として負の空気イオン

と、中性成分とを含んでいる。負の空気イオンは、外部エ

ネルギーを得て水が分裂するときに空気中に発生したもの

であり、中性成分は、電荷をもたず、混合系は外部エネル

ギーを得て構造化が進んだ状態にあり、これを質量分析法

によって分析したときに平均構成分子数が15以下の水のク

ラスターが観測される。 

 

11 

特許3297581 

 

ビーム工業 

「トルマリン微粒

子含有レーヨン繊

維」 

96.03.05 

 

3 0 3 松下電器産業(3) セルロースザンテートにより均一に分散された粒子径2.0

μｍ以下のトルマリン微粒子を0.05～2.0重量％の範囲内

で含有して成るレーヨン繊維である。 

12 

特許3334895 

 

泉研究所 

「陰イオン製造方

法及びそれを用い

る空気清浄方法並

びにそれらの装

置」 

91.08.02 

3 0 3 松下エコシステムズ

(3) 

風道内の一壁面からその対向壁面に１以上の水噴流を衝突

させて微細水滴を発生させ、同時に前記風道内に風速0.5 

～50m/sec で空気を通して微細水滴混合空気とし、そのあ

と微細水滴混合空気を分離器に通すことで、超微細水滴混

合空気となし、

1m3中に陰イオン

を1.25×109 以上

発生させる。 
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Citing Citing

Year Year

2003 2003

2002 2002

2001
特開2002-295860
特開2002-257398

空気調和機

特開2003-  97816
特開2003-  74888

空気調和機の室内ユニット

2001

2000 コロナ 東芝キヤリア 2000

1999

特開2001- 74263
特開2001- 74265
特開2001- 74266

空気調和機の室内ユニット

1999

1998 東芝キヤリア 1998

1997

特開平11-  8044
特開平11- 70158

空気調和機または空気清浄機

特開平11-159838
空気調和機

特開平10-288352
特開平10-325560

イオン発生装置

特開平10-332164
空気調和機または空気清浄機

1997

1996 コロナ 1996
1995 1995
1994 1994
1993 1993

1992 1992

1991 1991
1990 1990

1989

特許1991875
（特開平3- 87531）
イオン発生装置を備えた

空気調和機

1989

1988 松下電器産業 1988

特開平11-72240
空気調和機または空気清浄機

1.5.2 注目特許の関連図 

図 1.5.2-1 および図 1.5.2-2 に、代表的なものの被引用関連図を示す。 
 

図 1.5.2-1 「特許 1991875」、「特開平 11-72240」の被引用関連図  
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図 1.5.2-2 「特許 1848656」の被引用関連図 

Citing Citing

Year Year

2001

特開2003- 24733
気水分離装置

特開2003- 24768
負イオン発生装置

特開2002-289392
空気イオンの発生方法と

その装置

2001

2000

特開2001-198219
水の気体イオン化におけ
る小イオン空気の分離装

置と方法

特開2001-241707
特開2001-241708
特開2001-321625

負イオン発生装置

特開2001-304638
空気イオンの発生方法と

その装置

2000

1999

特開2000-225189
特開2000-227239
超音波振動力利用珊瑚
セラミックの機能生理活

性負イオン空気製造方法

松下エコシステムズ

1999

1998

アイシーシー 特開平11-197230
特開平11-332972
特開平11-332973

負イオン発生装置

1998

1997

特開平11- 19202
特開平10-225512
特開平10-300138
特開平10-300139

負イオン発生装置

特開平10-225513
負イオン発生装置の運転

制御装置

特開平11- 99197
負イオン発生装置の排水
装置及び水回収用カート

リッジタンク

特開平11-167975
特開平10-216213
特開平10-243995

負イオン発生装置

1997

1996

特開平10- 15065
特開平10- 15066
特開平10-141717
特開平10-141718
特開平10-141719
特開平 9-264574

負イオン発生装置

特開平10-127768
特開平10-160211

負イオン発生装置

1996

タイガー魔法瓶

1994
特開平8- 89790

活性空気の発生方法及
び食品の活性化方法

1994

1993

特開平7-114971
負イオン発生方法とその

装置

特開平7-135945
食品鮮度維持装置

特開平7-153548
水分子付加負イオン発生

装置

特開平7-170888
無菌育成方法とその装置

特開平7-174341
リラクゼーション装置

1993

1992 ジオクト 1992

1991 1991

1990

特許1848656
（特開平4-141179）
陰イオン製造方法及びそ

の装置

1990

泉研究所

1995

特開平8-196634
特開平8-215309
特開平8-276018

負イオン発生装置

1995



 

２. 主要企業の特許活動 

 

 

 

 

 

 

2.1 シャープ 

2.2 松下エコシステムズ 

2.3 東陶機器 

2.4 松下電工 

2.5 三菱電機 

2.6 世界長 
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「マイナスイオン発生機」に関する出願件数の多い企業等について、それぞれ企業ごと

に企業概要、主要製品・技術、保有する特許などの分析を行う。抽出した企業は出願件数

の多い上位23社を取り上げて、それらの解析を行う。この章では1991年以降に出願され

2003年７月までに公開された出願を対象としたが、その出願件数は1,516件であり、その

うちの登録件数は308件であった。その内訳は特許107件、実用新案201件であり、実用新

案が特許の約２倍となっているのが特徴的であるといえる。 

なお、2002年以降の出願であっても、分割出願等の原出願日や優先権主張日が01年以前

のものについては便宜上掲載した。 

本書に記載されている各企業の保有特許は、すべてがライセンス可能な開放特許である

とは限らない。開放特許にするか、ライセンスの可能性のない非開放特許にするかは、各

企業の特許戦略によって決められている。 

 

 

表2-1 主要企業23社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 主要企業等の特許活動 
 

マイナスイオン発生機の出願件数は 1991 年以降で 1,516 件 

あった。そのうち主要 23 社の出願件数は 459 件、これらの 

特許を中心に解析する。 

特許流通 

支援チャート

No 企業名 出願件数 No 企業名 出願件数

1 シャープ 58件 13 三洋電機 17件

2
松下エコシステムズ
（旧 松下精工）

42件 14 東レ 17件

3 東陶機器 41件 15 高松邦明氏 15件

4 松下電工 33件 16 東芝キヤリア 12件

5 三菱電機 27件 17 コロナ(旧 内田製作所) 11件

6 世界長 22件 18 九州日立マクセル 10件

7 ソニー（旧 アイワ） 20件 19 元旦ビュ－ティ工業 10件

8 タイガ－魔法瓶 18件 20 アイシ－シ－ 9件

9 松下電器産業 18件 21 クレイツ 9件

10 日本ハネック 18件 22 サンエ－電機 9件

11 ダイキン工業 17件 23 前田信秀氏 9件

12 荏原製作所 17件
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2.1.1 企業の概要 

 
商号 シャープ株式会社 

本社所在地 〒545-8522 大阪市阿倍野区長池町22-22 田辺ビル 

設立年 1935年（昭和10年） 

資本金 2,046億76百万円（2003年3月末） 

従業員数 22,718名（2003年3月末）（連結：46,633名） 

事業内容 エレクトロニクス機器（音響・映像・通信機器、電化機器、情報機器）、

電子部品（IC、液晶等）の製造・販売 

 
 シャープは、総合エレクトロニクスメーカーである。 

マイナスイオン関連製品としては、大阪府八尾市にある電化システム事業本部を中心と

する電化機器部門が担当しており、具体的な商品例としては、「プラズマクラスター」（登

録商標）を搭載したエアコン、空気清浄機、除湿機、冷蔵庫、掃除機等が挙げられる。 

（出典：http://www.sharp.co.jp/） 

 
 
2.1.2 製品例 

シャープのマイナスイオン関連製品の特徴としては、“クラスターイオン（除菌イオ

ン）”が挙げられる。これは、クラスターイオン発生素子から発生した除菌イオン（＋，－

イオンの集合体）を１cc 当たり数万個単位で製品の吹出し口から放出するもので、放出さ

れた除菌イオンは空気中に浮遊する「カビ菌」「ウィルス」を取り囲み、＋－イオン同士の

結合で強力な活性物（水酸基ラジカル）となり、「カビ菌」「ウィルス」をやっつけるとい

うものである。さらには、除菌イオンで空気を浄化した後は、放出するマイナスイオンの

割合を大幅に増加させ、プラスイオンリッチになりやすい部屋を森林に近い状態に整える

機能も実現している。 

（出典：http://www.sharp.co.jp/corporate/rd/21/21-1.html） 

表 2.1.2 シャープの製品例 

掃除機 クリーンサイクロン（本体のクラスターイオン発生装置からイオンが飛

び出し、掃除しながら部屋の空気もきれいにするとしている。） 

（出典：日本経済新聞、2002/04/18） 

衣類乾燥除湿

機 

DW-N18CX（プラスとマイナスが同量のイオンであるクラスターイオンを

放出する。） 

加湿器 HV-P50CX（プラスとマイナスのイオンを蒸気とともに放出、カビなどを

死滅させるとしている。） 

 
 
 
 

2.1 シャープ 
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2.1.3 技術開発拠点と研究者 

 図 2.1.3 に、マイナスイオン発生機のシャープの出願件数と発明者数を示す。 

 

シャープの開発拠点：大阪府大阪市阿倍野区長池町 22 番 22 号 シャープ内 
 

図 2.1.3 シャープの出願件数と発明者数 
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2.1.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.1.4 に、シャープのマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布を示す。 

課題としては、マイナスイオン発生特性の課題からは「発生特性改善」、「発生効率改善」、

発生機や測定器の組込み課題からは「利便性向上」などについての出願が多く見られる。

また、マイナスイオン発生機を組み込んだ応用商品展開を活発に行っていることから、応

用課題としての「マイナスイオン効果、効能の発揮」も特に多い。 

解決手段としては、レナード式や放射性物質利用式にはなく、その大部分がコロナ放電、

電子放射式に集中しており、その中でも「電極構造」や「回路設計」に関する出願や、「製

品組込み」にも多くの出願が見られる。 

 表 2.1.4 に、シャープのマイナスイオン発生機の技術要素別課題対応特許を示す。出願

件数 58 件中の登録分３件と発明の名称中にイオンの発生方法や、その方法・内容について

記されているもの（ただし発生機を組み込んだ用途のみに着目しているものは除く）は図

と概要入りで示し、その他は書誌事項のみを表示する。 
 

図 2.1.4 シャープのマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布 
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表2.1.4 シャープの技術要素別課題対応特許（1/14） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

電極構造 特開2002-058731 

－ 

00.08.23 

A61L9/22 

－ 

イオン発生装置を備えた空気清浄機及び空気調和

機 

電極構造 

付加機構 

特開2003-007426 

－ 

01.06.19 

H01T23/00 

－ 

イオン送り装置及び空間殺菌装置 

吸込口２ａと吹出口２ｂとを有するケーシング

２の内部には、針状の第３電極７とメッシュ状の

第４電極８が配設されている。第４電極８は、イ

オン発生装置１０１側に配設されている。ケーシ

ング２の外部に配された直流電極９は、第３電極

７を電圧印加用電極とし、第４電極８を接地用電

極として接続されている。この構成で、第３電極

７に負の直流電圧を印加すると、第３，第４電極

間７，８に起こした電界によってイオン風が生じ

る。この風は、イオン発生装置１０１の動作に

よって空間に生成

した正・負のイオ

ン を 吹 出 口 か ら

ケーシングの外部

に送る。 

 

 

 

 

 

 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

発生特性改善 

正負イオン同時

発生他 

回路設計 

特開2002-216933 

－ 

01.09.26 

H01T23/00 

－ 

イオン発生装置及びこれを用いた空気調節装置 

誘電体１１と、誘電体１１を挟んで対向する一

対の電極１２、１３と、該一対の電極１２、１３

間に交流電圧を印加するスイッチングトランス３

１と、二次巻線３１ｓ１と電極１３との接続点に

アノードが接続されカソード側が接地されるダイ

オードＤ１と、ダイオードＤ１の両端に接続され

るリレー３２と、を備えるとともに、リレー３２

をＯＮ状態にするとプラスイオンとマイナスイオ

ンとが発生し、リレー３２をＯＦＦ状態にすると

マイナスイオンが発生するイオン発生装置。 
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表2.1.4 シャープの技術要素別課題対応特許（2/14） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特開2003-100419 

－ 

01.09.20 

H01T23/00 

－ 

イオン発生装置及び空気調節装置 

高電圧印加手段４０にはイオン発生素子１０が

接続されている。イオン発生素子１０の電極の一

方（表面電極１３）と接地線（点Ｂ）との間に、

整流手段としてのダイオードＤ５及び開閉手段と

してのリレー３２により構成される直列回路が接

続される。ダイオードＤ５のアノードを表面電極

１３側に、カソードを接地線側に接続する。ダイ

オードＤ５には、静電容量部としてのコンデンサ

Ｃ３が並列に接続されるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

回路設計 

特許3435543 

－ 

01.10.12 

H01T23/00 

－ 

イオン発生装置及びこれを備えた空気調節装置 

駆動電圧を印加することによりプラスイオン及

びマイナスイオンとマイナスイオンを発生させる

イオン発生素子と、該イオン発生素子に印加する

駆動電圧を発生する電圧印加手段と、前記イオン

発生素子を装着する装着部とを、ケースに備えた

イオン発生装置において、前記ケースの体積固有

抵抗を１０の１６乗Ω・ｃｍ以上にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

発生特性改善 

 

付加機構 特開2003-123939 

－ 

01.10.12 

H01T23/00 

－ 

イオン発生装置及び空気調節装置 

電極を有するイオン発生素子に電圧を印加して

プラスイオンとしてＨ+（Ｈ2Ｏ）n（ｎは自然数）

と、マイナスイオンとしてＯ2-（Ｈ2Ｏ）m（ｍは

自然数）を発生させる構成を備えたイオン発生装

置において、前記イオン発生素子を加熱するため

の加熱手段を設けることにより、前記電極の近傍

の相対湿度を低下させる。 
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表2.1.4 シャープの技術要素別課題対応特許（3/14） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生特性改善 

発生効率改善 

電極構造 

構造設計 

特開2002-250533 

－ 

01.02.23 

F24F1/00 

－ 

イオン発生装置及びそれを用いた空気制御装置 

誘電体と、該誘電体を挟んで対向する第１電極

と第２電極とを有し、第１電極と第２電極間に交

流電圧を印加することによりプラスイオンとマイ

ナスイオンとを交互に発生させるイオン発生装置

であって、第２電極の端部が前記誘電体に部分接

触する形状とし第１電極と前記第２電極の関係

を、第２電極を第１電極

に投影したときに、第１

電極の端部が第２電極の

投影図内に含まれる関係

とすることによりプラス

イオンとマイナスイオン

量の放出両を安定させ、

効率よく殺菌することが

可能である。 

 

 

 

電極構造 特許3438054 

－ 

01.08.07 

A61L9/22 

－ 

イオン発生素子 

誘電体４の内部に形成された内部電極６と前記

誘電体４の表面に形成された表面電極５とを備

え、前記表面電極５は、格子状に形成されると共

に、格子内部に先鋭部５ａが形成される。具体的

には、先鋭部５ａは格子辺上の任意の２点、及び

格子内部の任意の点を頂点とする三角形、また

は、格子の交点、対角位置

にある格子の交点を結ぶ直

線上付近の任意の点、及び

格子辺上の任意の２点を頂

点とする四角形により形成

される。 

発生特性改善 

目的外物質抑制 

回路設計 特開2003-100420 

－ 

01.09.20 

H01T23/00 

－ 

イオン発生装置及びこれを備えた空気調節装置 

イオン発生素子１が二次側に接続されたスイッ

チングトランス３１の一次側にコンデンサＣ２及

びＳＣＲを配して電圧発生回路２を構成し、該電

圧発生回路２の入力端Ａ，Ｂを交流商用電源３に

接続して、入力端Ａ，Ｂの電位差によるＳＣＲの

オン時にコンデンサＣ２の放電によりスイッチン

グトランス３１の一次側に電流を流し、二次側の

イオン発生素子１に駆動電圧が間欠的に印加され

る構成とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

発生特性改善 

小型・軽量化 

構造設計 特開2002-359054 

－ 

01.06.01 

H01T23/00 

－ 

イオン発生装置を備えた電気機器 



92 

 

表2.1.4 シャープの技術要素別課題対応特許（4/14） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

電極構造 特開2002-065838 

－ 

00.09.04 

A61L9/22 

－ 

イオン発生装置及びそれを備えた空気清浄機並び

に空気調和機 

ガラス板２１に埋設されたメッ

シュ状の第１電極２２と、前記ガ

ラス板２１の表面に設けたメッ

シュ状の第２電極２３とを対向さ

せ、前記第１及び第２電極２２及

び２３間に交流電圧を印加するこ

とにより正イオンと負イオンを発

生させるようにしたことを特徴と

するイオン発生装置１１。 

 

 

 

 

 

 

 

発生特性改善 

利便性向上 

回路設計 特開2002-117956 

－ 

00.10.04 

H01T23/00 

－ 

イオン発生装置及びそれを備えた空気清浄機並び

に空気調和機 

ガラス管２１を挟んで対向する内電極２２及び

外電極２３と、これらの電極２２，２３間に交流

電圧を印加する高周波回路１２とを設け、該高周

波回路１２を用いて前記電極２２，２３間に交流

電圧を印加することにより正イオンと負イオンを

発生させるイオン発生装置１において、イオン発

生装置１に一定値以上の電流が流れたとき、制御

部１０により上記交流電圧の印加を停止させるよ

うにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

発生特性改善 

応用製品性能向

上 

回路設計 

製品への組込 

特開2002-115889 

－ 

00.10.04 

F24F11/02,102 

－ 

イオン発生装置を備えた空気調和機 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

発生効率改善 電極構造 特開平H11-342350

－ 

98.06.01 

B03C3/38 

－ 

空気清浄機 
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表2.1.4 シャープの技術要素別課題対応特許（5/14） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生効率改善 正負イオン同時

発生他 

特許3460021 

－ 

01.04.20 

H01T23/00 

－ 

イオン発生装置及びこれを搭載した空調機器 

誘電体であるガラス管１１を挟んで対向する内

電極１２と外電極１３とにスイッチングトランス

３１が交流高電圧を印加する。ダイオードＤ１の

アノード側を電圧供給側でない方の電極である外

電極１３に接続し、カソード側は接地する。ダイ

オードＤ１の両端に接続したリレー３２をＯＮに

するとプラスイオンとマイナスイオンが略等量発

生し、これを空気中に放出すると除菌・殺菌作用

を得ることができる。リレー３２をＯＦＦにする

と比較的少量のプラスイオンと比較的多量のマイ

ナスイオンが発生し、これを空気中に放出すると

マイナスイオンによるリクラゼーション効果が得

られる。 

 

特開2002-075590 

－ 

00.08.30 

H01T23/00 

－ 

イオン発生電極体およびこれを用いたイオン発生

装置、空気調整装置 

誘電体１１と、誘電体１１を挟んで対向する

内・外電極１２，１３とを有し、この内・外電極

１２，１３の間に交流電圧を印加することにより

プラスイオンとマイナスイオンとを同時に発生さ

せるイオン発生電極体であって、内・外電極１

２，１３として網状電極を用い、内電極１２の網

目を外電極１３のそれよりも細かくする。 

 

 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

発生効率改善 

目的外物質抑制 

電極構造 

正負イオン同時

発生他 

特開2002-117957 

－ 

00.10.04 

H01T23/00 

－ 

イオン発生装置及びそれを用いた室内空気制御装

置 

誘電体と、該誘電体を挟んで対向する第１電極

と第２電極とを有し、この第１電極と第２電極間

に交流電圧を印加することによりプラスイオンと

マイナスイオンとを同時に発生させるイオン発生

装置の第１電極の形

状は板状とし、第２

電極の形状は多数の

孔を有する板状とし

た。 
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表2.1.4 シャープの技術要素別課題対応特許（6/14） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

拡散特性改善 電極構造 特開2002-343534 

－ 

01.05.10 

H01T19/04 

－ 

イオン発生素子及びそれを備えた空気調節装置 

板状の基材１ｂに放射方向に突設された複数の

電極針１ａを有する針状電極１を設け、この針状

電極１に交流電源２を用いて交流電圧を印加する

ことにより、正イオン及び

負イオンを発生させること

を特徴とするイオン発生素

子１０。 

拡散特性改善 

利便性向上 

電極構造 

正負イオン同時

発生他 

特開2002-095731 

－ 

01.05.18 

A61L9/22 

－ 

殺菌方法、イオン発生装置及び空気調節装置 

筒状の誘電体２１を挟んで対向するメッシュ状

の電極２２，２３を設け、これらの電極２２，２

３間に交流電圧を印加することにより正イオンと

負イオンを同時に発生させるイオン発生装置１１

を、空気清浄機の送風経路の空気吹出口１５の上

流側に設ける。そして、電極２２，２３間に流電

圧を印加してイオンを発生さ

せ、正イオン及び負イオンの

化学反応によって生じた除菌

効果のある活性種を空間の

隅々にまで行き届かせる。 

回路設計 

正負イオン同時

発生他 

特開2002-075588 

－ 

00.08.24 

H01T23/00 

－ 

イオン発生装置及びそれを備えた空気清浄機並び

に空気調和機 

円筒状のガラス管１を挟んで対向する内電極２

と外電極３との間に交流電源５を用いて交流電圧

を印加することにより、正イオンと負イオンを同

時に発生させるイオン発生装置６において、上記

交流電圧の印加を間欠的に行う。その際、オゾン

濃度を検出する素子を前記ガラス管１の近傍に有

するオゾン濃度測定機４を設け、該オゾン濃度測

定機４で検出された前記オゾン濃度等から求めた

オゾンの発生速度に基づき前記オゾン濃度が所定

値以下になるよう上記交流電圧の印加の間隔を決

定するようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的外物質抑制 

正負イオン同時

発生他 

特開2002-078788 

－ 

00.09.05 

A61L9/22 

－ 

空気清浄機 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

目的外物質抑制 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 特開2002-243243 

－ 

01.02.14 

F24F11/02,102 

－ 

空気調和機 
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表2.1.4 シャープの技術要素別課題対応特許（7/14） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

小型・軽量化 構造設計 特開2003-045611 

－ 

01.08.01 

H01T23/00 

－ 

イオン発生装置及びこれを備えた電気機器 

一側に開口を有する共通ハウジング４の底部に

設けたコイル収容室41内に昇圧コイル２を収容

し、充填材18により絶縁モールドする。回路基板

３は、共通ハウジング４内に挿入し、内壁の中途

部に周設された支持縁43により支持する。イオン

発生素子１は、共通ハウジング４の開口を閉塞す

る蓋板５に保持させ、この蓋板５と共に共通ハウ

ジ ン グ ４ の 外 面 に 装 着

し、回路基板３とイオン

発生素子１との間を充填

材19により絶縁モールド

する。 

小型・軽量化 

応用製品性能向

上 

回路設計 

製品への組込 

特開2002-039570 

－ 

00.07.26 

F24F3/14 

－ 

除加湿装置 

特開2000-058225 

－ 

98.08.05 

H01T19/04 

－ 

コロナ放電ユニツト及びそれを用いた電気機器 

コロナ放電ユニットは、針状電極１から成る針

状電極列１１と平板電極２が相互に絶縁されなが

ら対向して設けられていて、これらの電極２,１１

間に高電圧を印加してコロナ放電を発生させるコ

ロナ放電ユニットにおいて、針状電極１はダイヤ

モンドを含む炭素で被覆された金属から成ること

を特徴とする。 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

生産性向上 

利便性向上 

電極構造 

特開2002-238993 

－ 

01.02.13 

A61L9/22 

－ 

イオン発生装置及び空気調和機 

電圧の印加によりプラスイオンとマイナスイオ

ンとを同時に発生するイオン発生素子４５と、イ

オン発生素子４５に電圧を印加する電源部４８

と、イオン発生素子４５により発生したイオンを

送出するイオン用送風機４３と、イオン発生素子

４５と電源部５８とイオン用送風機４３とを収納

する収納ケース４９とを備え、ユニット化された

イオン発生装置３６を、前面パネル３と熱交換器

３０との間に配置し

てイオン発生装置３

６により生成された

イオンをイオン用送

風機４３によって吹

出 し 口 ４ に 送 出 し

た。 
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表2.1.4 シャープの技術要素別課題対応特許（8/14） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

構造設計 特開2003-151718 

－ 

01.11.16 

H01T23/00 

－ 

イオン発生器およびそれを搭載した装置および車

両 

 イオン発生器においては、沿面放電を生成する

放電電極の一方の片側電極１０１が、大気と触れ

る位置に配置されている。一方の片側電極１０１

に対向し、誘電体１０２を挟んで他方の片側電極

１０３が位置している。他方の片側電極１０３と

電線１０５，１０６と、一方の片側電極１０１と

他方の片側電極１０３への印加電圧を発生する回

路１０９とは、箱１０４に覆われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回路設計 特開2002-122336 

－ 

00.10.17 

F24F1/00 

－ 

室内空気制御装置 

利便性向上 

製品への組込 特開2003-090571 

－ 

01.09.20 

F24F7/00 

－ 

空気改質機器 

電極構造 

正負イオン同時

発生他 

特開2002-224211 

－ 

01.10.23 

A61L9/22 

－ 

殺菌方法、イオン発生装置及び空気調節装置 

筒状の誘電体２１を挟んで対向するメッシュ状

の電極２２，２３を設け、これらの電極２２，２

３間に交流電圧を印加することにより正イオンと

負イオンを同時に発生させるイオン発生装置１１

を、空気清浄機の送風経路の空気吹出口１５の上

流側に設ける。そして、電極２２，２３間に交流

電圧を印加してイオン

を発生させ、正イオン

及び負イオンの化学反

応によって生じた除菌

効果のある活性種を空

間の隅々にまで行き届

かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

正負イオン同時

発生他 

特開2003-153995 

－ 

01.11.19 

A61L9/015 

－ 

殺菌・脱臭装置 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 特開2002-090058 

－ 

00.09.14 

F25D29/00 

－ 

冷蔵庫 
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表2.1.4 シャープの技術要素別課題対応特許（9/14） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特許3415108 

－ 

00.09.20 

F24F1/00 

－ 

空気調和機 

熱交換器２５と、送風ファン２６とを備えた室

内機１に、プラスイオンとマイナスイオンを同時

に発生させるイオン発生装置および送風機を内蔵

したイオン発生装置ユニット３３を設ける。イオ

ン発生装置ユニット３３が配された送風通路Ｂを

熱交換器２５を通る循環通路Ａとは別に形成す

る。送風通路Ｂは、循環通路Ａに熱交換器２５よ

りも下流側で合流し、イオン発生装置からのイオ

ンを含んだ空気を循

環通路Ａの空気と合

流させて、室内にイ

オンを含んだ空気を

吹き出す。 

 

 

 

 

 

 

 

特開2002-095732 

－ 

00.09.25 

A61L9/22 

－ 

イオン発生ユニツト 

室内機内に、イオン発生装置と送風機を内装し

たイオン発生装置ユニット３３を循環通路Ａとは

別に形成された送風通路Ｂに設置する。イオン発

生装置ユニット３３には、２つの吹出口が形成さ

れており、一方は直接室内に吹き出すようにイオ

ン吹出口３６に通じ、他方は循環通路Ａとの合流

口３４に通じ、マイ

ナスイオンおよびプ

ラスイオンを含んだ

空気を運転状態に応

じた吹出口から室内

に吹き出す。 

 

 

 

 

 

 

 

特許3450287 

－ 

00.10.02 

A61L9/22 

- 

空気清浄機 

特開2002-228180 

－ 

01.01.29 

F24F1/00 

－ 

空気調和機 

特開2002-243198 

－ 

01.02.16 

F24F1/00,451 

－ 

除湿機 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 

特開2002-303481 

－ 

01.04.04 

F25D23/00,302 

－ 

冷蔵庫 
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表2.1.4 シャープの技術要素別課題対応特許（10/14） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特開2002-327940 

－ 

01.05.01 

F24F6/00 

－ 

空気調和機 

特開2003-014261 

－ 

01.06.27 

F24F6/00 

－ 

加湿装置 

特開2003-056873 

－ 

01.08.10 

F24F6/00,301 

－ 

加湿機能付き電気暖房機器 

特許3427300 

－ 

01.09.11 

F24F11/02,102 

－ 

空気調和機及び空気調和システム 

特許3448686 

－ 

01.09.12 

F24F11/02,102 

－ 

カビ抑制方法及び空気調和機 

製品への組込 

特開2002-333265 

－ 

01.12.25 

F25D23/00,302 

－ 

貯蔵庫及び冷蔵庫 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

正負イオン同時

発生他 

特許3467586 

－ 

01.09.20 

A61L9/22 

－ 

イオン発生装置及び空気調節装置 

マイナスイオンを発生させる手段（Ｓ１２，１

４，１６）と、プラスイオンを発生させる手段

（Ｓ１２，１４，１６）とを備えたイオン発生装

置。運転開始時に（Ｓ４）、マイナスイオン及び

プラスイオンの両方を発生させる（Ｓ１４）よう

に構成してあり、空気が汚染されていると思われ

る運転開始時に（Ｓ４）、除菌／殺菌効果を得る

ことが可能な、プラスイオンとマイナスイオンと

を略同イオン量発生させる運転モードで運転する

（Ｓ１４）。 
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表2.1.4 シャープの技術要素別課題対応特許（11/14） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

登録実用3089617 

－ 

02.04.26 

F25D23/00,302 

－ 

冷蔵庫 

冷蔵室２の背後に設けられたイオン発生室４５

に冷蔵室２内の冷気が冷気戻り口１０から取り込

まれ、イオン発生室４５の上部に配された針状電

極１１ａに電圧を印加してコロナ放電によりプラ

スイオンとマイナスイオンとを矢印Ｂ２方向に流

通する冷気と略平行に放出することにより、壁面

との衝突によるイオンの消失を低減するととも

に、広い範囲にイオンが到達することにより冷気

とイオンとの接触期間を長くして殺菌能力を向上

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 

特開2002-372365 

－ 

02.04.26 

F25D23/00,302 

－ 

冷蔵庫 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

応用製品性能向

上 

正負イオン同時

発生他 

特開2002-263182 

－ 

01.03.07 

A61L9/22 

－ 

イオン発生装置を備えた電気機器 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

応用製品性能向

上 

電極構造 

回路設計 

特開2002-085544 

－ 

00.09.13 

A61L9/22 

－ 

イオン発生装置及びそれを備えた空気清浄機並び

に空気調和機 

円筒状のガラス管２１を挟んで対向するメッ

シュ状の内電極２２及び外電極２３を設け、これ

らの電極２２，２３間に交流電圧を印加すること

により正イオンと負イオンを発生させるイオン発

生装置１１において、前記交流電圧の実効値を

０．４４～２．０ｋＶで、かつ、周波数を人間の

可聴周波数帯域より

高い２０ｋＨｚ以上

としたことを特徴と

する。 
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表2.1.4 シャープの技術要素別課題対応特許（12/14） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特許3415110 

－ 

00.10.04 

F24F1/00 

－ 

空気調和機 

円筒状のガラス管２１を挟んで対向する内電極

２２及び外電極２３間に高周波回路１２を用いて

交流電圧を印加することにより正イオンと負イオ

ンを発生させるイオン発生装置１と、空気調和機

の運転とイオン発生装置１の駆動とを独立して制

御する制御部１０とを備えた空気調和機におい

て、（１）前記イオン発生装置１が前記空気調和

機とともに動作しているときは、前記イオンが発

生していることを発光ダイオード７の点灯により

報知し、（２）前記イオ

ン発生装置のみが動作し

ているときは、前記イオ

ンが発生していることを

発光ダイオード７の点滅

で検知するようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

応用製品性能向

上 

製品への組込 

特開2003-161494 

－ 

01.11.20 

F24F11/02 

－ 

空気調和システム 

電
子
放
射
式 

発生特性改善 回路設計 

正負イオン同時

発生他 

特開2002-319470 

－ 

01.04.23 

H01T19/04 

－ 

イオン発生制御方法、イオン発生素子、及びそれ

を備えた空気調節装置 

イオン発生素子１０は、針状電極１と、接地電

位に接続されたＧＮＤ導体４と、針状電極１とＧ

ＮＤ導体４との間に所定の周期で極性の交互に変

化する交番電圧を印加する交番電源２とから構成

されている。針状電極１は、直径１ｍｍ、長さ３

０ｍｍ、及び先端曲率０．１ｍｍのステンレスＳ

ＵＳ３０４製の針状部１ａと、この針状部１ａと

一体に形成されるとともに、交番電源２に接続さ

れた板状部１ｂとから成る。そして、交番電源２

を用いて、針状電極１に印加する交番電圧の電圧

波形を可変させることにより、発生する負イオン

及び正イオンの比率をきめ細かに制御できる。 
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表2.1.4 シャープの技術要素別課題対応特許（13/14） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生特性改善 回路設計 特開2003-151719 

－ 

01.11.16 

H01T23/00 

－ 

イオン発生装置、電気機器およびイオン発生方法

イオンを発生するイオン発生電極としての沿面

放電電極５０１が、絶縁体であるセラミック製の

誘電体５０２の上に形成され、気流４０５の通路

となるプラスチック製の通風路５０３の底面側に

配置される。気流４０５は、図示しない送風ファ

ンにより流速Ｆで送風されている。電圧印加時間

Ｔｉと休止時間Ｔｓの和を周期とするパルス波を

イオン発生電極に印加し、休止時間Ｔｓと気流の

流速Ｆとの積をイオン発生時に生じるプラズマ領

域の直径より大きく

するものとする。 

 

 

 

 

 

 

拡散特性改善 電極構造 特開2001-321661 

－ 

00.05.19 

B01J19/08 

－ 

マイナスイオン発生装置およびこれを備えた空気

清浄機並びに空気調和機 

マイナスイオン発生装置は、マイナスイオンを

放出するための針状の放電電極１と、この放電電

極１を支持するための電極固定基材２と、放電電

極１に高電圧を印加するための高電圧発生ユニッ

ト４とを備えている。放電電極１は、先端部の向

いている方向が互いに広がる方向に配置された放

電電極１ａ、１ｂを

有している。放電電

極１ａ、１ｂの先端

部の向いている方向

がなす角度は１５°

以上４５°以下であ

る。 

 

 

発生効率改善 

利便性向上 

正負イオン同時

発生他 

電極構造 

特開2002-319471 

－ 

01.04.19 

H01T23/00 

－ 

イオン発生素子及びそれを備えた装置 

イオン発生素子１０は、針状電極１と、接地電

位に接続されたＧＮＤ導体４と、針状電極１とＧ

ＮＤ導体４との間に交流電圧を印加する交流電源

２とから構成されている。針状電極１は、直径１

ｍｍ、長さ３０ｍｍ、及び先端曲率０．１ｍｍの

ステンレスＳＵＳ３０４製の針状部１ａと、この

針状部１ａと一体に形成されるとともに、交流電

源２に接続された板状部１ｂとから成る。そし

て、この針状電極１に交流電源２を用いて、実効

値が１．５～３．０ｋＶの

範囲の比較的小さな交流電

圧を印加することにより、

効率良く充分量の正イオン

及 び 負 イ オ ン を 発 生 で き

る。そのため、別途安全回

路を設けなくても、感電の

危険性を低減できる。 

電
子
放
射
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 特開2002-065836 

－ 

00.08.28 

A61L9/22 

－ 

イオン発生装置を備えた空気清浄機並びに空気調

和機 
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表2.1.4 シャープの技術要素別課題対応特許（14/14） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

そ
の
他
発
生
方
式 

発生特性改善 

小型・軽量化 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

その他発生方式 特開2001-179869 

－ 

99.12.24 

B32B7/02,104 

－ 

マイナスイオン発生源および発生方法 

導電性基板上に凹凸形状の光半導体薄膜を形成

し、導電性基板に負電圧を印加し、光半導体薄膜

に３８０ｎｍ以上の人体に無害な光を照射するこ

とを特徴とするマイナスイオン発生源である。 

   

測
定
技
術 

測定性能改善 測定技術 特開2003-156477 

－ 

01.11.22 

G01N27/60   

－ 

イオン量検出方法及びイオン量検出装置 

正イオンを加速する為の正イオン加速電極板１

と、正イオン加速電極板１に適長距離離隔して略

平行に設けられ、正イオンを捕集する為の正イオ

ン捕集電極板２とからなる第１電極対間に所定の

正電圧を印加し、負イオンを加速する為の負イオ

ン加速電極板５と、負イオン加速電極板５に適長

距離離隔して略平行に設けられ、正イオン捕集電

極板２との間に絶縁材９を挾着し、負イオンを捕

集する為の負イオン捕集電極板６とからなる第２

電極対間に所定の負電圧を印加し、正イオン捕集

電極板２及び負イオン捕集電極板６と所定の固定

電位（１２）との間にそれぞれ流れる各電流を検

出し（１３，１４）、この各電流に基づき、空気

中の正イオン量及び負イオン量を同時的に検出す

る。 
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2.2.1 企業の概要 

 
商号 松下エコシステムズ株式会社（2003年1月、松下精工株式会社から改称）

本社所在地 〒486-8522 愛知県春日井市鷹来町字下仲田4017番 

設立年 1956年（昭和31年）  

資本金 120億92百万円（2003年3月末）（松下電器産業100％出資） 

従業員数 1,371名（2003年3月末）（連結：3,292名） 

事業内容 クリーン関連機器（換気扇等）、エネルギー関連機器（風力発電機等）、

ヘルスケア関連機器（加湿空気浄化機等）、関連デバイスの製造・販売 

 
 松下エコシステムズは、松下電器産業グループの一員でグループ内では空調を主力とし

て展開している。主な製品展開は家庭電化機器の空気清浄機、除湿機、加湿機など、住宅

設備では、換気扇全般、レンジフードなど、そして産業／業務用システムではファンコイ

ルユニット、熱交換ユニットなど、さらにエネルギーでは風力発電システム、産業用太陽

光発電システムなどと幅広く参入している。 
（出典：http://panasonic.co.jp/mesc/products/index.html） 

 2003 年１月より社名を従来の松下精工から松下エコシステムズに変更し、事業分野は従

来を引き継ぐ体制で新たなスタートを切っている。 

 
 
2.2.2 製品例 

表 2.2.2 松下エコシステムズの製品例 

マイナス

イオンシ

ャワー 

マイナスイオンシャワー本体に水を入れてスイッチを入れると、マイナスイ

オンがつくられる。 

（出典： 

http://national.jp/product/air/ion_shower/ion_shower/fj_a40s1/fj-

a40s1-3.html） 

イオンコ

ンディシ

ョナー 

アクア デュー（マイナスイオン生成・空気浄化・脱臭・加湿の４つの機能

を持ったイオンコンディショナー） 

（出典： 

http://matsushita.co.jp/corp/news/official.data/data.dir/jn020624

-1/jn020624-1.html） 

除湿機 ドライジェンヌ（除湿乾燥機） 

カラッティ（除湿機） 

（出典： 

http://www.matsushita.co.jp/corp/news/official.data/data.dir/jn02

0301-1/jn020301-1.html） 

 

 

 

 

2.2 松下エコシステムズ（旧 松下精工） 
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2.2.3 技術開発拠点と研究者 

 図 2.2.3 に、マイナスイオン発生機の松下エコシステムズの出願件数と発明者数を示す。 

 

松下エコシステムズの開発拠点：大阪市城東区今福西６丁目２番 61 号 松下エコシス 

テムズ内 
 

図 2.2.3 松下エコシステムズの出願件数と発明者数 
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2.2.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.2.4 に、松下エコシステムズのマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布を示

す。 

 課題としては、マイナスイオン発生特性の課題からは「発生特性改善」および「水処理

改善」などに、また発生機の組込み課題からは「小型・軽量化他」、「利便性向上」などに、

さらに、応用課題からは「マイナスイオン効能、効果の発揮」の出願が多い。 

解決手段としては、レナード式に集中し「噴霧構造設計」、「その他構造設計」、「機能付

加」などの出願がある。また、件数は少ないがコロナ放電、電子放射式、放射性物質利用

式の出願もある。 

 表 2.2.4 に、松下エコシステムズのマイナスイオン発生機の技術要素別課題対応特許を

示す。出願件数 42 件中の登録分の３件と発明の名称中にイオンの発生方法や、その方法・

内容について記されているもの（ただし発生機を組み込んだ用途のみに着目しているもの

は除く）は図と概要入りで示し、その他は書誌事項のみを表示する。 
 
 

図 2.2.4 松下エコシステムズのマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布 
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表2.2.4 松下エコシステムズの技術要素別課題対応特許（1/12） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特開2002-286250 

－ 

01.03.26 

F24F3/16 

－ 

デシカント空調システム 

特開平07-114971 

－ 

93.10.19 

H01T23/00 

－ 

［被引用２回］ 

負イオン発生装置 

イオン解離装置１は、液体に高エネルギーを与

えてイオン解離し、これを遠心力・コリオリ力発

生装置２に供給する。遠心力・コリオリ力発生装

置２は、供給された液体に、遠心力とコリオリ力

とを作用させて液滴の微細化並びに活性化に必要

なエネルギーを付与する。活性化された液滴は、

液滴表面で双極子が配向する際、気体側の酸素分

子をイオン化して、これが負イオン群となる。気

液分離装置４は、遠心力・コリオリ力発生装置２

より送出した気液混合流体を分離して負イオンを

含む空気を外気に放出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レ
ナ
ー
ド
式 

発生特性改善 

 

その他構造設計 

 

特開平07-153548 

－ 

93.11.26 

H01T23/00 

－ 

［被引用１回］ 

水分子付加負イオン発生方法、および水分子付加

負イオン発生装置 

遠心力・コリオリ力発生装置２は、供給液体に

旋回流を生じさせて高エネルギーを与え、液体を

イオン解離し、旋回気流中で遠心力とコリオリ力

とを作用させて液滴の微細化並びに活性化に必要

なエネルギーを付与する。活性化された液滴は、

液滴表面で双極子が配向する際、気体側の酸素分

子をイオン化して、これが負イオン群となる。気

液分離装置４は、遠心力・コリオリ力発生装置２

より送出した気液

混合流体を分離し

て負イオンを含む

空気を外気に放出

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



107 

表2.2.4 松下エコシステムズの技術要素別課題対応特許（2/12） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生効率改善 その他構造設計 特開平10-160211 

－ 

96.11.27 

F24F7/00 

フオ－レスト  

負イオン発生装置 

ハウジング１内には、水分裂部２として角筒１

４内にノズル１０を有している。角筒１４内には

外部の空気が強制的に圧入され、角筒１４内を旋

回しつつ流動する。ノズル１０は、角筒１４の内

壁に向け、空気の旋回流中に水を噴出するもので

ある。空気は角筒１４内での旋回のため、角筒１

４の隅に渦が生じ、全体として乱流を伴った旋回

流 と な っ て 流 動

し、噴射水は乱流

に巻き込まれて有

効に微細水滴に分

裂し、空気中に多

量の負イオンを生

ずる。 

 

 

 

 

 

 

 

発生特性改善 噴霧構造設計 特開平10-243995 

－ 

97.03.04 

A61L9/22 

－ 

［被引用２回］ 

負イオン発生装置 

スプレーノズル９から噴射した噴射水を衝壁１

０に衝突させて微細水滴に分裂させる。スプレー

ノズル９は、円錐形のスプレーパターンを形成し

て水膜を噴射するものであり、衝壁１０は、スプ

レーノズル９から噴出された水膜を衝突させる平

坦面であり、平坦面には、円錐形の水膜内部を外

気に開放する孔１４が開口され、円錐形水膜内に

発生した負イオンをも消滅させずに外気中に取り

出す。 

 

 

 

 

 

 

発生特性改善 

水処理改善 

その他 

噴霧構造設計 特開平07-233979 

－ 

94.02.25 

F24F6/16 

－ 

［被引例２回］ 

加湿方法及び加湿器 

レ
ナ
ー
ド
式 

発生特性改善 

その他 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

噴霧構造設計 特許3334895 

－ 

91.08.02 

A61M15/02 

－ 

［被引用９回］ 

陰イオン製造装置 

風道７内の一壁面８からその対向壁面９に１以

上の水噴流を衝突させて微細水滴を発生させ、同

時に前記風道７内に風速0.5 ～50m/sec で空気を

通して微細水滴混合空気とし、そのあと微細水滴

混合空気を分離器４に通すことで、超微細水滴混

合空気となし、１立方ｍ中に陰イオンを1.25×109

以上発生させる。 
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表2.2.4 松下エコシステムズの技術要素別課題対応特許（3/12） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生特性改善 

その他 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮  

その他構造設計 特開平07-174341 

－ 

93.12.16 

F24C7/00 

－ 

リラクゼ－シヨン方法、およびリラクゼ－シヨン

装置 

発生特性改善 

小型・軽量化 

 

噴霧構造設計 特開平08-196634 

－ 

95.01.20 

A61M15/02 

－ 

負イオン発生装置 

風胴１内に気体を圧入し、内部に設置したノズ

ル１４から流動する気体中に水を噴射してこれを

微細水滴に分裂させ、気体中に負イオンを発生さ

せる。風胴１内は、気体の入口側流路６は、角型

の内壁を有し、入口側流路６内に流入した気体に

渦流を生じさせて負イオンの発生を促進する。風

胴１内より流出した気体をドレインパン１５に衝

突反転させ、気体中に含まれる水滴を気液分離

し、負イオンを空気力輸送して外部へ送気する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発生特性改善 

小型・軽量化 

利便性向上 

機能付加 特開平08-276018 

－ 

95.04.05 

A61M15/02 

－ 

負イオン発生装置 

水分裂部１と気液分離部２と分裂促進部３とを

区画形成したケーシング５内に外気を導入し、水

分裂部１内では水を分裂させて負イオンを発生さ

せる。気液分離部２では水分裂部より導入された

気体中に含まれる水滴を捕捉して気体中から分離

除去する。分裂促進部３は、気液分離部２から送

出される気体を受け入れ、気体中に残存する微細

水滴を膨張，収縮並びに干渉させてその分裂を促

進し、負イオンの発生を促進する。送風機４は

ケーシングの後段に設置され、ケーシング５内へ

外気を吸引させる。水の分裂によって発生した負

イオンは空気力輸送されて系外へ供給される。 

 

 

 

レ
ナ
ー
ド
式 

発生特性改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 特開平07-124223 

(拒絶) 

93.11.05 

A61H33/06 

－ 

サウナおよびサウナ方法 
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表2.2.4 松下エコシステムズの技術要素別課題対応特許（4/12） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特開平07-135945 

－ 

93.11.15 

A23L3/36 

－ 

食品鮮度維持方法、および食品鮮度維持装置 発生特性改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

製品への組込 

 

特許3380314 

－ 

93.12.16 

A01K67/04 

－ 

［被引例１回］ 

菌抑制方法、および無菌育成方法とその装置 

育成室８に、負イオン発生装置１を接続する。

負イオン発生装置１は、遠心力・コリオリ力発生

装置２と、気液分離装置４との組合せからなるも

のである。遠心力・コリオリ力発生装置２は、イ

オン解離処理と、液滴の活性化処理と、気体分子

のイオン化処理を行う機構であり、空気中に水分

子付加負イオンを生成し、気液分離装置４は、負

イオンを含む空気を液滴から分離して育成室８へ

供給する。育成室８内は、常温以下で湿度８０％

以上に保たれ、負イオン１，０００個／ｃｃ以上

の負イオン含有空気の雰囲気による生物の育成環

境を形成する。 

 

 

発生効率改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

その他構造設計 特開平08-089790 

－ 

94.09.21 

B01J19/00 

－ 

活性空気の発生方法及び食品の活性化方法 

レ
ナ
ー
ド
式 

副産物の利用 その他構造設計 特開2001-304638 

－ 

00.04.17 

F24F7/00 

－ 

［被引用１回］ 

空気イオンの発生方法とその装置 

静電気発生手段と、除水手段とを有している。

静電気発生手段は、イオン発生器１に組み込んだ

二流体ノズル８ａ、８ｂ、８ｃであり、水の噴霧

に伴う帯電現象によって生ずる空気イオンを放出

して空気中に、ほぼ等量の正電荷の空気小イオン

と、負電荷の空気小イオンを発生させる。除水手

段は、気液分離部２として用いるサイクロンセパ

レータであり、空気小イオンの発生に付随して空

気中に放出された水滴を遠心力分離して空気中か

ら除去する。 
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表2.2.4 松下エコシステムズの技術要素別課題対応特許（5/12） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

副産物の利用 機能付加 特開2002-289392 

－ 

01.03.26 

H05F3/00 

－ 

空気イオンの発生方法とその装置 

空気中に正電荷の空気小イオンと負電荷の空気

小イオンを発生させる静電気発生処理において、

噴霧する水の比抵抗値の大小に応じて正電荷の空

気小イオンと負電荷の空気小イオンとの発生量と

発生割合を制御するイオン発生量制御処理を行う

空気イオン発生処理である。 

 

機能付加 特開2001-241707 

－ 

00.02.25 

F24F6/14 

－ 

負イオン発生装置 

水分裂部と気液分離部とが連結管によって水平

方向に連結され、連結管には、連結管の内径より

内径が大きい拡径部を窪みとして有する流入阻止

手段を設け、流入阻止手段の窪みには、水槽へ導

く第１の配管が接続されている。水分裂部内から

気液分離部に流れ込む水を流入阻止手段に捕捉

し、水槽に回収する。これによって、水分裂部か

ら気液分離部への水滴及び水流の流入を大幅に抑

制し、気液分離部の送気口から装置の外部への大

粒の水滴の飛散を防止する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レ
ナ
ー
ド
式 

水処理改善 

 

噴霧構造設計 特開平10-216213 

－ 

97.02.04 

A61L9/22 

－ 

負イオン発生装置 

水分裂部２へ給水する水の供給管路１１に殺菌

灯２３を配設する。水分裂部２は、供給された水

を微細水滴に分裂させて空気中に負イオンを発生

させる部分であり、水はノズル９より噴出させ

る。噴出させた水は水槽４内に回収する。殺菌灯

２３は、ノズル９と水槽４とをつなぐ水の供給管

路１１に設置して管路内を流動する水に紫外線を

照射し、水中の雑

菌を除去するもの

である。 
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表2.2.4 松下エコシステムズの技術要素別課題対応特許（6/12） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

水処理改善 機能付加 特開平11-167975 

－ 

97.12.05 

H01T23/00 

－ 

負イオン発生装置 

水分裂部２へ給水する水の供給管路１１に金属

溶出装置１９を配設する。水分裂部２は、供給さ

れた水を微細水滴に分裂させて空気中に負イオン

を発生させる部分であり、水はノズル９より噴出

させる。噴出させた水は水槽４内に回収する。金

属溶出装置１９は、ノズル９と水槽４とをつなぐ

水の供給管路１１に

設置して管路内を流

動する水に金属イオ

ンを溶出し、ノズル

９に供給すべき水中

の雑菌を除去するも

のである。 

 

 

 

 

 

 

水処理改善 

小型・軽量化 

利便性向上 

機能付加 

その他構造設計 

特開2001-327827 

－ 

00.05.22 

B01D47/06 

－ 

［被引用３回］ 

負イオン発生装置とその制御方法 

水の循環搬送に用いるポンプ７と、水を射出す

るノズル棒８と、水滴が衝突により微細化すると

きに発生する負イオンと空気を混合する空気清浄

器９と、負イオンを含んだ空気から余分な水分を

分離する気水分離器１

０をモジュール化し、

これを装置内に複数設

置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レ
ナ
ー
ド
式 

水処理改善 

利便性向上 

給水構造設計 特開2001-241708 

－ 

00.02.25 

F24F6/14 

－ 

負イオン発生装置 

水路部１２は、風路部１１に生じた余剰の水を

循環水として水槽１０３に戻す部分であり、一定

量の循環水が溜められる。風路部１１内を旋回す

る空気は、サイクロン塔５に送られ、空気中の水

分は、サイクロン塔５で分離されて水槽１０３に

戻され、負イオンを含む空気は装置の外部に送出

される。水路部１２に溜められた循環水の水面

は、遮蔽板１５によって、風路部１１内を流動す

る空気の旋回流か

ら隔離され、空気

の巻き上げによる

水滴の発生を阻止

する。 
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表2.2.4 松下エコシステムズの技術要素別課題対応特許（7/12） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

その他 

コスト低減 

小型・軽量化  

製品への組込 特開2002-130945 

－ 

00.10.30 

F26B9/02 

－ 

浴室乾燥機および換気扇 

特開2001-321625 

－ 

00.05.19 

B01D45/08 

－ 

負イオン発生装置 

水分裂部２は下段に、気液分離部３は上段に配

置されている。水分裂部２は、噴射された水を空

気中で分裂させて空気中に負イオンを発生させる

部分であり、気液分離部３は、分裂によって発生

した空気中に含まれる水滴を捕捉させる部分であ

る。気液分離部３には、水切りユニット１３が組

み込まれている。水切りユニット１３は、旋回す

る空気の流通口１４を形成する開口と、分裂に

よって発生した空気中に含まれる水滴を捕捉させ

る 水 切 り 部 １ ５

と を 有 し 、 筒 体

１ 内 に 脱 着 可 能

に挿入される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レ
ナ
ー
ド
式 

小型・軽量化 

 

その他構造設計 

 

特開平08-215309 

－ 

95.02.14 

A61M15/02 

－ 

負イオン発生装置 

ケーシング１内を隔壁１０で水分裂部２と、気

液分離部３とに区画し、ケーシング１の下部に反

転部４を形成する。水分裂２内に外気を導入し、

ノズル９から水を噴出させ、水分裂部２内の衝立

１１に衝突させて空気中に負イオンを発生させ、

水分裂部２より流出した気体を反転部４で反転さ

せ、次いで気液分離部

３に導入し、気液分離

部３内の分離板１３に

接触させて気体中に含

まれる水分を板面に捕

捉させ、負イオンを含

む空気を外部へ送出す

る。 
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表2.2.4 松下エコシステムズの技術要素別課題対応特許（8/12） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特開2002-119844 

－ 

00.10.13 

B01J19/00 

－ 

負イオン発生装置 

両端に補強金具が装着されている“使用済み紙

管”外周の１以上の個所から、上方、下方又は中

心部に向かって荷重をかけ変形させ、紙と鉄の歪

の差を利用して、“紙の部分”と“鉄の部分”を

分離させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特開2003-024733 

－ 

01.07.18 

B01D47/06 

－ 

気水分離装置 

気水分離部１０２は少なくとも１枚以上の気水

分離板５を備え、気水分離板５の表面は親水処理

を施したことを特徴とする気水分離装置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レ
ナ
ー
ド
式 

小型・軽量化 

利便性向上 

 

その他構造設計 

 

特開2003-024768 

－ 

01.07.18 

B01J19/00 

－ 

負イオン発生装置 

筒１と筒１内に遠心方向に水を噴射し微細水滴

を発生させる噴射部１０１と気液を分離する気水

分離部１０２を備えた空気清浄部２と、空気清浄

部２内の微細水滴発生領域内に空気を送風し微細

水滴混合空気とする送風手段３を背面に備え、送

風手段３と空気清浄部２の下に水槽１０３を備

え 、 水 槽 １ ０

３ の 下 に 噴 射

部 １ ０ １ に 水

を 送 水 す る 送

水 手 段 ４ を 備

え 、 空 気 清 浄

部 ２ の 上 部 に

吹 出 口 ５ と 吸

込 口 ６ を 配 置

し た こ と を 特

徴 と す る 負 イ

オ ン 発 生 装

置。 
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表2.2.4 松下エコシステムズの技術要素別課題対応特許（9/12） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特開2001-304636 

－ 

00.04.20 

F24F6/16 

－  

負イオン発生装置 

本体１内に貯水槽８を設け、この貯水槽８内の

水に下端を挿入してモーター４で回転させる吸水

管７を設け、吸水管７で吸引した水を円周方向に

飛散させる回転板１２を設け、回転板１２の吐出

方向に面して対向壁面１

３を設け、この対向面１

３への衝突で発生する負

イオンを含む微細水滴を

気水分離器９を通して搬

送する送風ファン６を設

け、吸水管７の全部また

は一部を屈曲自在の弾性

体 で 形 成 す る こ と に よ

り、貯水槽８を本体１か

ら引出して着脱可能とな

る。 

 

 

給水構造設計 

 

特開2002-345945 

－ 

01.05.29 

A61L9/22 

タイガ－魔法瓶 

負イオン発生装置 

屈曲自在な吸水管７で吸引した水を回転板７ｂ

により飛散させ、対向壁面８に衝突した負イオン

を含む微細水滴を搬送する軸流ファン（図示せ

ず）からなる負イオン発生手段１１を設けた本体

３と、水タンク１

２の弁１３を開放

する給水突起１４

を設けた蓋体１７

を有した水槽１８

を本体３の下部に

引出自在に設けた

構成とすることに

よって負イオンを

安定供給できると

ともに水槽１８の

掃除を容易に行う

ことができる。 

 

レ
ナ
ー
ド
式 

利便性向上 

 

その他構造設計 特開2001-327826 

－ 

00.05.22 

B01D47/06 

－ 

負イオン発生装置 

水滴が衝突により微細化するときに発生する負

イオンと空気を混合する空気清浄器１と、負イオ

ンを含んだ空気から余分な水分を分離する気水分

離器２と、空気清浄器１と気水分離器２を仕切る

仕切板３とを備え、気水分離器２と仕切板３を一

体として、装置背面

側を装置前面よりも

高くして角度をつけ

て、取り付ける。 
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表2.2.4 松下エコシステムズの技術要素別課題対応特許（10/12） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

噴霧構造設計 特開平10-127768 

－ 

96.11.05 

A61M15/02 

－ 

負イオン発生装置 

ケース１内には、水分裂部２としてノズル９と

衝壁１０との組合せを有し、ケース１には、水分

裂部２を外部から透視しうる透視窓１６を有して

いる。ノズル９から噴射した水は、衝壁１０に衝

突して微細水滴を分裂し、空気

中に負イオンを発生させるが、

衝壁１０に衝 突した水は滝 と

なって散乱し、落下する。この

様子は、透視窓１６を通して外

部から透視され、滝の清澄な音

が実感される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

給水構造設計 特開平11-099197 

－ 

97.09.26 

A61L9/22 

－ 

負イオン発生装置の排水装置及び水回収用カ－ト

リツジタンク 

カートリッジタンク１３が脱着可能に負イオン

発生装置の機体１８にセットされる。カートリッ

ジタンク１３の一部には、磁気シート２０が貼着

され、機体側には磁気シート２０の磁気を感知す

る磁気近接スイッチ１９を装

備している。カートリッジタ

ンク１３が正規の正立姿勢で

機体１８にセットされると、

磁気近接スイッチ１９が磁気

シート２０を感知し、排水ポ

ンプ２３の電源の投入が可能

となり、電源スイッチを投入

すると排水ポンプ２３が起動

し、負イオン発生装置の水槽

４内の水を汲み上げ、カート

リッジタンク１３内に排水さ

れる。 

 

 

レ
ナ
ー
ド
式 

利便性向上 

 

機能付加 特許3366027 

－ 

92.09.21 

A61M11/00,300 

－ 

陰イオン製造装置 

微細水滴製造機２により微細水滴を発生させ同

時に送風機４により風速0.5 ～50m ／sec で空気

を導入して微細水滴混合空気とし、分離器５によ

り少なくとも粒径１μm より大きな微細水滴を分

離して超微細水滴混合空気とする陰イオン製造装

置１において、微細水滴製造機２に水検知センサ

３を設け、これにより水でないと判別した際、す

くなくとも微細水滴製造機２、送風機４のいずれ

か 一 方 を 作 動

さ せ ず 、 水 以

外 の 液 体 で は

陰 イ オ ン を 発

生させない。 
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表2.2.4 松下エコシステムズの技術要素別課題対応特許（11/12） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

機能付加 特開2003-028469 

－ 

01.07.18 

F24F7/00 

－ 

水落下音低減装置およびその方法 

特開2003-028470 

－ 

01.07.18 

F24F7/00 

－ 

負イオン発生装置 

物質変換装置４０は、プラズマ発生電極４２，

４３にプラズマ発生用電圧を印加して、プラズマ

Ｐを発生させ、そのプラズマＰに基づく光を反応

容器４４内に配置された光触媒２０に照射し、そ

の状態で被処理気

体Ｇを反応容器に

流入させて光触媒

２０と接触させる

ことにより、被処

理気体Ｇを目的物

質に変換させる。 

レ
ナ
ー
ド
式 

利便性向上 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

噴霧構造設計 

 

特開2003-028471 

－ 

01.07.18 

F24F7/00 

－ 

負イオン発生装置 

噴射部２は水を噴射するノズル１０６を複数段

に備え、上段のノズル

５はイオン発生用のノ

ズルを用い、一方下段

のノズル６は空気清浄

用あるいは脱臭用を目

的としたノズルを用い

ることを特徴とした負

イオン発生装置。 
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表2.2.4 松下エコシステムズの技術要素別課題対応特許（12/12） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

その他構造設計 特開平09-262301 

－ 

96.03.29 

A61N1/44 

－ 

生理活性空気および高相対湿度の空気を得る方法

並びに負イオン発生方法 

気体と液体とを接触させる工程と、これを精製

する工程とによって製造された混合系からなる生

理活性空気である。混合系は、空気イオンと中性

成分とからなり、空気イオンは、外部エネルギー

を得て水が分裂するときに空気中に発生し、空気

イオンは成分Ａ１，Ａ２，…Ａｎにより構成さ

れ、特定の式に従って、空気イオン濃度が変化す

ることが観測されるものであり、中性成分は、飽

和水蒸気量，相対湿度，絶対湿度として表すこと

のできる水分であって、外部エネルギーを得た状

態にあり、電荷を持たず、質量分析計によって分

析したときに、相対湿度８０％以上において特定

の式を用いて求められる平均構成分子数Ｎが２５

以下の水クラスターが観測されるものである。得

られた生理活性空気は、空間において塵埃や臭気

物質と反応してそれを除去する能力を有してい

る。 

 

特開平09-313622 

－ 

96.05.30 

A61N1/44 

－ 

人工気候室 

レ
ナ
ー
ド
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

製品への組込 

その他構造設計 

 

特開平09-327522 

－ 

96.06.13 

A61N1/44 

－ 

疲労回復室 

発生特性改善 製品への組込 特開2003-120972 

(未請求取下) 

01.10.16 

F24F7/00 

－ 

空気清浄機または空気調和機 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

小型・軽量化 

省 電 力 （ 省 エ

ネ） 

目的外物質抑制 

構造設計 

電極構造 

特開2003-010731 

－ 

01.06.29 

B03C3/40 

－ 

電気集塵ユニツト 

放
射
性
物

質
利
用
式 

コスト低減 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

トルマリン 特開平09-308678 

－ 

96.05.22 

A61L9/14 

－ 

脱臭装置 
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2.3.1 企業の概要 

 
商号 東陶機器株式会社 

本社所在地 〒802-8601 福岡県北九州市小倉北区中島2-1-1 

設立年 1917年（大正6年） 

資本金 355億79百万円（2003年3月末） 

従業員数 7,084名（2003年3月末）（連結：17,061名） 

事業内容 レストルーム商品（衛生陶器、システムトイレ等）、バス・キッチン・洗

面商品（ユニットバスルーム等）の製造・販売、他 

 
 東陶機器は、その営業品目として、レストルーム商品、バス･キッチン･洗面商品等の商

品がある。 
レストルーム商品としては、衛生陶器（大便器、小便器、洗面器、手洗器など）、シス

テムトイレ、衛生陶器（大便器、小便器、洗面器、手洗器など）、システムトイレ、腰掛便

器用シート（ウォシュレットなど）、内外装用タイル、水まわりアクセサリー、水まわり介

護用品などがある。 
また、バス・キッチン・洗面商品としては、ユニットバスルーム、水栓金具（各種給水

栓、排水金具など）、給湯機、システムキッチン、洗面化粧台、マーブライトカウンター、

プラスチック・ホーロー浴槽などがある。 
また、その他の商品としては、ニューセラミック、浴室換気暖房乾燥機、光フロンティ

ア商品、食器洗い乾燥機などがある。 
さらに、東陶機器は、新規事業の一つとして、イオナイザー（イオン発生機）を開発し

ている。 
（出典：http://www.toto.co.jp/index.htm） 

 

 

2.3.2 製品例 

東陶機器は、圧電トランスと電子回路技術の組合せにより、イオナイザーを開発した。

このイオナイザーは、標準寸法が長さ 65mm・幅 29mm・高さ 22mm、入力電圧が DC12Ｖ（６

Ｖ、24Ｖ可能）、イオン発生量が 10 万個～50 万個／ml（無風、距離 30cm）、マイナスイオ

ン及びプラスイオンを発生し、両イオン同時発生も可能であり、過負荷保護機能を内蔵し、

低消費電力となっている。 

 
 

 

 

 

2.3 東陶機器 
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2.3.3 技術開発拠点と研究者 

 図 2.3.3 に、マイナスイオン発生機の東陶機器の出願件数と発明者数を示す。 

 

東陶機器の開発拠点：福岡県北九州市小倉北区中島 2-1-1 東陶機器本社内 
 

図 2.3.3 東陶機器の出願件数と発明者数 
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2.3.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.3.4 に、東陶機器のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布を示す。 

 課題としては、発生機や測定器の組込み課題が多く、特に、「小型、軽量化他」、「コスト

低減」および「生産性向上」についての出願が多い。 

解決手段としては、レナード式のうち「給水構造設計」についての出願が多い。 

 表 2.3.4 に、東陶機器のマイナスイオン発生機の技術要素別課題対応特許を示す。出願

件数 41 件中の登録分６件と発明の名称中にイオンの発生方法や、その方法・内容について

記されているもの（ただし発生機を組み込んだ用途のみに着目しているものは除く）は図

と概要入りで示し、その他は書誌事項のみを表示する。 
 

図 2.3.4 東陶機器のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布 
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表2.3.4 東陶機器の技術要素別課題対応特許（1/9) 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特開平08-182730 

(未請求取下) 

94.12.28 

A61H33/10 

－ 

ミスト発生装置 発生効率改善 

小型・軽量化 

コスト低減 

生産性向上 

 

給水構造設計 

 

特開平08-182736 

(未請求取下) 

94.12.28 

A61H33/10 

－ 

ミスト発生装置 

特許3269304 

－ 

94.12.28 

A61H33/10 

－ 

 

ミスト発生装置 

円板状のベース板から成る羽根車と、羽根車の

径方向外方に且つ羽根車の周方向に互いに間隔を

隔てて円環状に配設された複数の衝突板とにより

構成される羽根車ユニットが互いに間隔を隔てて

同軸に配設された羽根車集合体と、羽根車集合体

の 羽 根 車 を 回

転 駆 動 す る

モ ー タ と 、 隣

接 す る 羽 根 車

ユ ニ ッ ト の 間

に 配 設 さ れ た

漏 斗 形 状 の ド

ロ ッ プ 水 回 収

部 材 と を 備 え

る。 

 

 

 

レ
ナ
ー
ド
式 

水処理改善 

小型・軽量化 

コスト低減 

生産性向上 

 

給水構造設計 

 

特開平08-182731 

(未請求取下) 

94.12.28 

A61H33/10 

－ 

ミスト発生装置 
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表2.3.4 東陶機器の技術要素別課題対応特許（2/9) 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特許3259558 

－ 

94.12.28 

A61H33/10 

－ 

 

ミスト発生装置 

円板状のベース板の一方の面側に配設された

モータと、前記ベース板と前記ベース板の他方の

面側に互いに微小間隔を隔てて前記ベース板に平

行に積層された複数の円環板とを有し前記モータ

により回転駆動される羽根車と、ベース板と隣接

する円環板との間の隙間の径方向外方に且つ羽根

車の周方向に互いに間隔を隔てて円環状に配設さ

れた一組の複数の衝突板と、互いに隣接する円環

板 間 の 隙 間 毎

に 、 該 隙 間 の

径 方 向 外 方 に

且 つ 羽 根 車 の

周 方 向 に 互 い

に 間 隔 を 隔 て

て 円 環 状 に 配

設 さ れ た 一 組

の 複 数 の 衝 突

板 と を 備 え

る。 

 

特開平08-182733 

(未請求取下) 

94.12.28 

A61H33/10 

－ 

ミスト発生装置 

水処理改善 

小型・軽量化 

コスト低減 

生産性向上 

 

給水構造設計 

 

特開平08-182737 

(未請求取下) 

94.12.28 

A61H33/10 

－ 

ミスト発生装置 

レ
ナ
ー
ド
式 

小型・軽量化 

コスト低減 

生産性向上 

給水構造設計 特許2766463 

－ 

95.06.20 

A61H33/10 

－ 

[被引用1回] 

サウナ用ミスト発生装置 

円板状のベース板の一方の面側に配設された

モ ー タ と 、 前 記

ベ ー ス 板 と 前 記

ベース板の他方の

面側に互いに微小

間隔を隔てて前記

ベース板に平行に

積層された１枚以

上の円環板とを有

し前記モータによ

り回転駆動される

羽根車と、羽根車

の径方向外方に、

羽根車の周方向に

互 い に 間 隔 を 隔

て、且つ羽根車の

回転方向に関して

後退翼状に配設さ

れた複数の衝突板

とを備えている。 
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表2.3.4 東陶機器の技術要素別課題対応特許（3/9) 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 

［被引用回数 

発明の名称 

概要 

特許3269303 

－ 

94.12.28 

A61H33/10 

－ 

 

ミスト発生装置 

円板状のベース板から成る羽根車と、ベース板

の一方の面側に配設された羽根車を回転駆動する

モータと、羽根車の径方向外方に且つ羽根車の周

方向に互いに間隔を隔てて配設された複数の衝突

板と、ベース板の他方の面を開放端側へ向けて羽

根車とモータと衝突板とを収容する有底筒状の

ケーシングと、ベース板の他方の面側にベース板

から微小間隔を隔てて配設された羽根車を覆う蓋

部材とを備え、蓋部材には羽根車の中央部に対峙

して開口が形成さ

れ、更に、ベース

板の前記他方の面

から前記一方の面

側に微小間隔を隔

てて配設され、且

つ衝突板と羽根車

との間に配設され

て、羽根車の外周

に沿って延在する

環状の壁部材を備

えるミスト発生装

置を提供する。 

小型・軽量化 

コスト低減 

生産性向上 

 

給水構造設計 

特許3259559 

－ 

94.12.28 

A61H33/10 

－ 

 

ミスト発生装置 

円板状のベース板と互いに微小間隔を隔てて

ベース板に平行に積層された１枚以上の円環板と

を有する羽根車と、羽根車を回転駆動するモータ

と、羽根車の径方向外方に、羽根車の周方向に互

い に 間 隔 を 隔 て

て 配 設 さ れ た 複

数 の 衝 突 板 と 、

ベ ー ス 板 が 含 ま

れ る 面 に 対 す る

羽 根 車 の 回 転 方

向 に 関 す る 衝 突

板 の 後 面 の な す

角 度 を 変 更 す る

装 置 と を 備 え て

いる。 

 

小型・軽量化 

コスト低減 

生産性向上 

利便性向上 

給水構造設計 特開平08-182729 

(拒絶) 

94.12.28 

A61H33/10  

－ 

ミスト発生装置 

レ
ナ
ー
ド
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 特開2003-096875 

－ 

01.09.25 

E03D9/05       

－ 

トイレ用脱臭洗浄装置 
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表2.3.4 東陶機器の技術要素別課題対応特許（4/9) 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 

［被引用回数 

発明の名称 

概要 

電極構造 特開2000-268938 

－ 

99.03.18 

H01T23/00    

－ 

コロナ放電器 

正負イオン同時

発生他 

特開2002-260822 

－ 

01.03.05 

H01T23/00 

－ 

 

イオン発生器 

放電電極は平板状でありその外周に沿って鋭角

に突出した複数の子電極を形成し、前記子電極の

外周面より突出した長さは互いに隣接する子電極

どうし異なるため、放電電極への印加電圧によっ

て放電の強い子電極、放電の弱い子電極又は放電

しない子電極が存在し、印加電圧を可変すること

で イ オ ン 発

生 量 の 変 動

率 に 対 し て

オ ゾ ン 発 生

量 の 変 動 率

を 幅 広 く 確

保 す る こ と

が 可 能 と な

る。 

 

電極構造 

回路設計 

特開2002-305070 

－ 

01.04.06 

H01T19/00 

－ 

コロナ放電装置 

発生特性改善 

 

構造設計 特開平09-139277 

－ 

95.11.15 

H01T23/00     

－ 

[被引用1回] 

空気イオン発生装置 

例えばオゾン脱臭装置において、オゾナイザ放

電器２を負電位の交流電圧で駆動することによ

り、オゾンと共にマイナスの空気イオンを多く生

成する。更に、生成したマイナスイオンがオゾナ

イザ放電器２の下流側のダクト１に接触しないよ

うにするために、ダクト１の内面を、マイナス電

位に帯電しやすい材料、例えばハロゲン元素を含

んだ樹脂で形成するか、又は、電気抵抗の低い最

良で形成してマイナス電位を印加する。ファン４

は、マイナスイオンに接触しないようにするため

に、オゾナイザ放電器２の上流側に配置すること

ができる。 

 

 

 

 

 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

発生特性改善 

小型・軽量化 

利便性向上 

構造設計 

正負イオン同時

発生他 

特開2002-102683 

－ 

00.09.27 

B01J19/08 

－ 

イオン空間システム 
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表2.3.4 東陶機器の技術要素別課題対応特許（5/9) 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 

［被引用回数 

発明の名称 

概要 

発生効率改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 特開平10-258115 

－ 

97.03.18 

A61L9/015     

－ 

負イオン発生装置 

便座装置本体３３には、局部洗浄機構や、温風

送出機構や、脱臭機構等の各種機能要素が内蔵さ

れる。リモコン３７は、これらの制御をユーザ１

１が行うためのもので、便座３１上に着座した

ユーザ１１が手で操作し易く、見易い位置である

トイレ室の側壁面上の適当な位置、例えば着座し

たユーザ１１の顔面から数十センチメートル程度

しか離れていない位置に取付けられる。リモコン

３７は、上記各種機能要素を操作するための押し

釦、作動状態を示す液晶パネル、便座装置本体３

３と無線通信するための通信回路等に加えて、負

イオン発生装をも内蔵している。負イオン発生装

置 ７ は 、 リ

モ コ ン ３ ７

に イ オ ン 送

出 口 ７ ａ を

有 し て お

り 、 発 生 さ

せ た 負 イ オ

ン ９ を イ オ

ン 送 出 口 ７

ａ を 通 じ て

ユ ー ザ １ １

の 顔 面 に 近

い 空 間 へ 放

出する。 

 

構造設計 特開平10-027671 

－ 

96.07.09 

H01T19/00   

－ 

コロナ放電装置 

 

目的外物質抑制 

 

回路設計 特開平10-027672 

－ 

96.07.09 

H01T19/00     

－ 

コロナ放電装置 

特開2000-277235 

－ 

99.03.29 

H01T19/02   

－ 

放電電極およびその製造方法 電極、放電性能

改善 

 

電極構造 

 

特開平09-248487 

－ 

96.03.18 

B03C3/40 

－ 

空気清浄装置 

小型・軽量化 

コスト低減 

生産性向上 

電極構造 

 

特開平09-248489 

－ 

96.03.18 

B03C3/40 

－ 

空気清浄装置 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

生産性向上 電極構造 

 

特開平10-022055 

（未請求取下） 

96.07.04 

H01T23/00  

－ 

コロナ放電器 
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表2.3.4 東陶機器の技術要素別課題対応特許（6/9) 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 

［被引用回数 

発明の名称 

概要 

正負イオン同時

発生他 

特開平08-217412 

－ 

95.02.16 

C01B13/11 

－ 

[被引用4回] 

コロナ放電器 利便性向上 

 

構造設計 特開平11-191478 

－ 

97.12.26 

H01T23/00 

－ 

[被引用1回] 

イオン発生装置 

ＡＢＳ製の本体ケース１内に、針電極２を放電

電極と、高圧電源３からなるマイナスイオン発生

器を設置し、交流電源８に接続し。マイナスイオ

ンの吹き出し部の

吹き出し口４のみ

を 半 導 体 と し 、

アース７により接

地した。半導体と

して、帯電防止剤

を練り込んだ導電

性ＡＢＳ材を使用

した。吹き出し口

４を導体にした場

合は、高抵抗を介

してアース７に接

地した方がよい。 

 

 

正負イオン同時

発生他 

製品への組込 

特開2002-065828 

－ 

00.08.23 

A61L9/015 

－ 

空気清浄装置 

特開平09-248490 

－ 

96.03.14 

B03C3/53    

－ 

トイレ用脱臭・集塵装置 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

製品への組込 

 

特開平09-195359 

－ 

96.01.23 

E03D9/05 

－ 

便器用衛生装置 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

応用製品性能向

上 

製品への組込 特開平10-156213 

－ 

96.11.29 

B03C3/02 

－ 

空気清浄装置 

 

    



127 

表2.3.4 東陶機器の技術要素別課題対応特許（7/9) 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 

［被引用回数 

発明の名称 

概要 

特許3388533 

－ 

97.01.07 

H01T23/00 

－ 

[被引用1回] 

負イオン発生装置 

負イオン４３の生成に伴って電極３５に正電荷

４５が蓄積される。正電荷４５は、ダイオード３

１、２９及び正電荷排出回路３７を通してスイッ

チング電源２３のグランド側端子４１に流れ込

む。電極３５には正電荷４５が蓄積されることは

ないので、ダイオード２９、３１及びコンデンサ

３３側から電極３５に印加される負電位の直流高

電圧が見掛け上低下することがなく、低下した分

だけ負イオン４３の発生量が減少するような問題

は生じない。 

 

発生特性改善 

 

回路設計 

 

特開2002-110312 

－ 

00.09.29 

H01T23/00    

－ 

イオン発生装置および電源アダプタ 

電源回路の１次～２次間に接続した電荷の排出

抵抗を流れる電流を検出することで、イオン放出

量 の 制 御 を

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

電
子
放
射
式 

発生特性改善 

小型・軽量化 

コスト低減 

回路設計 特開平10-199654 

(拒絶) 

97.01.07 

H01T23/00 

－ 

[被引用1回] 

負イオン発生装置 

圧電トランス２５からの交流高電圧を負側に整

流すると共に平滑化して負電位の直流高電圧を生

成し出力する。電流制限抵抗３５は、放電電極３

３からのコロナ放電による負イオン発生中に指先

等の放電電極３３への接触により平滑用コンデン

サ３１内の蓄積電荷が瞬時に放電しないための安

全対策としてコンデンサ３１と放電電極３３との

間に設けられている。電流制限抵抗３５を通して

ダイオード２７、２９及び平滑用コンデンサ３１

側から放電電極３３に印加される負電位の直流高

電圧Ｅ1により、放電電極３３の近傍においてコロ

ナ放電が生じ、このコロナ放電により負イオンが

生成され、空気中に放出される。 
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表2.3.4 東陶機器の技術要素別課題対応特許（8/9) 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 

［被引用回数 

発明の名称 

概要 

発生特性改善 

利便性向上 

構造設計 特開平10-261477 

－ 

97.03.18 

H01T23/00    

－ 

負イオン発生装置 

負イオン発生装置において、針電極１５の周囲

をプラスチック製の電極カバー１７が覆ってい

る。ＡＣ１００Ｖ電源を回路ユニット１３へ導く

給電配線１９が、電極カバー１７の外周面に接触

した状態でこれを横切るように基板１１に留め具

２１で固定されている。この給電配線１９に加わ

る電圧（ＡＣ１００Ｖ）は、針電極１５の印加電

圧（約－６ＫＶ～－７ＫＶ）に比較すると十分に

低いため、電極

カバー１７に溜

まった負イオン

を吸収し、電極

カバー１７の帯

電を除去するこ

とができる。 

 

 

 

小型・軽量化 

目的外物質抑制 

利便性向上 

回路設計 特開2001-338743 

－ 

00.05.29 

H01T19/00    

－ 

イオン発生装置 

高電圧発生部の平滑用コンデンサとして浮遊容

量を利用することで、電荷の蓄積が小さく、平滑

された直流高電圧を放電電極に印加する。 

利便性向上 正負イオン同時

発生他 

電極構造 

特開2001-155893 

－ 

99.11.25 

H05F3/04   

－ 

静電気スパ－ク防止器および静電気スパ－ク防止

器を備えた装置 

電
子
放
射
式 

省 電 力 （ 省 エ

ネ） 

利便性向上 

回路設計 特開平10-162932 

－ 

96.11.29 

H01T23/00    

－ 

[被引用1回] 

負イオン発生装置 

スイッチ５をオン／オフ制御することにより、

高電圧発生回路３から陰極１に間欠的に負電位の

高電圧を印加する。負電位の高電圧が印加されて

いる間は、陰極１の近傍で負イオン１７が生成さ

れ、印加されていない間は電力が消費されないの

で、全体的に消費電力が節約される。高電圧発生

回路３から陰極１に負電位の高電圧を間欠的に印

加しても、負イオン１７の生成量はさほど減少し

ない。 

特開2002-174443 

－ 

01.09.10 

F24F7/007 

－ 

空気清浄装置 
発
生
方
式
の
特
定
無
し 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

特定無しの技術 

 

特開2003-097834 

－ 

01.09.25 

F24F7/00 

－ 

空気清浄装置 
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表2.3.4 東陶機器の技術要素別課題対応特許（9/9） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 

［被引用回数 

発明の名称 

概要 

特開平10-197482 

－ 

97.01.07 

G01N27/60 

－ 

イオン検知装置 

負イオンから負電荷が捕集電極１１によって捕

集されると、コンデンサ１５と可変抵抗１９とに

より定まる時定数で、捕集電極１１から接地電極

１３を通じてコンデンサ１５側に至る閉ループで

コンデンサ１５に充電される。ダイオード２１は

逆バイアスのため充電電流はダイオード２１を通

らない。コンデンサ１５の充電電圧がネオンラン

プ１７の放電電圧に達すると、上記時定数でネオ

ンランプ１７が放電する。正イオンから正電荷が

捕集電極１１によって捕集されると、捕集電極１

１からの電流に対してダイオード２１は順バイア

ス と な る た

め 、 捕 集 電 極

１ １ か ら の 電

流 は ダ イ オ ー

ド ２ １ を 通 る

の で コ ン デ ン

サ １ ５ は 充 電

さ れ ず 、 ネ オ

ン ラ ン プ １ ７

は 放 電 し な

い。 

 
測
定
技
術 

測定性能改善 測定技術 

特開平10-282168 

(拒絶) 

97.04.10 

G01R29/24 

－ 

イオン検知装置 

大気中の負イオンから負電荷が捕集電極１１に

より捕集されると、捕集電極１１と接地電極１５

との間に接地電極１５側を正とする電圧が印加さ

れる。ゲートＧがソースＳに対して正電位にバイ

アスされるためにＦＥＴ１３が導通し、直流電源

１７からＬＥＤ１９に給電が行われＬＥＤ１９が

点灯する。比較的低いバイアス電圧をゲートＧ、

ソースＳ間に印加するだけでＦＥＴ１３を導通す

ることができるため、大気中の負イオン濃度が低

くても負イオン検知は行える。捕集電極１１に正

イオンが捕集されたときはゲートＧ、ソースＳ間

は逆バイアスになるためＦＥＴ１３は導通せず正

イオンを検知することはない。発光ダイオード１

９は、白昼光でも点灯状態を確認し易く、また、

必 要 に 応 じ て

室 内 光 に 対 し

て コ ン ト ラ ス

ト の 高 い 色 の

発 光 ダ イ オ ー

ド を 選 定 す る

こ と も で き

る。 
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2.4.1 企業の概要 

 
商号 松下電工株式会社 

本社所在地 〒571-8686 大阪府門真市大字門真1048 

設立年 1935年（昭和10年） 

資本金 1,383億49百万円（2003年11月末） 

従業員数 14,669名（2003年11月末）（連結：47,620名） 

事業内容 照明器具、情報機器（配線器具等）、電器（美容・健康家電等）、住設建

材、電子材料（プリント配線材料等）、制御機器の製造・販売、他 

 
松下電工の基幹事業は、照明・情報機器・電器・住建・電子材料・制御機器などの６つ

であり、企業単体としては世界でも稀な幅広い分野の商品を扱っている。これら多岐にわ

たる商品群がかかわる市場は住宅をはじめ、ビル、商業施設、公共施設、工場など広範囲

に及んでいる。松下電工は、「Smart Solutions by NAIS」のスローガンのもと、「IT 革命」

「地球環境」「少子高齢化」といった社会トレンドを的確にとらえ、既存事業の革新を推し

進めるとともに、R&D やニュービジネスの課題として、新しい市場、商品、サービスの創

造に取り組んでいる。（出典：http://www.mew.co.jp/） 

なお、2003 年 12 月 19 日付けプレスリリースによると、松下電工と松下電器産業は資本

関係を強化することにより、両社共通の経営理念と経営戦略のもと、それぞれの強みを活

かし、21 世紀における新たな包括的協業関係の構築を図ることに合意し、基本合意書に調

印した。これにより、世界有数の経営リソースを持つ「新生松下グループ」が誕生するこ

とになる。 

（出典：http://www.mew.co.jp/press/0312/0312-8.htm） 

 

イオン発生機に関しては、主に家電商品を中心に取り扱っている電器事業部門が担当し

ており、主に家電商品を中心にしてマイナスイオン発生機を組み込んだ商品に幅広く展開

を行っている。 

 
 
2.4.2 製品例 

 イオン発生機に関しては、主に家電商品にマイナスイオン発生機を組み込んだ商品を中

心に開発しており、最初は空気清浄機や加湿器にマイナスイオン発生装置を組み込んだ製

品を発売した後、主にヘアードライヤー、ヘアーアイロンやフェイススチーマー等の美理

容商品を中心に展開してきているが、最近ではマッサージイス、温水洗浄便座、バスルー

ムユニット、さらには車載用マイナスイオン発生機などに商品展開を拡大しつつある。 

 

 

2.4 松下電工 
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表 2.4.2 松下電工の製品例 

ヘアドライヤ

ー 

イオニティ EH5406（マイナスイオンによる保湿効果と静電気防止効果

に特徴。） 

マイナスイオ

ン発生器 

イオンメイド（自動車のダッシュボード上などに固定し、車内の電源プ

ラグに接続すると装置内の電極板で発生したマイナスイオンがファン

によりマイナスイオンが車内に拡散する。） 

マイナスイオ

ン発生器 

アクアリフレ・イオンミスト（マイナスイオンを含んだ蒸気を出し、加

湿器の役割を果たし通常の蒸気と比べ、のどや肌に吸着する水分の力が

強くなり、潤い効果が高まるとしている。） 

空気清浄機 アクアリフレ EH3300（のどを痛めないようにマイナスイオンを混合し

た水蒸気を発生させる。） 

温水洗浄便座 CH6100（マイナスイオン発生機能付き温水洗浄便座。便座の側面部分か

らマイナスイオンを放出する。） 

マッサージい

す 

マイナスイオンリアルプロ EP2115（左側のひじ置きからマイナスイオ

ンが吹き出すマッサージいす。） 

バスルーム NAIS バスルーム リラッセ（霧状のシャワーは疲労やストレスを和ら

げるといわれるマイナスイオンを大量に発生する。） 

美容器具 エステジェンヌ マイナスイオンスチーマー（マイナスイオンを含む微

細な水滴で顔の肌の水分を保つ美容器具。） 

 

2.4.3 技術開発拠点と研究者 

 図 2.4.3 に、マイナスイオン発生機の松下電工の出願件数と発明者数を示す。 
 

松下電工の開発拠点：大阪府門真市大字門真 1048 番地 松下電工内 
 
 

図 2.4.3 松下電工の出願件数と発明者数 
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2.4.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.4.4 に、松下電工のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布を示す。 

 課題としては、マイナスイオン発生特性の課題からは「発生特性改善」および「発生効

率改善」についての出願が多く、発生機や測定器の組込み課題からは「小型・軽量化他」

の出願が多い。また、マイナスイオン発生機を組み込んだ応用商品展開を活発に行ってい

ることから、応用課題としての「応用製品性能向上」も特に多く出願されている。 

解決手段としては、レナード式と放射性物質利用式にわずかの出願が見られるが、全体

的にはコロナ放電、電子放射式に集中している。その中では応用商品展開の幅広さからか

「製品組込み」に関する出願が特に多く見られる。 

 表 2.4.4 に、松下電工のマイナスイオン発生機の技術要素別課題対応特許を示す。出願

件数 33 件中の登録分２件と発明の名称中にイオンの発生方法や、その方法・内容について

記されているもの（ただし発生機を組み込んだ用途のみに着目しているものは除く）は図

と概要入りで示し、その他は書誌事項のみを表示する。 
 

図 2.4.4 松下電工のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布 
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表2.4.4 松下電工の技術要素別課題対応特許（1/5） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

レ
ナ
ー
ド
式 

水処理改善 

小型・軽量化 

利便性向上 

機能付加 特開平11-265780 

－ 

98.11.25 

H01T23/00 

－ 

イオン発生装置 

粒径が６５０ｎｍ以下の微細水を空気イオンと

衝突帯電させる装置を備えている。肺胞に到達で

きる粒径が６５０ｎｍ以下のイオン粒子を生成す

ることができ、肺胞で毛細血管から血液に取り込

まれ人体に有害の活性酸素を除去したり、肺胞の

粘膜を刺激し、求

心性線維を伝って

直接自律神経に作

用 す る こ と と な

り、血圧降下や精

神高揚などの生理

作用が引き起こさ

れ、滝と同じ生理

効果を持たせるこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

電極構造 特開2003-074926 

－ 

01.08.31 

F24F7/00 

－ 

空気清浄機 発生特性改善 

回路設計 特開2003-059622 

－ 

01.08.10 

H01T23/00 

－ 

イオン供給装置及びイオン供給方法 

荷電粒子１を対象物３に向けて放出する荷電粒

子（イオン）発生手段２と、荷電粒子１が対象物

３に継続して誘引／吸着されるように対象物３の

電位を保持するための電位保持手段４とを備えた

イオン供給装置である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

発生効率改善 回路設計 特開2002-008821 

－ 

00.06.27 

H01T19/04 

－ 

イオン発生器 

マイナスイオンを発生させるイオン発生部２を

配線器具等に内蔵し、人の存在を判断する存在判

断手段を有して、存在判断手段の出力信号にもと

づきイオン発生部

２を駆動させるこ

とを特徴とする。 
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表2.4.4 松下電工の技術要素別課題対応特許（2/5） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生効率改善 機能付加 特開2002-058993 

－ 

00.08.22 

B01J19/08 

－ 

イオン風発生器 

風洞１内部でイオンを発生させる放電装置３

と、風洞内に出口１ｂ

に向かう気流を発生さ

せる送風装置２と、放

電装置３の配設位置よ

り出口１ｂ側となる風

洞内 壁１ ｃに 設け ら

れ、気流により移動す

るイオンに風洞中心へ

のローレンツ力を作用

させる永久磁石４１と

を有する。 

発生特性改善 

応用製品性能向

上 

製品への組込 特許3417412 

－ 

02.06.14 

A45D20/12 

－ 

ブラシ付きヘア－ドライヤ－ 

内部に空気流路１１を形成して空気の吸入口４

１及び吐気口４２を設けると共にブラシ部８を設

けたブラシ付きヘアードライヤーである。空気流

路１１に空気を下流側

へ送るためのファン１

２及び該ファン１２を

駆動するモータ１３と

空気を加温するための

ヒータ１４を設けた。

該吐気口４２が形成さ

れた面にマイナスイオ

ンを吐出するイオン吐

出口５を前記吐気口４

２とは別に形成し、前

記マイナスイオンを発

生させるためのイオン

発 生 機 能 部 ６ を 設 け

た。 

 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

拡散特性改善 

小型・軽量化 

回路設計 特許3382230 

－ 

01.08.31 

B01J19/08 

－ 

イオン発生装置及びイオン発生装置付きヘア－ブ

ラシ 

コロナ放電によりイオンを発生させる針電極１

とグランド電極２とを内部に設けたハウジング１

０と、ハウジング１０と一体に又はハウジング１

０に取着されて設けられたイオン吹き出し口３を

有する外体４とを有し、外体４におけるイオン吹

き出し口３もしくはイオン吹き出し口３周辺とグ

ランド電極２とを抵抗体５を介して電気的に接続

して成ることを特徴とするものである。このよう

にイオン吹き出し口３もしくはイオン吹き出し口

３周辺に設置される外部に露出した外体４とグラ

ンド電極２とを介して電気的に接続することでイ

オン吹き出し口３の周辺が帯電しにくくなり、イ

オン吹き出し口３から支障なくイオンが吹き出

す。 
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表2.4.4 松下電工の技術要素別課題対応特許（3/5） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

小型・軽量化 電極構造 特開2002-164148 

－ 

00.11.27 

H01T19/04 

－ 

イオン発生装置 

空気中をコロナ放電させてイオンを発生させる

ための針電極１とグランド電極２において、針電

極１の軸芯を延長した仮想延長線Ｍの周囲を囲む

ようにグランド電極２を配置する。この仮想延長

線 Ｍ の 周 囲 を

囲 む 包 囲 形 状

を し た グ ラ ン

ド 電 極 ２ の 仮

想 延 長 線 Ｍ の

周 囲 を 囲 む 外

周 の 一 部 を 開

放 し て 開 放 部

６ が 形 成 し て

ある。 

 

小型・軽量化 

応用製品性能向

上 

製品への組込 特開平10-235220 

－ 

97.02.28 

B03C3/36 

－ 

空気清浄器 

特開平10-295432 

－ 

97.04.23 

A45D2/36 

－ 

スチ－ム発生装置 

特開2002-369713 

－ 

01.06.14 

A45D20/10,104 

－ 

ヘア－ドライヤ－ 

利便性向上 

応用製品性能向

上 

製品への組込 

特開平09-173901 

－ 

96.05.15 

B03C3/45 

－ 

空気清浄器 

特開平08-196938 

－ 

95.01.26 

B03C3/02 

－ 

[被引用１回] 

空気清浄器 マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 

特開2000-317343 

－ 

99.04.30 

B03C3/38 

－ 

空気清浄器 

特開平10-296122 

－ 

97.04.23 

B03C3/02 

－ 

空気清浄器 マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

応用製品性能向

上 

製品への組込 

特開平10-296124 

－ 

97.04.23 

B03C3/40 

－ 

空気清浄器 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

応用製品性能向

上 

電極構造 

構造設計 

特開平10-296129 

－ 

97.04.23 

B03C3/47 

－ 

空気清浄器 
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表2.4.4 松下電工の技術要素別課題対応特許（4/5） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

回路設計 特開平10-296123 

－ 

98.01.27 

B03C3/36 

－ 

空気清浄器 

特許3402323 

－ 

00.12.25 

A45D20/12 

－ 

ヘア－ドライヤ－ 

流路を流れる空気の流れを妨げてしまったり、

イオン発生部で発生したマイナスイオンが空気流

路に取り付けられた格子部材等に付着して、後か

ら空気に混ざって流れてくるマイナスイオンが格

子部材を通過し難くなってしまうことのないマイ

ナスイオン発生機能を具備したヘアードライヤー

を 提 供 す

る。 

特開2000-186840 

－ 

98.12.22 

F24F7/007 

－ 

空気調和装置 

特開平10-235221 

－ 

97.06.25 

B03C3/40 

－ 

空気清浄器 

特開平10-005620 

－ 

96.06.26 

B03C3/02 

－ 

空気清浄器 

特開平11-072246 

－ 

98.01.27 

F24F6/04 

－ 

加湿装置 

特開2003-028468 

－ 

01.07.13 

F24F6/02 

－ 

加湿器 

特開2000-356372 

－ 

99.06.11 

F24F6/00 

－ 

加湿器 

特開平09-051938 

－ 

96.05.15 

A61L9/22 

－ 

空気清浄器 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

応用製品性能向

上 

製品への組込 

特開平10-296126 

－ 

97.04.23 

B03C3/41 

－ 

空気清浄器 
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表2.4.4 松下電工の技術要素別課題対応特許（5/5） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

コ
ロ
ナ
放

電
式 

応用製品性能向

上 

製品への組込 特開平10-043630 

－ 

96.07.31 

B03C3/41 

－ 

空気清浄器 

電
子
放
射
式 

コスト低減 

小型・軽量化 

発生特性改善 

回路設計 

構造設計 

特開2003-059621 

－ 

01.08.10 

H01T23/00 

－ 

マイナスイオン発生装置 

送風部を内蔵した機器１の吹出し口２に取付け

ることができる取付け部３と、機器１から導入さ

れた風を外部に導出する風洞部４と、風洞部４内

に配設されてマイナスイオンを生成させる放電極

５と、放電極５

への電源供給回

路 ６ と を 備 え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放
射
性
物
質
利
用
式 

目的外物質抑制 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

トルマリン 特開2002-095733 

－ 

00.09.26 

A61L9/22 

－ 

マイナスイオン発生装置 

ファン２から発生する気流によって基材１同士

が衝突して基材１に担持されているトルマリン粉

末が加圧され、トルマリンの周囲の空気がマイナ

スイオン化して、マイナスイオンを気流中に混入

する。このマイナスイオンを含む気流を室内等に

送出し、室内等にマイナスイオンを行き渡らせる

ことができる。またトルマリンによるマイナスイ

オン発生機能を利用することで、体に有害とされ

るオゾンやＮＯXガスを発生させることなくマイナ

スイオンを発生させることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特開2003-126122 

－ 

01.10.26 

A61C17/00 

－ 

口腔衛生用具 

特開2003-159305 

－ 

02.01.31 

A61H33/12 

－ 

肌ケア装置 

発
生
方
式
の
特
定
無
し 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 

特開2000-186843 

－ 

98.12.22 

F24F11/02 

－ 

空気調和装置 
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2.5.1 企業の概要 

 
商号 三菱電機株式会社 

本社所在地 〒100-8310 東京都千代田区丸の内2-2-3 

設立年 1921年（大正10年） 

資本金 1,758億20百万円（2003年3月末） 

従業員数 35,457名（2003年3月末）（連結：110,279名） 

事業内容 重電システム、産業メカトロニクス、情報通信システム、電子デバイス、

家庭電器等の製造・販売、他 

 
 三菱電機は電機総合メーカーとして個人向け、法人向けと幅広い製品分野に参入してい

る。個人向けでは映像情報機器をはじめ、空調機器、生活関連機器、住まいの設備、キッ

チン電化他や、法人向けでは業務用の空調機器、送変電・受配電機設備、エレベータ・エ

スカレータなどのビル関連、情報セキュリティ、高速道路交通システム、エネルギー・水

環境関連、宇宙システム、病院・医療システム、半導体デバイス関連など様々な分野に参

入している。 

（出典：http://www.mitsubishielectric.co.jp/products/index.html） 

 
 
2.5.2 製品例 

 2003 年８月に「集塵・脱臭・除菌」性能を高めた空気清浄機「プラズマッハ」（登録商

標）を発売している。業界初のプラズマ触媒脱臭(特殊活性炭フィルター付)により、脱臭

性能 90％を実現し、併せて森林中や滝周辺にたくさんあるマイナスイオンを発生させ快適

な空気で毎日の生活をリフレッシュさせるものである。 

（出典：http://www.mitsubishielectric.co.jp/home/airclean/index.html） 

 

2.5 三菱電機 
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2.5.3 技術開発拠点と研究者 

 図 2.1.3 に、マイナスイオン発生機の三菱電機の出願件数と発明者数を示す。 

 

三菱電機の開発拠点：静岡県静岡市小鹿三丁目 18 番１号  三菱電機静岡製作所内 

       尼崎市塚口本町８丁目１番１号  三菱電機中央研究所内 

       和歌山市手平６丁目５番 66 号  三菱電機和歌山製作所内 

       埼玉県大里郡花園町大字小前田 1728 番地１  三菱電機ホーム機器内 

       東京都千代田区丸の内二丁目２番３号  三菱電機内 

 東京都千代田区大手町二丁目６番２号  三菱電機エンジニアリング内 

 
図 2.5.3 三菱電機の出願件数と発明者数 
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2.5.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.5.4 に、三菱電機のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布を示す。 

 課題としては、マイナスイオン発生特性の課題からは「発生特性改善」および「目的外

物質抑制」、そして応用課題からは「マイナスイオン効能、効果の発揮」についての出願が

特に多い。 

解決手段としてはコロナ放電、電子放射式に集中ており、「回路設計」、「電極構造」、

「製品組込み」などまんべんなく出願がみられる。 

 表 2.5.4-1 に、三菱電機のマイナスイオン発生機の技術要素別課題対応特許を示す。出

願件数 27 件中の登録分４件と発明の名称中にイオンの発生方法や、その方法・内容につい

て記されているもの（ただし発生機を組み込んだ用途のみに着目しているものは除く）は

図と概要入りで示し、その他は書誌事項のみを表示する。 
 

図 2.5.4 三菱電機のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布 
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表2.5.4 三菱電機の技術要素別課題対応特許（1/6） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

電極構造 特開平11-342192 

－ 

98.06.02 

A61L9/22 

－ 

負イオン発生装置 

筒状の接地電極１３の開口１５を上流側の第１

位置１８の横断面積よりも下流側の第２位置１９

の横断面積が小さいように構成し、放電電極１２

を第２位置１９と整列するか、またはこの第２位

置１９よりも下流側に位置するように開口１５内

に配置し、高速化した気体流が放電電極付近で負

イオン化されるようにして、単位時間当たりに発

生する負イオン数を増加させる。また、放電電極

２２を、開口２５内で径方向に配列された複数の

針 電 極 ２ ６

か ら 構 成 し

て 単 位 時 間

当 た り に 発

生 す る 負 イ

オ ン 数 を 増

加させる。 

回路設計 特開平11-156239 

－ 

97.11.26 

B03C3/68 

－ 

イオン発生機能付空気清浄機 

発生特性改善 

付加機構 特開2002-286356 

－ 

01.03.28 

F25D23/00,302 

－ 

負イオン及びオゾンの発生装置 

負イオン及びオゾンの発生装置１は、放電式の

負イオン・オゾン発生手段１ａと、自然蒸発式の

加湿手段１ｂと、送風装置１ｃと、吹出気流ガイ

ド １ ｄ を 備 え

て い る 。 負 イ

オ ン ・ オ ゾ ン

発 生 手 段 １ ａ

は 加 湿 手 段 １

ｂ よ り も 空 気

流 通 方 向 下 流

側 に 配 置 さ れ

ている。 

発生特性改善 

目的外物質抑制 

電極構造 特開平10-199653 

－ 

97.01.09 

H01T23/00 

三菱電機ホ－ム機

器 

負イオンによる起風装置 

コロナ放電時に負の高電圧を印加する針状金属

３ａを備えた放電電極と放電電極に対向して設け

られ接地又は正の高電圧を印加する穴あき平板電

極２とを有し、穴あき平板電極２と同電位で使用

され、オゾン分解触媒又は活性炭４を内面に塗布

した円筒電極１を穴あき平板電極の後流側に配設

し、オゾン分解触媒又は活性炭によってコロナ放

電に伴って発生するオゾン分子１０をイオン風か

ら 除 去 す る と 共

に、コロナ放電に

伴って発生する負

イオン６の電界に

よる移動に伴い発

生するイオン風を

装置外に取り出す

もの。 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

ノイズ抑制 

発生特性改善 

回路設計 特開2001-064002 

－ 

00.07.05 

C01B13/11 

－ 

活性粒子発生装置 
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表2.5.4 三菱電機の技術要素別課題対応特許（2/6） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

コスト低減 

発生特性改善 

回路設計 

正負イオン同時

発生他 

特開2002-284508 

－ 

01.03.28 

C01B13/11 

－ 

負イオン及びオゾンの発生装置 

電流センサ６で検出したモータ１への供給電流

の電流値と、オゾンセンサ８で検出したオゾン濃

度値とを制御手段７に入力し、制御手段７は、電

流値とオゾン濃度値とを予め制御手段７に設定さ

れたしきい値と比較す

ることにより、オゾン

高濃度警報、低濃度警

報、負イオン低濃度警

報を出力する。 

 

 

 

 

 

 

発生効率改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

電極構造 

製品への組込 

特開2002-277010 

－ 

01.03.19 

F24F7/06 

－ 

空調ダクト装置 

発生効率改善 電極構造 

付加機構 

特開平11-342181 

－ 

98.06.03 

A61L2/14 

－ 

負イオン発生装置 

気流を狭めて送気速度を高めるノズル構成を有

し包囲体状の接地電極と、これの内部に所定の距

離を保持しつつ配置された放電電極と、両電極間

に高電圧を印加する電源装置と、供給口より気体

を吸入し両電極間にその気体を送り込む送風機と

を備え、高電圧を印加してコロナ放電を発生させ

電 離 し

た 負 イ

オ ン を

排 出 口

よ り 送

り 出 す

よ う に

した。 

 

 

 

拡散特性改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 特開2001-095544 

－ 

99.09.29 

A23L3/3445 

－ 

負イオン発生器を備えた保存庫 

特開平07-301482 

－ 

94.04.30 

F25D23/00,302 

－ 

冷凍・空調装置 目的外物質抑制 製品への組込 

特開平09-119657 

－ 

95.10.25 

F24F1/00 

－ 

［被引用５回］ 

冷凍・空調装置 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

電極構造 

製品への組込 

特開平10-249097 

－ 

97.03.12 

D06F58/00 

三菱電機ホ－ム機

器 

寝具乾燥装置 
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表2.5.4 三菱電機の技術要素別課題対応特許（3/6） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

構造設計 

電極構造 

製品への組込 

特開平10-263293 

－ 

97.03.25 

D06F58/00 

三菱電機ホ－ム機

器  

寝具乾燥装置 

回路設計 

正負イオン同時

発生他 

特開2000-346538 

－ 

99.06.02 

F25D23/00,302 

－ 

空気調和システム 

特開2001-276205 

－ 

00.03.30 

A61L9/22 

－ 

負イオンシステム 

負イオン発生手段によって発生させた負イオン

を所定空間内に供給し、内部に配置された対象物

の近傍での負イオン濃度が所定濃度以上となるよ

うにした負イオンシステムにおいて、所定空間内

の表面を帯電し難い材料、導電性を有す材料、も

しくは親水性を有す材料のいずれかで構成するよ

うにする。 

 

 

特開2002-068422 

－ 

00.08.31 

B65G1/137, 

－ 

生鮮品保存流通装置、生鮮品保存流通方法 

特開平07-335369 

（未請求取下） 

94.06.10 

H01T23/00 

三菱電機ホ－ム機

器 

［被引用１回］ 

寝具の乾燥方法及び寝具乾燥装置 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 

特開平08-056630 

（拒絶） 

94.08.24 

A23L3/3445 

－ 

［被引用１回］ 

微生物繁殖防止方法およびその装置 
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表2.5.4 三菱電機の技術要素別課題対応特許（4/6） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特開平11-347111 

－ 

98.06.08 

A61L9/22 

三菱電機エンジニ

アリング 

負イオンシステム 

温度調整室１の空間内に負イオンを発生させる

負イオン発生器２配置し、温度調整室１の空間内

のうち負イオン発生器２が配置された空間とは別

のところに負イオンを電位差により導く吸着部材

３を配置し、温度調整室１の空間内の生鮮食料品

を 配 置 さ れ

た 領 域 に 所

定 濃 度 の 負

イ オ ン を 当

てる。 

特許2904328 

－ 

93.11.12 

A23L3/3418 

－ 

［被引用２回］ 

微生物繁殖防止装置 

オゾン分解室を通気路から電気的に絶縁して設

置するようにした。また、正イオンを除去する電

極を設け、負イオンのみを取り出すようにし、取

り出したイオンの寿命を伸ばすようにした。ま

た、微生物が繁殖する物体を格納する空間に供給

したイオン化気体を電離室に帰還させるイオン供

給 部 を 設 け た 。 ま

た、イオンを含む気

体を気泡化して貯水

器の水中に供給する

気液混合器を設ける

ようにしたものであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 

特許3265120 

－ 

94.06.10 

A47L7/04 

三菱電機ホ－ム機

器 

電気掃除機の集塵室内の有害微生物殺除方法及び

電気掃除機 

排気空気１０８を集塵室６内に捕捉された塵埃

中の有害微生物の殺除可能な程度の温度に加熱

し、且つその加熱された排気空気１０８に高電圧

を印加して負イオンを発生させ、所定の時間その

負イオンを含有する加熱された排気空気１０８を

上記集塵室６内に循環させるようにした。 
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表2.5.4 三菱電機の技術要素別課題対応特許（5/6） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 特許3353223 

－ 

96.12.19 

D06F58/00 

三菱電機ホ－ム機

器 

寝具の乾燥装置 

送風機２、発熱体４、負イオンを発生させる一

対の電極１７，１８および負の高電圧を供給する

電源１０を備えたイオン化温風発生装置１と、生

成された負イオンを含有する温風２２を表面より

噴出する袋体１０１と、負イオンを含有する温風

１２を袋体１０１に供給するホース１３とを備え

てなり、ホース１３は、金属部材を有し、この金

属部材を接地したものである。 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

応用製品性能向

上 

製品への組込 特開2000-146414 

－ 

98.11.16 

F25D23/00,302 

－ 

［被引用１回］ 

負イオンシステム 

負イオン発生器２から送出される負イオンは、

ファン５２により吹出風量が調整され、電圧印加

された吸着部材１０との間でほぼ均一に分布さ

れ、殺菌対象物３の微生物の増殖を抑える。 

電
子
放
射
式 

発生特性改善 

応用製品性能向

上 

製品への組込 特開2001-169765 

－ 

99.12.17 

A23L3/36 

－ 

負イオンシステム 

負イオンを発生させる負イオン発生手段１と、

発生させた負イオンを搬送する搬送手段３と、搬

送された負イオンを所定の空間に拡散して放出す

る拡散手段４とを備えたものである。拡散手段

は、搬送された負イオンを放出するとき、その流

路を拡大する流路拡大手段や、搬送手段に設けら

れた多数の負イオン放出孔であったり、拡散手段

に可動式のルーバーを設け、風向を変化させるこ

とを特徴

とする。 

放
射
性
物
質

利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

炭 特開2002-115957 

－ 

00.10.06 

F25D23/00,302 

－ 

冷凍冷蔵庫 
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表2.5.4 三菱電機の技術要素別課題対応特許（6/6） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発
生
方
式
の
特
定
無
し 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

特定無しの技術 特許2760214 

－ 

92.06.05 

F24F1/02,391 

－ 

空気調和機 

室内空気調和部７を室外に配置し、通気ダクト

４，４ａ，４ｂにより室内と結合し、室内の温

度，気流を調整する。室内空気調和部７は、不図

示のダンパー３２を有し、このダンパー３２によ

り外気を導入し室内リターン空気を外気へ排出す

るか、室内リターン空気を導入し巡回させるかを

切 り 換 え て い

る 。 こ の 構 成

に よ り 全 外 気

空 調 が 可 能 と

なる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測
定
技
術 

測定性能改善 測定技術 特開2001-343360 

－ 

00.06.05 

G01N27/60 

長野日本無線 

ガス中イオン量測定装置 
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2.6.1 企業の概要 

 
商号 世界長株式会社 （2003年9月、会社更生法手続き開始が決定） 

本社所在地 〒531-0071 大阪市北区中津1-6-24 

設立年 1919年（大正8年） 

資本金 20億88百万円（2003年3月末） 

従業員数 159名（2003年3月末） 

事業内容 フットウェア（スポーツカジュアルシューズ、ジュニアシューズ等）、化

成品（シーリング材、ゴム工業用品等）の製造・販売 

 
 世界長は、フットウェア事業、化成品事業を進めており、フットウェア事業では、人間

工学や消費者動向に関して蓄積したデータをもとに機能性はもちろん、ファッション性に

も優れたフットウェアを生み出し、化成品事業では、建築材料及び工業用品を開発してい

る。 
 
 
2.6.2 製品例 

世界長は、マイナスイオン生成素材「セシオン」（登録商標）を利用した製品を製造し

ている。この製品としては、建築素材「セシオンコート」、生活用品、新しい靴の中敷「ふ

っとイオン」がある。 
 

表 2.6.2 世界長の製品例 

建築内装用コ

ート材 
セシオンコート（半永久的にマイナスイオンを生成する、半透明の塗

料。） 
（出典：http://www.secaicho.co.jp/index.html） 

靴の中敷 ふっとイオン（抗臭・消臭機能を有するインソールパッチ。） 

（出典：http://www.secaicho.co.jp/index.html） 
 

2.6 世界長 
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2.6.3 技術開発拠点と研究者 

 図 2.6.3 に、マイナスイオン発生機の世界長の出願件数と発明者数を示す。 

 

世界長の開発拠点：大阪府大阪市北区中津 1－ 6－ 24 世界長本部内 

         兵庫県神戸市西区宮下 1－ 21－ 1 世界長神戸技術研究所内 

         山口県周南市室尾 2-10-1 世界長新南陽工場内 
 
 

図 2.6.3 世界長の出願件数と発明者数 
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2.6.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.6.4 に、世界長のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布を示す。 

 課題としては、マイナスイオン発生特性の課題からは「発生効率改善」及び「副産物の

利用」、そして応用課題からは「マイナスイオン効能、効果の発揮」がある。件数は、これ

らの３つの課題間で、大きな差はない。 

解決手段としては、放射性物質利用式の「トルマリン」を中心に、「その他」にも出願

がある。 

表 2.6.4 に、世界長のマイナスイオン発生機の技術要素別課題対応特許を示す。出願件

数 22 件中の登録分２件を概要入りで示す。 
 

図 2.6.4 世界長のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

噴霧構造設計

その他

回路設計

構造設計

電極構造

機能付加

駆動構造設計

給水構造設計

その他

セラミック

トルマリン

製品組込み

炭

コ
ロ
ナ
放
電

、
電

子
放
射
式

レ
ナ
ー

ド
式

放
射
性
物
質

利
用
式

課
題

解決手段

その他構造設計

付加機構

発
生
特
性
改
善

省
電
力

（
省
エ
ネ

）

そ
の
他

副
産
物
の
利
用

応
用
製
品
性
能
向
上

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
効
能

、
効

果
の
発
揮

測
定
性
能
改
善

ノ
イ
ズ
抑
制

マイナスイオン発生特性の課題

拡
散
特
性
改
善

水
処
理
改
善

電
極

、
放
電
特
性
改
善

利
便
性
向
上

コ
ス
ト
低
減

応用課題

目
的
外
物
質
抑
制

発
生
効
率
改
善

発生機や測定器の組込み課題

小
型
・
軽
量
化
他

生
産
性
向
上

製品組込み

ケイ素

その他発生方式

測定技術

発生機の特定無し

9 13 11

4 41
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表2.6.4 世界長の技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特開平10-168226 

－ 

96.12.13 

C08K3/00 

府中テンパ－ル 

弾性体 

特開平11-166085 

－ 

97.12.04 

C08L23/16 

－ 

[被引用1回] 

熱可塑性樹脂組成物 

特開平11-021384 

－ 

97.07.04 

C08L9/06 

－ 

ゴム弾性組成物及びゴム発泡弾性体 

特開平11-021398 

(拒絶) 

97.07.04 

C08L25/04 

－ 

食品鮮度保持用スチレン共重合樹脂成形体 

発生効率改善 トルマリン 

特開2002-012827 

(拒絶) 

00.06.30 

C09D201/00 

－ 

塗材及び塗装部材  

特開2000-144001 

－ 

99.12.24 

C08L101/16 

－ 

樹脂組成物 

特許3035279 

－ 

98.10.21 

C08L101/16 

－ 

[被引用3回] 

樹脂組成物 

特定の高分子基材または特定の高分子基材と希

有元素類を含む鉱物よりなるマイナスイオンを放

出又はマイナスイオン環境をつくると同時に、遠

赤外線セラミックスを混合し、プラスイオンの放

出量の抑制作用と併せ、マイナスイオンの励起促

進作用の共存状態と、遠赤外線を放射する高分子

樹脂組成物又は発泡樹脂組成物の構成とする。 

（図面なし） 

発生効率改善 

副産物の利用 

トルマリン 

特開2002-011814 

－ 

00.06.30 

B32B5/16 

－ 

多機能性植毛部材 

その他放射性物

質 

特開2003-049161 

－ 

01.08.07 

C09K3/30 

－ 

エアゾ－ル組成物 発生効率改善 

副産物の利用 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

トルマリン 特開2001-234595 

－ 

02.07.25 

E04F13/02 

－ 

室内用建材 

放
射
性
物
質
利
用
式 

副産物の利用 トルマリン 特開2002-011834 

－ 

00.06.30 

B32B27/18 

－ 

多機能性シ－ト・フイルム部材 



151 

表2.6.4 世界長の技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

副産物の利用 その他放射性物

質 

特開平11-335663 

－ 

98.05.23 

C09K17/48 

－ 

土壌改質材 

特開2001-335726 

－ 

00.05.29 

C09D11/02 

サンリツト産業 

多機能性インキ 

特開2000-301168 

(拒絶) 

99.04.21 

C02F1/68,510 

－ 

[被引用1回] 

水質浄化材 

特開2002-371465 

－ 

02.04.08 

D06M11/79 

－ 

多機能性伸縮織編物二次製品 

特開2000-110062 

(拒絶) 

98.10.03 

D06M11/45 

－ 

多機能性伸縮織編物及び二次製品 

特許3183858 

－ 

98.06.16 

D06M17/00 

サンリツト産業 

多機能性芯地部材 

表裏面を不織布又は織編物地とし、静電気に帯

電しにくい高分子基材と希土類酸化化合物とトル

マリン若しくは遠赤外線セラミックのいずれかを

含む樹脂組成物等をコーティング加工或いは貼着

した積層シートにパンティング孔空け加工した構

成とする。（図面なし） 

特開2000-262225 

－ 

99.03.16 

A23K1/175 

－ 

飼料改良材 

トルマリン 

特開2001-231524 

－ 

00.02.23 

A23L3/358 

－ 

鮮度保持材 

特開2000-300097 

(拒絶) 

99.04.21 

A01G31/00,620 

－ 

水耕栽培用植物生長促進材 

副産物の利用 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

トルマリン 

その他放射性物

質 

特開2003-089602 

－ 

02.07.01 

A01N25/00,102 

－ 

水耕栽培用植物生長促進材 

放
射
性
物
質
利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

トルマリン 特開平11-043558 

－ 

97.11.21 

C08L9/06 

－ 

ゴム弾性体及び発泡ゴム弾性体 
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2.7.1 企業の概要 

 
商号 ソニー株式会社 

本社所在地 〒141-0001 東京都品川区北品川6-7-35 

設立年 1946年（昭和21年） 

資本金 4,762億78百万円（2003年3月末） 

従業員数 17,159名（2003年3月末）（連結：161,100名） 

事業内容 音響・映像・情報・通信関係の各種電子・電気機械器具・部品の製造・販

売、他 

 
アイワはホームオーディオを主力とする家電メーカーであり、ラジカセやミニコンポが

主力製品であった。しかし、2002 年 12 月１日付けで、ソニーの完全子会社化された後に

さらに吸収合併されて解散したが、現在ではブランド名のみ存続している。 

 
2.7.2 製品例 

 2.7.1 に記したように、2002 年 12 月１日付けでアイワはソニーに吸収合併されたが、そ

の前年の 2001 年７月 18 日に空気清浄機事業からも撤退することを既に発表しており、現

在では紹介する製品例は存在しない。 

 

2.7.3 技術開発拠点と研究者 

 図 2.7.3 に、マイナスイオン発生機のソニーの出願件数と発明者数を示す。 

 

ソニー（旧 アイワ）の開発拠点：東京都台東区池之端 1 丁目 2 番 11 号 アイワ内 

         東京都中野区東中野 1 丁目 11 番 6 号 アイワエンジニアリング内 

 
図 2.7.3 ソニーの出願件数と発明者数 
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2.7.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.7.4 に、ソニーのマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布を示す。 

 課題としては、発生機や測定器の組込み課題からは「利便性向上」、応用課題からは「マ

イナスイオン効能、効果の発揮」についての出願が特に多い。 

解決手段としては、コロナ放電、電子放射式にも若干見られるが、主にはレナード式に

多く出願されている。レナード式に関しては、「噴霧構造設計」、「駆動構造設計」、「給水構

造設計」、「その他構造設計」などにまんべんなく多くの出願がなされている。 

 表 2.7.4 に、ソニーのマイナスイオン発生機の技術要素別課題対応特許を示す。出願件

数 20 件中の登録分は０件であったが、発明の名称中にイオンの発生方法や、その方法・内

容について記されているもの（ただし発生機を組み込んだ用途のみに着目しているものは

除く）は図と概要入りで示し、その他は書誌事項のみを表示する。 
 
 
 

図 2.7.4 ソニーのマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布 
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表2.7.4 ソニーの技術要素別課題対応特許（1/6） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

発生特性改善 

その他構造設計 特開平11-188222 

－ 

97.12.25 

B01D47/00 

－ 

空気清浄装置、車載用の空気清浄装置、マイナス

イオン発生装置及び車載用のマイナスイオン発生

装置 

空気を取り入れる吸気部と、前記吸気部からの

空気と混合させるための液体を収容する容器と、

前記容器上部で前

記液体を微細化す

る液体微細化部と

を備え、前記液体

微細化部によって

生成された微細状

の液体に前記空気

を流通させるよう

にしたことを特徴

とするマイナスイ

オン発生装置。 

 

 

 

特開平11-019536 

－ 

97.06.30 

B05B3/02 

－ 

液体微細化装置、空気清浄装置、マイナスイオン

発生装置及び加湿器 

液体を微細化することによりマイナスイオンを

含有したガスを発生する液体微細化部と、複数の

開孔部を有し前記液体微細化部の内側に設けられ

た筒状体と、液体の供給

を受けて該液体を遠心力

により前記筒状体の内壁

に向けて噴出させる液体

噴霧回転体とを備えたこ

とを特徴とするマイナス

イオン発生装置。 

 

 

 

 

 

レ
ナ
ー
ド
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

水処理改善 

発生効率改善 

噴霧構造設計 

特開平11-019537 

－ 

97.06.30 

B05B3/10 

－ 

液体微細化装置、空気清浄装置、マイナスイオン

発生装置及び加湿器 

液体を微細化することによりマイナスイオンを

含有したガスを発生するための液体微細化部と、

前記液体微細化部の内側に設けられ、液体の供給

を受けて該液体を遠心力により前記液体微細化部

の内壁に向けて噴出させる液体噴霧回転体と、前

記液体噴霧回転体の接線方

向に向くように前記液体微

細化部の内壁に沿って設け

られた１または２以上の突

出壁とを備えたことを特徴

とするマイナスイオン発生

装置。 
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表2.7.4 ソニーの技術要素別課題対応特許（2/6） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

駆動構造設計 特開平10-151331 

－ 

97.01.17 

F16K15/00 

－ 

気水混合装置及びこれを利用した空気清浄装置及

びマイナスイオン発生装置 

筐体外部より空気を吸入する吸入口と、吸入し

た空気と共にマイナスイオンを筐体外部に排出す

る排気口と、筐体外部より空気を吸入し排出する

吸気排気部と、上記液体を気水混合部に供給し、

微細水滴とする液体供

給部と、上記液体供給

部に上記液体を搬送す

る 液 体 搬 送 部 と を 有

し、上記吸気排気部と

上記液体供給部及び液

体搬送部は同一の駆動

部にて駆動されること

を特徴とするマイナス

イオン発生装置。 

 

 

 

 

 

コスト低減 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

機能付加 

その他構造設計 

特開平10-066857 

－ 

96.08.28 

B01J4/00,103 

－ 

液体の供給及び回収装置及びこれを利用した空気

清浄装置及びマイナスイオン発生装置 

水等の液体を微細水滴として噴霧することによ

りマイナスイオンを発生させるマイナスイオン発

生装置であって、上記液体を供給するための第１

の貯留部と、上記液体を噴霧するための噴霧部

と、上記噴霧部で噴霧された液体を回収する第２

の 貯 留 部 と 、 を 備

え、上記第２の貯留

部に回収された上記

液体を上記第１の貯

留 部 内 に 戻 す 回 収

モードを備えたこと

を特徴とするマイナ

スイオン発生装置。 

レ
ナ
ー
ド
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

生産性向上 

利便性向上 

駆動構造設計 特開平11-023019 

－ 

97.06.30 

F24F7/00 

－ 

回転体挿入ガイド機構、空気清浄装置、マイナス

イオン発生装置及び加湿器 

回転源の軸に接続された継ぎ手部を有し、液体

を微細化によりマイナスイオンを発生する液体微

細化部と、前記液体微細化部の内側に設けられ、

一端には前記継ぎ手部に接続するための第１の回

転軸を有し、かつ、他端には揚水用の動力を伝達

するための第２の回転軸を有し、前記揚水用の動

力によって供給される液体を遠心力により前記液

体微細化部の内壁に向けて噴出させる液体噴霧回

転体と、前記液体噴霧回転体

の外径に等しい内径を有し、

かつ、ガイド部とを備えたこ

とを特徴とするマイナスイオ

ン発生装置。 
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表2.7.4 ソニーの技術要素別課題対応特許（3/6） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

利便性向上 噴霧構造設計 特開平11-024758 

－ 

97.06.30 

G05D9/00 

－ 

水位検出装置、空気清浄装置、マイナスイオン発

生装置及び加湿器 

マイナスイオン発生用の液体貯留装置と、前記

液体貯留装置に対して着脱自在に取り付けられ、

前記液体を汲み上げる液体供給装置と、前記液体

貯留装置の水位を検出する検出部と、前記検出部

の出力信号と予め設定された閾値水位に関する基

準信号とを比較する比較部と、前記比較部の出力

を判定する制御部とを備え、前記液体貯留装置の

液体の水位が前記閾値水位に到達したときは、前

記液体供給装置の動作を停止するようにしたマイ

ナスイオン発生装置。 

 

噴霧構造設計 特開平11-108402 

－ 

97.10.09 

F24F6/16 

－ 

動作確認機構、空気清浄装置、マイナスイオン発

生装置及び加湿器 

液体を微細化することによりマイナスイオンを

発生させる液体微細化部と、前記液体を噴出する

液体噴霧体とを備えたマイナスイオン発生装置で

あって、前記液体微細化部は、噴出された前記液

体を衝突させる少なくとも一部が透明な部材で構

成された透明部を有する液体衝突壁と、前記液体

衝突壁の少なくとも前記透明

部に光を照射する光源部とを

備え、前記液体衝突壁に衝突

する前記液体の状態を透明部

によって確認し得るようにな

されたことを特徴とするマイ

ナスイオン発生装置。 

 

 

 

 

レ
ナ
ー
ド
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

利便性向上 

 

駆動構造設計 特開平11-023020 

－ 

97.06.30 

F24F7/00 

－ 

冷却装置、空気清浄装置、マイナスイオン発生装

置及び加湿器 

回転源と、前記回転源により駆動され、液体の

供給を受けて該液体を遠心力により噴出させる液

体噴霧回転体と、前記噴出された液体を受ける内

壁を有し、該内壁と前記液体噴霧回転体との間で

マイナスイオンを含有した

ガスを発生する液体微細化

部と、前記液体微細化部か

ら得られたガスを前記回転

源に導く導入部とを備え、

前記ガスの一部または全部

を用いて前記回転源を冷却

するようにしたことを特徴

とするマイナスイオン発生

装置。 
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表2.7.4 ソニーの技術要素別課題対応特許（4/6） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

機能付加 

駆動構造設計 

特開平11-024759 

－ 

97.06.30 

G05D9/00 

－ 

異常検出装置、空気清浄装置、マイナスイオン発

生装置及び加湿器 

マイナスイオン発生用の液体を貯留する液体貯

留装置と、前記液体貯留装置に貯留された前記液

体を汲み上げる液体供給装置と、前記液体供給装

置の回転速度を検出する検出部と、前記検出部の

出力信号と予め設定された下限閾値速度に関する

基準信号とを比較する比較部と、前記比較部の出

力を判定する制御部とを備

え、前記回転源の回転速度

が下限閾値速度よりも低い

ときは、前記制御部によっ

て前記液体供給装置の動作

が停止されるようになされ

たことを特徴とするマイナ

スイオン発生装置。 

特開平11-013907 

－ 

97.06.30 

F16K15/00 

－ 

逆止弁機構、空気清浄装置、マイナスイオン発生

装置及び加湿器 

マイナスイオン発生用の液体を貯留する液体貯

留装置と、前記液体貯留装置に対して着脱自在に

取り付けられ、前記液体を汲み上げる液体供給装

置とを備え、前記液体供給装置が液体貯留装置に

取り付けられたときには、前記液体貯留装置の底

部に前記弁体の凸部が当

たって前記液体供給装置

の内側に引っ込むように

なされ、前記液体供給装

置が液体貯留装置から取

り外されたときには、前

記バネ体によって前記弁

体が液体取入口を塞ぐよ

うになされたことを特徴

とするマイナスイオン発

生装置。 

レ
ナ
ー
ド
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

利便性向上 

 

給水構造設計 

特開平11-023021 

－ 

97.06.30 

F24F7/00 

－ 

搬送機構、空気清浄装置、マイナスイオン発生装

置及び加湿器 

マイナスイオン発生用の液体貯留装置と、前記

液体貯留装置に対して着脱自在に取り付けられ、

液体を汲み上げる液体供給装置を有した筐体と、

前記筐体と前記液体貯留装置とを脱着するための

脱着用の取っ手とを備え、前記脱着用の取っ手は

非収納面を有し、前記脱着用の取っ手が前記筐体

の収納部に入り込んだときは、その非収納面が該

筐体の周面に一致するように前記脱着用の取っ手

が前記筐体に係止さ

れると共に、前記脱

着用の取っ手が押さ

れた時、前記筐体の

外側に突出するよう

にしたマイナスイオ

ン発生装置。 
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表2.7.4 ソニーの技術要素別課題対応特許（5/6） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

給水構造設計 特開平11-108401 

－ 

97.10.09 

F24F6/16 

－ 

離脱機構、空気清浄装置、マイナスイオン発生装

置及び加湿器 

液体を汲み上げる液体供給装置を有した筐体

と、前記液体を貯留する液体貯留装置と、前記液

体貯留装置を載置して前記筐体と離脱可能になさ

れる基台と、前記基台には被押圧部を有して前記

液体貯留装置を保持する保持部が設けられ、前記

筐体には前記筐体と前記基台とを脱着する取っ手

が設けられ、前記取っ手は、前記基台の保持部を

係止する係止部と、前記被押圧部を押圧する押圧

部とを有し、前記係止部と押圧部との間には軸が

設 け ら れ 、 前 記 軸 に

よって前記取っ手が回

動自在になされ、前記

取 っ 手 の 回 動 操 作 に

よって前記基台の保持

部の係止状態が解除さ

れると共に、前記保持

部への付勢力によって

前記液体貯留装置の保

持力が強められるよう

にしたことを特徴とす

る空気清浄装置。 

機能付加 

給水構造設計 

機能付加 

特開平10-033926 

（未請求取下） 

96.07.25 

B01D47/00 

－ 

空気清浄装置及びマイナスイオン発生装置 

液体を供給するための貯留タンクを有し、上記

貯留タンクは上記貯留タンク内の液体を流出する

ための流出部と、上記貯留タンクに空気を流入す

るための流入部とを有し、上記流入部にはこの流

入部を開閉するための開閉弁を備え、上記開閉弁

は第１の付勢手段に

より閉方向に付勢さ

れると共に、上記貯

留タンク内に貯留さ

れた液体によって発

生した浮力で閉方向

に付勢されることを

特徴とするマイナス

イオン発生装置。 

レ
ナ
ー
ド
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

利便性向上 

 

その他構造設計 特開平11-019437 

－ 

97.06.30 

B01D46/00 

－ 

フイルタの着脱機構、空気清浄装置、マイナスイ

オン発生装置及び加湿器 

空気取入口の開口形状よりも大きな形状で可逆

性の枠体を有したフィルタとを備え、枠体の上下

部が前記空気取入口の上下部の溝部に入り込んだ

ときには、その枠体の両端が該空気取入口の両側

に引っかかるように

して前記フィルタが

筐体に係止されると

共に、前記フィルタ

が前記筐体の内側に

向けて押されたとき

には、溝部からフィ

ルタが外れるように

なされたことを特徴

とするマイナスイオ

ン発生装置。 
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表2.7.4 ソニーの技術要素別課題対応特許（6/6） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

その他構造設計 特開平11-267564 

－ 

98.03.24 

B05B15/00 

－ 

動作確認機構、空気清浄装置、マイナスイオン発

生装置及び加湿器 

液体微細化部は、液体を衝突させるために少な

くとも一部が透明な部材で構成され、かつ、一部

又は全部が光を拡散するように構成された点検用

の窓部を有する液体衝突壁と、点検用の窓部に光

を照射する光源部とを

有し、前記窓部から拡

散される光によって前

記液体衝突壁に衝突す

る液体の状態を確認し

得るようにしたマイナ

スイオン発生装置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レ
ナ
ー
ド
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

利便性向上 

 

機能付加 特開平11-023024 

－ 

97.06.30 

F24F7/00 

－ 

モ－タ駆動装置、空気清浄装置、マイナスイオン

発生装置及び加湿器 

モータと、モータの回転軸に接続され、マイナ

スイオン発生用の液体を遠心力により噴出させる

液体噴霧回転体と、前記モータの始動時からの経

過時刻を検出する検出部と、前記検出部の出力信

号に基づいて前記モータの回転速度を制御する制

御部とを備え、前記モータ

始動時から時刻が経過する

と共に、前記制御部によっ

て前記モータの回転速度を

一段もしくは多段または無

段階に上昇させることによ

り、前記液体噴霧回転体の

姿勢を安定化するようにし

たマイナスイオン発生装

置。 

 

 

 

 

特開平11-076863 

－ 

97.08.29 

B03C3/41 

－ 

イオン式の空気清浄装置 発生特性改善 

目的外物質抑制 

 

回路設計 

 

特開平11-076864 

－ 

97.08.29 

B03C3/41 

－ 

イオン式の空気清浄装置 コ
ロ
ナ
放
電
式 

発生効率改善 製品への組込 特開平11-156233 

－ 

97.11.21 

B03C3/02 

－ 

空気清浄装置 
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2.8.1 企業の概要 

 
商号 タイガー魔法瓶株式会社 

本社所在地 〒571-8571 大阪府門真市速見町3-1 

設立年 1923年（大正12年） 

資本金 80百万円 

従業員数 630名 

事業内容 魔法瓶、炊飯ジャー、電気ポット、電気調理器具、アウトドア用品（ステ

ンレスボトル等）、環境快適製品（加湿器等）の製造・販売 

 
タイガー魔法瓶は、その製品群として、電気ポット、炊飯ジャーをはじめとするキッチ

ン用品だけでなく、調理器具、リビング用品、環境快適製品、クリーン器具などがある。

さらに、タイガー魔法瓶は、環境快適商品として、マイナスイオンを発生させる商品も製

造している。 

（出典：http://www.tiger.jp/index.html） 
 
 
2.8.2 製品例 

タイガー魔法瓶は、マイナスイオンを発生させる商品として、イオンコンディショナー、

加湿器、空気清浄器を製造している。イオンコンディショナーは、自然と同じ「レナード

現 象 」（ 滝 や 急 流 な ど で 、 水 滴 が 激 し く 飛 び 散 る と き 、 空 気 中 に マ イ ナ ス イ オ             

ンが発生する現象）により、滝のおよそ４倍、約 20,000 個/cm3 ものマイナスイオンを含ん

だ空気を発生させる。 

また、このイオンコンディショナーは、そよ風や小川のせせらぎなど、自然現象がつく

り出す心地良いリズム「1/f ゆらぎ」の風で、マイナスイオンを部屋全体に広げることで、

体のリズムとやさしく調和し、心にやすらぎを与え、健康と快適をもたらすという。加湿

器は、電気方式で、約 10,000 個/cm3 ものマイナスイオンを含んだ空気を発生させる。 

 

2.8 タイガー魔法瓶 
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2.8.3 技術開発拠点と研究者 

 図 2.8.3 に、マイナスイオン発生機のタイガー魔法瓶の出願件数と発明者数を示す。 

 

タイガー魔法瓶の開発拠点： 大阪府門真市速見町３番１号 タイガー魔法瓶本社内 

           大阪府大阪市城東区蒲生２丁目１番９号 タイガー魔法瓶本社内 
 

図 2.8.3 タイガー魔法瓶の出願件数と発明者数 
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2.8.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.8.4 に、タイガー魔法瓶のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布を示す。 

 課題としては、発生機や測定器の組込み課題からは「小型・軽量化他」および「利便性

向上」についての出願が多い。 

解決手段としては、大部分がレナード式に集中し、その中でも「機能付加」についての

出願が多い。 

 表 2.8.4 に、タイガー魔法瓶のマイナスイオン発生機の技術要素別課題対応特許を示す。

出願件数 18 件中の登録分 14 件と発明の名称中にイオンの発生方法や、その方法・内容に

ついて記されているもの（ただし発生機を組み込んだ用途のみに着目しているものは除く）

は図と概要入りで示し、その他は書誌事項のみを表示する。 

 タイガー魔法瓶の出願の特徴の一つとして、共同出願の割合が多いことがあげられる。

出願 18 件中、８件がジオクトと、７件が松下エコシステムズとの共同出願である。 

 
 

図 2.8.4 タイガー魔法瓶のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布 
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表2.8.4 タイガー魔法瓶の技術要素別課題対応特許（1/6） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生特性改善 噴霧構造設計 特許3404616 

－ 

96.07.05 

A61L9/22       

松下エコシステム

ズ 

[被引用2回] 

負イオン発生装置 

水分裂部２に水を供給し、その水滴を微細水滴

に分裂させて負イオンを発生させ、微細水滴を空

気中から遠心力分離して負イオンを含む多湿空気

を供給する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発生特性改善 

利便性向上 

噴霧構造設計 特許3138913 

－ 

96.11.12 

F24F7/00 

松下エコシステム

ズ 

－ 

負イオン発生装置 

水分裂部２に水を供給し、供給された水を微細

水滴に分裂させて空気中に負イオンを発生させ

る。水分裂部２は、回転体１１と衝壁とを有して

いる。回転体１１は回転駆動され、水槽から供給

された水を遠心方向に放水する。衝壁は、回転体

１１より放水された水を衝突させる面であり、水

が衝突する面上には、凹凸

２８が形成されている。凹

凸２８を付された面は、衝

突した水を散乱させる面で

ある。凹凸２８の凸部に衝

突した水は、はじき返され

て分裂し、はじき返された

水は凹部に受入れられて水

槽内へ戻される。 

 

 

 

 

レ
ナ
ー
ド
式 

発生効率改善 

水処理改善 

噴霧構造設計 特許3344317 

－ 

98.05.26 

A61L9/22      

－ 

負イオン発生装置 

水分裂部に回転体１４を有している。回転体１

４は、一方向に回転駆動される円盤Ｄであり、盤

面には、中心から外縁にかけて下傾する傾斜面３

０ａを有している。水は、供給用配管２５を通じ

て傾斜面２０ａ上に給水され、傾斜面２０ａを下

降し、遠心力作用を受け

て周縁に振り切られる。

水を傾斜面２０ａ上に受

けることにより水切れ性

が改善され、また、衝撃

力は緩和される。 

 

 

 

 

 

 

 

 



164 

表2.8.4 タイガー魔法瓶の技術要素別課題対応特許（2/6） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生効率改善 

利便性向上 

機能付加  特許3404617 

－ 

96.07.05 

A61L9/22 

松下エコシステム

ズ  

負イオン発生装置 

水供給部２と、気液分離部３とは連通して空気

通路Ｗを形成している。水供給部２内の空気通路

Ｗは、筒体９であり、空気は、筒体９の内壁に沿

い、旋回を繰り返しながら流動する。筒体９内に

は回転体１１が設置されている。回転体１１は、

空気の旋回方向と同方向に回転しながら水供給部

２より供給された水を空気の旋回流中に放出し、

筒体９の内の衝壁に衝

突させて微細水滴に分

裂させ、空気中に負イ

オンを発生させる。 

 

 

 

 

 

 

 

特許3037634 

－ 

97.05.01 

F24F6/00 

ジオクト 

負イオン発生装置 

水槽２内に貯留された水を汲み出し、これを水

分裂部Ａの回転体１４に供給し、回転体１４の放

水部２４より噴出して微細水滴に分裂させ、微細

水滴を含む空気を気液分離部Ｂに送風し、気液分

離を行い、負イオンを含む多湿の空気を外部へ送

風する。放水部２４より噴出した水の大部分は、

水槽２内に戻される。水槽２内の水が循環使用さ

れる間にポンプ２７で吸引された外気と接触して

空気中の雑菌が水中

に取り込まれる。水

槽２内にはヒータ２

８ を 有 し て い る 。

ヒータ２８の電源を

適宜投入し、水を加

熱して殺菌処理を行

う。 

 

 

 

 

 

 

レ
ナ
ー
ド
式 

水処理改善 

 

給水構造設計 

 

特許3275205 

－ 

98.01.14 

A61L9/22        

ジオクト 

負イオン発生装置 

水の分裂処理に用いるべき水を収容した水槽２

に、抗菌カプセル２９を投入する。抗菌カプセル

２９は、溶出させるべき抗菌剤を収容したもので

あり、水槽２内に脱着

可能に収納され、水槽

内に抗菌剤を溶出し、

水 中 の雑 菌 を 除 去す

る。 
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表2.8.4 タイガー魔法瓶の技術要素別課題対応特許（3/6） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

水処理改善 

利便性向上 

駆動構造設計 特開平10-300139 

(拒絶) 

97.05.01 

F24F6/00    

ジオクト 

負イオン発生装置 

水の分裂処理に用いるべき水を収容した水槽２

に、循環用配管２９を設置し、該配管２９に循環

用ポンプ３０を介装し、該ポンプ３０の駆動によ

り、水槽２内の水を

循環させ、撹拌し、

空気を取り込んで爆

気し、水の腐敗の進

行や雑菌類の繁殖を

抑制する。 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

その他  

噴霧構造設計 

駆動構造設計  

特許2570632 

(取消決定) 

94.10.21 

F24F7/00 

－ 

[被引用4回] 

空気清浄器 

特許3138914 

－ 

96.11.12 

F24F7/00 

松下エコシステム

ズ 

負イオン発生装置 

サイクロンユニット１と水槽２とをケース３内

に有している。サイクロンユニット１は、第１サ

イクロン筒４と、第２サイクロン筒５との組合せ

からなっている。各サイクロン筒４，５は、下縁

が開放された筒状であり、胴部中央から下縁にか

けて互いに連通する連通溝７を有している。両サ

イクロン筒４，５は、その下部の一定範囲が水槽

２内の水中に浸漬されている。第１サイクロン筒

４は、水分裂部Ａとなるものであり、第２サイク

ロン筒５は、気液分離部Ｂである。両サイクロン

筒４，５は、水面上

の連通溝７によって

連通し、水分裂部Ａ

から気液分離部Ｂに

通ずる空気の流通路

となる。 

 

 

 

 

 

 

 

レ
ナ
ー
ド
式 

小型・軽量化 

 

その他構造設計 

 

特許3173763 

－ 

95.08.03 

F24F6/12,101 

ジオクト 

真気発生器 

遠心送風機５を、前記ミスト発生室３の直上方

位置に配設するとともに、該遠心送風機５の吸込

口１０を、前記ミスト発生室３の出口１２と対向

せしめて、高エネルギーを付与されたミストＭｗ

により、室内空気Ａに負

イオンを付加して真気Ａ2

を生成し、これを家庭用

としても利用できるよう

にしている。 
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表2.8.4 タイガー魔法瓶の技術要素別課題対応特許（4/6） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

小型・軽量化 

生産性向上 

その他構造設計 特許2926314 

－ 

96.03.29 

F24F6/16    

ジオクト 

[被引用1回] 

負イオン発生装置 

サイクロンユニット１は、第１サイクロン筒４

と、第２サイクロン筒５との組合せからなってい

る。各サイクロン筒４，５は、下縁が開放された

筒状であり、胴部中央から下縁にかけて互いに連

通する連通溝７を有している。両サイクロン筒

４，５は、その下部の一定範囲が水槽２内の水中

に浸漬されている。第

１サイクロン筒４は、

水分裂部Ａとなるもの

であり、第２サイクロ

ン筒５は、気液分離部

Ｂである。両サイクロ

ン筒４，５は、水面上

の連通溝７によって連

通し、水分裂部Ａから

気液分離部Ｂに通ずる

空気の流通路となる。 

 

 

 

 

小型・軽量化 

利便性向上 

駆動構造設計 特許3138915 

－ 

96.11.12 

F24F7/00 

松下エコシステム

ズ 

負イオン発生装置 

水抜き時に、余すことなく装置内の水を排水す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レ
ナ
ー
ド
式 

利便性向上 給水構造設計 特許3046774 

－ 

97.02.13 

A61L9/22     

ジオクト 

負イオン発生装置 

水槽３には、槽壁３ｂの一部に点検孔２５が開

口され、点検孔２５の下周縁の槽壁３ｂの一部に

ポケット２８が形成されている。点検孔２５は、

内外二重のシール３３．３４を介して蓋体２６で

水密に施蓋され、ポケット２８は、内外シール３

３．３４間に形成された凹所である。ポケット２

８内には、水もれセンサー

２９の対の電極２９ａ，２

９ｂが取付けられている。

対の電極２９ａ，２９ｂ間

がポケット２８内に受入れ

られた水で導通したときに

水槽３内の水を強制排水す

る指令が出力される。 
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表2.8.4 タイガー魔法瓶の技術要素別課題対応特許（5/6） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特許3120096 

－ 

97.02.13 

A61L9/22 

松下エコシステム

ズ 

負イオン発生装置 

重点運転モードは、予め定められた湿度，風

量，消費エネルギーなどの重点条件を選定して切

替運転するモードであり、自動運転モードは、外

部へ送風する多湿空気の湿度を

予め定められた設定湿度に近づ

ける方向に制御するモードであ

り、マニュアル運転モードは、

重点運転モード，自動運転モー

ドをいずれも解除して手動で運

転 条 件 を 選 定 す る モ ー ド で あ

る。 

 

 

 

 

 

 

特許3046773 

－ 

97.02.13 

A61L9/22 

ジオクト 

負イオン発生装置の運転制御装置 

排水ポンプの電源スイッチが投入され（ステッ

プ１０１）、排水ポンプが起動（ステップ１０

２）した後、排水ポンプ駆動用モータに直列に接

続された抵抗の両端電圧値（Ｖ(a)）を取り込

む。その取り込み電圧Ａと基準値（排水ポンプ空

転時の電圧値）Ｖとを比較し（ステップ１０

３）、取り込み電圧Ａが基準値Ｖより大きくなっ

たとき（ステップ１０４）に、排水ポンプ停止指

令を出力し（ステップ１０５）、排水完了表示を

行う（ステップ１０６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レ
ナ
ー
ド
式 

利便性向上 

 

機能付加 

 

特許3120097 

－ 

97.07.08 

A61L9/22 

松下エコシステム

ズ 

負イオン発生装置 

運転制御手段は、最初の運転であるかどうかを

判断し、最初の運転であるときには、経過時間の

カウントを開始し、所定時

間経過後、装置の運転を停

止させ、水槽内から水を排

水する表示の現示を行う。 
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表2.8.4 タイガー魔法瓶の技術要素別課題対応特許（6/6） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

レ
ナ
ー
ド
式 

利便性向上 機能付加 特開平11-332973 

(拒絶) 

98.05.26 

A61L9/22    

－ 

負イオン発生装置 

水槽２と排水タンク２６とを有している。水槽

２内の水は、汲み出されて微細水滴に分裂し、レ

ナード効果によって空気中に負イオンを発生させ

る。水槽２内の水は循環使用され、一定時間運転

後回収される。排水タンク２６は、水槽２内から

回収した水を収容する容器であり、機体内に脱着

可能に装着される。機体内に装着したときには、

排水タンク２６に設けた排水受入口２４が水槽２

内の水を送水する排水管３１の排水口３１ａに臨

み、排水用ポンプ２８の起動によって、水槽２内

の水は、排水タンク２６内に回収される。また、

排水タンク２６は給水時の水差しとして利用でき

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ
ロ
ナ

放
電
式 

応用製品性能向

上 

製品への組込 特開平10-216561 

(拒絶) 

97.01.31 

B03C3/82    

空気清浄装置 
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2.9.1 企業の概要 

 
商号 松下電器産業株式会社 

本社所在地 〒571－8501 大阪府門真市大字門真1006 

設立年 1935年（昭和10年） 

資本金 2,587億38百万円（2003年3月末） 

従業員数 52,376名（2003年3月末）（連結：288,324名） 

事業内容 電気機械器具の製造・販売・サービス（映像・音響機器、情報通信機器、

家庭電化・住宅設備機器、産業機器、電子部品） 

 
 松下電器産業は全松下グループの親会社で、部品から家庭用電子機器、電化製品、FA 機

器、情報通信機器、および住宅関連機器等に至るまでの生産、販売、サービスを行う総合

エレクトロニクスメーカーである。 

（出典：http://matsushita.co.jp/corp/index.html） 

 マイナスイオン関連商品は空気清浄機、掃除機、エアコン、赤外線ヒーターなどの家電

機器への取り組みが積極的に行われている。また、放射性物質であるトルマリンを利用し

た開発も行っている。 

 

 

2.9.2 製品例 

表 2.9.2 松下電工の製品例 

空気清浄機 針状電極を用いたマイナスイオン発生ユニットを搭載した空気清浄機。

（出典： 

http://matsushita.co.jp/corp/news/official.data/data.dir/jn0110

17-1/jn011017-1.html） 

掃除機 マイナスイオンにより掃除機内部を流れる空気中の微細じんを帯電さ

せてゴミ同士を引き寄せ、凝集させることにより、プラスに静電気を帯び

た HEPA フィルターで捕集しやすくし、清潔な排気を実現する。さらに運

転中は本体後部からマイナスイオンを室内に放出する。 

（出典： 

http://matsushita.co.jp/corp/news/official.data/data.dir/jn0204

18-1/jn020418-1.html） 

石油遠赤ヒ

ーター 

二暖構え（マイナスイオンによる消臭効果で点火・消火時のいやなにお

いを抑えることができるとしている。） 

（出典： 

http://www.mainichi.co.jp/life/money/release/200307/04/20030704

p0400a016190000c.html） 

繊維 アダン鉱山研究所との共同研究によってトルマリン AP 繊維（ファイバ

ー）を開発した。これはマイナスイオン発生量が優れた繊維で、寝具や健

康用品に応用されている。 

（出典：http://uniluck.jp/seat.htm） 

 

2.9 松下電器産業 
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2.9.3 技術開発拠点と研究者 

 図 2.9.3 に、マイナスイオン発生機の松下電器産業の出願件数と発明者数を示す。 

 

松下電器産業の開発拠点：大阪府門真市大字門真 1006 番地  松下電器産業内 

 

 
図 2.9.3 松下電器産業の出願件数と発明者数 
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2.9.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.9.4 に、松下電器産業のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布を示す。 

 課題としては、マイナスイオン発生特性の課題からは「発生効率改善」「目的外物質抑制」、

また発生機の組込み課題からは「コスト低減」、そして応用課題からは「マイナスイオン効

能、効果の発揮」についての出願が多い。 

解決手段としては放射性物質式の「トルマリン」が中心で、「その他発生方式」にも参

入している。また、レナード式やコロナ放電式にも若干の出願が見られる。 

 表 2.9.4 に、松下電器産業のマイナスイオン発生機の技術要素別課題対応特許を示す。

出願件数 18 件中の登録分１件と発明の名称中にイオンの発生方法や、その方法・内容につ

いて記されているもの（ただし発生機を組み込んだ用途のみに着目しているものは除く）

は図と概要入りで示し、その他は書誌事項のみを表示する。 
 

図 2.1.4 松下電器産業のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布 
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表2.9.4 松下電器産業の技術要素別課題対応特許（1/3） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

レ
ナ
ー
ド

式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

その他 

給水構造設計 

噴霧構造設計 

特開2003-083568 

－ 

01.09.11 

F24F1/00,431 

－ 

空気調和機 

電極、放電性能

改善 

発生特性改善 

電極構造 特開平04-309725 

（拒絶） 

91.04.05 

F24F1/00,371 

－ 

空気イオン発生装置 

空気を循環させる送風回路の噴出し部に設けら

れ、先端が針状をなす複数の放電針を有した放電

ユニットと、この放電ユニットに引火する直流電

亜を任意に制御する制

御手段を設けた。 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

応用製品性能向

上 

製品への組込 特開平10-286490 

－ 

97.04.11 

B03C3/72 

－ 

空気清浄機 

特開2001-017277 

－ 

99.07.07 

A47C27/00 

－ 

マイナスイオン発生体 

分極を持つ粉体４を、マイナスイオンを発生さ

せるように励起する励起剤５とを含有させ、マイ

ナスイオンを多量に且つ効果的に発生させるマイ

ナスイオン発生体を構成する。 

放
射
性
物
質
利
用
式 

発生効率改善 

 

トルマリン 

 

特開2001-017525 

－ 

99.07.07 

A61L9/22 

－ 

マイナスイオン発生装置 

自発分極を有するトルマリン１３を拡散室１８

で浮遊させ、粉体同士の衝撃と放射励起剤粉体１

９の効果でマイナスイオンを効率よく多量に発生

す る こ と が で

きる。 
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表2.9.4 松下電器産業の技術要素別課題対応特許（2/3） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生効率改善 トルマリン 特許3306790 

－ 

99.07.07 

C01B35/12 

松永 典久 

［被引用２回］ 

マイナスイオンを発生する粉体、樹脂、繊維、塗

料、無機基材、紙及び布、マイナスイオン発生粉

体の製造方法 

トルマリン１，７を放射線を放出する励起剤５

で励起して、少ない放射線量で、マイナスイオン

を多量に且つ効率良く発生させる粉体およびその

応用素材である。 

特開2001-020151 

－ 

99.07.07 

D03D15/00 

－ 

マイナスイオン発生体 

本発明は、自発分極を有する粉体と励起剤粉体

を含有した合成繊維からなる布を用いることに

よって、マイナスイオン発生体を、簡単で安全性

が高く、さらに低価格で実現できる。 

コスト低減 

発生効率改善 

目的外物質抑制 

 

トルマリン 

 

特開2001-020177 

－ 

99.07.07 

D06M11/79 

－ 

マイナスイオン発生体 

自発分極を有する粉体１５と励起剤粉体１６を

塗布した紡織繊維からなる布を用いることによっ

て、マイナスイオン発生体を、簡単で安全性が高

く、さらに低価格で実現できる。 

特開2001-017361 

－ 

99.07.07 

A47L9/10 

－ 

電気掃除機 

放
射
性
物
質
利
用
式 

コスト低減 

小型・軽量化 

発生効率改善 

 

トルマリン 

特開2001-017526 

－ 

99.07.07 

A61L9/22 

－ 

空気調和装置および集塵具 
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表2.9.4 松下電器産業の技術要素別課題対応特許（3/3） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

小型・軽量化 

発生効率改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

トルマリン 特開2001-021152 

－ 

99.07.07 

F24C7/04 

－ 

マイナスイオン発生採暖具 

特開2001-021163 

－ 

99.07.07 

F24D13/02 

－ 

マイナスイオン発生温度調節体 コスト低減 

目的外物質抑制 

 

トルマリン 

 

特開2001-021165 

－ 

99.07.07 

F24D13/02 

－ 

マイナスイオン発生温度調節体 

コスト低減 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

トルマリン 特開2000-227225 

－ 

99.02.03 

F24C7/04 

－ 

マイナスイオン発生電気こたつ 

放
射
性
物
質
利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

トルマリン 特開2001-017984 

（拒絶） 

99.07.07 

C02F1/68,510 

－ 

粉体の応用物 

発生特性改善 

利便性向上 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

光電子放射材式

他 

特開2003-117432 

－ 

01.10.15 

B03C3/38 

－ 

マイナスイオン発生装置およびそれを用いた空気

調和機 

紫外線ランプ２と光電子放出材３と前記紫外線

ランプ２の動作を制御する制御手段４を備え、前

記紫外線ランプ２を間欠的にＯＮ・ＯＦＦさせ前

記光電子放出材３に紫外線を照射させることでマ

イナスイオンを発生させるとともに、前記紫外線

ランプ２のＯＮ・

Ｏ Ｆ Ｆ 周 期 の う

ち、いずれかの周

期のＯＮ時間また

はＯＦＦ時間を、

他の周期のＯＮ時

間またはＯＦＦ時

間とは異ならせる

もので、前記ラン

プ２の寿命を確保

すると共に、使用

者に「慣れ」を生

じさせないように

す る こ と が で き

る。 

 

そ
の
他
発
生
方
式 

コスト低減 

発生効率改善 

目的外物質抑制 

利便性向上 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

光電子放射材式

他 

特開2003-130380 

－ 

01.10.24 

F24F1/00 

－ 

空気調和機 

発
生
機
の

特
定
無
し 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

特定無しの技術 特開平05-253148 

（拒絶） 

92.03.12 

A47L9/28 

－ 

電気掃除機 
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2.10.1 企業の概要 

 
商号 株式会社日本ハネック  

本社所在地 〒354-0122 埼玉県北埼玉郡騎西町大字内田ケ谷 246 

設立年 1992 年（平成 4 年） 

資本金 10 百万円 

従業員数  

事業内容 自動車部品の表面処理、マイナスイオン製品の開発 

 
日本ハネックは、表面処理を基軸に固有の技術を積み重ねてきている。この日本ハネッ

クは、特に無機鉱物を重点に探求し、トルマリン鉱石を含む各素材を手掛ける中で、表面

処理の一環として、今日の市場ニーズも高まりつつ有るマイナスイオンについて研究して

いる。 

（出典：http://www.nihon-hanec.com/gaiyou/index.html） 
 
 
2.10.2 製品例 

表 2.10.2 日本ハネックの製品例 

企業向け商材 マイナスイオン生成スーパーパウダー 
マイナスイオン生成スーパーコート液 
マイナスイオン生成不織布 
（出典：http://www.nihon-hanec.com/gaiyou/index.html） 

個人向け商品 健康維持・電磁波障害の軽減に効果があるというカード 
タバコの味をマイルドにするというタバコカード 
携帯電話の有害電磁波を削減するというパルスガード 
体に貼ることにより肩こりを和らげるというシート 
等 
（出典：http://www.nihon-hanec.com/gaiyou/index.html） 

 
 
 
 

2.10 日本ハネック 
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2.10.3 技術開発拠点と研究者 

 図 2.10.3 に、マイナスイオン発生機の日本ハネックの出願件数と発明者数を示す。 

 

日本ハネックの開発拠点：埼玉県北埼玉郡騎西町大字内田ケ谷 246 日本ハネック内 
 
 

図 2.10.3 日本ハネックの出願件数と発明者数 
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2.10.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.10.4 に、日本ハネックのマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布を示す。 

 課題としては、マイナスイオン発生特性の課題からは「発生効率改善」、「副産物の利用」

及び「目的外物質抑制」の出願があり、応用課題からは「マイナスイオン効能、効果の発

揮」の出願がある。その中でも「発生効率改善」および「マイナスイオン効能、効果の発

揮」の出願が多い。 

解決手段としては、放射性物質利用式の「トルマリン」がほとんどである。 

 表 2.10.4 に、日本ハネックのマイナスイオン発生機の技術要素別課題対応特許・実用新

案を示す。出願件数 18 件中の登録分５件と発明の名称中にイオンの発生方法や、その方

法・内容について記されているもの（ただし発生機を組み込んだ用途のみに着目している

ものは除く）は図と概要入りで示し、その他は書誌事項のみを表示する。 
 日本ハネックの出願の特徴の一つとして、共同出願の割合が多いことがあげられる。出

願 18 件中、６件がアキレスとの共同出願であり、２件がユニバース工業との共同出願であ

る。 

 
図 2.10.4 日本ハネックのマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布 
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表2.10.4 日本ハネックの技術要素別課題対応特許（1/3） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特開平11-304231 

－ 

98.04.21 

F24F13/02 

－ 

ダクト 

特開平11-311200 

－ 

98.04.27 

F04D25/08,305 

－ 

扇風機 

特開平11-314978 

－ 

98.05.01 

C04B41/45     

－ 

岩石 

特開平11-350342 

－ 

98.06.08 

D06M11/00     

－ 

[被引用1回] 

布地 

特開2002-302665 

－ 

01.03.05 

C09K3/00 

アキレス 

[被引用1回] 

マイナスイオン発生粉体組成物 

トルマリン粉末（比重Ａ、平均粒子径ａ）と電

融安定化ジルコニウムを除くジルコニウム化合物

粉末（比重Ｂ、平均粒子径ｂ）との混合粉末で、

トルマリン粉末１００重量部に対し電融安定化ジ

ルコニウムを除くジルコニウム化合物粉末が１０

０Ｂｂ３／３Ａａ３～１０００Ｂｂ３／Ａａ３重

量部配合してなる。ジルコニウム化合物の粉末に

よりトルマリン粉末のマイナスイオン発生の働き

が著しく向上されるとともに、常時安定的にマイ

ナスイオンが発生され、しかも放射線の放射量が

きわめて少なく人体に対して安全である。 

（図面なし） 

特開2002-348785 

－ 

010530 

D06N7/02        

アキレス 

マイナスイオン発生壁材 

特開2003-000413 

－ 

01.06.19 

A47G9/10 

アキレス 

マイナスイオン発生枕 

特開2003-002826 

－ 

01.06.20 

A61K9/70,401 

アキレス 

マイナスイオン発生外用貼付剤 

発生効率改善 

 

トルマリン 

 

特開2003-053904 

－ 

01.08.10 

B32B27/18 

－ 

マイナスイオン発生装飾シ－ト材 

放
射
性
物
質
利
用
式 

発生効率改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

トルマリン 特開2003-027720 

－ 

01.07.23 

E04F15/02,102 

アキレス 

マイナスイオン発生畳 
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表2.10.4 日本ハネックの技術要素別課題対応特許（2/3） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生効率改善 

目的外物質抑制 

トルマリン 特開2003-000399 

－ 

01.06.26 

A47C27/14 

アキレス 

マイナスイオン発生クツシヨン 

トルマリン 

セラミック 

特開平11-279445 

（拒絶） 

98.03.31 

C09D5/00 

－ 

[被引用6回] 

塗料  

特開平11-244400 

（拒絶） 

98.03.02 

A61N1/44    

－ 

[被引用3回] 

プレ－ト 

登録実用3079276 

－ 

01.01.29 

A41B17/00 

ユニバ－ス工業 

マイナスイオン応用下着 

維素材生地（１）に、トルマリンパウダ塗料

（２）を塗布して設ける、あるいはトルマリンパ

ウダ塗料（２）を印刷または転写して設けて、製

作された、マイナスイオン応用下着。 

 

 

放
射
性
物
質
利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

トルマリン 

 

登録実用3074546 

－ 

00.06.12 

A45C11/00 

－ 

電磁波減衰遮蔽携帯電話ケ－ス 

携帯電話を収める、ケース本体の一端にトルマ

リンカードを縫込む。あるいはトルマリンパウダ

塗料塗布体をケース本体の内壁一端に接着してな

る、電磁波減衰遮

蔽 携 帯 電 話 ケ ー

ス。 
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表2.10.4 日本ハネックの技術要素別課題対応特許（3/3） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

トルマリン 登録実用3084639 

－ 

01.09.11 

A47H23/08 

ユニバ－ス工業 

マイナスイオン応用カ－テン 

カーテン用素材生地（１）に、トルマリンパウ

ダー（２）を塗布して設ける。あるいはトルマリ

ンパウダー塗料（２）を印刷または転写して設け

て、製作された、マイナスイオン応用カーテン。

」 

登録実用3074548 

－ 

00.06.19 

A41D25/16   

－ 

ネクタイ 

ネクタイの上生地（１）の裏地に、トルマリン

パウダ塗料（２）を塗布して設け、さらにネクタ

イの下生地（３）にトルマリンウダ塗料（２）を

塗布、およびトルマリンパウダ塗料印刷（４）を

施して設け、このネクタイの下生地（３）をネク

タイの上生地（１）に縫い込んで装着してなる、

ネクタイ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放
射
性
物
質
利
用
式 

副産物の利用 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

トルマリン 

登録実用3077957 

－ 

00.11.10 

H01Q1/42 

－ 

携帯電話電磁波減衰吸収プレ－ト 

電磁波減衰吸収体（１）の片側表面に布生地

（２）を設け、反対側表面に粘着テープ（３）を

装着してなる、携帯電

話電磁波減衰吸収プ

レート。 
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2.11.1 企業の概要 

 
商号 ダイキン工業株式会社 

本社所在地 〒530-8323 大阪市北区中崎西2-4-12 梅田センタービル 

設立年 1934年（昭和9年） 

資本金 280億23百万円（2003年3月末） 

従業員数 5,480名（2003年3月末）（連結：15,677名） 

事業内容 空調機器、冷凍機器、各種フッ素化学製品の製造・販売、他 

 
ダイキン工業は、1951 年に日本で初めてエアコンを開発して以来空調機器メーカー国内

最大手となっており、その中でも特に業務用エアコンに強みを持つ。世界第２位のエアコ

ンメーカーである米トレーン社（ウィスコンシン州）とエアコンの生産・販売などで包括

提携を行い、世界最大のエアコン連合が誕生した。 

 主な事業部門としては、空調部門、化学部門、特品冷熱部門、油機部門、特機部門、電

子システム部門、半導体部門、サービス部門などから成っている。 

（出典：http://www.daikin.co.jp/index.html） 

 ダイキン工業のマイナスイオン発生機に関しては、空調部門が担当するエアコンを中心

とした空調機器が中心である。 
 
 
2.11.2 製品例 

 ダイキン工業のマイナスイオン発生機関連商品のラインアップとしては、エアコンを中

心とした空調機器にマイナスイオン発生機能を組み込んだ製品が主である。 

 

表 2.11.2 ダイキンの製品例 

ルームエアコ

ン 

うるるとさらら（超音波とマイナスイオンで癒やし空間をつくる。） 

（出典：http://www.daikinaircon.com/） 

 

2.11. ダイキン工業 
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2.11.3 技術開発拠点と研究者 

 図 2.11.3 に、マイナスイオン発生機のダイキン工業の出願件数と発明者数を示す。 

 

ダイキン工業の開発拠点：大阪府大阪市北区中崎西 2 丁目 4 番 12 号 ダイキン工業内 

        大阪府堺市金岡町 1304 番地 ダイキン工業堺製作所金岡工場内 

         滋賀県草津市岡本町字大谷 1000番地の 2 ダイキン工業滋賀製作所内 
 

 

図 2.11.3 ダイキン工業の出願件数と発明者数 
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2.11.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.11.4 に、ダイキン工業のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布を示す。 

 課題としては、マイナスイオン発生特性の課題からは「発生特性改善」および「発生効

率改善」、発生機や測定器の組込み課題からは「小型・軽量化他」および「利便性向上」、

応用課題からは「マイナスイオン効能、効果の発揮」についての出願が主である。 

解決手段としては、コロナ放電、電子放射式とレナード式とが主であるが、その他発生

方式や発生機の特定の無いものにも出願が見られる。コロナ放電、電子放射式については、

「構造設計」や「製品組込み」を筆頭に「電極構造」、「回路設計」、「付加機構」などまん

べんなく出願が見られる。 

 表 2.11.4 に、ダイキン工業のマイナスイオン発生機の技術要素別課題対応特許を示す。

出願件数 17 件中で登録分は０件であったが、発明の名称中にイオンの発生方法や、その方

法・内容について記されているもの（ただし発生機を組み込んだ用途のみに着目している

ものは除く）は図と概要入りで示し、その他は書誌事項のみを表示する。 
 

図 2.11.4 ダイキン工業のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.11.4-1 ダイキンの技術要素別課題対応特許（1/n） 
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表2.11.4 ダイキン工業の技術要素別課題対応特許（1/3） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

レ
ナ
ー
ド

式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

駆動構造設計 

噴霧構造設計 

その他構造設計 

特開2002-061864 

－ 

00.08.17 

F24F1/00 

－ 

空調室内機 

電極構造 特開2002-031095 

－ 

00.07.18 

F04D29/44 

－ 

送風装置 

構造設計 特開2003-123938 

－ 

01.10.09 

H01T23/00 

－ 

イオン発生装置及びそれを備えた空気調和装置 

イオン発生装置は、放電極プレートと、放電対

極プレートと、電圧供給部と、第１支持部材と、

第２支持部材とを備えている。放電極プレートは

一方向に延びて形成されている。放電対極プレー

トは放電極プレートと平行に配置される。第１支

持部材は、放電極プレートの第１端部が固定され

る第１固定部と、放電対極プレートの第３端部を

微小隙間を介して支持する第１支持部とを有す

る。第２支持部材は、放電極プレートの第２端部

を微小隙間を介して支持する第２支持部と、放電

対極プレートの第

４端部が固定され

る第２固定部とを

有する。 

 

 

 

 

付加機構 特開2002-065834 

－ 

00.08.25 

A61L9/22 

－ 

送風装置 

発生特性改善 

 

製品への組込 特開2003-056878 

－ 

01.08.13 

F24F7/007,   

－ 

空気清浄機 

その他 構造設計 特開2002-028476 

－ 

00.07.19 

B01J19/08 

－ 

送風装置 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

小型・軽量化 構造設計 特開2002-028228 

－ 

00.07.18 

A61L9/22 

－ 

送風装置 
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表2.11.4 ダイキン工業の技術要素別課題対応特許（2/3） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

利便性向上 回路設計 特開2003-139342 

－ 

01.11.02 

F24F1/00 

－ 

空気調和装置のイオン発生器 

イオン発生器は、マイナスイオン発生部と、高

圧電源出力部を有する高圧ユニットＰ板と、第２

制御Ｐ板とを備える。マイナスイオン発生部は、

電極間で放電を起こしてイオンを発生させる。高

圧ユニットＰ板は、マイナスイオン発生部に対し

て高圧電源を出力する。高圧ユニットＰ板は、入

力電流検知回路を有する。また、第２制御Ｐ板

は、出力電流検知回路を有する。出力電流検知回

路は、高圧電源の電流が１２０μＡを超えている

か否かを判断するために設けられている。入力電

流検知回路は、高圧電源の電流が２００μＡを超

えているか否かを判断するために設けられてい

る。 

 

 

特開2001-179131 

－ 

99.12.27 

B03C3/66 

－ 

空気清浄機 

特開2003-035430 

－ 

01.07.23 

F24F1/00 

－ 

空調室内機 

特開2003-042470 

－ 

01.08.02 

F24F1/00 

－ 

空調室内機 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

製品への組込 

 

特開2003-042473 

－ 

01.08.02 

F24F1/00 

－ 

空調室内機 

特開平11-063542 

－ 

97.08.27 

F24F1/00 

－ 

空気調和装置 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

応用製品性能向

上 

 

製品への組込 

 

特開2002-355147 

－ 

01.06.04 

A47C21/04 

－ 

ベツド 
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表2.11.4 ダイキン工業の技術要素別課題対応特許（3/3） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

そ
の
他
発
生
方
式 

発生特性改善 

発生効率改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

その他発生方式 特開2002-203657 

－ 

00.12.27 

H01T23/00 

－ 

イオン発生器 

放電電極と、この放電電極に対して所定間隔を

離して配設された対向電極と、両電極に接続され

た高圧電源とを備えたイオン発生器で、放電電極

と対向電極の間

に微細な水滴を

供給し、水分子

を帯電させるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発生効率改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

特定無しの技術 特開2002-333176 

－ 

20010509 

F24F7/00 

－ 

マイナスイオン発生機能付き空気清浄機 
発
生
方
式
の
特
定
無
し 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

特定無しの技術 特開2002-323231 

－ 

01.04.24 

F24F1/00 

－ 

空気調和機 
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2.12.1 企業の概要 

 
商号 株式会社荏原製作所 

本社所在地  〒144-8510 東京都大田区羽田旭町11-1 

設立年 1920年（大正9年） 

資本金 337億88百万円（2003年3月末） 

従業員数 4,271名（2003年3月末）（連結：15,966名） 

事業内容 風水力機械（ポンプ、送風機等）、半導体産業用機器の製造・販売および

環境エンジニアリング（廃棄物処理プラント、水処理プラント等）、他 

 
 荏原製作所は機械メーカー大手で、ポンプ製造のトップメーカーである。近年はごみ焼

却炉をはじめ環境装置を強化している。特に、循環共生型社会の一刻も早い実現を目指し

て、資源の消費を抑え、廃棄物を最小化することにより、地球環境への負荷を限りなくゼ

ロに近づける「ゼロエミッション」の思想に則った技術開発やその事業化に全社を挙げて

力を注いでいる。 

 主な製品群は風水力機械（各種ポンプ、各種タービン、コンプレッサなど）、冷熱機械（各

種空調機器、冷凍機など）、システムエンジニアリング（河川、湖沼浄化システムなど）、

各種プラント（地域冷暖房システムなど）である。 

（出典：http://www.ebara.co.jp/） 

 
 
2.12.2 製品例 

 マイナスイオン発生機の製品はない。しかし、荏原製作所の子会社である荏原総合研究

所と国立公衆衛生院で「UV/光電子法を用いた食品ショウケース中の微生物除去」などの研

究は行われている。 
（出典：http://wwwsoc.nii.ac.jp/jaca/event/past/tm17p.htm） 

 

2.12 荏原製作所 
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2.12.3 技術開発拠点と研究者 

 図 2.12.3 に、マイナスイオン発生機の荏原製作所の出願件数と発明者数を示す。 

 

荏原製作所の開発拠点：神奈川県藤沢市本藤沢４丁目２番１号  荏原総合研究所内 

            東京都大田区羽田旭町 11 番１号 荏原製作所内 
 

図 2.12.3 荏原製作所の出願件数と発明者数 
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2.12.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.12.4 に、荏原製作所のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布を示す。 

 課題としては、マイナスイオン発生特性の課題からは「発生効率改善」および「発生特

性改善」の出願が多く、発生機や測定器の組込み課題では「省電力（省エネ）」や「コスト

低減」などの出願があり、応用課題では「マイナスイオン効能、効果の発揮」の出願が多

い。 

解決手段としては「その他発生方式」の出願が集中し、これは光電子放射材式によるも

のである。 

表 2.12.4 に、荏原製作所のマイナスイオン発生機の技術要素別課題対応特許を示す。

出願件数 17 件中の登録分２件と発明の名称中にイオンの発生方法や、その方法・内容につ

いて記されているもの（ただし発生機を組み込んだ用途のみに着目しているものは除く）

は図と概要入りで示し、その他は書誌事項のみを表示する。 

 
図 2.12.4 荏原製作所のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

噴霧構造設計

その他

回路設計

構造設計

電極構造

機能付加

駆動構造設計

給水構造設計

その他

セラミック

トルマリン

製品組込み

炭

コ
ロ
ナ
放
電

、
電

子
放
射
式

レ
ナ
ー

ド
式

放
射
性
物
質

利
用
式

課
題

解決手段

その他構造設計

付加機構

発
生
特
性
改
善

省
電
力

（
省
エ
ネ

）

そ
の
他

副
産
物
の
利
用

応
用
製
品
性
能
向
上

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
効
能

、
効

果
の
発
揮

測
定
性
能
改
善

ノ
イ
ズ
抑
制

マイナスイオン発生特性の課題

拡
散
特
性
改
善

水
処
理
改
善

電
極

、
放
電
特
性
改
善

利
便
性
向
上

コ
ス
ト
低
減

応用課題

目
的
外
物
質
抑
制

発
生
効
率
改
善

発生機や測定器の組込み課題

小
型
・
軽
量
化
他

生
産
性
向
上

製品組込み

ケイ素

その他発生方式

測定技術

発生機の特定無し

8 12 2 3 17



190 

表2.12.4 荏原製作所の技術要素別課題対応特許（1/4） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特開平11-165096 

－ 

97.12.02 

B03C3/43 

－ 

気体の清浄化方法及び装置 

特開2000-093839 

－ 

98.09.21 

B03C3/38 

－ 

負イオンの発生方法と装置及び微粒子の荷電方法

と捕集装置 

気体通過性の光電子放出材３の表面及び／又は

裏面に、紫外線及び／又は放射線を照射４しなが

ら、該光電子放出材の裏

面より気体８-1を導入し

て、該光電子放出材の表

面に負イオンを発生させ

る負イオンの発生方法に

おいて、該光電子放出材

３の裏側に設置した電極

５により電場を設定して

行 う 負 イ オ ン の 発 生 方

法。 

 

 

特開2000-312713 

－ 

99.04.30 

A61L9/22 

－ 

負イオン富化空気の供給方法及び装置 

負イオン発生装置１に被処理空気２-１を導入

し、該負イオン発生装置１で光電子放出材４に紫

外線等を照射して該被処理空気２-１中に負イオン

を発生させ、負イオン富化空気２-２を供給対象の

空間に供給する方法において、該空気中の負イオ

ン濃度を測定し、該測定値によって前記負イオン

発生装置１における負イオン発生量を増減させる

制 御 を 行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特開2001-252344 

－ 

00.03.09 

A61L9/22 

－ 

光電子放出材及び負イオン発生装置 

光電子放出材１は、母材

２の表面に光電子放出性物

質としてのＡｕ３が薄膜状

に被覆され、その上から保

持材４が付加されて構成さ

れている。Ａｕ３は、紫外

線源からの紫外線照射によ

り光電子を放出する。 

 

 

 

 

 

 

そ
の
他
の
発
生
方
式 

発生効率改善 

発生特性改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

光電子放射材式

他 

 

特開2001-300346 

－ 

00.04.27 

B03C3/38 

－ 

光電子放出材 
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表2.12.4 荏原製作所の技術要素別課題対応特許（2/4） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生効率改善 

発生特性改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

光電子放射材式

他 

特開2001-300347 

－ 

00.04.27 

B03C3/38 

－ 

光電子放出材の製造方法 

発生特性改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

光電子放射材式

他 

特開2001-029778 

－ 

99.07.22 

B01J19/12 

－ 

光電子放出材とそれを用いた負イオン発生装置 

紫外線照射により光電子を放出する物質と、紫

外線照射により光触媒作用を発揮する物質とを同

一面に配備した光電子放出材３において、（１）

Ｔｉ基材上に、まず光電子を放出する物質を付加

した後、基材であるＴｉを酸素含有雰囲気中で、

（２）Ａｌ又はＡｌ合金基材上に、まず光電子を

放出する物質を付加

した後、基材である

Ａｌ又はＡｌ合金を

陽極酸化し、光触媒

であるＴｉＯ2を固

定化することとした

ものであり、また、

前記光電子放出材３

と、該光電子放出材

に紫外線を照射する

紫外線源１とを有す

る負イイオン発生装

置 と し た も の で あ

る。  

生産性向上 

電極、放電性能

改善 

発生効率改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

光電子放射材式

他 

特開2000-153179 

－ 

98.11.20 

B03C3/38 

－ 

負イオンの発生方法及びその装置 

気体の入口側に、光電子放出材４と電場用電極

６と該光電子放出材に紫外線及び／又は放射線を

照射する照射源５とを有し、気体の出口側に荷電

粒子捕集材７を有する負イオンの発生装置におい

て、該荷電粒子捕集材

は、気体通路の一部が

電界を有さない通路ｃ

1で形成されているこ

ととしたものであり、

前 記 荷電 粒 子 捕 集材

は、電極板又はエレク

トレット材とすること

ができる。 

そ
の
他
の
発
生
方
式 

コスト低減 

発生効率改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

光電子放射材式

他 

特開2000-167435 

－ 

98.12.04 

B03C3/38 

－ 

負イオンの発生方法及びその装置 

空間中に、光電子放出材１４と電場用電極６と

該光電子放出材に紫外線及び／又は放射線を照射

する照射源５とを有する負イオンの発生装置１に

おいて、該光電子放出

材４と電場用電極６と

は、粒子除去による清

浄化用４− １、６− １

と負イオン発生用４−

２、６− ２の異なった

電場を形成する二つの

部分からなることとし

たものであり、前記空

間には、さらに、負イ

オン発生気体を清浄化

させるための光触媒及

び／又は吸着材を設置

することができる。 
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表2.12.4 荏原製作所の技術要素別課題対応特許（3/4） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

省 電 力 （ 省 エ

ネ） 

発生効率改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

光電子放射材式

他 

特開2000-279845 

－ 

99.03.30 

B03C3/38 

－ 

負イオンの発生方法及びその装置 

電場下で光電子放出材３に紫外線４及び／又は

放射線を照射して光電子放出材より負イオンを発

生させる方法において、前記電場設定用の電極５

が紫外線及び／又は放射線の照射による反射面を

形成することとしたものであり、また、気体の流

路上に、光電子放出材３と電場用電極５と該光電

子放出材に紫外線及び／又は放射線を照射する照

射源４とを有する

負イオンの発生装

置において、前記

照射源から効率良

く照射するための

反射面を設置し、

該反射面を電場用

電極としたもので

ある。 

特許3139591 

－ 

93.08.09 

B03C3/38 

－ 

［被引用６回］ 

負イオンの発生方法と装置、微粒子の荷電方法、

気体中の微粒子の捕集装置及びストツカ 

気体通過性の光電子放出材２と、該光電子放出

材の表面及び／又は裏面に、紫外線及び／又は放

射線を照射する照射源３と、前記光電子放出材の

裏面から気体８を導入する負イオン発生装置５と

を有する負イオンの発生装置である。 
そ
の
他
の
発
生
方
式 

発生効率改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

光電子放射材式

他 

 

特許3129910 

－ 

94.04.27 

F24F7/00 

－ 

［被引用５回］ 

快適空気発生器とそれを用いた快適住居 

住居における快適空間を創出するための快適空

気発生器１０において、空気中の微粒子濃度（粒

径０．１μｍ以上）を１０００万個／ｆｔ3 以下

とするためのフィルタ及び／又は光電子１５、１

６、１７、１８を用いる微粒子捕集装置Ａと、微

粒子を除去した空気を通す光電子放出材１９への

紫外線照射２０により発生させた光電子を用いた

負イオン発生装置Ｂとを有するものである。 
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表2.12.4 荏原製作所の技術要素別課題対応特許（4/4） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生効率改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

光電子放射材式

他 

特開2001-259471 

－ 

00.03.22 

B03C3/38 

－ 

負イオンの発生方法とその装置 

気体の通路上に、光電子放出材３と該光電子放

出材に紫外線を照射する照射源２と電場形成用電

極４とを有する負イオンの発生装置において、前

記電場形成用電極４を

紫外線照射源２の中心

軸に沿って光電子放出

材３と平行に設置する

か、又は該設置と共に

紫外線照射源２の表面

近傍にも設置すること

を特徴とする負イオン

の発生装置としたもの

である。 

 

 

 

 

発生特性改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

光電子放射材式

他 

特開2001-259472 

－ 

00.03.22 

B03C3/38 

－ 

負イオンの発生方法 

気体通路の全面に配設した光電子放出材３に紫

外線２を照射することによる負イオンの発生方法

において、前記紫外線の照射を光電子放出材の全

面が一定濃度以上となるように行うものであり、

紫外線の照射は、複数の紫外線ランプ２を用い、

該紫外線ランプとしては殺菌灯を用いるのがよ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コスト低減 

省 電 力 （ 省 エ

ネ） 

目的外物質抑制 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

光電子放射材式

他 

特開平09-313980 

－ 

96.05.30 

B03C3/38 

－ 

太陽光を用いる省エネ型生活空間 

利便性向上 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

光電子放射材式

他 

特開平10-281511 

－ 

97.04.08 

F24F7/00 

－ 

快適空気発生器とそれを用いた快適空間 

そ
の
他
の
発
生
方
式 

省 電 力 （ 省 エ

ネ） 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

光電子放射材式

他 

特開2000-283520 

－ 

99.03.29 

F24F11/02 

－ 

快適空気発生装置 
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2.13.1 企業の概要 

 
商号 三洋電機株式会社 

本社所在地 〒570-8677 大阪府守口市京阪本通2-5-5 

設立年 1950年（昭和25年） 

資本金 1,722億42百万円（2003年3月末） 

従業員数 16,167名（2003年3月末）(連結：79,025名) 

事業内容 音響・映像・情報通信機器、電化機器、産業機器、電子デバイス等の製造・

販売・保守・サービス等 

 
 三洋電機は民生用電気機械器具の製造業で、最近ではデジカメが好調であり、主な商品

群としては、AV・情報通信機器、電化機器、産業機器、電子デバイス、電池などがあげら

れるが、マイナスイオン発生機は主に電化機器の商品群に含まれる。 

（出典：http://www.sanyo.co.jp/） 
 
 
2.13.2 製品例 

 三洋電機のマイナスイオン発生機関連商品のラインアップとしては、エアコン、空気清

浄機、扇風機、加湿器、暖房機、掃除機、ヘアードライヤー、ホットカーペットなどがあ

げられる。 

表 2.13.2 三洋電機の製品例 

エアコン E シリーズ（マイナスイオンを放出する装置をつけた。） 

 

空気清浄機 ABC-UN22（清浄機内で発生させたプラスイオンとマイナスイオンが、フ

ィルターに付着したカビを分解する。） 

 

扇風機 

 

マイナスイオン立体風 EF-30NHX1(L)（マイナスイオンを発生する扇風

機） 

気化式加湿器 

 

CFK-VX50C（本体から高さ、距離とも１メートル離れた地点で１立方セ

ンチメートルあたり二千～三千個のマイナスイオンを発生させ、水分と

ともに部屋全体に放出する。） 

ドライヤー HD-IP1（マイナスイオンの発生機能を付けたドライヤー） 

 

ホットカーペ

ット 

カーペットのカバー生地にマイナスイオンを発生するセラミック系鉱

石を粉砕して練り込んだ。空気中の水分を取り込んでマイナスイオンを

発生する。ヒーターの電源が入っていなくても発生し、効果は半永久的

に継続するという。 

掃除機 

 

ジェットターン SC-JT8D（排気循環式掃除機でブラシの素材にはトル

マリンを練り込んでおり、床との摩擦でマイナスイオンを発生させ、プ

ラスに帯電しているごみを吸着しやすくした。） 

 

2.13 三洋電機 
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2.13.3 技術開発拠点と研究者 

 図 2.13.3 に、マイナスイオン発生機の三洋電機の出願件数と発明者数を示す。 

 

三洋電機の開発拠点：大阪府守口市京阪本通 2 丁目 5 番 5 号 三洋電機内 

       京都府相楽郡精華町大字祝園小字正田 1 番地の 2 三洋ホームテック内 

       鳥取県鳥取市南吉方 3 丁目 201 番地 鳥取三洋電機内 

 

 
図 2.13.3 三洋電機の出願件数と発明者数 
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2.13.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.13.4 に、三洋電機のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布を示す。 

 課題としては、応用課題の「応用製品性能向上」をメインに、発生機や測定器の組込み

課題の「利便性向上」などについての出願が多い。 

解決手段としては、一部に放射性物質利用式が見られるが、コロナ放電、電子放射式が

主である。その中でも特に「製品組込み」と「回路設計」を中心にして出願されている。 

 表 2.13.4 に、三洋電機のマイナスイオン発生機の技術要素別課題対応特許を示す。出願

件数 17 件中の登録分１件は図と概要入りで示し、その他は書誌事項のみを表示する。 
 
 

図 2.13.4 三洋電機のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布 
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表2.13.4 三洋電機の技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

構造設計 特開平10-099723 

－ 

96.11.01 

B03C3/82 

－ 

空気清浄機 

特開平10-099720 

－ 

96.09.25 

B03C3/41 

－ 

空気清浄機 

利便性向上 

 

製品への組込 

 

特開平10-099722 

－ 

96.09.30 

B03C3/66 

－ 

空気清浄機 

省 電 力 （ 省 エ

ネ） 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 特開平09-019647 

－ 

95.07.04 

B03C3/40 

－ 

空気清浄機 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 特開平10-314621 

－ 

97.05.16 

B03C3/36 

－ 

空気清浄機 

構造設計 特開平10-099717 

－ 

96.09.25 

B03C3/40 

－ 

空気清浄機 

特開平09-262501 

－ 

96.03.28 

B03C3/68 

－ 

空気清浄機 回路設計 

特開平10-165839 

－ 

96.12.05 

B03C3/70 

－ 

空気清浄機 

特開平09-234391 

－ 

96.02.29 

B03C3/68 

－ 

空気清浄機 

特開平10-066896 

－ 

96.08.28 

B03C3/60 

－ 

空気清浄機 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

応用製品性能向

上 

 

製品への組込 

 

特開平10-094739 

－ 

96.09.20 

B03C3/40 

－ 

空気清浄機 
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表2.13.4 三洋電機の技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特開平10-180137 

－ 

96.12.25 

B03C3/155 

－ 

空気清浄機 

特開平10-234836 

－ 

97.02.26 

A61L9/015 

－ 

空気清浄機 

特許3286558 

－ 

97.04.24 

B03C3/41 

三洋ホームテック

空気清浄器 

空気清浄器は、筒状装着体と、この装着体を 

囲むように配置した着脱自在のイオン化電極と、

前記筒状装着体の外周 

表面上に略環状に配設 

され且つ前記イオン化 

電極から所定間隔をあ 

けて配置した帯状の集 

塵電極と、前記筒状装 

着体及び集塵電極の外 

周面を覆うシート状の 

集塵部材とを備え、前 

記イオン化電極を前記 

筒状装着体の上方部で 

且つすべての集塵電極 

よりも上方に位置させ 

た。 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

応用製品性能向

上 

 

製品への組込 

 

特開2001-263742 

－ 

00.03.23 

F24F7/00 

鳥取三洋電機 

浴水循環浄化装置 

電
子
放
射
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

応用製品性能向

上 

製品への組込 特開2001-327403 

－ 

00.05.25 

A47J27/00,103 

鳥取三洋電機 

食品の腐敗防止装置 

放
射
性
物

質
利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

その他放射性物

質 

特開2001-201169 

－ 

00.01.14 

F24F13/28 

－ 

空気調和機及び空気清浄器 

 



199 

 

 
 

2.14.1 企業の概要 

 
商号 東レ株式会社 

本社所在地  〒103-8666 東京都中央区日本橋室町2-2-1 東レビル 

設立年 1926年（大正15年） 

資本金 969億37百万円（2003年3月末） 

従業員数 7,790名（2003年3月末）（連結：33,791名） 

事業内容 合成繊維製品、プラスチック・ケミカル製品、情報・通信機材（樹脂、フ

ィルム、光ファイバー等）の製造・販売、他 

 
 東レは世界 18 カ国・地域でグローバルな事業活動を展開し、事業分野は合成化学、高分

子化学、バイオケミストリーをコア技術として、繊維、プラスチック・ケミカルなどの基

盤事業に加え、情報・通信機材事業、住宅・エンジニアリング事業、医薬・医療材事業、

複合材料を主力とする新事業等を展開する総合化学メーカーである。 

（出典：http://www.toray.co.jp/aboutus/html/abo_c001.html） 
 
 
2.14.2 製品例 

 2001 年５月にマイナスイオンを発生させる快適加工素材「アクアヒール（AQUAHEAL）」

（登録商標）を発売した。着用時の物理的刺激によってマイナスイオンを発生させるもの

で、衣料、インテリア、寝装用途向けなどの幅広い用途展開が図られている。 

（出典：http://www.moribun.com/shop/hane-a.html） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.14 東レ 
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2.14.3 技術開発拠点と研究者 

 図 2.14.3 に、マイナスイオン発生機の東レの出願件数と発明者数を示す。 

 

東レの開発拠点：滋賀県大津市園山１丁目１番１号  東レ滋賀事業場内 

 
図 2.14.3 東レの出願件数と発明者数 
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2.14.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.14.4 に、東レのマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布を示す。 

 課題としては、マイナスイオン発生特性の課題からは「発生効率改善」および「副産物

の利用」そして、応用課題からは「マイナスイオン効能、効果の発揮」についての出願が

多い。 

解決手段としては、放射性物質利用式に集中しており、その物質は「トリマリン」、「セ

ラミック」、「その他（天然無機質の多孔質泥など）」に出願が見られる。 

表 2.14.4 に、東レのマイナスイオン発生機の技術要素別課題対応特許を示す。出願件

数 17 件中の登録分は０件であるが、発明の名称中にイオンの発生方法や、その方法・内容

について記されているもの（ただし発生機を組み込んだ用途のみに着目しているものは除

く）は図と概要入りで示し、その他は書誌事項のみを表示する。 

 
図 2.14.4 東レのマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布 
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表2.14.4 東レの技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特開2002-339241 

－ 

01.05.14 

D06M11/77 

－ 

繊維製インテリア用品 発生効率改善 

 

トルマリン 

その他放射性物

質 

 

特開2003-048264 

－ 

02.04.25 

B32B5/26 

－ 

繊維構造体 

発生効率改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

トルマリン 

その他放射性物

質 

特開2002-194667 

－ 

00.12.25 

D06M11/77 

－ 

紙糸織編物 

セラミック 特開2001-279574 

－ 

00.03.28 

D06M11/79 

－ 

繊維構造物 副産物の利用 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

トルマリン 

その他放射性物

質 

特開2001-288679 

－ 

00.03.31 

D06M11/79 

－ 

マイナスイオン発生部材 

振幅２ｍｍ以上の振動数が１０Ｈｚ以上の環境

下、または、繰り返し圧力が５００Ｐａ以上の環

境下において、マイナスイオンを５００個／ｃｃ

以上発生することを特徴とするマイナスイオン発

生部材。 

特開2001-035644 

－ 

99.07.19 

H05B3/20,348 

－ 

シ－ト状物 

特開2001-146609 

－ 

99.11.22 

A41D3/08 

－ 

ショ－ル類 

特開2001-200408 

－00.01.13 

A41D13/00 

－ 

防寒ウェア 

トルマリン 

 

特開2003-010336 

－ 

01.07.04 

A61M 2102 

－      

癒し環境の部屋 

その他放射性物

質 

特開2002-235283 

－ 

01.02.05 

D06M15/05 

－ 

繊維構造物 

放
射
性
物
質
利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

トルマリン 

その他放射性物

質 

特開2002-309481 

－ 

01.04.11 

D06M15/05 

－ 

乗物用内装品 
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表2.14.4 東レの技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

セラミック 

その他放射性物

質 

特開2002-317301 

－ 

01.04.20 

A41B9/12 

－ 

肌着 

特開2002-339116 

－ 

01.05.10 

A41D13/00 

－ 

ワ－キングウェア 

特開2002-339150 

－ 

01.05.14 

D01F1/10 

－ 

中綿 

特開2002-339117 

－ 

01.05.16 

A41D13/00 

－ 

スポ－ツウア 

特開2002-339252 

－ 

01.05.14 

D06M15/00 

－ 

寝具用繊維製品 

放
射
性
物
質
利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

トルマリン 

その他放射性物

質 

 

特開2002-339253 

－ 

01.05.16 

D06M15/00 

－ 

形態安定加工された衣料およびそれからなるシャ

ツ 
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2.15.1 研究者の概要 

 
氏名 高松邦明 
所在地 東京都千代田区 
 高松邦明氏は、社団法人 環境情報科学センター 調査研究室の主任研究員であり、専門

分野は社会調査である。 
（出典：http://www.eco.pref.mie.jp/forum/datebank/yushiki_14.html#69 ） 

 
 
2.15.2 製品例 

高松邦明氏は、社団法人  環境情報科学センター  調査研究室の主任研究員であるため、

製品を製造していないと推察される。 
 
 
2.15.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.15.3 に、マイナスイオン発生機の高松邦明氏の出願件数と発明者数を示す。 

 
図 2.15.3 高松邦明氏の出願件数と発明者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

高松邦明氏は、社団法人  環境情報科学センター  調査研究室の主任研究員であるため、

技術開発拠点の記載を省略する。 

 

2.15 高松邦明氏 
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2.15.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.15.4 に、高松邦明氏のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布を示す。 

 課題としては、応用課題の「マイナスイオン効能、効果の発揮」についての出願が多い。 

解決手段としては、放射性物質利用式の「ケイ素」を利用する出願が多い。 

 表 2.15.4 に、高松邦明氏のマイナスイオン発生機の技術要素別課題対応特許を示す。出

願件数 15 件中の登録分３件を図と概要入りで示し、その他は書誌事項のみを表示する。 
 
 

図 2.15.4 高松邦明氏のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布 
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表2.15.4 高松邦明氏の技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生効率改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

ケイ素 特開2001-017554 

－ 

99.07.06 

A61N1/10  

大原 成子 

静電気除去貼付シ－ト 

特開平09-164049 

(拒絶) 

95.12.14 

A47G9/00 

大原 豊子 

菊池 英明 

枕 

特許2893249 

－ 

96.06.26 

A61N1/10   

大原 豊子 

体力増強靴 

スニーカー21の靴底の踵部及び爪先部には、粒

状又は粉末状の珪素（Ｓｉ又はＳｉＯX （０＜ｘ

≦２））22が封入されたガラス容器23が埋め込ま

れている。ガラス容器23は、

直径３mm，高さ３mmの円錐形

をなしており、尖部が上を向

くように埋設されている。珪

素22は、マイナスイオン化さ

れた石英坩堝に所定時間（約

５分間）投入しておくことに

より、予めマイナスイオン化

されている。なおガラス容器

23は、靴底に通常の衝撃が加

わった場合でも破壊されない

強度を有する。 

特開平11-242194 

－ 

98.12.09 

G02C11/00 

大原 成子 

眼鏡フレ－ム及び眼鏡 

特開2001-064139 

－ 

99.08.31 

A61K7/16        

大原 成子 

竹田 誠 

イオン化塩配合歯磨き剤及びその製造方法 

特開2001-245965 

－ 

00.03.03 

A61L9/22 

大原 成子 

空気清浄機 

放
射
性
物
質
利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

ケイ素 

 

特許2972783 

－ 

96.05.09 

D06M11/79 

大原 成子 

伊藤 芳昭 

シリコン繊維 

シリコン繊維３は、三塩化シラン（ＳｉＨＣｌ

3 ）ガスを導入し、加熱された真空状態の減圧Ｃ

ＶＤ装置へ、ポリエステル系の合成繊維１を通す

ことにより、合成繊維１の表面にシリコン薄膜層

(350Å )２を蒸着形成し

たものである。また合成

繊維の材料（例えばポリ

エステル）中にシリコン

（Ｓｉ又はＳｉＯX ）を

混入させて紡糸し、シリ

コン繊維としてもよい。 
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表2.15.4 高松邦明氏の技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特開2000-296393 

－ 

99.04.13 

C02F1/48 

大原 成子 

湖沼及び池の浄化方法 ケイ素 

特開2001-246389 

－ 

00.03.03 

C02F1/68,510  

大原 成子 

浄水具及び浄水器 

特開平09-165211 

(拒絶) 

95.12.14 

C01B33/02    

大原 豊子 

菊池 英明 

空間活性具及び空間活性化方法 

特開平09-165284 

(拒絶) 

95.12.14 

C05G1/00      

大原 豊子 

菊池 英明 

植物育成方法及び植物育成剤 

特開平09-306692 

(拒絶) 

96.05.09 

H05F3/04  

大原 豊子 

菊池 英明 

空間活性具及び空間活性化方法 

特許3378901 

－ 

99.09.20 

A23L1/304 

大原 成子 

森田 利行 

マイナスイオン化炭酸カルシウムの製造方法 

静電気軽減除去装置８を作動させてマイナスイ

オン化された石英坩堝５内に、食品添加物の炭酸

カルシウム４を１ｋｇ投入し、静電気軽減除去装

置８を作動させた状態で２時間保持する。その

後、この炭酸カルシウムをイオン棒９が埋設され

た 敷 地 内 で 焼 成 す

る。これらの処理に

より、炭酸カルシウ

ムは負電荷に帯電さ

れ、その負電荷は定

着する。このマイナ

スイオン化炭酸カル

シウムを食すること

によりマイナスイオ

ン は 体 内 に 供 給 さ

れ、体内でのカルシ

ウム吸収率が向上す

る。 

特開2001-097846 

－ 

99.09.27 

A61K7/50  

大原 成子 

仁瓶 礼子 

体用洗浄料及びその製造方法 

放
射
性
物
質
利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

その他放射性物

質 

 

特開2000-313617 

－ 

00.02.21 

C01D3/04 

大原 成子 

イオン化塩及びイオン化塩の製造方法 
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2.16.1 企業の概要 

 
商号 東芝キヤリア株式会社 

本社所在地 〒108-0075 東京都港区港南2-12-32 サウスポート品川 

設立年 1999年（平成11年）（㈱東芝の空調・設備事業部と米国ｷﾔﾘｱ社の合弁会社

として発足） 

資本金 115億10百万円（2003年3月末） 

従業員数 約1,900名 

事業内容 各種エアコン・空調システム（住宅・店舗・オフィス・工場等）、コール

ドチェーン機器（ショーケース等）、コンプレッサー等の製造・販売 

 
東芝キヤリアは、業務用空調機メーカーの中堅であり、親会社の構造改革の一環として

海外企業をはじめとする他社との提携に活路を見出すという方針のもとに、1998 年に東芝

のエアコン事業を米・キヤリア社と統合するという形で両社の合弁会社として設立された。

また東芝キヤリア空調システムズは東芝キヤリアの販売会社である。 

従ってイオン発生機に関しても、主にエアコンなどの空調機器に組み込んだ製品という

形で製造したものを、東芝空調キヤリアシステムズで販売している。 

 
 
2.16.2 製品例 

表 2.16.2 東芝キャリアの製品例 

エアコン プラズマ・イオン大清快（内部の装置で発生させたマイナスイオンを風

に乗せて放出する。） 

 

2.16 東芝キヤリア 
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2.16.3 技術開発拠点と研究者 

 図 2.16.3 に、マイナスイオン発生機の東芝キヤリアの出願件数と発明者数を示す。 

 

東芝キヤリアの開発拠点：東京都港区芝浦 1 丁目 1 番 1 号 東芝キヤリア内 

            静岡県富士市蓼原 336 番地 東芝キヤリア内 

            東京都港区新橋 3 丁目 3 番 9 号 東芝エー・ブイ・イー内 

 
 

図 2.16.3 東芝キヤリアの出願件数と発明者数 
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2.16.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.16.4 に、東芝キヤリアのマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布を示す。 

 課題としては、マイナスイオン発生特性の課題から「発生特性改善」および「発生効率

改善」、応用課題からは「マイナスイオン効能、効果の発揮」や「応用製品性能向上」につ

いての出願が多い。 

解決手段としては、コロナ放電、電子放射式に集中しているが、発生機の特定無しにも

若干の出願が見られる。コロナ放電、電子放射式に関しては、主には「製品組込み」への

出願であるが、その他に「回路設計」と「構造設計」にも若干の出願が見られる。 

 表 2.16.4 に、東芝キヤリアのマイナスイオン発生機の技術要素別課題対応特許を示す。 

 
 

図 2.16.4 東芝キヤリアのマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布 
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表2.16.4 東芝キヤリアの技術要素別課題対応特許 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生特性改善 製品への組込 特開2001-074263 

－ 

99.08.31 

F24F1/00 

－ 

空気調和機の室内ユニット 

発生特性改善 

拡散特性改善 

製品への組込 特開2003-097816 

－ 

01.09.21 

F24F1/00 

－ 

空気調和機およびその制御方法 

発生特性改善 

目的外物質抑制 

利便性向上 

製品への組込 特開2003-074888 

－ 

01.08.28 

F24F1/00 

－ 

空気調和機の室内ユニット 

構造設計 特開2001-074266 

－ 

99.08.31 

F24F1/00 

－ 

空気調和機の室内ユニット 発生効率改善 

 

製品への組込 特開2001-074265 

－ 

99.08.31 

F24F1/00 

－ 

空気調和機の室内ユニット 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 特開2002-323250 

－ 

01.04.25 

F24F11/02,102 

－ 

空気調和機 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

応用製品性能向

上 

回路設計 

製品への組込 

特開2002-071165 

－ 

00.08.30 

F24F3/16 

－ 

空気調和機 

小型・軽量化 

コスト低減 

特定無しの技術 特開2001-275356 

－ 

00.03.29 

H02M3/28 

－ 

共通電源ユニットおよびそれを搭載した装置 

省 電 力 （ 省 エ

ネ） 

特定無しの技術 特開2002-089940 

－ 

20000912 

F24F11/02,102 

－ 

空気調和機 

特開2002-071185 

－ 

00.08.25 

F24F7/08,101 

－ 

パイプファン 

発
生
方
式
の
特
定
無
し 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

特定無しの技術 

 

特開2002-286240 

－ 

01.03.23 

F24F1/00 

－ 

空気調和機 

測
定
技
術 

測定性能改善 測定技術 特開2003-083937 

－ 

01.09.10 

G01N27/60 

－ 

イオン表示装置 
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2.17.1 企業の概要 

 
商号 株式会社コロナ 

本社所在地 〒955-8510 新潟県三条市東新保7-7 

設立年 1950年（昭和25年） 

資本金 74億49百万円（2003年3月末） 

従業員数 1,832名（2003年3月末）（連結：2,291名） 

事業内容 石油暖房機器（ヒーター、ストーブ等）、空調・家電機器（エアコン、除

湿器等）、住宅設備機器（給湯機等）の製造・販売、他 

 
 コロナは石油燃焼機器メーカのトップメーカーである。旧名が内田製作所で昭和 30 年に

加圧式石油ストーブの生産を開始している。その後コロナ販売、コロナ物流を吸収合併し、

平成４年に現在の社名となっている。近年は住宅設備機器、空調、家電機器といった分野

に参入している。空調においては平成９年に業界初のマイナスイオン発生装置付エアコン

を発売している。 

（出典 http://www2.ibac.co.jp/corps/profile4.nsf/nprof/1714118?opendocument） 

 
 
2.17.2 製品例 

 マイナスイオン発生機能付のエアコン「異風人」「タフ暖異風人」（登録商標）を発売し

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.17 コロナ（旧 内田製作所） 
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2.17.3 技術開発拠点と研究者 

 図 2.17.3 に、マイナスイオン発生機のコロナの出願件数と発明者数を示す。 

 

コロナの開発拠点：新潟県三条市東新保７番７号 コロナ内 

 
図 2.17.3 コロナの出願件数と発明者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01

出願件数

発明者数

出願年

出
願
件
数
・
発
明
者
数



214 

2.17.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.17.4 に、コロナのマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布を示す。 

 課題としては、マイナスイオン発生特性の課題からは「発生特性改善」および「目的外

物質抑制」、そして発生機や測定器の組込み課題からは「利便性向上」、さらに応用課題か

らは「応用製品性能向上」「マイナスイオン効能、効果の発揮」についての出願が多い。 

解決手段としては、コロナ放電、電子放射式に集中し、「回路設計」、「製品組込み」の

出願が見られる。 

 表 2.17.4 に、コロナのマイナスイオン発生機の技術要素別課題対応特許を示す。出願件

数 11 件中の登録分４件と発明の名称中にイオンの発生方法や、その方法・内容について記

されているもの（ただし発生機を組み込んだ用途のみに着目しているものは除く）は図と

概要入りで示し、その他は書誌事項のみを表示する。 
 

図 2.17.4 コロナのマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

噴霧構造設計

その他

回路設計

構造設計

電極構造

機能付加

駆動構造設計

給水構造設計

その他

セラミック

トルマリン

製品組込み

炭

コ
ロ
ナ
放
電

、
電

子
放
射
式

レ
ナ
ー

ド
式

放
射
性
物
質

利
用
式

課
題

解決手段

その他構造設計

付加機構

発
生
特
性
改
善

省
電
力

（
省
エ
ネ

）

そ
の
他

副
産
物
の
利
用

応
用
製
品
性
能
向
上

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
効
能

、
効

果
の
発
揮

測
定
性
能
改
善

ノ
イ
ズ
抑
制

マイナスイオン発生特性の課題

拡
散
特
性
改
善

水
処
理
改
善

電
極

、
放
電
特
性
改
善

利
便
性
向
上

コ
ス
ト
低
減

応用課題

目
的
外
物
質
抑
制

発
生
効
率
改
善

発生機や測定器の組込み課題

小
型
・
軽
量
化
他

生
産
性
向
上

製品組込み

ケイ素

その他発生方式

測定技術

発生機の特定無し

2

2 3



215 

表2.17.4 コロナの技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

拡散特性改善 

目的外物質抑制 

製品への組込 特開平11-047634 

― 

97.08.06 

B03C3/02 

－ 

空気清浄機 

利便性向上 製品への組込 特開平11-072240 

(拒絶) 

97.08.28 

F24F1/00 

－ 

［被引用４回］ 

空気調和機または空気清浄機 

回路設計 

製品への組込 

特許3364421 

－ 

97.11.27 

F24F11/02,102 

－ 

空気調和機 

筐体内の送風経路に冷暖房用の熱交換器と空気

清浄装置の静電式集塵ユニットとファンを備え、

前記送風経路または送風経路近傍にイオン発生装

置の放射電極を設け、前記空気清浄装置の運転お

よび停止に連動してイオン発生装置を運転および

停止するようにし、また前記集塵ユニットの電流

を検知する電流検知手段を設け、この電流検知手

段で検知された電流値が所定範囲でない時に前記

空気清浄装置を停止すると共にイオン発生装置を

停 止 す る よ う

にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

応用製品性能向

上 

 

製品への組込 特開平11-070158 

－ 

97.08.28 

A61L9/22 

－ 

空気調和機または空気清浄機 

特開平11-008044 

－ 

97.06.12 

H01T23/00 

－ 

空気調和機または空気清浄機 

電
子
放
射
式 

発生特性改善 

 

回路設計 

 

特開平10-325560 

(拒絶) 

97.05.21 

F24F1/00 

－ 

［被引用１回］ 

イオン発生装置 

高電圧発生回路２６はパルス波を放射電極１７

に発生させると共に操作部２０からの信号により

前記パルス波の周期を変更可能としたので、比較

的簡単に負イオンのみを利用し人体に有害なオゾ

ンの発生を抑えると共にイオンの発生量を簡単に

調節でききわめて便利なものである。 
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表2.17.4 コロナの技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生効率改善 製品への組込 特開2002-295860 

－ 

01.03.29 

F24F1/00 

－ 

空気調和機 

目的外物質抑制 

利便性向上 

回路設計 特許3281286 

－ 

97.04.15 

F24F1/00 

－ 

イオン発生装置 

筐体内に高電圧発生回路２６と送風ファン９を

設け吸込口４・７から吹出口６への送風経路又は

送風経路近傍にイオン発生用の放射電極１７を備

えるイオン発生装置に於いて、前記高電圧発生回

路２６は放射電極１７にパルス波を間欠して加え

るようにすると共にパルス波の幅を１～１０ｍＳ

ｅｃとしたので、比

較的簡単な回路で製

品や周囲の壁が帯電

して汚れることやオ

ゾンの発生を防止で

きるものである。 

 

 

利便性向上 回路設計 特許3301946 

－ 

97.05.29 

F24F1/00 

－ 

空気調和機または空気清浄機 

イオンセンサ２１はアンテナ３１と積分回路３

２とブリッジ回路３３と増幅回路３４とで構成

し、筐体表面に表示部１５を設けイオンセンサ２

１からの信号をもとにイオン量を表示したので自

動的にイオンの発生調整し、イオンランプ３８に

よ っ て 現

在 の イ オ

ン 量 を 使

用 者 が 認

識 す る こ

と が で き

る よ う に

なった。 

 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 特開2002-257398 

－ 

02.01.25 

F24F11/02,102 

－ 

空気調和機 

電
子
放
射
式 

応用製品性能向

上 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 特許3364422 

－ 

97.11.27 

F24F11/02,102 

－ 

［被引用１回］ 

空気調和機 

操作装置の指令によって作動する制御装置を備

え、前記操作装置は少なくとも冷暖房運転の運

転、停止を行う運転スイッチと前記空気清浄装置

とイオン発生装置の運転を行うイオン・クリーナ

スイッチを設け、空気調和機停止時に前記イオ

ン・クリーナスイッチを操作すればファンと空気

清浄装置とイオン発生装置が運転を開始するよう

にしたものであり、また空気調和機停止時に前記

運転スイッチを操作すれば少なくともファンと空

気清浄装置とイオン発生装置が運転を開始し、そ

の後前記イオン・

クリーナスイッチ

を操作すれば空気

清浄装置とイオン

発生装置が停止す

るようにしたもの

である。 
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2.18.1 企業の概要 

 
商号 九州日立マクセル株式会社 

本社所在地 〒822-1296 福岡県田川郡方城町大字伊方4680番地 

設立年 1970年（昭和45年） 

資本金 4億円（2003年3月末） 

従業員数 231名（2003年3月末） 

事業内容 理美容機器（電気かみそり、ヘアケア機器等）、健康機器（マッサージャ

ー、浄水器等）、超精密電子・機械部品の製造・販売､他 

 
 九州日立マクセルは、その製品群として、理美容製品、健康・環境製品、超精密加工技

術・電子デバイス・情報通信に関連する製品がある。 

九州日立マクセルは、マイナスイオン発生ユニットも開発している。このマイナスイオ

ン発生ユニットは、針状のマイナス極とこれを取り囲むリング状のプラス極との間を長い

絶縁筒で遮断する方式であるため、電離がドーナツ状に均等に生じ、ほとんどオゾンが発

生せず針先も長寿命となっている。このマイナスイオン発生ユニットには、交流式及び直

流式があり、マイナスイオン発生量は、いずれも 100 万個以上（ヘアードライヤー組込み

時吹き出し口から 30cm）となっている。 

（出典：http://www.e-kyuma.com/index.html） 

 
 
2.18.2 製品例 

九州日立マクセルの開発したマイナスイオン発生ユニットは、ブラシ、ブロッサー、ス

トレーター、ドライヤー等の製品に組み込まれる。なお、マイナスイオン発生ユニットを

組み込んだ製品は、九州日立マクセルでは取り扱われてはおらず、日立製作所で取り扱わ

れている。 

（出典：http://kadenfan.hitachi.co.jp/ioncare/） 

 

 
 

2.18 九州日立マクセル 
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2.18.3 技術開発拠点と研究者 

 図 2.18.3 に、マイナスイオン発生機の九州日立マクセルの出願件数と発明者数を示す。 

 
九州日立マクセルの開発拠点：福岡県田川郡方城町大字伊方 4680 番地 九州日立マク 

セル内 

 
 

図 2.18.3 九州日立マクセルの出願件数と発明者数 
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2.18.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.18.4 に、九州日立マクセルのマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布を示す。 

 課題としては、応用課題の「マイナスイオン効率、効果の発揮」についての出願が多い。

解決手段としては、コロナ放電、電子放射式の「製品組込み」についての出願が多い。 

 表 2.18.4 に、九州日立マクセルのマイナスイオン発生機の技術要素別課題対応特許を示

す。出願件数は全部で 10 件である。 
 
 

図 2.18.4 九州日立マクセルのマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

噴霧構造設計

その他

回路設計

構造設計

電極構造

機能付加

駆動構造設計

給水構造設計

その他

セラミック

トルマリン

製品組込み

炭

コ
ロ
ナ
放
電

、
電

子
放
射
式

レ
ナ
ー

ド
式

放
射
性
物
質

利
用
式

課
題

解決手段

その他構造設計

付加機構

発
生
特
性
改
善

省
電
力

（
省
エ
ネ

）

そ
の
他

副
産
物
の
利
用

応
用
製
品
性
能
向
上

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
効
能

、
効

果
の
発
揮

測
定
性
能
改
善

ノ
イ
ズ
抑
制

マイナスイオン発生特性の課題

拡
散
特
性
改
善

水
処
理
改
善

電
極

、
放
電
特
性
改
善

利
便
性
向
上

コ
ス
ト
低
減

応用課題

目
的
外
物
質
抑
制

発
生
効
率
改
善

発生機や測定器の組込み課題

小
型
・
軽
量
化
他

生
産
性
向
上

製品組込み

ケイ素

その他発生方式

測定技術

発生機の特定無し

2 35



220 

表2.18.4 九州日立マクセルの技術要素別課題対応特許 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生効率改善 製品への組込 特開2003-135138 

－ 

01.10.30 

A45D20/12     

－ 

送風装置 

発生効率改善 

拡散特性改善 

構造設計 特開2003-086330 

－ 

01.09.11 

H01T23/00  

－ 

放電装置 

発生効率改善 

応用製品性能向

上 

製品への組込 特開2003-070526 

－ 

01.08.30 

A45D20/12 

－ 

送風装置 

小型・軽量化 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 特開平11-156235 

－ 

97.11.27 

B03C3/02     

－ 

空気清浄機 

特開平10-156215 

－ 

96.12.02 

B03C3/82      

－ 

空気清浄器 

特開平10-180141 

－ 

96.12.25 

B03C3/82    

－ 

空気清浄器 

特開平10-180142 

－ 

96.12.25 

B03C3/82 

－ 

空気清浄器 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

製品への組込 

 

特開平11-156234 

－ 

97.11.27 

B03C3/02 

－ 

空気清浄機 

特開平11-023026 

－ 

97.06.30 

F24F7/00 

－ 

空気清浄機 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

応用製品性能向

上 

 

製品への組込 

 

特開平11-090271 

－ 

97.09.22 

B03C3/82 

－ 

空気清浄機 
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2.19.1 企業の概要 

 
商号 元旦ビューティ工業株式会社 

本社所在地 〒252-0804 神奈川県藤沢市湘南台1-1-21 

設立年 1971年（昭和46年） 

資本金 12億66百万円（2003年3月末） 

従業員数 253名（2003年3月末） 

事業内容 金属屋根製品、屋上緑化システム、太陽光発電システム、樹脂モルタル、

リサイクル建材、マイナスイオン発生塗料等の製造・販売・施工 

 
元旦ビューティ工業は、金属屋根メーカーの大手であり、さらには屋上緑化ビジネスに

も参入している。従って、事業内容としては、屋根などの建材分野の商品の製造販売が主

ではあるが、それらに加えて“マイナスイオン発生塗料の製造販売及び施工の請負”も事

業内容に含んでいる。 
 元旦ビューティ工業の製品に使われているマイナスイオン発生方式は、放射性物質利用

式によるものが主で、全ての製品のコーティング部（塗料）にガーネット鉱石の微粉末が

練りこまれているというものである。（出典：http://www.gantan.co.jp/） 
 
 
2.19.2 製品例 

 元旦ビューティ工業のマイナスイオン発生応用製品としては、主に健康・快適グッズが

あげられる。具体的には、安眠用シート、安眠用マット、寝具用シーツ、サポータ、腹巻

き、ひざ掛けなどに、マイナスイオンと遠赤外線を同時に発生する素材を組み込んだ商品

がある。（出典：http://www.gantan.co.jp/） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.19 元旦ビューティ工業 
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2.19.3 技術開発拠点と研究者 

 図 2.19.3 に、マイナスイオン発生機の元旦ビューティ工業の出願件数と発明者数を示す。 

 

元旦ビューティ工業の開発拠点：神奈川県藤沢市湘南台 1 丁目 1 番地 21 元旦ビューテ 

ィ工業内 
 
 

図 2.19.3 元旦ビューティ工業の出願件数と発明者数 
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2.19.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.19.4 に、元旦ビューティ工業のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布を示

す。 

 課題としては、マイナスイオン発生特性の課題からは「発生効率改善」および「副産物

の利用」、応用課題からは「マイナスイオン効能、効果の発揮」についての出願が特に多く、

この３点に集中している。 

解決手段としては、放射性物質利用式に集中しており、かつその他放射性物質（ガーネ

ット利用）に集中している。 

 表 2.19.4 に、元旦ビューティ工業のマイナスイオン発生機の技術要素別課題対応特許を

示す。出願件数 10 件中の登録分２件は図と概要入りで示し、その他は書誌事項のみを表示

する。 
 

図 2.19.4 元旦ビューティ工業のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布 
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特
性
改
善

省
電
力

（
省
エ
ネ

）

そ
の
他

副
産
物
の
利
用

応
用
製
品
性
能
向
上

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
効
能

、
効

果
の
発
揮

測
定
性
能
改
善

ノ
イ
ズ
抑
制

マイナスイオン発生特性の課題

拡
散
特
性
改
善

水
処
理
改
善

電
極

、
放
電
特
性
改
善

利
便
性
向
上

コ
ス
ト
低
減

応用課題

目
的
外
物
質
抑
制

発
生
効
率
改
善

発生機や測定器の組込み課題

小
型
・
軽
量
化
他

生
産
性
向
上

製品組込み

ケイ素

その他発生方式

測定技術

発生機の特定無し

7 3 9
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表 2.19.4 元旦ビューティの技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生効率改善 その他放射性物

質 

特許 3286298 

－ 

00.08.29 

A61L9/22 

－ 

陰イオン放出用液状組成物、風味改質材、風味改

質方法、送風材、建築用内外装材、鮮度保持材、

保存用器材、室内用品、及び装備、装着材 

樹脂バインダー液に、ガーネット９９～１重

量％と、ジルコニウム、バリウム、ランタン、セ

リウム、ネオジウムの全てを含む鉱物焼成による

酸化物からなる励起材１～９９重量％とからなる

陰イオンを発生する鉱物を微細粉末化して混合さ

せてなり、コーティング層の状態において微細粉

末化鉱物の周囲物質の表面固有抵抗を１０5～１

０8Ωcm とし、コーティング層の状態において定常

的 に 陰 イ オ

ン を 放 出 す

る こ と を 特

徴 と す る 陰

イ オ ン 放 出

用 液 状 組 成

物。 

特開 2002-235229 

－ 

01.02.13 

A41D27/20 

－ 

衣類や装身具などの着用具 発生効率改善 

副産物の利用 

マイナスイオン

の効能、効果の発

揮 

 

その他放射性物

質 

特開 2002-327517 

－ 

02.02.27 

E04D3/00 

－ 

建築物の外装構造及びその施工方法 

特開 2001-303755 

－ 

00.04.21 

E04F15/02,102 

－ 

建築用内装材及び陰イオン発生機能を有する建築

用内装構造の施工方法 

特開 2001-303752 

－ 

00.04.21 

E04F13/14,102 

－ 

建築用内装板材 

特許 3286307 

－ 

01.01.22 

A61L9/01 

－ 

液状組成物を用いた消臭材 

人間の生活環境に有益なマイナスイオンを定常

的に放すことができ、このマイナスイオンにより

特にアンモニアガスやホルムアルデヒドの脱臭分

解し、生活空間及び自然環境を改善するとともに

シックハウス病の抑制作用を有する液状組成物を

用いた消臭 

材を提案す 

る。 

放
射
性
物
質
利
用
式 

発生効率改善 

マイナスイオン

の効能、効果の発

揮 

 

その他放射性物

質 

特開 2003-049358 

－ 

01.07.31 

D06M11/46 

－ 

機能性薄肉材料 
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表 2.19.4 元旦ビューティの技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

副産物の利用 

マイナスイオン

の効能、効果の発

揮 

その他放射性物

質 

特開 2003-105690 

－ 

01.09.28 

D21H19/38 

－ 

マイナスイオン発生撥水性液状組成物 

特開 2002-233443 

－ 

01.02.13 

A47G9/10 

－ 

機能性枕カバ－ 

放
射
性
物
質
利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の発

揮 

 

その他放射性物

質 

特開 2002-332700 

－ 

02.03.04 

E04B1/80 

－ 

建築物の外装構造及びその施工方法 
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2.20.1 企業の概要 

 
商号 アイシーシー株式会社 

本社所在地 〒221-0822 横浜市神奈川区西神奈川1-6-1 

設立年 1992年（平成4年） 

資本金 10百万円 

従業員数 14名 

事業内容 サンゴ応用製品の開発・製造・販売および関連医療サービス 

 
アイシーシーは、東京大学医学部との共同研究により、沖縄の天然風化造礁サンゴを利

用した画期的な OH マイナスイオンの生成方法を開発した。この OH マイナスイオンの生成

方法は、サンゴから発生するマイナスイオンに、滝のマイナスイオン発生原理であるレナ

ード効果を応用したものであり、コロナ放電などのマイナスイオン発生方式で懸念される

オゾンや放射線の心配は全くないという。 

同社の開発した世界発のサンゴ砂風呂及びサンゴサウナは、理想的に大量の OH マイナ

スイオンを発生させ様々な疾患の治療に効果が期待できるという。同社は、サンゴ砂風呂

及びサンゴサウナの FC 展開をしており、今後は、サンゴを使用した世界初のマイナスイオ

ン療法「IC 湯 リボーンクリニック」の直営店の開業及び FC の展開も予定している。 

 

（出典：http://www.venture-plaza.net/g-04.html） 

（出典：http://www.tsunami2000.co.jp/63thbp.pdf） 

（出典：http://www.jasmec.go.jp/plaza/messe/2003/no7.html） 

 
 
2.20.2 製品例 

アイシーシーは、上述したように、サンゴ砂風呂及びサンゴサウナを製造している。 
 

2.20 アイシーシー 
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2.20.3 技術開発拠点と研究者 

 図 2.20.3 に、マイナスイオン発生機のアイシーシーの出願件数と発明者数を示す。 

 

アイシーシーの開発拠点：神奈川県横浜市神奈川区西神奈川 1-6-1 サクラピアビル 910  

アイシーシー内 

 
図 2.20.3 アイシーシーの出願件数と発明者数 
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2.20.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.20.4 に、アイシーシーのマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布を示す。 

 課題としては、応用課題である「マイナスイオン効能、効果の発揮」についての出願が

多い。 

 解決手段としては、レナード式のうち「駆動構造設計」及び「機能付加」についての出

願が多い。 

 表 2.20.4 に、アイシーシーのマイナスイオン発生機の技術要素別課題対応特許を示す。

出願件数９件中、発明の名称中にイオンの発生方法や、その方法・内容について記されて

いるもの（ただし発生機を組み込んだ用途のみに着目しているものは除く）は図と概要入

りで示し、その他は書誌事項のみを表示する。 
 
 

図 2.20.4 アイシーシーのマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布 
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表2.20.4 アイシーシーの技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生効率改善 

その他 

駆動構造設計 特開2001-198219 

－ 

00.01.21 

A61M15/02  

－ 

水の気体イオン化における小イオン空気の分離装

置と方法 

特開2001-213155 

－ 

00.02.02 

B60H3/02 

－ 

風化珊瑚セラミツク使用の車両用加湿調節機能付

き小負イオン発生方法 

耐震動水タンク1内の水Ｗを珊瑚セラミック2入

りのカートリッジ12に通して、アルカリ化3し、負

イオン発生手段4によって、アルカリ水が微細分裂

するので気体イオン化5する。さらに、小イオン分

離手段6にこの気体イオン空気５を通過させ、小イ

オン空気のみを室内に放出する。このとき、湿度

センサ7が車両室内空気の湿度を感知して、湿度調

節部8により上記の負イオン発生手段４を制御して

その湿度調節をする。上記の水タンク１には装着

ネジ部9があり、

これでタンク収納

部10に固定して､

車両のように振動

が激しいところに

水が漏れないよう

に構成される｡大

イオンと中イオン

は液体化し小イオ

ンがイオン排出口

15を通じて室内の

大気中に放出され

る。 

 

レ
ナ
ー
ド
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

その他 

 

駆動構造設計 

機能付加 

 

特開2001-213156 

－ 

00.02.02 

B60H3/02 

－ 

風化珊瑚セラミツク使用の車両用加湿調節機能付

き小負イオン発生装置 

耐震動水タンク1内の水Ｗを珊瑚セラミック2入

りのカートリッジ12に通して、アルカリ化3し、負

イオン発生手段4によって、アルカリ水が微細分裂

するので気体イオン化5する。さらに、小イオン分

離手段6にこの気体イオン空気5を通過させ、小イ

オン空気のみを室内に放出する。このとき、湿度

センサ7が車両室内空気の湿度を感知して、湿度調

節部8により上記の負イオン発生手段4を制御して

その湿度調節をする。上記の水タンク1には装着ネ

ジ部9があり、こ

れでタンク収納部

10に固定して､車

両のように振動が

激しいところに水

が漏れないように

構成される｡大イ

オンと中イオンは

液体化し小イオン

がイオン排出口15

を通じて室内の大

気 中 に 放 出 さ れ

る。 
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表2.20.4 アイシーシーの技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

レ
ナ
ー
ド
式 

コスト低減 駆動構造設計 特開2000-227239 

(拒絶) 

99.02.02 

F24F6/12,101 

－ 

超音波振動力利用珊瑚セラミツクの機能生理活性

負イオン空気発生装置 

風化珊瑚粉を焼成する珊瑚焼成手段Ｂがあり、

珊瑚セラミックカートリッジ１と水を入れる脱着

水容器２があり、上記の珊瑚焼成手段により造成

した珊瑚セラミック１ａを水流入口３からの水Ｗ

と反応させ、その水Ｗをアルカリイオン化する。

さらに、超音波発振器６があり、上記の脱着水容

器２内で上記の珊瑚セラミック１ａを水Ｗと反応

させ作られたアルカリイオン水にその振動力を与

える。最後に、ファン７が、上記の超音波発振器

６により放出された負イオン空気Ａに風力を与え

る。 

発生効率改善 その他放射性物

質 

特開2002-306328 

－ 

01.04.17 

A47J27/00,107 

－ 

風化珊瑚利用の加熱調理器機と加熱調理器機用風

化珊瑚製調理容器 

コスト低減 その他放射性物

質 

特開2000-225189 

－ 

99.02.06 

A61M15/02       

－ 

超音波振動力利用珊瑚セラミツクの機能生理活性

負イオン空気製造方法 

珊瑚焼成手段Ｂがあり、これで風化珊瑚粉を焼

成する。珊瑚セラミックカートリッジ１と水を入

れる脱着水容器２があり、上記の珊瑚焼成手段に

より造成した珊瑚セラミック１ａを水流入口３か

らの水Ｗと反応させ、その水Ｗをアルカリイオン

化する。さらに、超音波発振器６があり、上記の

脱着水容器２内で上記の珊瑚セラミック１ａを水

Ｗと反応させ作られたアルカリイオン水にその振

動力を与える。最後に、ファン７が、上記の超音

波発振器６により放出された負イオン空気Ａに風

力を与える。 

特開2000-233015 

－ 

99.02.12 

A61L9/01 

－ 

摩擦力等の動的外力が存在する箇所に用いる風化

珊瑚利用の消臭剤 

特開2002-339476 

－ 

01.05.17 

E04B1/92   

－ 

風化珊瑚利用のマイナスイオン発生用建築物室内

面基材と使用方法 

放
射
性
物
質
利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

その他放射性物

質 

 

特開2001-104109 

－ 

99.10.05 

A47C27/00 

－ 

気孔構造と負イオン生成効果を有する焼成風化珊

瑚粉装着消臭寝具類 

 



231 

 

 
 

2.21.1 企業の概要 

 
商号 株式会社クレイツ 

本社所在地 〒815-0075 福岡市南区長丘3-23-33 

設立年 1975年（昭和50年） 

資本金 30百万円 

従業員数  

事業内容 理美容製品の製造・販売（ドライヤー、ヘアブラシ、シャンプー、イオン

歯ブラシ、イオンソープ等） 

 
クレイツは、美と健康を追求するとの理念を持って 1975 年に設立された。主に理美容

業界向けの商品が多いが、通信販売を中心にして女性向のマイナスイオン関連商品を扱っ

ている。（出典：http://www.createion.net/index.html） 

 
 
2.21.2 製品例 
 クレイツのマイナスイオン関連製品のラインアップとしては、美容関連と健康関連の二

つに大括りされる。美容関連としては、ヘアードライヤー、ホットカーラー、ヘアーアイ

ロン、ヘアブラシなど、健康関連としては、加湿器、ネックレス、歯ブラシなどがあげら

れる。（出典：http://www.createion.net/products/product_index.html） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.21. クレイツ 
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2.21.3 技術開発拠点と研究者 

 図 2.21.3 に、マイナスイオン発生機のクレイツの出願件数と発明者数を示す。 
 

クレイツの開発拠点：福岡市南区長丘 3 丁目 25 番 16 号 クレイツ内 

          福岡市南区長丘 4 丁目 9 番 36 号 クレイツ内 

 
図 2.21.3 クレイツの出願件数と発明者数 
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2.21.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.21.4 に、クレイツのマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布を示す。 

 課題としては、応用課題の「マイナスイオン効果、効能の発揮」に集中しており、その

他として発生機や測定器の組込み課題の「小型・軽量化他」に出願がある。 

解決手段としても、放射性物質利用式に集中しており、かつその使用物質も「トルマリ

ン」への一極集中である。 

 表 2.21.4 に、クレイツのマイナスイオン発生機の技術要素別課題対応特許を示す。出願

件数９件中の登録分６件は図と概要入りで示し、その他は書誌事項のみを表示する。 
 
 

図 2.21.4 クレイツのマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布 
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改
善

利
便
性
向
上

コ
ス
ト
低
減

応用課題

目
的
外
物
質
抑
制

発
生
効
率
改
善

発生機や測定器の組込み課題

小
型
・
軽
量
化
他

生
産
性
向
上

製品組込み

ケイ素

その他発生方式

測定技術

発生機の特定無し
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表2.21.4 クレイツの技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

小型・軽量化 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

トルマリン 登録実用3086782 

－ 

01.12.18 

A44C25/00 

－ 

ネツクレス 

表面からマイナスイオン及び磁力を発生させ、

それにより装着者の免疫力向上、精神安定、体の

機能向上、老廃物の排出、呼吸器の機能向上、疲

労感の軽減、加えて肩こりや首こりの改善等、健

康増進に役立つネックレスの提供。 

登録実用3045060 

（権利抹消） 

97.07.03 

A44C1/00   

－ 

装飾品 

表面からマイナスイオンを発生させ、それによ

り装着者の免疫力向上、精神安定、体の機能向

上、老廃物の排出、呼吸器の機能向上、疲労感の

軽減等に役立つ装飾品の提供。 

登録実用3047352 

－ 

97.09.20 

A45D1/00,505 

－ 

整髪用電気アイロン 

ロッドやグロ− ブの表面から発生するマイナス

イオンの作用により、頭髪の損傷を防止しながら

きれいなカ− ルを短時間で付けることができる整

髪用電気アイロンの提供。 

特開平11-152216 

（拒絶） 

97.11.20 

A61K7/16     

－ 

歯磨き剤 

放
射
性
物
質
利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

トルマリン 

 

特開2002-119777 

－ 

00.10.18 

B26B13/24  

－ 

理美容用鋏 
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表2.21.4 クレイツの技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

登録実用3077117 

－ 

00.10.19 

B26B13/20 

－ 

理美容用鋏 

多元素鉱物が発するマイナスイオン及び４～１

４μｍの波長の電磁波（微弱エネルギー）の作用

によって鋏を持つ指の血行を促進させて、指の疲

れを取り除き、理容師や美容師の職業病である腱

鞘炎や関節炎等を患うのを防止させると共に、刃

部の切れ味及び耐久性を向上させることができる

ようにした理美容用鋏の提供。 

特開2002-292163 

－ 

01.03.30 

B26B21/58 

－ 

多元素鉱物含有刃物 

登録実用3091645 

－ 

02.07.25 

A47G9/10 

－ 

健康枕 

表面からマイナスイオン及び磁力を発生させ、

それにより使用者の免疫力向上、精神安定、体の

機能向上、老廃物の排出、呼吸器の機能向上、疲

労感の軽減、加えて肩こりや首こりの改善等、健

康増進に役立つ健康枕の提供。 

放
射
性
物
質
利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

トルマリン 

 

登録実用3091675 

－ 

02.07.26 

A47G9/02 

－ 

寝具用敷シ－ト 

表面からマイナスイオン及び磁力を発生させ、

それにより使用者の免疫力向上、精神安定、体の

機能向上、老廃物の排出、呼吸器の機能向上、疲

労感の軽減、加えて肩こりや首こりの改善等、健

康増進に役立つ寝具用敷シートの提供。 
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2.22.1 企業の概要 

 
商号 サンエー電機株式会社 

本社所在地 〒601-8205 京都市南区久世殿城町295 

設立年 1969年（昭和44年） 

資本金 70百万円 

従業員数 120名 

事業内容 電子機器（液面検知器、液面制御装置、バッテリー容量計等）、電磁機器

（各種トランス、各種非常用電源設備等）の製造・販売 

 
 サンエー電機は電源機器のメーカーで、この分野以外に医療業界、健康器具業界、 半導

体製造業界といった多岐の業界へも果敢に挑戦している。マイナスイオン発生器もその一

環である。 

（出典：http://www.sun-eh.co.jp/html/sun-eh_070.html） 

 
2.22.2 製品例 

 電子機器事業部門の商品分野にマイナスイオン発生機が掲載されている。 
 
2.22.3 技術開発拠点と研究者 

 図 2.22.3 に、マイナスイオン発生機のサンエー電機の出願件数と発明者数を示す。 

 

サンエー電機の開発拠点：京都府京都市南区久世殿城町 295 番地 サンエー電機内 
 

図 2.22.3 サンエー電機の出願件数と発明者数 
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2.22.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.22.4 に、サンエー電機のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布を示す。 

 課題としては、マイナスイオン発生特性の課題からは「発生特性改善」、「発生効率改善」、

「目的外物質抑制」、そして発生機や測定器の組込み課題からは「小型・軽量化他」など、

さらに応用課題からは「マイナスイオン効能、効果の発揮」の出願がある。 

解決手段としては、コロナ放電、電子放射式では「電極構造」、「製品組込み」の出願が

見られ、「その他発生方式」にも参入している。 

 表 2.22.4 に、サンエー電機のマイナスイオン発生機の技術要素別課題対応特許を示す。

出願件数９件中の登録分４件と発明の名称中にイオンの発生方法や、その方法・内容につ

いて記されているもの（ただし発生機を組み込んだ用途のみに着目しているものは除く）

は図と概要入りで示し、その他は書誌事項のみを表示する。 
 

図 2.22.4 サンエー電機のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布 
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表2.22.4 サンエー電機の技術要素別課題対応特許（1/3） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生効率改善 電極構造 特開2001-244045 

－ 

00.02.25 

H01T23/00 

－ 

マイナスイオン発生器 

電極に印加する電位を一瞬ゼロ又は少しマイナ

スにして電極に付着積帯していたイオンを電界の

拘束から解き遊離した− 空気イオンのみを送風等

によって集める。また、遊離イオンの中から− イ

オンを取り出す為、副電極を設けてプラスイオン

を吸着し、マイナスイオンのみを効率良く送出す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的外物質抑制 電極構造 特開2002-289324 

－ 

01.03.27 

H01T19/04 

独立行政法人産業

技術総合研究所 

マイナスイオン発生器のイオン発生電極の材質お

よびその機能 

 マイナスイオン発生器の電極の材質をオゾン吸

着効果を有する導電材料や、天然の大気イオンに

近い成分を含有する導電材料や導電性のある液体

にて構成する。 

登録実用3055154 

－ 

98.03.20 

F21V33/00 

－ 

イオン式空気清浄器付照明器具 

従来の照明器具本体内にイオン発生装置を内蔵

し、照明器具本体の上部と下部に各々、対流用通

風孔を設けたことにより、照明器具を設置すると

同時にイオン発生装置が設置でき、施工上の工数

が一体化されたため不要となった。又、通風孔に

よる対流により空気の清浄化の利用率が向上し、

空気清浄用イオン発生量の分散化、効率化が図れ

る。 

 

 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

製品への組込 

 

特開2001-347188 

－ 

00.06.08 

B03C3/40 

－ 

イオン化空気拡散システム 
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表2.22.4 サンエー電機の技術要素別課題対応特許（2/3） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 特開2003-068136 

－ 

01.08.29 

F21V33/00 

－ 

除電機能付照明器具 

応用製品性能向

上 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 登録実用3054427 

－ 

98.05.27 

F21V33/00 

－ 

イオン式空気清浄器付照明器具 

従来のスタンド型照明器具本体内にイオン式空

気清浄器を内蔵し、照明器具本体内後部、前部に

通風口を設け、照明器具とイオン式空気清浄器を

一体化することにより設置スペースを削減すると

ともに、イオン式空気清浄器の高電圧発生回路か

らの高電圧を蛍光灯始動用高電圧として利用する

ことにより、電力損失を低減し、電力効率、安全

性や信頼性を改善する。 

 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

応用製品性能向

上 

製品への組込 登録実用3074423 

－ 

00.06.28 

H01T23/00 

－ 

マイナスイオン化空気拡散システム 

電極部外での高圧電源の配線施工を不要又は最

短にする。 
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表2.22.4 サンエー電機の技術要素別課題対応特許（3/3） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 登録実用3075355 

ー 

00.08.01 

F21V33/00 

－ 

マイナスイオン発生器付電気スタンド 

スタンド型照明器具本体１の上部照明部２の一

端にマイナス電極部３を設け、スタンド型照明器

具台５の表面又は、分離可能なプレート部にプラ

ス電極部４を設け、マイナスイオン発生器と照明

器具一体化または組み合わす。 

そ
の
他
発
生
方
式 

小型・軽量化 

省 電 力 （ 省 エ

ネ） 

発生効率改善 

発生特性改善 

利便性向上 

光電子放射材式

他 

特開2003-045612 

－ 

01.07.30 

H01T23/00 

－ 

マイナスイオン発生器 

サイクロン方式やノズル噴出方式のレナード効

果を利用したマイナスイオンを含んだ水のクラス

ター生成部に電極を配し、電極に高電圧を印加す

るものである。 
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2.23.1 研究者の概要 

 
氏名 前田 信秀  
所在地 東京都練馬区下石神井  
 
 前田信秀氏はセラミックスの研究機関であるゾネ科学研究所の代表者である。 

（出典：日本経済新聞 地方経済面（中国Ｂ） 1997/12/19） 
 
 
2.23.2 製品例 

 マイナスイオン発生機の製品はない。しかし、中堅化学メーカーなどと共同でマイナス

イオンを発生する鉱石を使った添加材などの開発を行っている。詳しくはマイナスイオン

発生効果があると言われるカリウムの一種を含む、角閃石や微斜長石と呼ばれる鉱石を５

マイクロメートル以下に粉砕し、シリカなどと混合して塗料、樹脂、紙などに加えて使う

ものである。 

（出典：日経産業新聞 2003/10/06） 
 
 
2.23.3 技術開発拠点と研究者 

 図 2.23.3 に、マイナスイオン発生機の前田信秀氏の出願件数と発明者数を示す。 
 
 

図 2.23.3 前田信秀氏の出願件数と発明者数 
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2.23.4 技術開発課題対応特許の概要 

 図 2.23.4 に、前田信秀氏のマイナスイオン発生機の課題と解決手段の分布を示す。 

 課題としては、マイナスイオン発生特性の課題からは「副産物の利用」および「発生効

率改善」、そして応用課題からは「マイナスイオン効能、効果の発揮」の出願が見られる。 

解決手段としては、放射性物質利用式に集中し、その物質は「セラミック」で、一部「そ

の他」の出願もある。 

 表 2.23.4 に、前田信秀氏のマイナスイオン発生機の技術要素別課題対応特許を示す。出

願件数９件中の登録分２件は図と概要入りで示し、その他は書誌事項のみを表示する。 
 

図 2.23.4 前田信秀氏の課題と解決手段の分布出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

噴霧構造設計

その他

回路設計

構造設計

電極構造

機能付加

駆動構造設計

給水構造設計

その他

セラミック

トルマリン

製品組込み

炭

コ
ロ
ナ
放
電

、
電

子
放
射
式

レ
ナ
ー

ド
式

放
射
性
物
質

利
用
式

課
題

解決手段

その他構造設計

付加機構

発
生
特
性
改
善

省
電
力

（
省
エ
ネ

）

そ
の
他

副
産
物
の
利
用

応
用
製
品
性
能
向
上

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
効
能

、
効

果
の
発
揮

測
定
性
能
改
善

ノ
イ
ズ
抑
制

マイナスイオン発生特性の課題

拡
散
特
性
改
善

水
処
理
改
善

電
極

、
放
電
特
性
改
善

利
便
性
向
上

コ
ス
ト
低
減

応用課題

目
的
外
物
質
抑
制

発
生
効
率
改
善

発生機や測定器の組込み課題

小
型
・
軽
量
化
他

生
産
性
向
上

製品組込み

ケイ素

その他発生方式

測定技術

発生機の特定無し

2 3 8



243 

表2.23.4 前田信秀氏の技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特開平11-114039 

（拒絶） 

97.09.29 

A61L9/01 

大原産和 

快適室内環境機能を備えた空調機 発生効率改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

セラミック 

 

特開平11-151291 

（拒絶） 

97.11.21 

A61L9/18 

大原産和 

［被引用１回］ 

送風機能を備えた空気清浄機 

特開平11-132504 

（拒絶） 

97.10.31 

F24F3/00 

大原産和 

快適室内環境機能を備えた建物 

特許3046795 

－ 

97.12.26 

E04B1/62 

大原産和 

快適室内環境機能を備えた建物 

角閃石を基材として、これに混合材として蛇紋

石、石英閃緑石、花崗斑石、千枚石、凝灰石、酸

化カルシウム、マグネシアおよびシリカの各セラ

ミックスのうち、３または５種類のセラミックス

を混合して得られた複合セラミックス７を床下

ピット１０に敷きつめ、前記複合セラミックス７

と接触した空気を強制対流または自然対流により

各室内へ送気する。 

放
射
性
物
質
利
用
式 

副産物の利用 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

セラミック 

 

特許2955263 

－ 

98.02.02 

E04B1/70 

大原産和 

快適室内環境機能を備えた建物 

角閃石、蛇紋石、石英閃緑石、花崗斑石、千枚

石、凝灰石、酸化カルシウム、マグネシア、シリ

カおよび石灰石の各セラミックスのうち、いずれ

か１種類のセラミックス７を床下ピット１０に敷

きつめ、前記セラミックス７と接触した空気を強

制対流または自然対流により各部屋Ｒ１・Ｒ２へ

送気する。 
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表2.23.4 前田信秀氏の技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特開平11-090139 

（拒絶） 

97.09.16 

B01D39/20 

大原産和 

エアフィルタ装置 

特開2002-087476 

－ 

00.09.14 

B65D81/26 

東北ポリマ－ 

食品の鮮度保持機能を有する複合材およびその加

工法、並びに食品の鮮度保持方法 

セラミック 

 

特開2002-112697 

－ 

00.10.06 

A23B4/027,   

東北ポリマ－ 

動物系の生鮮食品の鮮度保持機能を有する複合材

およびその加工法、並びに食品の鮮度保持方法 

放
射
性
物
質
利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

その他放射性物

質 

特開2002-020164 

－ 

00.06.30 

C04B35/16 

清水守、小川健一

多機能セラミックス材料、これを用いてなる空気

の浄化部材およびそれらの用途 
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 表 2.24 に主要企業以外の技術要素別課題対応特許を示す。（登録特許、登録実用新案） 

 

表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（1/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生特性改善 

発生効率改善 

コスト低減 

噴霧構造設計 特許2018836 

93.05.21 

A61L9/16 

アレックス電子工

業 

空気イオン発生装置 

吸気口（１２）と排気口（１４）との間に超微

細水滴スクリーン手段（２５）と高速回転ブラシ

（１６）とを順次配置し、空気をスクリーン手段

と高速回転ブラシとを通過させることにより大量

の空気イオンを効率的に発生させることができ

る。 

発生特性改善 

発生効率改善 

小型・軽量化 

コスト低減 

その他構造設計 特許2018838 

93.05.21 

A61L9/16 

アレックス電子工

業 

空気イオン発生装置 

空気イオン発生塔（１６）内に空気イオン発生

部（２２）と環状除滴部（２４）を形成し、空気

イオン発生部に空気イオン発生用高速回転ブラシ

（２２ｂ）と除滴用回転増速部材（２２ｃ）とを

備える。 

発生特性改善 

小型・軽量化 

  

噴霧構造設計 特許3051055 

96.01.29 

F24F6/16 

山路達範 

ファイン 

［被引用１回］ 

陰イオン発生方法及び装置 

被処理空気を通過させるべき処理室内におい

て、網目を有する回転体に水を衝突させ飛散させ

ることにより、ミストによるウォーターカーテン

を発生せしめ、処理室内を通過する被処理空気の

陰イオンの濃度をこのウォーターカーテンに接触

させることにより増加させる。 

噴霧構造設計 特許3047230 

99.01.29 

F24F6/14 

マグ・末広工業 

マイナスイオン製造方法及びそれを用いたマイナ

スイオン発生装置、空気清浄装置及び空気加湿装

置 

レナード効果を利用して供給される単位空間当

りのマイナスイオン量を、低動力で効率よく発生

させることができるマイナスイオン製造方法及び

それを利用したマイナスイオン発生装置、空気清

浄装置及び加湿装置を提供する。 

発生特性改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

  

噴霧構造設計 

製品への組込 

  

登録実用3066054 

99.07.26 

F24F1/00,331 

鎌倉製作所 

水気化冷却方式冷風装置 

冷却部３内の冷却エレメント４の外気流入側及

び／又は外気流出側の適宜の位置に、水滴を粉々

に割って超微細な粒子として放出する水噴射ノズ

ル装置１２を備える。該水噴射ノズル装置１２

は、複数の水噴射ノズル１３を取り付けた水噴射

ヘッド１４と、該水噴射ヘッド１４に接続した給

水ホース１５と、該給水ホース１５に水を送出す

る貯水槽５内に設置した循環ポンプ１６とをもっ

て構成する。 

 

レ
ナ
ー
ド
式 

発生特性改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

その他 

その他構造設計 登録実用3069951 

99.12.24 

F24F6/00 

江田真六 

健康増進用マイナス・イオン発生器 

略同一の平面上にスプレーノズルと送風機のそ

れぞれの出口を向かい合わせに配置し、該スプ

レーノズルから出る水の噴霧線上に対して該送風

機の空気の流出角度を、該スプレーノズルの孔径

と空気の風量と風圧に関連して、約１０°～３

０°に可変調節できるように設定する。 

2.24 主要企業以外の特許番号一覧 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（2/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生効率改善 その他構造設計 特許2965437 

93.06.17 

B01D47/06 

日本電気ホ－ムエ

レクトロニクス 

ロヴィック 

空気清浄機 

取り入れた空気と液体を噴射して形成した微細

な液滴とを接触させるサイクロン筒による気液接

触部を備えた空気清浄機であって、前記気液接触

部のサイクロン筒を樹脂で構成するとともに、こ

のサイクロン筒の内面に金属層を形成した。 

発生効率改善 

小型・軽量化 

生産性向上 

利便性向上 

噴霧構造設計 登録実用3093251 

02.09.13 

A61L9/22 

益田統雄 

水の衝撃に依るマイナスイオン発生装置 

水を遠心力で飛散させて霧状にし、空気中の煙

草の煙、花粉、等を洗浄すると共に、効率良く、

濃厚なマイナスイオンを発生させ、且つ、使用水

量の低減を計り、構造を簡素化し、装置の小型

化、低価格、低電力、低運転音を計る。 

小型・軽量化 

コスト低減 

噴霧構造設計 特許3257862 

93.05.26 

F24F6/16 

荻原製作所 

［被引用１回］ 

微細液滴発生装置及び陰イオン空気発生装置 

液を周辺に飛散させて微細液滴化する回転板を

備えた回転式微細液滴発生手段と、発生した微細

液滴の粒径を分離するサイクロン式液滴分離手段

とを有し、回転板はサイクロン式液滴分離手段の

選別筒の上側円筒部内に位置して選別筒の下側円

錐部内に下降空気旋回流を起し、回転式微細液滴

発生手段は、下端部が溜め部に浸漬し且つ上端部

が回転板の中央に開口した揚液管部を回転板の下

部に有する微細液滴発生装置において、上側円筒

部の上部中央の開口を空気取り入れ口とすると共

に、下側円錐部の下部中央の開口を微細液滴取り

出し口として成る。 

小型・軽量化 

生産性向上 

噴霧構造設計 特許3142824 

98.11.25 

F24F6/14 

野村マイクロサイ

エンス 

負イオン供給ユニットおよび負イオン空気発生装

置 

微小水滴が空気中に吐出された吐出領域を形成す

る吐出領域形成手段と、前記吐出領域内で、前記

微小水滴の吐出方向を横切る方向に空気を導いて

前記空気内に負イオンを供給する空気導入手段

と、を具備する。 

生産性向上 

その他 

噴霧構造設計 特許1890556 

92.01.24 

A61N1/44 

シンアペックス貿

易 

［被引用１回］ 

 

負イオン空気発生装置 

一対の回転板の回転によりこれらの間隙内に遠

心力によって負圧が発生し、この負圧により吸上

パイプを通じてタンク内の水を間隙に導入し、こ

の間隙内の水を遠心力により飛散させて微粒化

し、この微粒子に接触する空気が負イオンとな

る。 

生産性向上 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

その他 

その他構造設計 特許2141316 

91.06.20 

F24F1/00 

シンアペックス貿

易 

負イオン空気発生装置 

空気吸入口および空気吐出口を設けたハウジン

グ内にミストチャンバを設置し、このミストチャ

ンバにはモータにより回転される回転板を設け、

この回転板に水供給手段から水を注ぎ、この水を

回転板の回転による遠心力で周辺に飛散させるこ

とによって微粒化し、この水の微粒子に上記空気

吸入口から取り入れた空気を接触させて負イオン

空気を発生させ、この負イオン空気を上記空気吐

出口から供給する 

レ
ナ
ー
ド
式 

生産性向上 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

その他 

噴霧構造設計 

駆動構造設計 

登録実用3079908 

01.02.28 

F24F7/00 

江田真六 

簡便なマイナス・イオン発生装置 

タンク内に水を張水し、該タンクの近傍にシ

ロッコ・ファンを置き、該ファンに所要長さのフ

レキシブルなホースを繋ぎ、該ファンの先端ノズ

ル部を該タンクの水面上近くに向けて解放し、該

ノズル部から流出する空気が該タンクの水面にさ

ざ波を立てる程度に該ファンを動作させる。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（3/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

噴霧構造設計 特許2139950 

92.04.27 

F24F3/14 

高砂熱学工業 

室内空気調和装置 

室内空気調和装置における熱交換器ｅを湿式と

し、多孔性物質から成る含水材１を、調温装置８

によって適温とした水で濡らし、室ａ内からの還

気および新鮮空気として取入れる外気を、該含水

材１の濡れ面に接触させて室内に循環させるよう

にし、濡れ面との接触でフィルターｃで除去し得

なかった微小の粉塵や悪臭ガス分子等の汚染物質

の除去を行うようにした。 

噴霧構造設計 

機能付加 

  

特許3060282 

95.07.10 

B03C3/16 

塩田栄子 

空気浄化装置 

霧発生用ノズルを使用し、タンク内部の水をノ

ズル噴射によるレナード効果によりマイナスイオ

ン化させ、このイオン化したものを高速回転する

フアンの羽中央部に噴射させ、更に微小水滴化し

たものをフアンの遠心力により室内に放出する。

レ
ナ
ー
ド
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 特許3198405 

96.11.07 

B44C5/00 

積水ハウス 

２階建て、もしくは３階建て住宅 

複層階に跨がる吹き抜け空間を開放感を得るに

止まらず、吹き抜け空間を更に積極的に利用する

ようにした２階建て、もしくは３階建て住宅を提

供する。 

特許2627585 

91.04.02 

H05F3/04 

高砂熱学工業 

交流式イオン発生装置およびこれを用いた清浄空

間内の帯電物品の除電設備 

対極と接地点とを接続するアース線または対極

と直流電源とを接続するリード線に，可変抵抗器

と整流器を直列に接続してなる第一調節器と，可

変抵抗器と整流器を直列に接続してなる第二調節

器とを並列に接続し，そのさい，第一調節器の整

流器は第二調節器の整流器とは整流方向を逆にし

て接続されていることを特徴とする交流式イオン

発生装置を提供する。 

回路設計 

正負イオン同時

発生他 

特許3407475 

95.04.26 

H05F3/04 

ヒュ－グルエレク

トロニクス 

交流式イオナイザ 

イオンの移動経路に順次配置されて正負の誘起

電圧を検出する各々第１ないし第３のイオンセン

サと、第１、第２のイオンセンサの誘起電圧が入

力される第１の差動増幅器、及び、第２、第３の

イオンセンサの誘起電圧が入力される第２の差動

増幅器からなる差動増幅部と、第１及び第２の差

動増幅器の出力を加算して前記イオンバランス制

御部に入力する手段と、第１及び第２の差動増幅

器の出力の加算結果から検出した正負イオン量の

アンバランス状態を視覚的に表示させる手段と、

第１及び第２の差動増幅器の出力の加算結果とア

ンバランス警報基準値とを比較して正負イオン量

のアンバランス状態が一定時間継続した場合にア

ンバランス警報を発生する手段と、第１または第

２の差動増幅器の出力とクリーニング警報基準値

とを比較して放電針に対するクリーニング警報を

発生する手段とを備えた。 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

発生特性改善 

付加機能 登録実用3048865 

97.11.14 

F24F7/00 

藍振義 

陰イオン空気清浄機 

主に凹型を呈した主殻体１０と突起柄３０によ

り組成される。該主殻体１０の前端には、とぼそ

接合方式により主殻体１０と結合する可動式殻体

蓋２０を設置し、該主殻体１０の下部にはシム４

０を設置し、陰イオンを導きその発射方向を制御

することができる。しかも、クリップ方式を用い

て炭素繊維を挟み、陰イオンを発生させる。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（4/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生特性改善 

拡散特性改善 

小型・軽量化 

コスト低減 

   

電極構造 登録実用3092109 

02.07.25 

H01T23/00 

四国精機工業 

空気イオン発生装置 

複数の導電性繊維１の先端が扇状に拡がるよう

に束ねて圧着端子２に固定された構成の放電針に

高電圧を印加することにより、扇状の範囲につい

て均一なイオン量を放出させることができる。 

登録実用3086680 

01.12.13 

A45D20/12 

津郷道雄 

ヘアドライヤ－ 

ケース２ａ，２ｂと、上記ケース２ａ，２ｂの

内部に配設されたファン４，モーター５等の空気

取り入れ手段と、上記ケース２ａ，２ｂに設けた

吸い込み口網部３と、上記空気取り入れ手段によ

り吸い込み口網部３から取り入れた空気をケース

２ａ，２ｂの外部に吹き出す空気吹き出し通路８

とを備えている。そして、上記空気吹き出し通路

８に、オゾン非発生タイプのマイナスイオン発生

器２４を配設している。 

発生特性改善 

目的外物質利用

小型・軽量化 

コスト低減 

利便性向上 

製品への組込 

登録実用3090979 

02.06.25 

A45D20/12 

津郷道雄 

ヘアドライヤ－ 

ケース２ａ，２ｂと、上記ケース２ａ，２ｂの内

部に配設されたファン４，モータ５等の空気取り

入れ手段と、上記ケース２ａ，２ｂに設けた吸い

込み口網部３と、上記空気取り入れ手段により吸

い込み口網部３から取り入れた空気をケース２

ａ，２ｂの外部に吹き出す空気吹き出し通路８と

を備えている。そして、上記空気吹き出し通路８

に、オゾン非発生タイプのマイナスイオン発生器

２４を配設している。 

発生特性改善 

目的外物質利用 

利便性向上 

付加機能 登録実用3077376 

00.10.30 

H01T23/00 

日本グレ－ン研究

所 

負イオン発生器 

放電電極針とその基端に接続された高圧電源ユ

ニット２３とを備えた負イオン発生源２０と、負

イオン発生源２０を収容するためのケース１１と

からなる負イオン発生器１０であって、ケース１

１に、放電電極針先端で発生した負イオンを、

ケース１１内部から外部に排出するための通風口

が設けられており、放電電極針の先端が、ケース

１１外面より内方に位置しており、ケース１１の

素材が木である。 

発生特性改善 

小型・軽量化 

コスト低減 

  

  

電極構造 

正負イオン同時

発生他 

  

登録実用3093249 

02.09.05 

B03C3/40 

四国精機工業 

日本グレ－ン研究

所 

空気イオン発生装置 

高圧出力と基準電位が絶縁された高圧電源１に

おいて、高圧出力の高電位側に接続された放電針

２と低電位側に接続された放電針３から一定の空

間距離の位置に基準電位端子４を設置することに

より、負イオンと正イオンを一定の比率で安定的

に発生させる。また基準電位端子４の位置を変え

るることにより負イオンと正イオンの発生量の比

率を制御する。 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

発生効率改善 電極構造 

正負イオン同時

発生他 

  

登録実用3028457 

96.02.27 

B01D53/38 

サ－クランド 

空気清浄装置 

針状のコロナ発生電極５と、一端開口６ａ内にこ

のコロナ発生電極５の先端部が挿入されてなる円

筒状の第１の対向電極６と、この第１の対向電極

７内に立設され、上記コロナ発生電極５と対向す

る第２の対向電極７とを有し、上記第１、第２の

対向電極６、７と上記コロナ発生電極５との間に

高電圧を印加することにより、イオン風を発生さ

せ、同時に発生したオゾンを上記 

第１の対向電極６の他端開口６ａから外部に放出

する。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（5/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生効率改善 

拡散特性改善 

  

付加機能 登録実用3093232 

02.10.04 

B03C3/40 

会田貞弘 

マイナスイオン発生装置 

放電電極２とグランド電極３で構成されたイオ

ン発生部とイオンの放出口６の間の空気流通経路

における任意の場所に加熱手段７を設け、流入し

てくる周囲空気との間に大きな温度差を生じさせ

ることで装置内に熱対流が生じ、イオンの放出口

からの上昇空気に乗ってマイナスイオンを広範囲

に拡散させる。 

電極構造 

構造設計 

  

特許3054504 

92.09.24 

F24F7/00 

日本特殊陶業 

［被引用１回］ 

イオン発生電極構造 

面状電極と、複数の鋸歯を有する板状のイオン

発生用電極とから成り、前記面状電極の上面には

一体的にセラミクス誘電体板が取り付けられ、前

記イオン発生電極は主としてニッケルからなり、

前記鋸歯の先端部は４５度以下の角度に形成され

ている。 

発生効率改善 

電極、放電性能

改善 

  

付加機能 登録実用3076187 

00.09.07 

A61L9/22 

日本ぱちんこ部品

イオン発生装置 

イオン発生装置１は、イオン発生電極７に付着

した汚れを電気的発熱により焼失させる電気的ク

リーニング機構７９を有する。イオン発生電界が

集中する電極先端部に汚れ等が付着すると、イオ

ン発生効率が極めて著しく妨げられる。そこで、

電気的クリーニング機構７９により､該イオン発生

電極７の先端部７ａに付着した付着物を焼失させ

るようにすれば､そのような不具合防止を図る上で

極めて効果的である。 

発生効率改善 

その他 

  

構造設計 実用登録2546209 

91.03.19 

H01J37/08 

三星電子 

陰イオン発生器 

基端部のいずれの一方の先端部が電極コアの軸

心に対して直角に折り曲げられ、また、セラミッ

ク製のポール部材１４ｂ，１５ｂが電極コアの軸

心長さ方向にそれぞれ挿入された＋電極部材１４

及び－電極部材１５と、前記電極部材１４，１５

を所定の間隔をおいて保持する固定部材１６と、

前記＋電極部材１４及び－電極部材１５のコア中

間部の近所で高電圧の絶縁破壊を防止する絶縁壁

１９が形成されているブラケット部１３′と、前

記ブラケット部１３′及び固定部材１６を結合固

定する固定手段１７を備えて前記電極部材１４，

１５の間で陰イオンを発生させるように構成し

た。 

発生効率改善 

小型・軽量化 

  

回路設計 登録実用3066793 

(権利抹消) 

99.06.17 

H01T23/00 

ラムダ 

マイナスイオン放射装置 

直流高圧電源のマイナス高電圧を、高圧配線を

経由して、負荷抵抗に接続し、さらに負荷抵抗を

放電電極に接続する。この構成により、直流高圧

電源からのマイナス電子は負荷抵抗により、流れ

を制限され、これが一種の圧力装置として作用

し、ある限界をこえるとマイナス電子は放電電極

より放射されマイナスイオンを発生させる。 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

発生効率改善 

利便性向上 

電極構造 特許2660669 

94.10.21 

H01T19/04 

カンキョ－ 

コロナ放電発生用電極 

高分子材料よりなる微細な短繊維を撚り合わ

せ、また編むことにより表面に短繊維の端末が無

数に突出した紐状物を形成し、かつこの紐状持つ

を焼成などの手段で導電化処理を行うと共に、こ

の紐状物に高電圧を印加することによりコロナ放

電を発生させるようにした。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（6/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生効率改善 

利便性向上 

電極構造 

正負イオン同時

発生他 

  

登録実用3061585 

99.02.22 

C01B13/11 

鈴木高志 

樋口忠雄 

鈴木高子 

［被引用１回］ 

オゾン・イオン発生装置 

複数の放電電極２４は、誘電体１２の軸方向に

所定間隔離間すると共に、その外周と誘電体１２

の内周面との間に所定の隙間を存して配置され、

かつ全ての放電電極２４が、接地電極１４に対応

する内側に臨むよう設定される。入口キャップ１

８に、交流電源および酸素供給源に接続する配線

用電極３０が接着固定される。誘電体１２の出口

側に、オゾンおよび負イオンを排出するための出

口キャップ４６が接着固定される。 

目的外物質利用 付加機能 特許2838856 

91.02.22 

H01T23/00 

インターナショナ

ルビジネス マシ

－ンズ ＣＯＲＰ

コロナ空気イオン化装置 

通常のコロナ空気イオン化装置のコロナポイン

ト（即ち、コロナ電極）が、コロナポイントを腐

食せず、水蒸気を形成せず、水素を含有しない乾

燥ガスの流れの中に置かれる。 

目的外物質利用

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

  

電極構造 

製品への組込 

  

特許3046951 

98.04.27 

B01D53/86 

セイスイ 

空気清浄化装置 

コロナ放電によりイオン・オゾン風を発生させ

空気を清浄化する空気清浄化装置において、底部

に開口を有するラッパ状体と前記底部の開口に接

続する円筒状体とからなると共に表面に酸化チタ

ン金属を蒸着した風洞部と、前記風洞部のラッパ

状体の前方軸近傍に配置した針状電極と、前記風

洞部に形成した環状電極と、前記針状電極と前記

環状電極との間に高電圧を印加する高電圧発生部

とを備え、前記針状電極と前記環状電極との間に

高電圧を印加してコロナ放電により前記ラッパ状

体側から前記円筒状体側へ流れるイオン・オゾン

風を発生させ空気を清浄化する。 

特許3321187 

91.07.12 

H01T19/04 

テクノ菱和 

クリ－ンル－ム用イオナイザ 

静電気除去のための針状のイオン発生電極を備

えたクリーンルーム用イオナイザにおいて、前記

針状のイオン発生電極は、タングステン電極の表

面がニッケルに被覆された積層構造を有する。 

実用登録2538079 

91.10.17 

H05F3/04 

ヒュ－グルエレク

トロニクス 

空気イオン発生装置 

棒状の基端部および該基端部に連続する先尖り

の先端部からなる放電電極と、該放電電極の基端

部を挿脱可能に保持する穴を有した電極保持部と

を備えた空気イオン発生装置において、上記放電

電極の基端部と先端部との間に電極保持部の穴の

開口縁を覆う底面を有した覆部を一体形成した。

 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

電極、放電性能

改善 

電極構造 

登録実用3039543 

96.11.28 

B03C3/40 

桜谷恵美子 

フジイ商会 

空気清浄器 

受電側電極板６は、平板状の電極からなり、上

側ケース２および下側ケース４の間には、受電側

電極板６を外部から差し込み可能な挿入用口３が

形成され、上側ケース２および下側ケース４内に

は、受電側電極板６を案内する案内手段が形成さ

れ、放電側電極板８がケースの挿入用口３から挿

入されて当該ケースに装着されると、受電側電極

板６を直流電源１４に電気的に接続するコイルば

ね１０を有するものとした。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（7/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

電極構造 登録実用3007343 

94.07.29 

H01T23/00 

福島文雄 

イオン発生装置 

一つの壁面が開口部５を形成する放電電極部４

であるケース２の内部の収容室２Ｖに、電源部７

と、電源部７から電源配線７Ａにより電源供給さ

れる直流高圧発生器８と、直流高圧発生器８から

高圧配線８Ａを介して直流高圧が供給され、放電

電極部４から距離ｄをおいて立設された針状電極

３を具備して構成される。 

コスト低減 

電極構造 

正負イオン同時

発生他 

  

実用登録2149501 

91.03.13 

C01B13/11 

共立電器産業 

［被引用１回］ 

 

オゾン発生器 

導電性を有する筒状電極と、該筒状電極の一方

の開口部の外側に一定の間隔をもって配置される

と共に前記筒状電極の略中心に位置付けられる導

電性を有する針状電極と、前記筒状電極と針状電

極間に直流の高電圧を印加する高電圧発生装置

と、からなり、前記筒状電極と針状電極に前記高

電圧を印加することによりイオン及びオゾンを発

生すると共に前記筒状電極の他方の開口部から外

方に向かって流出する前記イオン及びオゾンを含

む風を発生するものである。 

コスト低減 

生産性向上 

付加機能 

正負イオン同時

発生他 

  

登録実用3079001 

01.01.18 

H01T23/00 

四国精機工業 

空気イオン発生装置 

高圧出力端子２に接続された放電針４の前面に

イオン集電板５を配置し、発生するイオンがマイ

ナスかプラスによりダイオード６または７のいず

れかを通してコンデンサー８または９を充電す

る。一定量が充電されるとネオンランプ１０また

は１１において放電しネオンランプは発光する。

コンデンサー８または９の充放電の繰り返しによ

りネオンランプは点滅を繰り返してマイナスイオ

ンかプラスイオンの判別をしてイオンの発生量が

一定レベル以上であることを検知できる。 

生産性向上 電極構造 特許2046233 

92.09.02 

H01T19/04 

東京鉄鋼 

イオナイザ－用放電電極の製造方法 

珪素からなる棒材１１の外周面に、炭素を付着

させ、加熱により炭素原子を珪素母材の珪素と反

応させる。これにより、珪素母材より硬い炭化珪

素層１２を形成する。 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

利便性向上 電極構造 登録実用3089869 

02.05.10 

H01T23/00 

孫実慶 

軟式安全マイナスイオン発生器 

供給電源を変圧器１で高圧とし、変圧器高圧出

力端に高圧静電を保存するコンデンサを設け、コ

ンデンサの横に並列に耐高圧の排出抵抗を連接

し、且つマイナスイオン発射端間に耐高圧のト

リップ防止抵抗を串接し、並びにスリーブ３を軟

性導電性細繊維束に套設してマイナスイオン発射

端２を組成し、マイナスイオン発生器停止時に排

出抵抗を経由してコンデンサの残余電荷を迅速に

排出し、残余電荷による保養使用者に対する二次

電気ショックの危険を防止し、使用時に、マイナ

スイオンを発射方向に案内し集中させ、静電荷の

トリップ状況を防止し、不注意な接触或いはマイ

ナスイオン発射端への接近による電気ショック、

感電を防止し、生産組立或いは積塵を分解掃除時

に、尖ったマイナスイオン発射端２により怪我を

するのを防止した。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（8/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

電極構造 登録実用3060428 

98.12.24 

E04B2/74,541 

共立電器産業 

タイキ 

煙草煙の浄化能力が付与された衝立 

筒状電極１２と針状電極１１との間に高電圧を

印加することによって衝立に装備された放電装置

から２～10 m/secの放出された、マイナスイオン

とオゾン及び活性酸素の気流により煙草煙の消滅

及び消臭能力が付与され、かつ、放電装置が、常

時作動するか、会議室の扉に連動させるか又は在

室人員数もしくは煙草煙量に対応して間歇的に作

動させて煙草煙を浄化する。 

特許3391353 

02.02.20 

B03C3/40 

豊田中央研究所 

マイナスイオン発生器 

正電極と、尖鋭な先端を備え、該先端が前記正

電極と所定間隔を隔てて配置された負電極と、該

負電極と前記正電極との間に高電圧を印加してマ

イナスイオンを発生させる高圧電源と、所定量以

上のマイナスイオンが放出される方向内のみから

確認できる位置に配置され、前記マイナスイオン

の放出方向を照明する照明装置と、を備えて構成

されている。 

利便性向上 

回路設計 

登録実用3088641 

02.03.15 

F24F7/00 

マルマンコーポ

レーション 

移動可能なマイナスイオン発生装置 

スイッチ６をオンにして電源電池７から電気回

路ユニット４へ電源を投入すると、イオナイザー

機能が働くと共に送風ファン５が回転することに

より、マイナス高圧が印加されたマイナスイオン

発生電極３で発生するマイナスイオンが、送風

ファン５の送風にて通孔２を通ってケーシング１

の外部へと効率的に送られる。 

正負イオン同時

発生他 

製品への組込 

特許2637693 

(権利抹消) 

94.04.05 

F25D23/00,302 

三星電子 

冷蔵庫の多機能付加装置 

ケースと、前記ケース内に配置されて所定の高

電圧を発生させる電源部と、前記ケース内に配置

されて、前記電源部からの高電圧を受けてコロナ

放電をなしてオゾンを発生させることによって庫

内の空気を浄化するとともに浄化された空気中に

イオンを発生させる多機能付加手段とを備えた。

特許2025640 

92.06.23 

B03C3/28 

早川一也 

空気清浄・調和装置 

空気清浄・調和装置１の吸込口より空気を吸込

み、放電電極７と対向電極９との間に負のコロナ

電圧を印加することにより形成された陰イオン

シャワー13内に空気を通過させ、空気中の浮遊微

粒子を負に荷電する。負に荷電した浮遊微粒子は

クーロン力により対向電極９を覆う無帯電濾材

シート11により一分捕集され、残りの大部分の荷

電浮遊微粒子は第１エレクトレット・フィルター

15aに捕集される。 

特許2793128 

94.06.10 

A61L9/22 

マックスツェル

ヴェ－ガ－ 

室内を滅菌及び脱臭するための機械 

第１の電極、絶縁体及び第２の電極が保持体内

に配置されていてかつこの保持体と共に切換え部

分のプリント配線板に固定されたイオン化部分を

形成しており、少なくとも１つのイオン化部分を

有する切換え部分が構造ユニットとして流入及び

流出開口を備えた閉じられたケーシング内に配置

されている。 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 

特許3402470 

00.12.08 

F24F6/00 

東芝ホ－ムテクノ

東芝 

加湿装置 

サイクロン式集塵装置により清浄にされた空気

がマイナスイオン発生手段に供給されるので、空

気の汚れによるマイナスイオンの減衰が抑制さ

れ、マイナスイオンの発生がより促進される。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（9/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

登録実用3083939 

01.08.07 

F21V33/00 

津郷道雄 

足元灯 

マイナスイオンを発生させることができ、しか

も、このマイナスイオンで室内の下側空間や角

部，隅部等の空気を清浄化することができ、さら

に、小型で、部品点数が少ない足元灯である。 

登録実用3087728 

02.02.04 

B03C3/40 

松下高雄 

光触媒滅菌装置を付加したマイナスイオン空気清

浄器 

マイナスイオン空気清浄器の通気孔の内側に直

径５０ミリの青色発光ダイオ－ド２の内周に沿っ

て直径４０ミリ厚さ３ミリの炭素繊維フィルタ－

１を取り付け、空気清浄作用の動作中に流入する

空気中から浮遊する雑菌、悪臭を除去する。 

登録実用3089689 

02.05.01 

F24H3/04,302 

陳国明 

マイナスイオン発生機能付き温風ヒ－タ－ 

送風機１７の送風口の正面に加熱器が設けられ

ると共に、加熱器の前面に温風送出口及びマイナ

スイオン放出口１３が設けられ、送風機の外枠の

一側にモータ１９と電気接続されるマイナスイオ

ン発生器２０が固設され、そのマイナスイオン発

生器から引出線２１が延出し、引出線の末端に一

束のカーボン繊維２３が接続され、引出線は一端

が封止状で、且つ全体がラッパ状を成すカバー体

３０に位置決めされ、その外径が小さい封止状側

はマイナスイオン放出口と対応するように温風

ヒーター上に固定されると共に、カバー体の開口

３３と対応する位置に送風口４０が形成される。

登録実用3090071 

02.05.17 

F21V33/00 

秦建 

マイナスイオンランプ 

ランプヘッド１、先端を開口した中空のランプ

本体２、ランプ本体２内に設けられたランプ回

路、及びランプ本体２の外部に設けられたランプ

５を備える。ランプ本体２内にはマイナスイオン

発生器６及び制御回路が設置される。マイナスイ

オン発生器６は、マイナスイオン発生回路に接続

される高圧トランスと、ランプ本体２の開口した

先端に配置された放電針を有する。マイナスイオ

ン発生回路及びランプ回路は並列に接続され、制

御回路は、マイナスイオン発生回路及びランプ回

路の開閉を個別に制御する。  

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 

特許3390429 

02.09.18 

A61L9/16 

サカエ理研工業 

空気清浄フィルター装置 

塵芥の捕獲、臭気の吸着と分解、さらにマイナ

スイオン発生という４つの機能をすべて一つのフ

レーム内に組み込んで１個のフィルター装置とし

て構成し、これにより空気通路中の１箇所で、か

つ１個のフィルター装置というきわめてコンパク

トな構成で上記４機能を達成した。 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

応用製品性能向

上 

製品への組込 実用登録2534856 

92.06.03 

A45D20/12 

鈴木高志 

近藤宏行 

武重史郎 

［被引用１回］ 

ヘア－ドライヤ－ 

一次側巻線に直列共振回路が接続され、二次側

巻線にイオン出力ダイオードとイオン出力針から

なるイオン電極およびオゾン電極が接続されたト

ランスを備え、前記直列共振回路に通電すること

により前記トランスの二次側巻線に高電圧を出力

して前記オゾン電極よりオゾンを、また、前記イ

オン電極よりマイナスイオンを発生させるように

した。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（10/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特許3216699 

96.07.25 

B03C3/40 

ティアック 

空気清浄装置 

第１のイオン化電極と第１の集塵電極とを備え

た第１の集塵部と、第２のイオン化電極と前記第

１の集塵電極よりも大きな表面積を有する第２の

集塵電極と前記第１の集塵部における第１の空気

通路とは異なる第２の空気通路を作るための空気

通路形成部材と前記第２の空気通路に強制的に空

気の流れを生じさせるためのファンとを備えた第

２の集塵部と、少なくとも前記ファンを選択的に

駆動するための選択駆動手段とを備えた空気清浄

装置に係わるものである。 

回路設計 

製品への組込 

特許3403723 

02.03.29 

F24F7/00 

シャ－プ 

イナックス 

空気調節装置 

プラスイオンとマイナスイオンを発生するイオ

ン発生装置と、室内の人の有無を検知する人体セ

ンサーと、人体センサーからの信号に基づいて、

前記イオン発生装置を、プラスイオンとマ 

イナスイオンを発生する殺菌運転モードと、少な

くともマイナスイオンを発生するリラクゼーショ

ン運転モードとに切換え制御するモード切換え制

御手段とを備える。 

実用登録2076602 

91.10.25 

B03C3/14 

ティアック 

静電式空気清浄装置 

静電式空気洗浄装置は、外周にイオン化電極１

３と対向する集塵電極１６が設けられ、内部に集

塵紙１８のロール１７が収納されるロール収納部

１５と、ロール収納部１５の上部でロール１７を

押えるロール押え１９と、ロール収納部１５の下

方に設けられ、イオン化電極１３と集塵電極１６

との間を流れる空気を吸引するファン６と、ロー

ル押え部材１９の外周に設けられ、ロール収納部

１５の内壁１５ｃとの間をシールするシール部材

２０とより構成される。 

特許3252387 

96.06.24 

B03C3/45 

ツインバ－ド工業

イオン風式空気清浄機 

清浄機本体と、この清浄機本体に着脱可能に設

けられ、該清浄機本体の外部で集塵紙を交換でき

る保持部材とからなり、集塵用の陽電極とイオン

化用の陰電極とによりイオン化された塵埃を前記

集塵紙で捕らえるイオン風式空気清浄機におい

て、前記保持部材の両側に前記集塵紙の端部を挟

持する押え部を設けると共に、前記保持部材に前

記集塵紙と密着する前記陽電極と、前記保持部材

の誤挿入を防止する誤挿入防止手段を備えて構成

される。 

 

コ
ロ
ナ
放
電
式 

応用製品性能向

上 

製品への組込 

登録実用3038939 

96.12.24 

B03C3/155,   

小林和子 

空気清浄機 

陽極板の該陰極線と対向する帯域９の両側に複

数個の開口部１０を形成し、該陽極板の前面を、

該空気清浄機の機体１に形成したチャンネル１２

に着脱自在の抗菌性繊維シート１１で覆った。該

開口部を角形孔として該帯域の両側に対称に設

け、該抗菌性繊維シートを窓１８を有するホル

ダー１３間に挿入して保持し、該機体に該陰極線

及び陽極板の前方を覆う多孔の保護カバー２を設

け、該機体の背面に抗菌性繊維シートを保管する

保管凹部１５を形成する。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（11/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

電極、放電性能

改善 

付加機能 特許3242637 

00.06.30 

H01T19/04 

日本ぱちんこ部品

イオン発生装置 

負極性の高電圧印加により負イオンを発生させ

るイオン発生電極と、そのイオン発生電極にイオ

ン発生のために高電圧を印加するイオン発生用高

電圧発生部と、イオン発生電極に付着した付着物

を電気的発熱により焼失させるための電気的ク

リーニング機構と、を備えた。 

小型・軽量化 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

  

製品への組込 登録実用3083938 

01.08.07 

F21V33/00 

津郷道雄 

電気スタンド 

マイナスイオンを発生させることができ、しか

も、このマイナスイオンで、室内の角部，隅部等

に配設した勉強机等の上側空間や周囲空間の空気

を清浄化することができ、さらに、マイナスイオ

ン発生器を所望の箇所に設けることができ、小型

で、部品点数が少ない電気スタンドを提供する。

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

応用製品性能向

上 

回路設計 

製品への組込 

特許2726254 

96.04.26 

F24C7/02,521 

エルジ－電子 

電子レンジの陰イオン発生制御装置及び方法 

排気口に流出されるガス量を感知し、その感知

されたガス量によって陰イオン発生量及び冷却

ファンの回転速度を制御して、調理時及び非調理

時に電子レンジ内部及び厨房空間内に存在する匂

いを除去するようにする電子レンジの陰イオン発

生制御装置及び方法を提供する。 

特許2984997 

98.08.19 

A23L3/358,   

アルファ 

食品の静菌抗菌殺菌処理装置 

生鮮食品の細菌の増殖を抑える静菌を行えるこ

とは勿論、生鮮食品に対して抗菌及び殺菌をも行

うことができる食品の静菌抗菌殺菌処理装置を提

供する。 

登録実用3087187 

02.01.09 

F04D25/08,307 

陳国明 

空気清浄機能付き扇風機 

フレーム（２０）の背面に、電源と接続される

マイナスイオン発生器（３０）が固設され、マイ

ナスイオン発生器（３０）から延出するコード

（３１）は末端付近が保護カバー（４０）で被包

され、その保護カバー（４０）で被包されたコー

ド（３１）は締着部材（４２）により支持部材

（２２）に固定され、コード（３１）は後枠（１

３）に形成される挿入孔（１３１）に挿通して、

末端が羽根に隣接するように位置される。 

登録実用3088640 

02.03.15 

F21V33/00 

マルコンコーポ

レーション 

マイナスイオン発生装置付き照明用スタンド 

イオナイザー機能が働くと共に蛍光灯２が点灯

し、送風ファン５が回転する。この照明状態にお

いて、マイナス高圧が印加されたマイナスイオン

発生電極３で発生するマイナスイオンが、送風

ファン５の送風にてスタンド周囲へと送らるよう

に、蛍光灯２の設置側に送風口６を設置する。 

電
子
放
射
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品への組込 

登録実用3090109 

02.05.20 

F24C7/06 

市岡正明 

マイナスイオン発生器付ハロゲンヒ－タ－ 

ハロゲンヒーターの電気回路に、マイナスイオ

ンを発生せしめるマイナスイオン発生器を接続し

た。また、前記電気回路を構成するダイオードを

支持するヒートシンクに、ダイオード不良時に発

生する急激な熱上昇を防止する温度過昇防止装置

を装着せしめると共に、前記電気回路に前記防止

装置を接続せしめるハロゲンヒーターにおいて、

前記電気回路に、マイナスイオン発生器を接続し

た。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（12/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特許2963447 

98.07.02 

C14B15/04 

ニチロ毛皮 

エスタ 

［被引用１回］ 

 

負イオン発生機能付毛皮およびその製造方法 

羊毛皮、ベビーラム、アストラカン、ヌートリ

ア等の毛皮と、該毛皮の裏側の皮面に塗布され

る、トルマリンより成る粒径２～５μｍの電気石

粉末およびウレタン樹脂の混合物と、該混合物上

に塗布されるアクリル樹脂とから成り、前記電気

石粉末、ウレタン樹脂およびアクリル樹脂の塗布

密度がそれぞれ３５～６０ｇ／ｍ2 、１５ｇ／ｍ

2 、６０ｇ／ｍ2 になるように構成した。 

登録実用3089892 

02.05.10 

G06F3/033  340 

マルマンコーポ

レーション 

マウスパッド 

合成皮革からなる基体シート１の外表面上に、

トルマリンを含有する不織布２を両面粘着テープ

あるいは接着剤などにより張り合わせる。このよ

うにして、不織布２におけるトルマリンをマウス

パッド３の最も外表面に露出させ、トルマリンが

マウス４による移動圧力を受けやすくする。 

トルマリン 

登録実用3090907 

02.03.01 

A47K13/14 

堀田敷物 

便座シ－ト 

シート本体１と、これの裏面に積層されて便座

Ｐの上面に着脱自在に装着される付着層２とから

なる。シート本体１は、トルマリン微粒子を含有

する合成樹脂繊維製の不織布からなる。 

セラミック 登録実用3093102 

02.08.28 

A46B15/00 

津郷道雄 

ヘアブラシ 

ヘアブラシ１の少なくとも一部が、マイナスイ

オンを発生させるセラミックスの粉体と、この粉

体をマイナスイオンを発生させるように励起する

励起剤の粉体とを含有する熱可塑性エラストマー

成形品で構成されている。 

発生効率改善 

その他放射性物

質 

登録実用3090533 

02.06.06 

F04D25/08,302 

千住 

常時マイナスイオン発生扇風機 

羽根部分（１）・ガード中心部分（２）・小型扇

風機のガードネット（３－ｂ）の素材にマイナス

イオンを発生させる微粉粒鉱石の天然放射希土類

鉱物及び常温遠赤外線放射鉱物を練り込んだもの

で形成し、通常扇風機のガード部分（３－ａ），共

通の支柱部分（４）・台座部分（５）・モーター部

分（６）からなる常時マイナスイオン発生扇風

機。 

特許3260342 

99.09.03 

A43B17/00 

エスケイティ－ 

ジャパン 

靴底の中敷 

トルマリンの周囲に空気の層を作ると共に、呼

吸によってマイナスイオンを含む空気を靴の内部

全体に亘って流動させ、同時にトルマリンによる

遠赤外線の照射によって、靴内部や足の消臭、抗

菌を促し、又、足の血行増進による疲労の軽減、

水虫予防等の効能が効果的に得られるようにした

靴底の中敷を提供する。 

発生効率改善 

副産物の利用 

トルマリン 

登録実用3088555 

02.03.13 

F21V33/00 

ソ－ゴ 

蛍光灯用マイナスイオン発生具 

発生具本体１は、トルマリン微粒子を含有する

ゴム状弾性材料でＣ形リング状に成形されてい

る。この発生具本体１は、蛍光灯２のガラス管２

ａの外周面に外嵌装着することにより、これに含

有のトルマリン微粒子が、蛍光灯２の熱で暖めら

れてマイナスイオンを多量に発生する。 

放
射
性
物
質
利
用
式 

発生効率改善 

副産物の利用 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

トルマリン 

炭 

登録実用3090500 

02.06.05 

A47G9/10 

幸和工業 

枕 

枕１０の袋体１１を第１層部２０と第２層部３

０に区分し、第１層部２０に活性炭を含む合成樹

脂粒を心材粒２２として詰め、第２層部３０にト

ルマリン鉱石粒と麦飯石粒を混合した心材粒３２

を詰め、第２層部３０を第１層部２０の上側に重

ねるように配設する。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（13/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

発生効率改善 

副産物の利用 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

セラミック 登録実用3069432 

99.12.06 

C02F3/06 

明和商事 

浴水改質具 

プラスチックで風船状に成形され、一部に小穴

１１ａを有する中空本体１１に小穴１１ａよりも

小径のセラミックボール１２の多数個が詰めら

れ、小穴１１ａが栓１３で気密に密封された水浮

上性の浴水改質具１０であり、セラミックボール

１２として遠赤外線放射性、抗菌・消臭性および

マイナスイオン発生機能を併有したものを用い

る。 

発生効率改善 

目的外物質利用 

トルマリン 登録実用3090522 

02.06.06 

A61L9/22 

中山清司 

マイナスイオン発生装置 

水槽１内には水２が貯えられている。水槽１内

の水中の所定位置には、トルマリン等のマイナス

イオン発生材１１が留置手段１４によって留置さ

れている。水槽１の底面部には、エアーポンプか

ら供給される空気を用いて泡２０を発生させる泡

発生具が設けられている。泡２０の上方への移動

に伴って発生する水流によってマイナスイオン発

生材１１は振動して、それに接する泡２０内の空

気中の粒子をマイナスイオン化する。 

発生効率改善 

コスト低減 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

トルマリン 登録実用3082422 

01.06.05 

A45D20/50 

津郷道雄 

カ－ルドライヤ－ 

ドライヤー本体１と、このドライヤー本体１に

取り付けられるブローブラシ２とを備え、上記ド

ライヤー本体１およびブローブラシ２の少なくと

も一方において、その一部もしくは全部が、トル

マリン鉱石の粉体と、この粉体をマイナスイオン

を発生させるように励起する励起剤の粉体とを含

有する樹脂材で構成されている。 

登録実用3052862 

98.04.01 

A61L9/01 

サンフレックス 

トルマリン効果を上げ得る板材製品被覆構造体 

ダクト・ボックス・ダンパー・フィルターなど

の空調機器本体などを鋼板・アルミニウム板・合

成樹脂板材などの板材を使用して、それらの各種

材質の板材製品の表面にトルマリンを塗料ととも

にコーテイングして、そのトルマリンの成分を含

ませてなる板材製品被覆構造体である。 

登録実用3091030 

02.06.27 

G02C5/00 

ふくしま 

眼鏡 

マイナスイオンを発生する性質のある金属片２

を眼鏡枠等のテンプル１やブリッジ部１２に積層

する。 

登録実用3089118 

02.04.05 

A61H33/14 

リブライフ 

マイナスイオン気泡発生装置、洗顔用マイナスイ

オン気泡発生装置及び風呂用マイナスイオン気泡

発生装置 

マイナスイオン発泡器２と、マイナスイオン発

泡器２に空気を送るポンプ３と、マイナスイオン

スプレー具４と、天然マイナスイオンと保湿成分

を配合したクリーム剤５と、マイナスイオン発泡

器２上に配置され、マイナスイオンを顔面に導く

洗顔用カップ６とを具備してなり、洗顔に用いる

ようにした。 

放
射
性
物
質
利
用
式 

発生効率改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

トルマリン 

登録実用3055751 

97.09.05 

A61L9/01 

地球発エスオ－エ

ス 

平山雅昭 

脱臭剤 

紫外線カット剤及びパール微粉末の混合樹脂で

成形された玉子型容器１の中に、含水している吸

水性ポリマー２を入れ、その中にトルマリンセラ

ミックス３を入れると、吸水性ポリマーに含水し

ている水分とトルマリンセラミックス３との間で

電気分解作用が始まり、ヒドロキシルイオンとい

うマイナスイオンを発生する。４の小穴から、そ

のヒドロキシルイオンというマイナスイオンが放

出して、空間中の臭い分子を瞬時に覆い脱臭する

事を特徴とする。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（14/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

トルマリン 特許3096037 

99.08.24 

D06M11/79 

江島屋染工場 

絹小沢 

トルマリン含有絹繊維製品とその製造方法 

超微粒子に近似的に区分されるトルマリンを選

出し、その超微粒子のトルマリンを絹繊維製品の

絹繊維の内部に、吸着・固定させた。 

セラミック 特許3193653 

96.12.28 

D06M11/00 

［被引用２回］ 

大和紡績 

無機微粒子付着加工布帛及びその製造方法 

布帛を構成する繊維の表面に、空気中にマイナ

スイオンを発生させるエネルギーを放射する無機

物である天然放射性稀有元素を含む磁性体鉱物の

微粒子と、空気中に遠赤外線を放射する無機物で

あるセラミックスの微粒子を重量比（天然放射性

稀有元素鉱物の微粒子：セラミックス微粒子）

１：９～３：７の範囲で付着させた。 

発生効率改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

ケイ素 登録実用3040402 

96.11.29 

A61N1/10 

吉江勝広 

シリコンゴム付布地 

繊維を織った布地１には、可撓性を有し、か

つ、負の静電気を放出する主成分がシリコンから

なるシリコンゴム２を付設する。 

副産物の利用 トルマリン 登録実用3084634 

01.09.11 

B32B5/24,101 

山本昌夫 

山本清和 

マイナスイオン効果を発揮するスポンジ布 

スポンジ体２の表面にマイナスイオンを放出す

る物質の粉体を混合して成る接着剤４を用いて布

帛３を貼り合わせる。又はスポンジ体内にＦｅ3Ｏ

4 の粉体又はアルミナ又はジルコニア等の遠赤外線

輻射物質の粉体が単独で、又は混合して混入させ

る。又はバインダーに遠赤外線輻射物質とマイナ

スイオン放出物質の粉体を混合したものを調整

し、これを適量布又はスポンジ体の表面にプリン

ト加工する。 

副産物の利用 

小型・軽量化 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

炭 登録実用3087618 

(権利抹消) 

02.01.29 

C10B53/02 

倉田美都子 

装飾用の炭 

木炭又は竹炭又は花炭等の炭の面に、装飾に適

する部材を用いて、前記炭の面と異なる色、又

は、風合いの部分を設けたことである。 

副産物の利用 

コスト低減 

利便性向上 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

炭 登録実用3066297 

(権利抹消) 

99.08.02 

E04B1/62 

藤堂智就 

マイナスイオンと遠赤外線を放射する内装資材 

木炭粉や粒子３を内装資材の石膏ボード２内部

に組込み、または張り合わせる。 

登録実用3026486 

95.12.28 

A61F13/00,355 

サンテキスタイル

テ－ピング用テ－プ 

遠赤外線セラミックス粒子Ａと、陰イオン電気

石粒子Ｂとを、乳酸菌群および光合成細菌群を中

心とした溶液に混合してコーティング剤３を帯状

の布地２の表面に高温高圧にてコーティングして

コーティング層６を設けるるようにしたものであ

る。 

登録実用3081732 

01.05.15 

A45D20/12 

ジャパンギャルズ

ドライヤ－排風口に装着される装着体 

マイナスイオンと遠赤外線の両方を放出する性

質のある物質を用いてドライヤーの排風口内に設

置し得る大きさに形成したマイナスイオン・遠赤

外線放出物品１を、ドライヤー排風口３１の口縁

３２に着脱自在に止着し得る取付台２に一体的に

組付けて装着体を構成し、該装着体をドライヤー

排風口に設置することで、該ドライヤーにマイナ

スイオンの放出と遠赤外線の放射の両機能を付与

させ得るようにした。 

放
射
性
物
質
利
用
式 

副産物の利用 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

トルマリン 

登録実用3049913 

97.12.17 

A61N5/06 

テラ 

トルマリン詰めマット 

トルマリン詰めマット１は、シート状に並ぶ複

数の小間２…に仕切った布袋等の柔軟な袋体４

と、この袋体４の全て又は一部の小間２…に詰め

た粒状詰物５とからなり、この粒状詰物５はマイ

ナスイオンと遠赤外線を放射するトルマリンの粉

末を樹脂成形した丸薬状の大小の寸法のペレット

５ａ，５ｂを混合して構成する。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（15/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

登録実用3090814 

02.06.18 

A41D13/00 

トキマ 

衣服類の表示体 

表示体１は衣服類の内側に表示項目が表側とな

るように被着され、全体薄肉状のものとされる。

表示体１はシリコンゴムに少量のトルマリン粉末

を含有させて図１に示すように扁平状に型成形さ

せて形成する。 

登録実用3069827 

99.12.06 

A43B17/00 

ブロッサム 

靴の中敷 

上層、中層、底層の３つの層を備えた靴の中敷

において、前記上層は内部にトルマリン鉱石の微

粒子を封入した合成高分子繊維の不織布で形成さ

れ、前記中層は内部にトルマリン鉱石の微粒子と

活性炭の微粒子と通電性素材とを封入した天然高

分子繊維の不織布で形成され、前記底層はクッ

ション材で形成された構成とした。 

登録実用3046837 

97.09.03 

D06M15/643,   

ムーブジャパン 

マイナスイオン発生布体及びその製品 

混練物質の布体上への分子間結合と、その特殊

接合形状、特殊配列等に依って、比較的摩擦に強

いイオンティア接合布体を提供し、イオンティア

の有するマイナスイオン発生作用と線源物質等の

遠赤外線作用とに依り、人体の疲労の回復、疾病

の治療、環境の浄化、殺菌、妨勀、脱臭等の効果

を達成する。 

登録実用3089057 

01.09.12 

G02C5/00 

永田義広 

トルマリン７の鉱石物を利用した健康眼鏡フレ－

ム 

トルマリン７を、眼鏡フレームのパット部分５

又は、テンプル部分６の合成樹脂の箇所に埋め込

み構成する。この健康眼鏡フレームが皮膚に触れ

る箇所やツボ箇所など通してたえずマイナスイオ

ンと遠赤外線を体内に取り込まれることができ

る。 

登録実用3077139 

00.10.20 

A47C27/00 

アサコ 

金井重要工業 

敷マット及びこれと電位治療器との組合せ 

内部に不織布を設けた敷マットであって、上記

不織布が、構成繊維表面にトルマリン粉末（７）

を固着した第一機能層（１）と、構成繊維表面に

備長炭粉末（８）を固着した第二機能層（２）

と、構成繊維に銅イオン結合繊維（９）を混合し

た第三機能層（３）とを、少なくとも各１層づつ

備えて成る。 

登録実用3026487 

95.12.28 

D06M11/00 

山本誠 

布地用コ－ティング糸 

遠赤外線セラミックス粒子と、陰イオン電気石

粒子と、光合成細菌群のうち二種類を任意に混合

してコーティング剤とし、このコーティング剤を

糸本体の表面に高温で加圧しながらコーティング

を行ってコーティング層を設けその後乾燥するよ

うにしたものである。 

登録実用3044830 

(権利抹消) 

97.06.26 

A61N5/06 

七星 

遠赤外線美容健康器 

本体カバー３を構成する前カバー１０と後カ

バー４０の内面の全体にわたって面状発熱体を配

設する。この面状発熱体の表面全体にわたって

シート状の遠赤外線放射体を接着固定する。この

遠赤外線放射体は、トルマリンを粉末状としたト

ルマリン層と、このトルマリン層の上下面からサ

ンドイッチ構造とした不織布とで構成されてい

る。面状発熱体にて温められた遠赤外線放射体は

マイナスイオンと遠赤外線を放射し、このマイナ

スイオンと遠赤外線との相乗効果により使用者の

血行を良くして、新陳代謝を活発にする。 

放
射
性
物
質
利
用
式 

副産物の利用 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

トルマリン 

登録実用3063450 

(権利抹消) 

98.10.19 

A61N1/44 

富士鋼機 

健康装置 

トルマリンを含有させた面状体３と、その面状

体３にエネルギーを供給してマイナスイオンを放

出させる面状発熱体４とを一体に結合させた健康

装置にした。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（16/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

トルマリン 登録実用3043702 

97.05.23 

A46B15/00 

平川朋子 

ヘアブラシ 

ブラシ台２におけるブラシ毛７の植設面に、マ

イナスイオンを大量に発生するイオン発生プレー

ト３を嵌め込みによって取り付ける。イオン発生

プレート３から発生するマイナスイオンが頭皮、

毛根を刺激するため、ブラッシング以外の効用を

有したヘアブラシとなる。 

トルマリン 

その他放射性物

質 

登録実用3086099 

01.11.16 

A61N1/00 

直江コーポレー

ション 

皆川商店 

健康促進材とこれを具備した健康促進具 

接触突起部６を有する金属製の容器２内に、マ

イナスイオン発生物質３と遠赤外線放射物質４、

さらに必要に応じてマイナスイオン発生刺激物質

８を収容することにより健康促進材１とする。 

登録実用3085667 

01.10.29 

A43B17/00 

アルファ商事 

靴の中敷 

中敷本体３を、高分化合物を主な成分とし、酸

化ジルコニア、酸化第二鉄、酸化アルミニウム、

二酸化珪素、リン酸を主成分とし、放射線を放出

しており、マイナスイオンを発生させることがで

きる添加剤を３重量％以上含有させて形成する。

登録実用3091784 

02.07.30 

D06M11/00 

ナチュラルウェー

ブ 

マイナスイオン等発生繊維製品 

繊維製品表面７の一部に、生体への効能効果を

有する充填物３が収容された包袋２が形成され、

且つ前記包袋２を構成する生地がネット状とされ

ていることを特徴とするマイナスイオン等発生繊

維製品１とした。 

セラミック 

特許3041446 

(権利抹消) 

97.06.09 

A47C27/00 

ファミリ－ 

痔用座布団 

若干クッション性を有する板状基台１のほぼ中

央部に少くとも遠赤外線放射セラミックス・イオ

ン対やラジカルを生成する天然放射性稀有元素鉱

物の一種からなる粒状物３が内蔵され、基台１の

上面には該粒状物３に対応すべく所要径の孔７を

備えた左右臀部離間保持用の臀当て座６が設けら

れると共に、着座時における左右臀部１１ａ・１

１ｂ間の離間を助長せしめるべく少くとも該臀当

て座６の両側に一対の切欠き部８が各々形成さ

れ、かつ、全体が所要のカバ－体１０でもって被

覆されてなる。 

セラミック 

炭 

登録実用3004393 

94.05.19 

B68G1/00 

佐川順一 

保温性および健康増進性を有する中詰綿及びこれ

を用いた寝具 

繊維に竹炭の粉末やセラミックス粉末を吸着、

コーティングまたは混入せしめた中詰綿４を構成

し、この中詰綿４が遠赤外線放射作用と健康増進

波動発振作用を有する。 

登録実用3084529 

01.09.05 

E04B1/00,501 

ソウエイコンスト

ラクション 

 

ウッドデッキ、ペット小屋 

建物から屋外に張り出して形成され、地表面２

から所定の間隔を存して敷設された床板６下に炭

９が敷き詰められていることを特徴とするもので

ある。また、炭９による遠赤外線効果、脱臭効

果、マイナスイオン効果及び有毒ガス吸着効果も

期待でき、快適な住環境を提供できる。 

放
射
性
物
質
利
用
式 

副産物の利用 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

炭 

登録実用3079562 

01.02.13 

A43B17/10 

バ－ナ－ド社 

靴の健康中敷 

表地層、備長炭層、裏地層の３つの層を重ね合

わせた靴の健康中敷であり、表地層には、吸湿

性、保温性、通気性、の優れた素材で形成され、

近年、特に注目されている備長炭層においては、

足を健康且つ快適に保つため遠赤外線効果、吸湿

効果、調湿効果、脱臭効果、等の優れた効果を生

かし、なおかつ、マイナスイオンの発散によっ

て、よりいっそう足を健康に保つことができ、裏

地層はクッション性及び備長炭層を保護すべき形

成されていることを特徴とするものである。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（17/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

登録実用3079666 

00.12.14 

B44C5/04 

共生会 

竹炭かべかけ 

竹炭を、天然繊維ジュート麻で織った布地には

さみシュロ縄をまるく加工しその中央に、ふくろ

うの形をした装飾品を布で作り軽量化し、それを

麻ひもで上部より部屋のかべにかけ、竹炭の持つ

特性で部屋中の除湿・虫除け・脱臭・調湿を行

う。 

登録実用3007381 

94.08.01 

A61M21/02 

松島ガ－デン 

ストレス解消バンド 

布製のバンドに１個又は複数のポケット部を設

け、このポケット部の全部又は一部に竹炭片を差

し込む。 

登録実用3042314 

97.04.09 

A61N5/06 

地域住環境コンサ

ルタント 

遠赤外線放射マット 

マット層５ａ・５ｂで面状ヒータ５ｃを上下両

面からサンドイッチ状に挟持してなる発熱体５

と、この発熱体５上に配置され、粒状炭化物７を

通気性に富む耐熱袋体８に収納してなる炭化物収

納体６と、発熱体５と炭化物収納体６との周囲を

一体的に包囲する通気性カバー２とを備えてい

る。 

登録実用3059763 

98.12.10 

A47G27/02 

竹林吉田 

活性炭入り敷マット 

活性炭入り敷マット１は、布団の下、ベッド回

り、押入、車のシート等の箇所に敷かれて使用さ

れる。この敷きマット１は、表地２と裏地３との

間に活性炭粉末を含有したパルプ紙４を詰め物と

して挿入し、このパルプ紙４と表地２との間、及

び、パルプ紙４と裏地３との間にそれぞれ中綿５

を挿入し、その縁を糸６で縫い、さらに、この縁

に側地７を糸８で縫いつけて作られる。 

登録実用3092041 

02.08.09 

A47G9/10 

中村幹雄 

上面に活性炭を内包した袋を配した枕 

枕の上面に活性炭を配する。ヤシ殻活性炭は袋

の幾つかの室に分けられたものに入れられ、使用

中一箇所に片寄らず、万遍なく活性炭があるよう

にする。その袋を枕の上に載せるが、布カバーが

袋の両端につき、その布カバーを枕に巻きつけ

て、活性炭がずれないようにする。又、応用例と

して、その袋を枕に縫い込んでしまい、枕と一体

となって用いることもできる。 

登録実用3092042 

02.08.09 

A47C27/00 

中村幹雄 

就寝用マット 

上マットと下マットの２枚のマットの間に、活

性炭入りパッドを挟む。活性炭入りパッドは、幾

つかの室に区分され、片寄らず、常に万遍なく活

性炭があるようにする。又、和式の敷き布団にも

同じように用いることが出来る。このように就寝

中に健康に良い効果がある。 

登録実用3082127 

01.05.24 

A44C5/00 

辻本リエ子 

マイナスイオン効果及び遠赤外線効果を奏する

ネックレス、ブレスレット、腹帯、リストバン

ド、サポ－タ－及びブラジャ－の紐 

本考案にかかる繊維製品はフェノール系炭素繊

維またはフェノール系活性炭繊維を使用して製造

した。 

登録実用3038401 

96.07.05 

A47C27/00 

藤田鍾夫 

備長炭入マット 

備長炭（粒状）、和紙、不繊布等で、上下両面に

凹凸をつけて、体全体に遠赤外線の照射を高め、

通気性をよくし、あらゆる面に効果のあるように

した。 

 

放
射
性
物
質
利
用
式 

副産物の利用 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

炭 

登録実用3039587 

97.01.14 

E04B1/80 

日新建設 

炭活断熱板 

所定厚の発砲スチロ－ル板、グラスファイバ－

等の軟形断熱材１の表面に、活性化木炭粒２又は

／及び活性化木炭粉３を、非合成接着剤５により

接着し、さらにその表面に非合成接着剤５を介し

て陰イオン活性化木炭粉４ａを付着させた補強

ネット４を貼付けて得る炭活断熱板である。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（18/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

ケイ素 登録実用3091574 

02.07.22 

A61N1/00 

蓑島美智子 

生体組織活性器具 

生体組織活性器具１は、先端に切欠きが施さ

れ、三本の櫛歯部２ａによって櫛状に形成された

櫛部２、及び挿入孔６を有する接続部７を有し、

石英片岩５を原料とするガラス性状の素材から成

形されたガラス体３と、挿入孔６に縮径した一端

が挿入されてガラス体３に取付けられたヒノキを

原料とした把持部４とから構成されている。ガラ

ス体３に含まれる石英片岩５は、遠赤外線及びマ

イナスイオンを放出する性質を有し、さらに遠赤

外線の照射量は温度依存性を有している。これに

より、毛髪を櫛部２で梳かすような所作をするこ

とができ、毛髪、頭皮、及び毛根などに遠赤外線

等を簡便、かつ効率よく照射することができる。

特許3235841 

96.10.02 

A61H39/00 

キムチ－クング 

経穴指圧具 

円筒状の本体の下部キャップを含む経穴指圧具

を提供する。前記下部キャップの空間部の上部に

は陰イオン放出体が固定される。また遠赤外線を

放射するためのバイオセラミックが設けられてい

る。前記バイオセラミックの上側にはゲルマニウ

ム化合物が積層されて形成される。前記陰イオン

放出体の下側には永久磁石が固定され、指圧部材

が前記永久磁石の下部と接触して固定され所望す

る治療部位の皮膚に直接接触して陰イオン及び放

射線を投射する。 

副産物の利用 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

その他放射性物

質 

登録実用3090089 

02.05.20 

A43B17/00 

青山晃久 

靴の中敷及び靴 

橄欖石が含まれている粉状体が含有されてお

り、遠赤外線を放射するとともに、マイナスイオ

ンを発生する水溶液を、靴の中敷１の表面２に塗

布し、粉状体を、表面２や内部３などに付着させ

る。 

登録実用3048243 

97.10.20 

A61L9/22 

ムーブジャパン 

マイナスイオン発生球体 

球体状の中心若しくは偏心核の周りを、例えば

表面が粗面のプラスチック中子等で包被し、その

粗面上を、マイナスイオン発生物質（例えばヘト

ロポリ酸触媒、トルマリン鉱石或は其等の混合

物）の着色シリコン樹脂混合物で被覆した構造よ

り成り、此の表面から発生するマイナスイオン、

若しくは水又は水溶液と反応して発生するイオン

水を利用して、住環境の改善、再生を達成すると

同時に、その商品をインテリアとして利用する。

小型・軽量化 トルマリン 

登録実用3084573 

01.09.07 

B44C5/06 

理研コランダム 

トルマリンを用いた置物 

トルマリン本体１と、トルマリン本体１の一部

が内部に充填された接着部材３により固着された

収容台２とを備えたものである。また、接着部材

３の上面に小石状のトルマリン４を敷き詰めた、

あるいは小石状のトルマリン４をさらに固着した

ものである。 

 

放
射
性
物
質
利
用
式 

小型・軽量化 

コスト低減 

その他放射性物

質 

登録実用3049572 

97.07.31 

A61N1/44 

ティーティーエム

富士精工 

イオン発生体構造 

放射性元素の含有するウラン鉱石を粉砕してＡ

ＢＳ樹脂材とブレンドして成形品で仕上げ、天然

石１と樹脂材２とからなるペレット３で円形のボ

タン形状に構成し更に表面に粉砕した前記天然石

１を塗料に含有した塗装材４を使用して吹き付け

や着色などでペレット３表面をコーティングして

構成し、この製品を電化製品の一部分に接合出来

るように両面接着テープ６又はゴム磁石などを前

記マイナスイオン発生体の底面部３ａに貼り付け

て構成する。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（19/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

登録実用3079004 

01.01.19 

A44C11/00 

賛光 

装身具 

糸６で数珠繋ぎにしたトルマリン原石加工体５

を、貴金属製ボールチェーン９で形成した貴金属

製ネット１０の筒袋１１でくるんで紐状体１２と

した。 

トルマリン 

特許3091733 

98.11.16 

A61L9/20 

杉山製作 

殺菌脱臭装置 

紫外線ランプを挟んで、送気用ファン及び多数

の通気孔を形成した立体構造の光触媒フィルタを

配置するとともに、前記気用ファンの回転羽根の

表面を紫外線を反射する構造となし、該回転羽根

の回転により、光触媒フィルタと逆方向に照射さ

れた紫外線を光触媒フィルタに向けて乱反射する

ようにした。 

小型・軽量化 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

その他放射性物

質 

登録実用3028738 

96.03.05 

A61N1/10 

バンビ 

マイナスイオン発生チップ付の身体着用帯 

ブレスレットまたはアンクレットの１乃至数箇

所の適所にマイナスイオンを発生するマイナスイ

オン発生チップを取付けた。 

登録実用3055069 

98.06.18 

H05B3/10 

七星 

トルマリン遠赤外線ヒ－タ－ 

面状のヒーター層４と、このヒーター層４の表

面に積層され遠赤外線を放射する面状の放射層３

と、この放射層３の表面に積層され所定量のトル

マリンの粉末を混入したトルマリン層２とで面状

の遠赤外線ヒーター１を形成する。トルマリンの

粉末を塗料に混入し、その塗料を放射層３の前面

に全体にわたって塗布してトルマリン層２を形成

する。 

登録実用3078861 

01.01.11 

A45D20/12 

秋山勝彦 

津郷道雄 

ヘアドライヤ－ 

ケース５ａ，５ｂと、上記ケース５ａ，５ｂ内

に配設された空気取り入れ手段と、上記ケース５

ａ，５ｂに形成された空気取り入れグリル１０

と、上記空気取り入れ手段により空気取り入れグ

リル１０から取り入れた空気を外部に吹き出す空

気吹き出し通路とを備えている。そして、上記空

気吹き出し通路の少なくとも一部が、トルマリン

鉱石の粉体と、この粉体をマイナスイオンを発生

させるように励起する励起剤の粉体とを含有する

樹脂材で構成されている。 

トルマリン 

登録実用3083463 

01.07.17 

A61N1/00 

堤重敏 

梅津順助 

カ－ド型健康器具 

紙材２の表裏面にトルマリン粒子・粉末３を付

してトルマリンシート材４を形成し、このトルマ

リンシート材４の表裏面に、外装用紙材５を介し

て透明フィルム材６を熱圧着する。この外装用紙

材５は、健康器具に関する宣伝広告・取扱説明等

の表示欄を備え、健康器具を特徴づける色彩を施

した絵柄模様等を付している。また、透明フィル

ム材６の表面には、突起状・蛇腹状・窪み状等の

滑り止め加工を施している。 

セラミック 

その他放射性物

質 

特許3007333 

98.09.21 

C02F3/06,ZAB 

シアトル 

スカラベ 

雑排水の浄化装置 

油脂成分を含んだ雑排水を浄化する雑排水の浄

化装置であって、雑排水を貯留する貯留槽と、該

貯留槽内に入れられた緑泥片岩を含む構成体と、

前記貯留槽の雑排水中にエアーを放出して雑排水

を攪拌するエアー放出手段とを備えている構成と

した。 

放
射
性
物
質
利
用
式 

コスト低減 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

炭 登録実用3087114 

01.11.19 

A43B17/00 

稲見保 

靴の防寒中敷 

靴の中敷の素材として保温効果の高い備長炭練

込不織布を使用し、滑りにくい生地と重ね合わせ

ミシン縫製をした。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（20/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

コスト低減 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

炭 登録実用3087115 

01.11.19 

A41B11/00 

稲見保 

足の保温カバ－ 

足の保温カバーの素材として、保温効果が高く

ソフトで軽い備長炭練込不織布を用い、カバーの

先端部をスリッパ状に縫製し、先端の補強のため

ソフトで丈夫な生地を縫製した。 

利便性向上 トルマリン 

セラミック 

登録実用3087068 

01.12.28 

F24F7/00 

モリト 

マイナスイオン発生装置 

マイナスイオン発生物質を繊維に含有又は付着

させたネット１又はシートで流通空気接触部分が

覆われていることを特徴とする。マイナスイオン

発生装置としては、例えばエアコン、扇風機２、

扇子、団扇があげられる。これらをマイナスイオ

ン発生装置とするには、エアコンの場合、マイナ

スイオン発生物質を繊維に含有又は付着させた

ネットで冷気／暖気吹き出し口を覆う。扇風機の

場合、前記ネットでガード３を覆う。扇子や団扇

の場合、骨の上を前記シートで覆う。 

登録実用3092832 

02.09.13 

C02F1/00 

エスワイエスヨシ

ダ 

健康飲用水供給装置及びそれを備えた健康飲用水

冷温水器 

かさ比重１．１～２．７の粒状被処理水改質材

を充填した筒形活性水生成器を健康飲用水ボトル

口内に挿嵌・取着してなる健康水供給装置１２

を、健康飲用水を冷水又は温水に調温して吐出す

る健康飲用水冷温水器１３に取付ける。 

登録実用3081915 

01.05.18 

A44C9/00 

キョーワアクセサ

リー 

健康増進機能付き装身具 

マイナスイオンを発生する鉱物の微粉末１を含

有する貴金属材２で形成する。また肌との接触面

５に、マイナスイオンを発生する鉱物の微粉末１

を含有する被膜６を形成する。また本考案は、マ

イナスイオンを発生する鉱物の微粉末１を含有す

る磁石７を備えてなる。 

登録実用3091066 

02.05.09 

A61H33/00 

クリエイトタナカ

トルマリン原石粉砕粒を使用した風呂の湯のマイ

ナスイオン化と健康増進用ミネラル溶融化手段 

ショールトルマリン原石粉を砕粒したもので

あって、その粒径が０．１mm～０．４mm と２mm～

４mm および２mm～５mm のショールトルマリン原石

粉砕粒群１０がある。そして、それらを、それぞ

れ同量づつ混合して、もみ洗いに強靭な通水性

パックＰに多数収納する。 

特許2977490 

96.05.13 

B24D3/34 

ジェージーアイ 

空気イオン発生型研削砥石 

研削砥石において、負の空気イオンの発生量と

正の空気イオンに対する発生率を画期的に高め

た。 

登録実用3045081 

97.07.04 

A61N1/10 

ジュエルビーム 

トルマリン含有縫いぐるみ 

縫いぐるみ１を形成する繊維の一部にトルマリ

ン含有繊維Ｑを使用する。トルマリン含有繊維Ｑ

は、繊維素材の紡糸原液により均一分散された粒

子径 2.0μm 以下のトルマリン微粒子を 0.05～2.0 

重量％の範囲内で含有する。トルマリン含有繊維

Ｑは、抗菌剤、防臭材を添加したレーヨン繊維を

使用する。縫いぐるみ１全体の繊維に対して 20％

～40％使用する。 

登録実用3085332 

201.10.12 

F24F7/10 

パルサ－インター

ナショナル 

床下用送風機及びこれに用いる面状材 

エアーの吸込み口１に、マイナスイオンを発生

する鉱物の微粉末７を含有してなる通気性の面状

材６を、交換自在に設ける。 

 

放
射
性
物
質
利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

トルマリン 

登録実用3050776 

98.01.22 

A47G9/00 

ム－トンライフ 

枕 

不凍液と水を混合した液 34 と、トルマリンセラ

ミックの粒 34 とを柔軟性のある袋 30 に封入して

なるパッド３を、枕本体１の上面に重ねている。
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（21/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

登録実用3048533 

97.10.30 

C02F1/30 

ムーブジャパン 

イオン水発生容器 

構成部分の内側若しくは外側にマイナスイオン

発生源たるイオンティアーを塗着、付着若しくは

装着した上で注水し、此のマイナスイオンの水中

への水和に依って活性イオン水を生成して利用す

る。 

登録実用3089547 

02.04.10 

A63H9/00 

モリト 

玩具 

マイナスイオン発生物質を繊維に含有又は付着

させた布で少なくとも表面の一部分が覆われてい

ることを特徴とする。本発明の紙製玩具は、マイ

ナスイオン発生物質を繊維に含有又は付着させた

紙で少なくとも表面の一部分が覆われている。 

登録実用3024105 

95.10.25 

C04B38/08 

リボ－ル 

トルマリン含有発泡セラミック成形板 

３μｍ以下のトルマリン粉末と圧縮強度６００

ｋｇｆ／ｃｍ２以上で嵩比重０．３～０．５ｇ／

ｃｍ３融点１５００℃以上のセラミック微細中空

粒子を主構成材料とし、これに融剤となる材料を

含むセラミック組成物と水を加え、１０～５００

ｋｇｆ／ｃｍ２で加圧成形後９５０℃以下の温度

で焼成する。 

登録実用3060340 

98.12.01 

A61H39/04 

藤原久重 

安藤浩 

貼付用、セラミックス埋め込み磁気治療器 

磁石中央部に、遠赤外線・マイナスイオンを発

生するトルマリン（電気石）鉱石及び希土鉱石を

使用した、セラミックス球体を設置し、セラミッ

クス球体が外れないように接着固定した。 

登録実用3061449 

99.02.15 

A42B1/04 

伊藤勝文 

育毛促進用ヘヤ－キャップ 

外側シート部材２１と、該外側シート部材２１

の内側に、発熱体４を介在させて積層され、少な

くとも片面に遠赤外線を放射するセラミックス片

が固着されている中間シート部材２２と、該中間

シート部材２２の内側に積層される内側シート部

材２３とを有してなる第１の被覆体２、および該

第１の被覆体２とは独立して形成され、少なくと

も片面に有機ゲルマニウム片が固着されている

シート部材からなる。 

登録実用3090282 

02.05.27 

A41G3/00 

伊藤勝文 

人工毛髪及びかつら 

人工毛髪は、電気石を含有した繊維から構成さ

れている。従って、かかる人工毛髪は、その素材

中に含まれる電気石の作用により、かつらを長時

間装着した場合や長期間にわたって繰り返し使用

した場合でも、悪臭の発生を少なくすることがで

きる。 

登録実用3036814 

96.10.15 

A61H33/00 

吉沼博史 

温泉装置 

温泉装置部を、循環管路途中に設けた第一温泉

装置部７と、浴槽１に臨設して接触物質を露出状

態で配置した第二温泉装置部８とで構成し、第一

温泉装置部の接触物質を石灰華塊とし、第二温泉

装置部の接触物質を、トルマリンとした。 

登録実用3036815 

96.10.15 

A61H33/00 

吉沼博史 

温泉器 

浴湯に溶出する物質を含有した接触物質Ａを、

通水機能を備えた内箱体１に内装し、内蓋体２を

被冠して、通水機能を備えた外箱体３並びに外蓋

体４からなる外箱に収納して、その侭浴槽内に沈

める。 

放
射
性
物
質
利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

トルマリン 

登録実用3062206 

99.03.16 

A61F13/02,310 

今井薫 

貼付用湿布用具 

化学物質、植物質等から出来た（２）膏体と、

マイナスイオンを発する（３）鉱石とを組合せ、

それぞれの効果を相乗させた貼付用湿布用具であ

る。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（22/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

登録実用3023559 

95.08.11 

A61N2/08 

佐藤敬 

トルマリン磁気具 

適宜形態の磁気体と、トルマリン原石加工体ま

たはトルマリン原石の砕片、細片または粉体を配

備したトルマリン収容加工体と連結混在もしくは

混合固着して一体に設ける。 

登録実用3068481 

(権利抹消) 

99.10.25 

A61H33/00 

三進製作所 

温浴器 

トルマリンと炭類とを互いに接近させるように

通水性の容器内に収納して温浴器とする。 

登録実用3090990 

02.06.26 

A61N2/08 

山口安夫 

治療具 

差しピン部２と、該差しピン部２の根元部２ａ

に設けられた折り返し部３と、該折り返し部３に

続いて差しピン部２側へ延出形成された挟みピン

部４とを有してなる治療具である。前記差しピン

部２には、前記挟みピン部４と対向していない部

分に、１又は複数の磁石又は／及びトルマリンが

配される。 

登録実用3041374 

96.12.09 

A61H36/00 

山本誠 

健康ダイエット用衣類 

遠赤外線を有するコーティング剤３にて布地２

表面にコーティングしてコーティング層４を設

け、コーティング剤３を内側にして布地２を重ね

合せて合せ布地５とし、この合せ布地５を裁断縫

着にて作るようにしたものである。 

登録実用3088282 

02.02.28 

F24F13/06 

小林ダクト工業 

空気清浄用補助板 

トルマリン鉱石の粉末を混入して成形した板体

の小片を空気清浄器や冷暖房器の空気吹出口や

フィルターのある吸気口に装着することによっ

て、トルマリン鉱石から発生するマイナスイオン

によって上記の諸目的を解決できる。 

登録実用3074797 

00.07.11 

A61H15/00,310 

松谷茂 

健康ロ－リングロ－ラ－ 

芯部材に所定幅の帯状布地材を巻回して外径６

～１２ｃｍの柱状体となし、外周にはトルマリン

鉱石含有シートを数巻き設ける。 

登録実用3036682 

96.10.09 

F02M35/024  501 

松尾浩子 

自動車用の空気高清浄用エア・クリ－ナ－ケ－ス

蛇腹状に組み立てられたエア・クリーナーエレ

メントの空気流通始端部に、または該エア・ク

リーナーエレメントを収納しかつ空気導入口と清

浄空気導出口をもつエア・クリーナーケースの蓋

の内面に、あるいはその両者に、トルマリン鉱石

粉末を水性塗料に混入したマイナス空気イオン発

生塗料を塗布した自動車用の空気高清浄用エア・

クリーナーケース。 

登録実用3038921 

96.12.20 

F02M35/024  521 

松尾浩子 

空気高清浄自動車用エア・クリ－ナ－アッパケ－

ス 

清浄空気導出口を設けてエア・クリーナーエレ

メントを収納するエア・クリーナーロアケースに

嵌合する空気導入口をもつエア・クリーナーアッ

パケースの内面に、トルマリン鉱石粉末を水性塗

料に混入したマイナス空気イオン発生塗料を塗布

しかつプラス電子出力器を拘設した事を特徴とす

る空気高清浄自動車用エア・クリーナーケース。

登録実用3092205 

02.08.20 

D03D1/00 

織元 

ふとん加工用のマチテ－プ 

マイナスイオン発生鉱物の微粉末１を、布２に

付着させる。本考案の場合、布２は、ポリエステ

ルの不織布によるのが好ましい。 

放
射
性
物
質
利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

トルマリン 

特許2889903 

93.11.09 

C02F1/30 

深井利春 

浄化活性作用を有する水の製造方法及び製造装置

イオン交換樹脂と、トルマリンと水に溶けて人

体に悪影響を及ぼすことがない金属とを混在させ

たものと、マイナス電子を有する岩石との順に水

を通過させるようにした。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（23/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

登録実用3092074 

02.08.12 

A61L9/01 

垂水保徳 

高機能匂い分解消臭器 

ステンレス素材による容器２の縁３周部に細い

溝穴４を設け、その溝穴４にドーム状の通気穴１

３を有する網蓋５を組み合わせた底面６に、剥離

紙７付き粘着剤８を施した前記容器２内に、下か

ら順に脱脂綿等による一定量の保水材９と、トル

マリン鉱石を径２～５ミリ程度の大きさに加工し

たトルマリン粒１０を納め、さらにその上に、前

記トルマリン鉱石を微細加工したトルマリンパウ

ダー１１をビニール袋に封入して成るトルマリン

パック１２を載せて後に、前記した網蓋５を溝穴

４に嵌め込んで成る消臭器１を構成する。 

登録実用3042507 

(権利抹消) 

97.04.14 

A41B17/00 

杉原俊雄 

トルマリン含有肌着 

肌着１の繊維の一部にトルマリン含有繊維Ｑを

使用する。トルマリン含有繊維Ｑは、繊維素材の

紡糸原液により均一分散された粒子径 2.0μm 以

下のトルマリン微粒子を 0.05～2.0 重量％の範囲

内で含有する。 

特許2929269 

95.11.21 

A47C27/12 

生命エネルギ－工

業 

エレクトレット性を有する寝具 

表地１０の下にエレクトレット性を有する電気

石微粒子を含んだ繊維からなる不織布４０を配置

し、この不織布４０の下に通気性に優れ、かつ柔

らかい大目ハニカム２４と、剛性が高い小目ハニ

カム２５とを順次配置し、最下層に裏地３０を配

置すると共に、これら表地１０から裏地３０まで

の周縁を一体に縫製した。 

特許3400357 

98.08.13 

D06M13/148,   

旭化成工業 

生命エネルギ－工

業 

グルコ－ス処理トルマリン含有キュプラ繊維 

セルロースの銅アンモニア錯体により均一分散

されたトルマリン微粒子を含有し、かつグルコー

ス処理されたことを特徴とするグルコース処理ト

ルマリン含有キュプラ繊維を提供する。 

登録実用3054568 

98.05.26 

A43B13/14 

タコ－ 

西岡彦太郎商店 

トルマリン持着履物 

履物（２）や履物用品（３）の足裏との接触部

分にトルマリン成型物（１）を持着させる。 

特許3283231 

98.03.25 

C02F1/30 

青木耕吉 

洗車機用水質改良装置 

洗車機の給水流路中に配置して洗浄水の水質を

改良する装置であって、トルマリンセラミックス

と遠赤外線を放射するセラミックスを混合したも

のを水質改良材として容器内に収納し、該容器に

給水流路の上流側と連結する水の流入口と給水流

路の下流側と連結する水の排水口を設けて水が前

記水質改良材に接触しながら通過するように形成

した構成とした。 

登録実用3029074 

96.03.18 

A61H23/02,332 

川崎精機製作所 

マッサ－ジ器 

中空状の胴部本体１と、該胴部本体１に取付柄

２を介して突設されたマッサージ部３とを備え、

前記胴部本体１内に、モーターと電池とを内設す

る。そして、少なくとも前記マッサージ部３を、

トルマリン鉱石の砕石若しくは粉末を混在した素

材にて形成する。 

放
射
性
物
質
利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

トルマリン 

登録実用3067204 

99.09.03A 

61H33/00 

草苅由美子 

香りと水の活性及び浄化機能を組み込んだ健康

シャワ－器具 

シャワー器具本体１は、ヘッド部２のハーブ及

びカンキツ系植物層５と脱塩素フィルター層６、

又、本体胴部４にはトルマリン（電気石）７及び

磁石８とかなる組み合わせによるものである。 



 

268 

表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（24/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特許3205862 

96.04.15 

A61K7/06 

渡辺克 

毛髪用トリ－トメント剤及びトリ－トメント法 

既存のトリートメント用剤５０％と、トルマリ

ン鉱石を主成分とするトルマリンゼリー２５％

と、パーマネントウェーブ剤の第２剤２５％とを

配合してなる。 

特許3184502 

99.06.15 

F24F7/04 

東光工業 

空気の脱臭及び浄化機能を有する換気口胴体部 

接触する空気を脱臭及び浄化する機能を有する

セラミック粉を含む換気口胴体部を換気口に取付

けておき、この換気口胴体部の中を通過する空気

を前記セラミック粉に接触させることにより前記

空気の脱臭及び浄化を行うようにした。 

登録実用3078053 

00.12.01 

E04F15/04 

東洋テックス 

建築用化粧床材 

マイナスイオンを放出するトルマリン鉱石の微

粉末を上塗り塗料に混ぜて化粧床材の表面に塗布

している。このため化粧床材からマイナスイオン

を放出するので、人体の健康に有益となる。 

登録実用3042193 

96.06.07 

A46D1/00,101 

ト－ヨ－コーポ

レーション 

東洋ブラシ工業 

イオスト－ン歯ブラシ 

植毛形態がテーパー付きなので、自然と軽く

マッサージするだけとなり、植毛材ナイロン繊維

にハイドロキシアパタイト及びトルマリンが含有

されているので歯の石灰質流出を防ぎ、再石灰化

させ、トルマリンの発するマイナスイオンが、口

臭、ヤニ、歯垢を除去、歯を白くする。以上の構

成の相乗効果を得る事が出来る。 

登録実用3049240 

97.11.27 

G06F3/033  340 

ティーティーエム

富士精工 

マウスパッド 

マウスパッド１において、弾力性のある軟質体

状のゴム材２で、操作面３の面上４に円錐体状の

無数の突状５を並列して設け、該面上４と突状５

の表面にすべりやすくする為の表面処理を行い、

マウスの回転ローラ７の転がりを軟質体状の突状

５の押圧を受けて微操作可能にし、且つ、ゴム材

２にマイナスイオンの放射する天然石１０を配合

することでマイナスイオン放射機能をマウスパッ

ド１に付加し、且つ、ゴム材２又は、ゴム材２と

天然石１０の配合する基体の素材に抗菌剤を付加

したマウスパッド１を構成している。 

登録実用3091235 

02.07.05 

A47K1/14 

福田八郎 

挿着式健康器具 

素材に、マイナスイオンを発生する鉱物の粉状

物を混入して成形した浴槽１の排水口の栓２を構

成する。マイナスイオンを発生する鉱物には、貴

陽石、トルマリン石、ゲルマニウム鉱石、又はラ

ジウム鉱石のうちの、少なくとも何れか一つを用

いる。 

登録実用3090627 

02.06.10 

A41D20/00 

米倉清充 

はちまき 

発泡性樹脂材を主材として該樹脂材１００に対

してトルマリンの微粉末を５～１０の割合で混

合、混練し、所定の型枠内において加熱成型して

一定の厚みを有した偏平状の素材（１）を形成求

め、しかる後に該素材（１）を適当な形状に裁断

し、これを内芯として予め縫製してなる布袋

（２）にて外装し、はちまき形状に形成せしめ

た。 

放
射
性
物
質
利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

トルマリン 

登録実用3091595 

02.07.23 

A43B17/00 

木原産業 

靴中敷 

ポリエステル織物地からなる表生地、塩化ビニ

リデン樹脂モノフィラメントの織物地からなる第

一の中間材、ポリエステル不織布の表面にトルマ

リン粉末及び結合剤の混合物を付着させた第二の

中間材、塩化ビニリデン樹脂モノフィラメントの

織物地からなる第三の中間材及び塩化ビニリデン

樹脂モノフィラメントの織物地からなる裏生地を

この順に積層し、該積層体を靴中敷形状に溶断し

かつその外周縁を接着一体化してなる靴中敷。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（25/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

登録実用3092993 

02.09.24 

H04M1/17 

ティ－リ－フ 

ワンズキコ－ 

携帯電話用シリコ－ンゴム製シ－ル 

シリコーンゴム、マイナスイオン発生材料を含

む本体と、該本体に設けられた接着手段とからな

る携帯電話の操作キー設置面に貼付するためのシ

リコーンゴム製シールであって、前記本体に孔が

穿設されてなる。 

登録実用3078128 

00.12.05 

A61L9/00 

広島設備開発 

セラミック脱臭器 

有底短筒形状の箱本体３内に、上面を開放し、

上流端に吸引部４ａを有すると共に下流端に排出

部４ｂを有する凹路４を形成し、その凹路４の底

面から複数の掛止片５を千鳥状に立設して箱容器

２を形成し、その箱容器２の掛止片５に、セラ

ミック網帯体６を凹路４の全域にわたってジグザ

グ状に掛渡して半部材１を形成し、二つの半部材

１を、その上面同士を対向させてビス９で一体化

して、相接触した二つのセラミック網状体６，６

を置く空気流路７を形成すると共に、空気流路７

の排出部４ｂに隣接してファン８を設け、吸引部

４ａから吸引した空気中の不快臭を、セラミック

網帯体６のマイナスイオンによって分解して取除

き、不快臭のない空気を排出部４ｂから排出す

る。 

登録実用3090565 

02.06.07 

C02F1/50,510 

宰成光 

活水器具 

水中でマイナスイオンを生成するセラミックス

部材と、セラミックス部材を収納する活水化容器

とを備え、活水化容器はセラミックス部材が水と

接触するように、開口部を設けて形成した容器下

部と、容器全体が水に浮くように空間部を形成し

た容器上部とからなる。 

登録実用3092712 

02.08.28 

A45D33/34 

津郷道雄 

化粧用パフ，洗浄用スポンジもしくは化粧用スポ

ンジ 

化粧用具１の少なくとも一部が、マイナスイオ

ンを発生させるセラミックスの粉体と、この粉体

をマイナスイオンを発生させるように励起する励

起剤の粉体とを含有するゴム系発泡体で構成され

ている。 

特許3280643 

99.09.20 

C02F1/48 

福田国男 

河川、湖沼の水質改善方法およびその装置 

汚染水を吸引して空気とセラミックスボールに

接触させることにより、前記汚染水に多数の気泡

を発生させると共に、マイナスイオンを気泡中に

取り込む第１工程と、前記第１工程によりマイナ

スイオンを気泡中に取り込んだ汚染水を、流通水

路面および高速回転する回転軸に複数枚間隔を有

して固定された羽根板の両面に、棒磁石とセラ

ミックス棒を交互に、且つ間隔を有して多数突出

して形成された流通水路に空気と共に導入するこ

とにより、前記棒磁石による交番磁場とセラミッ

クス棒による衝突イオン化現象を通過する汚染水

に作用させ、前記第１工程によるマイナスイオン

を取り込んだ気泡を超微細気泡として排水し、該

超微細気泡の消滅時に有害物質を無害化する第２

工程とより成る。 

放
射
性
物
質
利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

セラミック 

登録実用3086634 

01.12.11 

C02F1/28 

堀内精機 

浴用活性水供給装置 

活性炭素繊維を備えた第１浄化容器１と、マイ

ナスイオン発生機能を備えたセラミックスと抗菌

性セラミックスと遠赤外線機能を備えたセラミッ

クス１０とを組み込んだ第２浄化容器２とを連結

して浴室４内に設置し、浴室４内に設けた湯水栓

１９と接続し、該湯水栓１９よりの湯水を前記第

１浄化容器１を介して前記第２浄化容器２へ供給

し、この第２浄化容器２より活性化された浴用の

浄化水を得るようにしたことを特徴とする浴用活

性水供給装置。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（26/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特許3415821 

00.09.27 

A47C27/00 

コストジャパン 

敷マット 

通電によりマイナスイオンを発生する銅繊維製

フィルター材を備えたマイナスイオン発生シート

を敷マット本体に取り付けた。 

登録実用3078844 

01.01.10 

F24F7/10 

サンプラン 

床下撹拌装置 

太陽光を電源とした床下空気の攪拌装置であっ

て太陽光を利用することによって昼間は攪拌装置

を作動させて換気を行い、夜や雨の日は攪拌装置

を停止させて床下に敷設した炭の吸着作用と炭か

ら発生するマイナスイオンの作用によって雰囲気

を柔げて沈静効果を図る。 

登録実用3046903 

(権利抹消) 

97.01.31 

A47G9/00 

タツミ 

安眠枕 

そば殻等の主たる詰め物１と共に、細かく砕い

た竹炭２をマット状に保形させて枕本体の内部で

頭載置側に敷込み装備する。 

特許3128622 

97.08.05 

E04B1/64 

ヤマモト 

内装材等の建材 

浴室内で、壁や天井の化粧面に、薪状の木炭

が、並べられており、薪状の木炭のスラスト方向

が化粧面に沿うことを特徴とする。 

登録実用3073129 

00.04.04 

E04C2/02 

吉野恒男 

炭のボ－ド 

粉末状の炭に麻、ケナフ、ヤシ等天然の繊維物

と水、木酢液、又は竹酢液と、固形剤に粘土と殿

粉系糊を適量加え混合して１の混合ゾルとし、芯

に２の金網又はプラスチックメッシュ状の物等を

挟み成型固形化したボード。 

登録実用3053554 

98.01.06 

A47G27/02 

後藤和彦 

光触媒作用とマイナスイオン生成の機能を持つ織

物 

織物（生地）の表面に酸化チタンの光触媒作用

を利用して、抗菌、消臭、防汚効果を持たせ。裏

面に乾留法で作る竹炭が多量のマイナスイオンを

生成することを利用して室内空気の汚染を中和、

分解できる機能を持たせる。 

登録実用3083200 

01.07.05 

A23L1/48 

神山義郎 

炭パワ－餃子 

餃子の具を作成する時に他の調味料と共に木炭

を少量混ぜる。保存中には木炭の防腐効果が作用

し、食品の劣化を防ぐ。また、体内に取り込まれ

た木炭が、マイナスイオン効果、防臭効果、整腸

効果、清浄効果、などを発揮する。ミネラルの含

有量も多く、健康的な食品添加物である。 

登録実用3026707 

96.01.10 

A47G9/00 

西塚商店 

木炭枕 

パワータイプの木炭枕とマイルドタイプの木炭

枕と二種類あるが、何れも表カバーの内部は上下

層と中層の中三層になっており、何れも上部と下

部には微粒の硬質炭化の白炭（両面が炭で中がそ

ばがら）が入っており、パワータイプの方は中部

の層には高精鉄炭化の黒炭が入っていて、マイル

ドタイプの方は中部の層にはそばがらが入ってい

る。 

登録実用3054666 

98.06.04 

A61N1/10 

春木俊文 

保坂虎夫 

増田屋 

備長炭シ－ト 

粒度が５０メッシュを通過すると共に単位平方

メートル当たり８０ｇ以上の備長炭微粉末を含有

し導電性を有する備長炭微粉末層２の両側に、目

付１０ｇ／ｍ2 ～１００ｇ／ｍ2 のポリエステル

繊維からなる不織布３ａ、３ｂを密着積層して形

成したシート状物。 

放
射
性
物
質
利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

炭 

登録実用3092597 

02.09.05 

A23L1/328 

北海シ－フ－ズ 

増田屋 

塩分を添加加工してなる魚卵、魚類の収容体 

上面を開閉自在とした容器本体１内にプラス

チックフィルム２を介して塩分を添加加工した魚

卵３、魚類を収納し、該魚卵、魚類の上または下

に備長炭または竹炭の微粉末を一体的に含有して

なるシート４を設置し、該容器本体を蓋体５にて

被覆してなる。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（27/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

登録実用3083772 

01.08.01 

A43B17/00 

村井 

靴中敷 

パルプからなるベースシート３の上下両面にそ

れぞれ備長炭粉末５を混合したバインダ７を介し

て合成繊維からなる表側、裏側不織布９、１１を

貼り合わせてなり、前記表側不織布９の合成繊維

がナイロンからなると共に前記裏側不織布１１の

合成繊維がポリプロピレンからなることを特徴と

することを特徴とする。 

登録実用3088228 

02.02.27 

A01K63/04 

池田雄二 

水槽水の浄化装置 

半焼きの炭化工芸品あるいは完全な木炭片を用

い、この炭を通して水槽内にエアーを送入し、炭

の浮きや移動を止めるために炭底に吸着盤を設け

て水槽底に固定するもので、炭を透過したエアー

は微細な気泡となって水槽の水の浄化が図れる。

登録実用3091517 

02.07.18 

A43B17/00 

中村幹雄 

スリッパと靴に用いることが出来る中敷き 

全般にヤシ殻活性炭を入れるが、指の付け根の

部分と、土踏まずの部分に多量に厚く入れる。全

体は、区切って縫ってあり、指の付け根の部分

と、土踏まずの部分の多量のヤシ殻活性炭は移動

しない。その他の部分は、少量に薄く入れてあ

る。これは履いているだけで健康を促進し、衛生

的にするものであり、極めて有用なものである。

登録実用3070424 

00.01.21 

A61L9/01 

農研テクノ 

空気調整装置 

空気調整材と、外部容器と、前記空気調整材を

収納する多孔容器と、外部容器内で空気を流通せ

しめ空気調整材に空気を順次に接触させるための

循環手段とを具えてなり、前記空気調整材は、木

炭、竹炭その他の木質系材による炭で構成し、前

記循環手段は容器下部に形成した貫通開口部と多

孔容器における孔部とからなることを特徴とする

空気調整装置である。 

登録実用3064353 

(権利抹消) 

99.05.27 

A61H39/04 

八幡化学工業 

指圧とマイナスイオン発生と脱臭除湿を兼ねたナ

イスボ－ル 

ヤシガラ活性炭、備長炭芳香剤を投入したティ

パック状のものを三方ヒートシールＵ木又はその

他の素材で手のひらのツボを刺激する穴を設け

る。 

登録実用3064354 

(権利抹消) 

99.05.27 

B01D53/26,101 

八幡化学工業 

除湿炭（活性炭その他環境ホルモンを除去する物

質を混入した除湿剤） 

中味素材が活性炭である為表面積は１０００ｍ

２～１３００ｍ２にもなる。この原料に無数の小

さな孔があるため吸着性保水性放出性が抜群であ

り梅雨期など湿度が高いときには湿気を吸収し冬

の乾燥期には水分を放出し調湿の効果がある。 

炭 

登録実用3089687 

02.05.01 

A61L9/01 

北本就敏 

経木炭を挟み込んだ経木・経木炭複合材 

経木炭を経木で挟みスポット接着で複合材を作

ることにより、簡単に色んな形や大きさの複合材

が製作できて、尚且つ炭の機能を充分に発揮させ

る新たなる内装材、建築材を提供する。 

特許2920289 

96.09.13 

A61K7/00 

大原成子 

マッサ－ジクリ－ム 

マイナスイオン化された酸化シリコンを 0.３～

８５重量％含むことを特徴とする。酸化シリコン

からマイナスイオンが放出され、体表面又は体内

に滞留したプラスの静電気が中和され、さらには

マイナスに転じる。 

放
射
性
物
質
利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

 

ケイ素 

特許2819400 

95.08.01 

A43B17/00 

高松邦明,菊池英明

大原豊子 

靴の中敷き 

Ｓｉ又はＳｉＯx （０＜ｘ＜２）が基材に混合

されているシート材からなることを特徴とする。

シート材に混合されているＳｉ又はＳｉＯx が雑

菌の繁殖を抑え、その効果を長続きさせる。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（28/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

ケイ素 登録実用3092725 

02.09.11 

A61K7/00 

ニチエイ 

中本パックス 

塗布剤用基材 

塗布剤を皮膚に塗布すべく、前記塗布剤を付着

させる塗布剤用基材であって、シート体２の少な

くとも一方の面に、マイナスイオンを発生するイ

オン発生層３が形成されてなることを特徴とす

る。 

登録実用3089537 

02.02.22 

B44C5/06 

アンビックス 

いやし効果を持つ人工観賞用樹木及び造花 

天然鉱石（天然放射希土類鉱物及び常温遠赤外

線放射鉱物）の微粉粒を造花の花（１）及び葉

（２）・その他形成される茎（３）・支持棒（４）

に使用する原料樹脂に練りこみ成形する。 

登録実用3051910 

98.03.02 

F04D29/38 

ガイア 

マイナスイオン発生回転ファン 

塗着、コ－ティング等による添着、混入等の手

段によりマイナスイオンを放射する天然鉱石の微

粉末を回転ファン形成素材に具有する。 

登録実用3067511 

99.09.17 

A44C9/00 

ジュホウ 

指輪 

二酸化チタンをイオンプレーティングした金属

蒸着被覆層２を外面に施し、また、ダイヤモンド

バイトでの研磨により金属蒸着被覆層２を除去し

た当該貴金属の素材面の露出部３を金属蒸着被覆

層２と並べて設けた。 

登録実用3093015 

02.09.25 

F24F1/00,401 

タツネ 

エアコンの室内機用カバ－ 

エアコンの室内機１の吸込口２と吹出口３とを

有する前面に垂れ下げて取付ける通気性の材料か

らなる可撓性の布状本体１０からなり、上記本体

の前面の吹出口を覆う部分に短冊形に切り込んだ

ノレン１３を設ける。 

特許2796779 

94.07.27 

B32B27/10 

トキワ工業 

壁紙 

裏打ち紙に、天然放射性鉱物の粉末が添加され

た塩化ビニル等の樹脂層が積層されており、この

樹脂層が、エチレン・ビニルアルコール共重合体

フィルムにて覆われている。 

登録実用3089905 

02.05.13 

A47C27/00 

ハチモクコーポ

レーション 

クッション 

自然素材よりなる袋体（１）内にヒノキのチッ

プ（３）を収納してなるクッション。 

登録実用3036677 

96.10.09 

A44C5/00 

バンビ 

マイナスイオンを発生する身体着用帯 

マイナスイオンを発生する塗料，染料，メッキ

材または練り込み材を用いて時計バンド，ブレス

レット，アンクレット等の身体着用帯を着色しま

たは成形して、全面または少なくとも着用面より

ムラなくマイナスイオンを発生させるようにした｡

登録実用3087737 

02.02.04 

A47G9/02 

やまむら 

マイナスイオン発生寝具 

松鉱石の微粒子及び松鉱石とのブレンド鉱石の

微粒子を紡糸原液に混入し、その紡糸で織り上げ

た布地、紡布、及び不織布を使用する。 

放
射
性
物
質
利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

その他放射性物

質 

登録実用3092885 

02.09.19 

A61N1/00 

市村工業 

健康増進具 

厚みを有する略円板状の基体１０と、該基体の

一方の面側に保持された磁石１２及びチタン板１

４と、該基体の他方の面側に嵌合・被覆された被

覆体１６とからなり、該基体の一方の面側には、

外周縁に沿って突出形成されたリング状部１８

と、該リング状部に囲まれた平坦部２０と、該平

坦部に設けられた穴２２が形成され、該穴には該

磁石が嵌め込まれ、該リング状部の内側には該磁

石を被覆する状態で該チタン板が嵌め込まれ、該

基体の他方の面側には切欠き溝が該基体の軸に略

直交する状態で形成されている。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（29/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特許2921455 

95.11.10 

A47G9/00 

ワタナベ工業 

枕の詰め物並びにその詰め物を用いた枕並びにそ

の詰め物の製造方法 

イオンパウダーと合成樹脂のパウダーを混合し

てマスターバッチを製作し、このマスターバッチ

とペレット状の合成樹脂にて押出成形して作製し

た。 

登録実用3085090 

01.05.07 

A61N1/00 

柴田英機 

ゲルマニウムイオン交換器具の構造 

貼り替えシートの中央部分にクッション２を介

してゲルマニウム粒３を接着固定してある。又イ

オン流は突起部分に集中する性質を利用して、中

央部分を凸面とし、その外側に外輪状の凸部を設

けたゲルマニウムイオン交換器具の構造。 

登録実用3091007 

02.06.26 

A63G13/06 

昭和ボ－ド 

木製組み立て遊具 

各部材にはマイナスイオンを発生する塗料を塗

布しておくことにより、アトピー性皮膚炎の予防

と治療の効果を促す。 

登録実用3042096 

97.04.02 

D03D15/00,101 

真圧心クリニック

導電性繊維生地 

銅イオン性繊維製の糸素材３にプラチナ電磁波

繊維製の糸素材２を螺旋状に巻絡させて１本化さ

れた複合糸素材を形成し、これを経糸と緯糸とし

て互いに交絡させながら織成して布状の生地とし

て構成する。 

登録実用3034381 

96.06.11 

A41D27/00 

田部明 

衣類などの肌接触調整構造 

衣類１などの肌に直接的または間接的に接触す

る部分に散点的に接着された基盤層２と、基盤層

２に植毛された起毛３と、基盤層２に混入された

消臭剤４，抗菌剤５，マイナスイオン発生剤６と

からなる。 

登録実用3049041 

97.11.19 

A45C13/30 

ティーティーエム

富士精工 

イオン発生体付ストラップ 

吊るし部（２）とアクセサリー部（３）と取っ

手部（４）でなるストラップで、前記アクセサ

リー部（３）の人形体や人気キャラクターなどの

物品の材質をマイナスイオン放射する天然石を粉

末状にして合成樹脂と混合して成形してなる。 

放
射
性
物
質
利
用
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

その他放射性物

質 

登録実用3049213 

(権利抹消) 

97.11.26 

G06F3/033  340 

ティーティーエム

富士精工 

マイナスイオン発生マウスパッド 

マウスパッド１で略角形状で薄厚の物品の材質

をマイナスイオン発生する鉱石の粉砕した天然石

２をゴム材３と配合して成形したもので、また、

これらのマウスパッド１の裏面６に突状４を無数

具備した構成でなる。 

特許3049542 

96.01.16 

A61L9/22 

優然 

プラスイオン、マイナスイオンの混合比を調節す

る方法 

Ｘ線の照射域に適当な形状の電極を配置し、そ

の電極に印加する電圧の極性と高低を調節してな

る気体（空気）中のプラスイオン、マイナスイオ

ンの混合比を簡便かつ安定的に調節する方法。 

特許3091907 

96.11.01 

A61L9/22 

優然 

電離気体におけるプラスイオン、マイナスイオン

の混合比調節装置 

Ｘ線照射等で発生したプラスイオン、マイナス

イオンの混在する気体が存在する電離気体の分布

域に適当な形状の電極を配置し、その電極に印加

する電圧の極性と高低を調節してなる電離気体中

のプラスイオン、マイナスイオンの混合比調節装

置である。 

そ
の
他
発
生
方
式 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

その他発生方式 

登録実用3066704 

(権利抹消) 

99.08.18 

A01G9/02,101 

児玉俊一 

弱静電荷発生植木鉢 

石３と単相１００Ｖ電源の陽極側を接続し、こ

の石を触媒として観葉植物２をマイナス電荷に帯

電させる。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（30/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

製品へ単純組込 特許2760692 

92.02.24 

A23B4/07 

吉田冷暖房工業所

［被引用２回］ 

冷凍食肉の解凍方法とその装置 

本体（１）の内面両側壁（１ａ）、（１ａ）に

絶縁板（３）を介して極板（４）を張着するとと

もに高周波重畳直流高圧トランス（２）とマイナ

スイオン発生器（５）と加湿器（６）とを備えた

ことを特徴とする冷凍食肉の解凍方法に使用する

装置。 

発生特性改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品と一体化 登録実用3080261 

01.03.14 

F01N3/08 

井上洋 

マイナスイオン発生装置を取り付けた自動車の排

気装置 

自動車の排気装置にマイナスイオン発生装置を

取り付ける。 

発生特性改善 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

応用製品性能向

上 

製品と一体化 

発生機に制御手

段付加 

登録実用3092446 

02.08.29 

F24H3/04,302 

アイアン 

マイナスイオン発生装置付きクリ－ンヒ－タ－ 

クリーンヒーターを構成する温風発生制御回路

に、マイナスイオン発生器を接続し、温風の放出

と同時にマイナスイオンをも放出せしめるように

した。クリーンヒーターの構成として、温風発生

制御回路と、室内温度の感知及び自動停止用制御

回路と、電源制御回路と、人体感知制御回路と、

前記各機能の制御回路とを有すると共に、前記温

風発生制御回路に、マイナスイオン発生器を接続

せしめ、発生する温風の放出と同時にマイナスイ

オンをも放出せしめるようにした。 

実用登録2597249 

92.10.20 

A61N1/10 

天昇電気工業 

電位治療用具 

人体に当接してマイナスの高電圧を印加する電

床体を備えた電位治療用具において、前記電床体

への電圧印加を制御する制御部からケーブルを介

して接続されたコントローラに、電位治療用具の

使用時に使用者が触れるための電極と、この電極

にマイナス高電位になっている使用者が触れると

マイナス高電位状態を検出するセンサー回路と、

このセンサー回路の作動によって表示あるいは音

声出力等を行うマイナス高電位状態確認手段を設

ける。 

登録実用3002026 

94.03.15 

A61N1/44 

中山武欧 

中山資紀 

温熱敷ぶとん用イオン発生器 

ケース（１）にプリント基板（３）、トランス

（４）（５）、温度調節器（６）等を内蔵し、

ケース表面にタイマー及び電位表示スイッチ

（８）（９）、温熱表示スイッチ（１１）を設

け、ケース（１）より導出したコードをイオン発

生電床板（２３）及び温熱ヒーター（１３）に連

絡させ、温熱ヒーター（１３）は合成繊 

に導電性塗料を混ぜた糸を用いたこと。 

発
生
方
式
の
特
定
無
し 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

マイナスイオン

の放出直接照射 

登録実用3081939 

01.05.21 

H01T23/00 

広撚 

マイナスイオン生成装置 

マイナスイオン生成装置１は、芯糸材に銅を被

覆してなる複数本の銅線を経緯に配置することで

経緯の銅線が交差状に接触する織物布などの布帛

３と、この布帛３に接続されて布帛３に負電圧を

供給する電源コード５などを備えている。そし

て、布帛３の銅線に電源コード５を介して負電圧

が供給されることで、マイナスイオン生成装置１

が布帛３の全体を使ってマイナスイオンを生成す

る。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（31/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

登録実用3011813 

94.07.15 

A61N1/10 

藤内毛織 

橘本交只 

陰電位マイヤ－敷パッド毛布 

上層から順に、立毛状マイヤー毛布、通電装置

付き陰電位発生電極布、不織布、固綿、織基布を

積層し、適宜まとめて  キルト縫製し、周囲四方

をヘム縫いし、ヘムから外に出た通電装置の先端

と、治療器本体電源プラグは合体する。 

マイナスイオン

の放出直接照射 

登録実用3037973 

96.09.13 

A61N1/10 

真野強 

柘植信彦 

高電位治療装置 

導電性の治療端末３と、１サイクルの１／２波

において３ヶの山４，５，６と２ヶの谷７，８を

有し前２ヶの山４，５が低く３ヶ目の山６が前の

ものより高い出力波形を特徴とする高電圧波形発

生装置１とからなり、この高電圧波形発生装置１

が、可変変圧器９と、この可変変圧器９から出力

されるプラス側１０とマイナス側１１の両方に

夫々可変抵抗１２とそして逆方向のダイオード１

３を平行させた回路と、プラスとマイナスの回路

をコンデンサー１４でつないだ回路と、この波形

を片方の出力端子２を通じて治療端末３から高電

圧で出力するための高圧変圧器１６を有し、治療

端末３からの出力が５０ｍＡ以下で１０００Ｖ以

上９０００Ｖ以下であることを特徴とする。 

マイナスイオン

の放出直接照射 

製品と一体化 

登録実用3012595 

94.12.16 

A61N1/44 

田井敏夫 

イオン静電蒸気治療器 

内壁に電極板を主に配置した容器に、外面をプ

ラスチックにて覆い、絶縁材を電極板の人体接触

部に装備し、蒸気発生器より容器内に水蒸気を充

満させ、電極板にイオン静電圧を印加してなる構

成である。 

マイナスイオン

の放出直接照射 

製品と一体化 

登録実用3072103 

00.03.29 

A61N1/10 

仲林工業 

敷具 

陰イオンにより治療を行う陰電位治療用の敷具

１を、敷具本体２と、電源コード３とで構成す

る。敷具本体２は、銅線５を分散配置した不織布

４をカバー６で覆ってなるものである。電源コー

ド３は、敷具本体２の不織布４に接続される単一

の出力端子１３を有し、電源に接続されて前記出

力端子１３に負電圧を印加するものである。この

敷具１では、電源コード３の出力端子１３から敷

具本体２の不織布４に印加される負電圧により陰

イオンが発生するので、敷具１を通常の使用形態

である敷具として使用しながら、陰電位治療を行

うことができる。 

発
生
方
式
の
特
定
無
し 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

マイナスイオン

の放出直接照射 

製品へ着脱自在 

登録実用3031631 

96.05.24 

A61N1/10 

小林産業 

美容マット 

セラミックを合成繊維に練り込み加工して綿状

と成した中綿を内装し、該中綿下部にして、且つ

腰及び下肢の対応部位の夫々に袋状の収納部を配

設し、該収納部に電気発熱体及びマイナス・イオ

ン電極を内蔵した温熱・イオンマット12を出し入

れ自在と成し、該温熱・イオンマット12を温熱回

路及び電位発生回路を内蔵したコントローラーに

接続することにより、温熱・イオンマット12及び

体温にて中綿のセラミックを加温し、該セラミッ

クからの遠赤外線放射にて身体全体を温め、又温

熱・イオンマット12からのマイナスイオンを腰又

は下肢に浴びせ、人体へのかかる温熱効果及び電

位効果を、寝ながらにして美容及び健康に有効的

に作用させる。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（32/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特許3347275 

97.07.29 

C02F1/74,ZAB 

スカラベ 

シアトルキャタラ

イザーラボラトリ

－ 

［被引用１回］ 

グリストラップ装置 

排水を貯留する処理槽と、この処理槽に貯留さ

れた排水内にエアーを放出する散気手段と、三波

川変成岩を含んだ触媒体を有してなり前記散気手

段から放出されたエアーが前記触媒体内を通過す

る位置に配設される触媒装置とを有し、散気手段

により放出されるエアーにマイナスイオンを付加

するマイナスイオン発生装置をさらに備えてい

る。 

製品へ単純組込 

登録実用3085025 

01.10.04 

F24F7/00 

テクノス 

アンデス電気 

遊技機 

遊技機１の前面上方部に下方に向けてマイナス

イオン２を放出するマイナスイオン発生器３を取

付けた。マイナスイオン発生器３はマイナスイオ

ン２を発生するマイナスイオン発生モジュールと

イオン放射針に向けて空気を吹き付ける小型ファ

ンを備えている。 

登録実用3030762 

96.02.26 

C02F7/00,ZAB 

平野光義 

水中浄化機 

太陽電池及び風力発電で発電した電力を本体内

の蓄電池で蓄電する。蓄電池の電力によりエアー

ポンプとマイナスイオン発生器を作動させ、本体

外の水中へ新鮮な空気とマイナスイオン及びオゾ

ン等を噴射する。 

登録実用3045395 

97.07.16 

F21V33/00 

渡辺芳晴 

空気清浄機能照明器具 

照明器具（２）に、簡単に脱着出来る、集塵

フィルター部（４）および送風ファン部（５）よ

り構成された、空気清浄機（１）とマイナスイオ

ン生成器（３）を設けて装着し、さらにサーキュ

レーターとして機能する事を特徴とする。 

登録実用3064663 

(権利抹消) 

99.06.08 

F24F6/12,101 

姚培智 

郭進昌 

水蒸気の発生装置 

装置ベース体１０には、その上方に仕切り板１３

を設け、該仕切り板上に凹状窪みを形成すること

で、霧状水蒸気発生室１４を設け、該霧状水蒸気

発生室の適宜な位置に外部に延伸する第１，第２

通路１５，１６とを設け、かつ前記霧状水蒸気発

生室１４の上方に水蒸気出口通路を設け、前記仕

切り板の下方に設置空間１８を設け、該設置空間

部には、上部に発振回路２１を有する超音波発振

手段２０を配設すると共に、マイナスイオン発生

手段３０を設け、貯水容器４０は、該第１、第２

通路上を覆うように設け、且つ蓋体５０は装置

ベース体と係合して緊密に覆い、かつ該霧状水蒸

気発生室に相対する位置に気体の流出口５１を有

し、該蓋体の気体の流出口に近在する位置に遠赤

外線発生手段５２を設けた。 

発
生
方
式
の
特
定
無
し 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品と一体化 

登録実用3088211 

02.02.27 

F24F7/00 

電通技研 

喫煙テ－ブル 

テーブルカウンター１の中に送風ダクト９を取

付けて、市販品のマイナスイオン発生空気清浄機

４と電動ファン１３を収納し、室内喫煙場所の空

気をテーブルカウンター内に循環させ、プラスに

帯電している煙草の煙、その他の臭い及び浮遊細

菌等の空気汚染微粒子にマイナスイオン発生空気

清浄機によってマイナスイオンを与え中和し、集

塵して除去する。 
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表 2.24 主要企業以外の技術要素別課題対応特許（33/33） 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 

出願日 
主IPC 
出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

登録実用3090190 

01.11.05 

D06F58/00 

ヒノカンパニ－ 

マイナスイオン発生機能付ふとん乾燥機 

マイナスイオンの発生機能を付加した、オゾン

脱臭・除菌とヒータ機能を備えたふとん乾燥機。

登録実用3089863 

02.05.10 

F21V33/00 

ハッピ－バンドゴ

－ 

照明装置 

透光性を有する既成ガラス容器１０の底壁１１

に後加工で組付穴１２を開口させることにより形

成したランプシェード１と、光源としての電球４

を上面に取り付けるようにした台座２を備えた照

明装置Ａであって、台座に形成した吸気穴２０か

ら台座の内部を経てランプシェードの内部に連通

する通気路３が形成され、前記台座の内部にマイ

ナスイオン発生器５が設けられている。 

製品と一体化 

登録実用3092403 

02.08.28 

H02J7/00,301 

黒沢智之 

マイナスイオン＆携帯充電器 

従来から有る移動体通信機器の簡易充電器に、

マイナスイオン発生器を内蔵する事で、人体に電

磁波等の影響の少ない、移動体通信機器用簡易充

電器とする。 

製品と一体化 

発生機に制御手

段付加 

登録実用3091200 

02.07.04 

F04D25/08,307 

アイアン 

マイナスイオン発生装置付きタワ－型ファン 

ファン本体をスリムなタワー形状とし、前記タ

ワー形状のファン本体を構成する前記吹出し口部

も縦長形状に形成すると共に、前記扇風装置を構

成する電気回路にマイナスイオン発生器装置を接

続せしめた。 

発
生
方
式
の
特
定
無
し 

マイナスイオン

の効能、効果の

発揮 

製品へ着脱自在 登録実用3072449 

00.03.23 

F24F1/00 

イオス 

イオン発生装置 

マイナスイオン発生装置１を、冷暖房等に用い

られるエアコン５のエア噴出口６近傍に着脱自在

に取りつけて、イオン発生装置１から発生するマ

イナスイオン９をエアコンの噴流１０に合流させ

る。 

測
定
技
術 

測定性能改善 測定技術 登録実用3007901 

94.08.17 

G01N27/62 

高見澤電機製作所

イオン量測定装置用イオン捕獲器 

二つの相対向する電極板１がフレーム２の内側

壁面に有するように構成したものである。実施に

あたっては、それらの電極板１，１をケーブル

３，３によりイオン量測定装置本体４にそれぞれ

接続し、正および負の電圧を同時に印加して、イ

オン発生器より発生したイオン化エアー７中のイ

オン量を測定する。電極板１，１を相対向させた

事により、イオン発生器に影響を及ぼすことなく

測定でき、またフレームを筒状構造にする事によ

り、局部的にイオン化エアー７を吹き付ける構造

のイオ発生器のイオン量測定においても、より一

層の効果が得られる。 
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図3.1にマイナスイオン発生機の主要企業等の開発拠点を示す。また、表3.1に開発拠点

の住所を示す。これらの図及び表は、主要企業国内21社及び個人２人（以下、主要企業等）

が出願した特許及び実用新案の公報及び主要企業等のホームページにより調査したもので

ある。 

開発拠点は、大阪：10、東京：７、神奈川：3、福岡：3、埼玉：２、静岡：２、滋賀：

２、京都：２、兵庫：２、新潟：１、和歌山：１、鳥取：１、山口：１と、近畿圏及び首

都圏に集中している。特に、大阪府に多い。 

 

図 3.1 開発拠点図 
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表 3.1 開発拠点一覧表 

企業名 No 事業所名 住所 

シャープ ① 本社 大阪府大阪市 

松下エコシステムズ 
(旧松下精工) 

② 本社 大阪府大阪市 

東陶機器 ③ 本社 福岡県北九州市 

松下電工 ④ 本社 大阪府門真市  
⑤-1 本社 東京都千代田区 

⑤-2 三菱電機エンジニアリング 東京都千代田区  
⑤-3 三菱電機ホーム機器 埼玉県大里郡 

⑤-4 静岡製作所 静岡県静岡市 

⑤-5 中央研究所 兵庫県尼崎市 

三菱電機 

⑤-6 和歌山製作所 和歌山県和歌山市 

⑥-1 本部 大阪府大阪市 

⑥-2 神戸技術研究所 兵庫県神戸市 世界長 

⑥-3 新南陽工場 山口県周南市 

⑦-1 旧アイワ 東京都台東区 
ソニー（旧 アイワ） 

⑦-2 旧アイワエンジニアリング 東京都中野区 

⑧-1 本社 大阪府大阪市 
タイガー魔法瓶 

⑧-2 本社 大阪府門真市 

松下電器産業 ⑨ 本社 大阪府門真市  
日本ハネック ⑩ 本社 埼玉県北埼玉郡 

⑪-1 本社 大阪府大阪市 

⑪-2 堺製作所 大阪府堺市 ダイキン工業 

⑪-3 滋賀製作所 滋賀県草津市 

⑫-1 本社  東京都大田区 
荏原製作所 

⑫-2 荏原総合研究所  神奈川県藤沢市 

⑬-1 本社 大阪府守口市 

⑬-2 三洋ホームテック 京都府相楽郡 三洋電機 

⑬-3 鳥取三洋電機 鳥取県鳥取市 

東レ ⑭ 本社 滋賀県大津市 

高松邦明氏 ⑮  － 

⑯-1 本社 東京都港区 

⑯-2 富士事業所 静岡県富士市 東芝キヤリア 

⑯-3 東芝エー・ブイ・イー 東京都港区 

コロナ（旧 内田製作所） ⑰ 本社 新潟県三条市 

九州日立マクセル ⑱ 本社 福岡県田川郡 

元旦ビューティ工業 ⑲ 本社 神奈川県藤沢市 

アイシーシー ⑳ 本社 神奈川県横浜市 

クレイツ ○21  本社 福岡県福岡市 

サンエー電機 ○22  本社 京都府京都市 

前田信秀氏 ○23  － － 
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資料１．ライセンス提供の用意のある特許 

特許流通データベースを使用し、「マイナスイオン発生機」に関する特許でライセンス

提供の用意のあるものを下記に示す。なお検索にあたっては、キーワードとして「マイナ

スイオン」を用いて検索した結果の中から、本チャートで取り上げている内容に関する記

述があるものをピックアップした。 

 

「マイナスイオン発生機」に関するライセンス提供の用意のある特許 

（2004年２月16日現在） 

No. 特許番号 出願人 名   称 

1 特許第3509741 セキュリティー

システム 

非放電型空気清浄器、非放電型空気清浄方法、及

び、非放電型空気除菌器 

2 特開2001-108943 堀口 光夫 電磁波減衰マイナスイオン効果眼鏡 

3 特開2003-019430 細見 吉生 マイナスイオン発生器 

4 実用第3085150 欠端 あさ枝 活性炭とソバガラを主要材とした活性炭枕 

5 特許第3016138 渡辺 正司 装身具 

6 特開2000-110775 森 秀夫 扇風機用マイナスイオン発生器およびマイナスイ

オン発生扇風機 

7 特開2000-121088 森 秀夫 車内エアコン用マイナスイオン発生器 

8 特開2000-121087 森 秀夫 室内エアコン用マイナスイオン発生器およびマイ

ナスイオン発生室内エアコン 

9 特許第2683387 森島 シゲ子 鉱石イオン遠赤放射床用コルクタイル 

10 特開平9-303065 矢野 貫之 マイナスイオンが発生するブラインド、カーテン

11 特開平10-005025 矢野 貫之 マイナスイオンを発生させる扇子、団扇 

12 特開2000-333889 清水 祥夫 水フィルター式電気掃除機 

13 特開2000-317240 清水 祥夫 水を利用した空気清浄装置 

14 特開2000-317239 清水 祥夫 水を利用した空気清浄装置 

15 特開2000-316765 清水 祥夫 水フィルター式電気掃除機 

16 特許第2621739 三菱電機 冷凍冷蔵庫及び脱臭装置 
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